






写真で見る夫婦の「日本語交流活動」35年間
� （敬称略。肩書等は当時）

 ■1989（平成元）年3月
日本語学習、情報誌 季刊誌『日本』（28頁）を創刊・寄贈

留学生と海外の日本語学習者に“日本語で日本と日本人を理解してもらうための学習・�
情報誌”（各号28～40頁）

4万部を発行し、留学生のいる国立、公立、私立大学93カ所、日本語学校67カ所、海外の大
学（日本語学部）や広報文化センターなど19カ所の計235カ所に寄贈。

題字＝中国の留学生　羅剣（書）
� （東京大学医学部医用電子研究施設）
表紙＝「紙工芸品」（高さ2メートル11センチ）
　　　タイの留学生　スワン・メーターピスイット
� （東京藝術大学大学院博士課程油画教育研究科）
	
内容＝�竹下首相のメッセージ�

数字で見る日本�
大相撲の楽しい見方�
年中行事と季節の言葉�
「日本で生活するには」�
工場見学記�
日本の昔話�
奨学金情報�
第1回 《日本語作文コンクール》の応募要項

国内の大学や海外へ季刊誌『日本』を郵送する梱包作業、東京都練馬区の自宅で



 ■1989（平成元）年
  第1回   留学生《日本語作文コンクール》

テーマ＝「日本（日本人）のここが好き、ここが嫌い」、
「日本（日本人）への期待と注文」

 ■1989（平成元）年～1990（平成2）年
留学生との交流

中国、韓国、バングラデシュ、タイ、香港、チベット、台湾の留学生と勉強会・懇談会
いずれも、東京都練馬区の自宅で

表彰式（1989年9月26日、文部省）
前列右から2人目、最優秀賞（文部大臣賞）・李春植（中国）

前列中央・石橋一弥文部大臣

第1回作文集
『私たちが見た裸のニッポン』
（1989年10月、朝日ソノラマ刊）
全応募作文525編を収録、298頁

1989年7月

1990年12月



 ■1991（平成3）年
  第2回   留学生《日本語作文コンクール》
テーマ＝「日本の国際化のための提言」

 ■1992（平成4）年
  第3回   留学生《日本語作文コンクール》（中国の留学生のみ）
  第１回   中国の大学生、院生《日本語作文コンクール》

テーマ＝「21世紀の日本と中国の役割」
応募総数＝中国の留学生・249編　　中国の大学生、院生・450編
一等賞＝中国の留学生　　　　王頎（お茶の水女子大学、女）
　　　　中国の大学生・院生　高媛（吉林大学、女）

応募総数＝816編
優秀賞＝中国　石平（神戸大学大学院、男）
　　　　タイ　マリン・タナンパイ
� （早稲田大学文学部、女）
　　　　アメリカ　ケイ・グレゴリ
� （関西外国語大学、男）
� ら10人
	
第2回 入賞作文集『日本の国際化』
110編を収録。236頁。
日本教育新聞社刊

表彰式・第1回 中国の大学生、院生《日本語作文コンクール》
前列右・一等賞の高媛（1993年4月、天津市の南開大学）



 ■～1994（平成6）年
季刊誌『日本』（～24号）を寄贈

表紙の木版画
中国の留学生
陳之傑
（大阪芸術大学）

表紙の油絵
中国の留学生
唐承華（愛知県
立芸術大学）

表紙の中国画
中国の留学生
郭継英（多摩美
術大学大学院）

表紙の中国画
中国の留学生
張導曦
（早稲田大学）

表紙の中国画
中国の留学生
張爽
（多摩美術大学）

表紙の水墨画
中国の留学生
陳允陸（関西学
院大学大学院）

9号（1991年3月）
40頁 3万部

17号（1993年3月）
40頁 2万部

22号（1994年6月）
40頁 1万5千部

16号（1992年12月）
40頁 3万部

20号（1993年12月）
40頁 2万部

23号（1994年9月）
40頁 1万5千部



 ■1992（平成4）年～1996（平成8）年
季刊誌『日本』が縁で、中国の天津、大連、北京を訪問！

1992年9月、南開大学（天津市）
右・王健宜先生

1996年4月、東北財経大学（大連市）　　中央・方愛郷先生

1996年4月、北京大学（北京市）

1993年10月、遼寧師範大学（大連市）



 ■1994（平成6）年
  第4回   留学生《日本語作文コンクール》
  第2回   中国の大学生、院生《日本語作文コンクール》

テーマ＝「私にとっての日本」
応募総数＝留学生・803編　　中国の大学生、院生・281編

 ■1995（平成7）年
  第5回   留学生《日本語作文コンクール》
  第3回   中国の大学生、院生《日本語作文コンクール》

テーマ＝「戦後五十年・日本に望むこと」
応募総数＝留学生・728編　　中国の大学生、院生・514編

第2回 中国の大学生、院生《日本語作文コンクール》

入賞作文集（95編）
朝日ソノラマ刊

一等賞の二人が訪日（1994年7月）
左・路邈　　　　　　　右・高媛
（東京都練馬区上石神井の自宅で）

表彰式（1994年5月、天津市の南開大学）

第三回 中国の大学生、院生《日本語作文コンクール》の表彰式
（1995年5月、大連市の遼寧師範大学）



 ■1995（平成7）年～1997（平成9）年3月
季刊誌『日本』（25号～33号（最終号））を発行、寄贈

表紙の写真
清水寺（京都市）

表紙の写真
国会議事堂
（東京都千代田区）

29号、30号、31号の表紙の水墨・岩彩画は中国の留学生、王青（東京藝術大学大学院）
28号は東京都庁、32号は浅草寺の羽子板市、33号は32号までの季刊誌『日本』の写真

26号（1995年6月）
40頁 1万5千部

28号（1995年12月）
36頁 1万5千部

31号（1996年9月）
36頁 1万5千部

27号（1995年9月）
40頁 1万5千部

29号（1996年3月）
36頁 1万5千部

30号（1996年6月）
36頁 1万5千部

32号（1996年12月）
36頁 1万5千部

33号（1997年3月）
36頁 1万5千部



 ■1997（平成9）年3月
季刊誌『日本』の発行・寄贈は1997（平成9）年3月で終了

季刊誌『日本』は8年間に、留学生の多い国内の大学と日本語学校・約110校、中国、韓国、
タイ、台湾、インドネシア、カンボジア、バングラデシュ、アメリカ、フランス、エジプ
ト、イギリスなど41カ国・地域の大学や日本語学校、外務省の海外文化広報センターなど
に寄贈。� （一部は、外務省、大学などが「買い上げ」）

 ■1997（平成9）年9月
南開大学日本語科（中国・天津市）の47人の学生・教師から《寄せ書き》
“苦節8年心より感謝します。”ヨコ1.1メートル×タテ78センチの布

季刊誌『日本』の内容
日本の出来事、年中行事と季節の言葉、季語と俳句、日本経済、日本伝統
スポーツ・文化、数字で見る日本、日本語講座、伝統の文化、古典文学、
政治の動き、日本経済躍進の秘密、日本人の行動様式、世相語あれこれ、
日本の昔話など。
～ルビ・イラスト付き～
� （内容は号によって、一部異なる）

『日本』は、私の学習生活にとって掛け替えのない友達でありました� 金東海
『日本』の雑誌は大学の四年間の中で一番懐かしい記念品でありました� 呂暁陽
多くの事を『日本』で教えて頂き、心から感謝しております� 金明姫



 ■1996（平成8）年
  遼寧師範大学（大連市）に「日本学習研究中心」を寄贈  

遼寧省大連市の遼寧師範大学に、「大森日本学習研究中心（センター）」を寄贈。
1996年3月にオープン式典。
遼寧師範大学外国語学院（曲維院長）の校舎4階の3つの教室を改造して作りました。
事務室（管理室）、図書・資料室、映写室（会議室）、合わせた広さは118平方メートル。
図書・資料室には、日本語学習と日本研究に必要な書籍（日本語辞典と文化、歴史、経済、
政治、文学等の分野の本）を備え、新しい「日本と日本語」関係の図書を整備する。映写室
は、主に日本のビデオ・ソフトを使った「ビデオ学習」により、日本理解と日本研究を深め
てもらうのが目的で、さらに、会議室として各種のシンポジウムなどを開く。

左・朱誠如・遼寧師範大学学長

学生が利用する「大森弘子文庫」



 ■1995（平成7）年～2016（平成28）年
独自の日本語教材、日本語精読教材『日本』～『新日本概況』

（季刊誌『日本』の後の日本語教材『日本』・各版）
中国を中心に各国の大学、留学生などに約7万5千部を寄贈

日本語精読教材『日本』
（206頁）
日本の印刷所

最新版、改訂版・日本語教材『日本』
（いずれも252頁）
中国・北京の外研社

日本語教材『新日本概況』
（252頁）

中国・北京の外研社

MP3付・日本語教材『日本』
（上・311頁　下・302頁）

中国・北京の外研社

新版・日本語教材『日本』
（上・330頁　下・345頁）

中国・北京の外研社

大学用・日本語教材『日本』
（上・387頁　下・460頁）
中国・大連の大連出版社

各版の日本語教材『日本』の感想等は、第五章（p.229）

●❶

●❺

●❸

●❷

●❻

●❹



 ■1995（平成7）年
　❶日本語精読教材『日本』（206頁）を中国の約80大学などに、約3,000部寄贈。

 ■1997（平成9）年～1998（平成10）年
　❷大学用・日本語教材『日本』（上・387頁、下・460頁）を中国の約110大学などに、
　　約2万6千部寄贈。

 ■2004（平成16）年～2005（平成17）年
　❸新版・日本語教材『日本』（上・330頁、下・345頁）を中国の約110大学などに、
　　約2万1千部寄贈。

 ■2009（平成21）年～2011（平成23）年
　❹MP3付・日本語教材『日本』（上・311頁、下・302頁）を中国の約80大学などに、
　　約3千部寄贈。

❶遼寧師範大学（遼寧省大連市） ❷浙江大学城市学院（浙江省杭州市）

❹哈尓濱工業大学（黒龍江省哈尓濱市） ❹大理学院（雲南省大理市）

❸寧波大学（浙江省寧波市） ❸吉林大学（吉林省長春市）



 ■2012（平成24）年～2013（平成25）年
　❺最新版＋改訂版・日本語教材『日本』（いずれも252頁）を中国の約120大学などに、
　　約1万1千部寄贈。

 ■2014（平成26）年～2016（平成28）年
　❻日本語教材『新日本概況』（252頁）を中国の約130大学などに、約1万1千部寄贈。

延辺大学（吉林省延吉市） 新疆師範大学（新疆ウイグル自治区烏鲁木齐市）

山東師範大学（山東省済南市）

西北大学（陝西省西安市）



 ■1996（平成8）年～2014（平成26）年
第4回～第16回 中国の大学生、院生《日本語作文コンクール》

第4回　1996（平成8）年
テーマ＝「日本語と私」　応募総数＝861編（65大学）表彰式は北京市・北京大学

第5回　1997（平成9）年
テーマ＝「日本の政府・企業に望むこと」　　応募総数＝736編（58大学）

第6回　1998（平成10）年
テーマ＝「日中友好を深めるには、どうすれば良いか？」

応募総数＝933編（73大学）

第4回の応募作文・861編（すべて郵送）

表彰式（1998年10月、北京市・北京大学）

表彰式後の「万里の長城」観光

入賞作文集（238頁）
スリーエーネットワーク刊

表彰式後の「万里の長城」観光
（表彰式は北京市・北京大学）



第7回　1999（平成11）年
テーマ＝「近未来の日本と中国について」　　応募総数＝1,203編（85大学）

第8回　2000（平成12）年

第一回・中国、韓国、台湾の大学生《日本語作文コンクール》
テーマ＝「21世紀を迎える日本へのメッセージ」

応募総数＝1,603編（中国・1,439編、韓国・101編、台湾・63編）
・最優秀賞（全体の一等賞）劉愛君（遼寧師範大学大学院、女）
・優秀賞 （中国の一等賞）李莉（北京第二外国語学院大学院、女）

表彰式　1999年9月
（河南省洛陽市の洛陽外国語学院）

一等賞の郜楓さん（右・西安外国語学院）が訪日
（2000年1月、東京・練馬区の大森宅）

表彰式（遼寧省大連市・遼寧師範大学）

入賞作文集（85編を収録）
『日本が好きだから言いたい！』
スリーエーネットワーク刊（188頁）



第9回　2001（平成13）年
テーマ＝「私と日本」　　応募総数＝1,626編（94大学）

第10回　2002（平成14）年
テーマ＝「日本と中国の将来」　　応募総数＝2,017編（86大学）

第9回の応募作文
1,626編（すべて郵送）

表彰式（2002年9月、北京市の北京大学）

一等賞の陶金さん 
（遼寧師範大学、中央）が訪日

河合隼雄・文化庁長官（当時）を 
表敬訪問（2003年3月）

応募作文（2,017編）

 表彰式
（2001年11月、江蘇省 
南京市の南京農業大学）



第11回　2003（平成15）年
テーマ＝「日本語と私」　　応募総数＝2,118編（98大学）

第12回　2004（平成16）年
テーマ＝「日本語学習と私」　　応募総数＝3,360編（98大学）

応募作文・2,118編

表彰式（2003年11月、洛陽外国語学院（河南省洛陽市））
表彰式後の懇親会で一等賞の二人と

中央右・趙嵐（北京第二外国語学院大学院）
中央左・石金花（洛陽外国語学院）

表彰式（2004年12月、上海市の華東師範大学）

一次審査（2003年6月、東京都練馬区の自宅で）

表彰式翌日の「龍門石窟」観光

応募作文・3,360編



第13回　2006（平成18）年

第1回 中国の大学院生《日本語作文・スピーチ・討論コンテスト》
テーマ＝「日本、あるいは日本人に言いたいこと」　　応募総数＝384編（48大学）

第14回　2007（平成19）年

第2回 中国の大学院生《日本語作文・スピーチ・討論コンテスト》
テーマ＝「日本と中国の、これからの責任と課題」　　応募総数＝424編（53大学）

上位入賞者による
「スピーチ・討論」風景
（2006年10月、北京市の北京
日本学研究中心）

表彰式（2007年、上海市の
上海外国語学院）

表彰式後の懇親会（北京市） 第13回の「入賞作文集」
一、二、三等賞

20人の作文とスピーチ
（日本僑報社刊、179頁）



表彰式（2014年10月、北京市の在中国日本国大使館）

「入賞作文集」（67編収録）
『日本に対する偏見が解けてゆく』

（日本僑報社刊、203頁）

中央・一等賞の董亜峰（北京第二外国語学院）

第15回　2012（平成24）年
テーマ＝「日中の絆を深めるには？」　　応募総数＝3,412編（128大学）

・一等賞＝韓福艶さん（河南省安陽市の安陽師範学院）
表彰式は北京市内のホテルで

第16回　2014（平成26）年
テーマ＝「日本語教材『日本』（国際交流研究所が作成・寄贈）の感想文」

応募総数＝3,023編（108大学）



 ■1999（平成11）年～2015（平成27）年
  中国の学生対象に《中日友好に関するアンケート調査》を4回  

計4回の中国の学生の総回答数＝3万9,225人
・第一回（1999年3月～6月）＝80大学の7,634人が回答
・第二回（2001年12月～2002年１月）＝88大学の9,183人が回答
第二回は、中国の大学の日本語教師〈中国籍〉＝467人
　　　　　日本にいる中国の留学生・就学生 ＝3,317人
　　　　　についてもアンケート調査を実施。回答者合計＝1万2,967人

・第三回（2004年12月～2005年3月）＝107大学の1万0,370人が回答
・第四回（2014年12月～2015年3月）＝172大学の1万2,038人が回答

○�4回のアンケート調査を行った16年間に、「中国の大学生（日本語科）」の「対日感情」が�
大幅に好転した。
①７割以上が「日本と日本人」に「親しみ」を感じ、
②17年前の二倍以上が、「日中は相互理解が出来ている」と考え、
③約半数の学生が「十年後の日中」が「今より、親しい関係」になる、と回答している。

「日本」に「親しみを感じる」理由では、「日本語を勉強したことで、対日観が変わった」
という回答が多かった。そう答えた学生は、「日本語を勉強するまでは、『歴史問題』のた
めに、日本を恨んだり、日本が嫌いだった」と書いていた。そして、「大学の日本語科に入
学して、日本語を勉強し、日本人教師に接してから、日本と日本人に親しみを感じるよう
になった」という回答が目立った。
多くの学生が、「日中」の明るい未来を展望している一方で。依然、日本政府の「歴史認
識」に強い批判と不満を抱いている学生が少なくなかった。

合計1万2,967人の回答集→
（524頁、2002年7月、日本僑報社刊）

総回答のうち、郵送された回答約4,000枚



 ■2012（平成24）年～2014（平成26）年
中国から届いた切手で作った日中友好の“貼り絵”

2012年までの活動で、中国の学生や先生方から送られてきた手紙や、作文の封書、包み
の切手を保存。

その数は約4,500枚。「これまでの活動の記念に！」と、弘子が、そのうちの約1,500枚の
切手を使って、「日中友好を象徴する貼り絵」（中国の国旗・万里の長城・牡丹と日本の国
旗・富士山・桜）をA3（タテ29.7センチ×ヨコ42.0センチ）の画用紙に貼って作製した。
切手の色の部分を切り取って一枚一枚貼り付け、輪郭も切手を細く切って貼り、画面は
すべて切手。

道具は、ハサミ、ピンセット、鉛筆、定規、化学糊と細い筆。
完成までの期間は約４カ月

木寺昌人・駐中国日本国大使に寄贈。
（2014年10月・大使館で）

貼り絵に使った約1,500枚の切手



 ■2016（平成28）年～2023（令和5）年
世界の日本語学習者《日本語作文コンクール》を5回開催

第1回　2016（平成28）年
テーマ＝「〈日本〉は、どんな国だと思いますか？」

応募総数＝5,141編（54カ国・地域）

一等賞・3人
・海外の大学生＝シュレヤ・デイウェ（インド、プネ大学、20歳）

・留学生＝王志博（宇都宮大学大学院、25歳）

・社会人など＝ドン・フン・タオ（ベトナム、在日企業勤務、27歳）

一次審査（東京都江東区）海外から郵送の作文・705編

東京都
新宿区で

東京都江東区の
自宅で

栃木県で



第2回　2018（平成30）年～2019（令和元）年
テーマ＝「〈日本〉、あるいは〈日本人〉に言いたいことは？」

応募総数＝6,793編（62カ国・地域）
一等賞・2人の表彰式（2019年4月、朝日新聞東京本社（東京都中央区））

日本在住＝中央左 アイエドゥン・エマヌエル（ベナン、大阪府立大学大学院・留学生）
海外＝中央右 ニコール・フェッラリオ（イタリア、カ・フォスカリ大学大学院）

一等賞の2人を招いて、老人ホームの入居者と懇談会（東京都立川市・サンシティ立川昭和記念公園）
中央左＝ニコール・フェッラリオ　　中央右＝アイエドゥン・エマヌエル

二等賞（10人）
ヘレン・リー（18歳）オーストラリア（ニューサウスウェルズ大学）
アンナ・ムロチェック（11歳）ポーランド（小学校6年、ワルシャワ日本語学校）
ヤラ・タンターウィ（23歳）エジプト（カイロ大学）
スー・シャオチェン（29歳）アメリカ（東京大学大学院・留学生）
マヘルプル・ルヒナ（21歳）イラン（日本大学文理学部・留学生）
� ほか、5人



第3回　2019（令和元）年～2020（令和2）年
テーマ＝�１「〈日本のこと〉で、〈あなたの国〉に伝えたいこと、は何ですか？」 

２「〈あなたの国のこと〉で、〈日本人〉に知ってもらいたいこと、は何ですか？」
のいずれか

応募総数＝9,086編（66カ国・地域）　内訳：郵送・1490編＋メールの添付・7,596編
一等賞・2人

二等賞・5人

『ユニークな「日本文化」論』
（2020年9月、朝日新聞出版刊、272頁）

・第1回～第3回　世界の日本語学習者《日本語作文コンクール》
・第1回～第16回　中国の大学生・院生《日本語作文コンクール》
・第1回～第5回　留学生《日本語作文コンクール》
通算24回の入賞作文から、112編（64カ国・地域）を収録。

チャン・トゥー・チャン
ベトナム　名古屋大学
学生交流課留学生支援係

簡家玲
台湾

国立高雄科技大学
梅光学院大学留学

ツァバ・ユリア
ポーランド
小学校教師

ワルシャワ日本語学校

呉潮松
中国

瀋陽工業大学

サブリーン・アリ
エジプト

カイロ大学文学部
日本語学科大学院

ヴォロビヨワ・ガリーナ
キルギス

ビシケク人文大学准教授

レイレイピュー
ミャンマー

丸紅ピネドー出張所



第4回　2020（令和2）年～2021（令和3）年
テーマ＝「《俳句》コンテスト」として実施

応募総数＝9,022句（4,013人。75カ国・地域）
一等賞・2人

二等賞・5人
　河昇彬　韓国　神戸女学院大学非常勤講師。韓国外大日本研究所
　ギッティポーン・ナンムーア　タイ　タマラートスクサースクール（仏教系高校）2年
　サブリーン・アリ　エジプト　カイロ大学日本語学科大学院生
　　日本学術振興会カイロ研究連絡センター・秘書
　呉凌燕　中国　大連海事大学院生
　ジュリア・ヒカリ・サトウ・パドバン　
　　ブラジル（パラグアイ在住）　小学校5年

入賞俳句集『「俳句」と日本語の夢』
（2021年7月、朝日新聞出版刊、256頁）
47カ国・地域の102人の俳句を収録。

　李海　中国（貴州省貴陽市　貴州民族大学教師）

　チョチョキン　ミャンマー（丸紅ネピドー出張所）

友来るや　庭に日本の　春の色

内戦に　芽生える子らの　春憂う
日本語を勉強し始めたきっかけは、中学生の時見ていた日
本のアニメ『るろうに剣心』と連続ドラマ『おしん』です。
『おしん』の話し方がとても面白かったので、自分も素敵な
言語を話せるようになりたいと思いました。

2001年10月～2003年3月
　広島県福山市の日本語学校
2003年  4月～2007年3月
　香川大学
2007年  4月～2014年3月
　名古屋大学大学院国際言語文化研究科に留学



第5回　2022（令和4）年～2023（令和5）年

第26回（通算）世界の日本語学習者《日本語作文のコンクール》
テーマ＝�１「〈日本語〉と私」�

２「あなたの国にとって、〈日本〉は、どんな国ですか？」
主　催＝大森和夫・大森弘子
事務局＝広野未来スピーチ倶楽部（部長・笈川幸司　福島県）
後　援＝独立行政法人国際交流基金　朝日新聞社　文部科学省　�
　　　　独立行政法人国際協力機構
協　賛＝㈱スリーエーネットワーク

応募総数＝6,618編（62カ国・地域）
応募の国・地域は、約3分の1が中国、約3分の1がその他のアジア、約3分の1がそれ以外。
また、作文全体の約5分の4がテーマ１「日本語と私」。
「応募数などを考慮しながら、「いろいろな国から、いろいろな〈作文〉を選ぶ」という方
針で、「作文の整理・一次審査」を進めました。
二次審査　�笈川幸司（広野未来スピーチ倶楽部部長、日本語教師）　大森和夫　大森弘子

羽原清雅（元・朝日新聞政治部長）　古谷浩一（朝日新聞論説委員）
� 5人の採点（100点満点）の合計点で順位を決定。

◇一等賞（2人）

ベトナム　　＝ラム・ティ・トゥ・ホアイ（特定技能・介護職　29歳）
ウクライナ　＝リンニク・マルガリタ（東京育英日本語学院　20歳）

◇二等賞（5人）

中国　　　　＝羊善嬌（日本語教師・広東省深圳市第三高級高校　32歳）

中国　　　　＝厳子皓（創価大学文学部人間学科　23歳）　　

カザフスタン＝ナゼルケ（アルファラビカザフ国立大学二年生　19歳）

パラグアイ　＝タカオカ・カレン〈高岡花恋〉（ピラポ日本語学校　14歳）

ハンガリー　＝パップ・アニコ（物理学者・放射能研究者　59歳）
� （敬称略）
•入賞者92人のうち「52人の作文と顔写真」は、「二章」に掲載。
•新たに、「応募作文数の数と、全体の作文の質の高さ」を基準に「大学賞」を設けました。
　「最優秀大学賞に大連工業大学（中国。応募数154編）」など8校。
◇入賞者全員の氏名・所属、大学賞は、HP：http://www.nihonwosiru.jp/に掲載。

《日本語作文コンクール》は、1989年以来、計26回開催。
～留学生5回、中国の大学生・院生16回、世界の日本語学習者5回～

応募総数＝86カ国・地域から6万2,726編（俳句を含む）



 ■2016（平成28）年9月～
電子書籍・日本語教材〈【日本】という国〉を無料公開
誰でも、どこでも、無料で学べる「日本語教材」を世界へ
HP：http://www.nihonwosiru.jp/　で発信！
2016（平成28年）9月公開→2018年改訂→2019年に更新

初心者向け 上級者向け

いずれも238頁。ルビ付き。内容は同じ。「初級者向け」はルビが多い。

〈【日本】という国〉内容
◇一章　�日本の姿（政治、経済、少子高齢社会と社会保障、教育、東日本大震災と福島原

発事故）
◇二章　〈国〉の形と仕組み（国土と人口、三権分立、日本国憲法、元号）
◇三章　歴史（原始と古代、中世、近世、近代と現代）
◇四章　自然（四季＝季語と年中行事、春・夏・秋・冬）
◇五章　伝統文化（華道、茶道、歌舞伎、能と狂言、相撲、柔道、空手、剣道）
◇六章　〈日本語〉とは？（文字の歴史、話し言葉と書き言葉、敬語、「広辞苑」の新語）
◇七章　〈日本語〉のいろいろ（四字熟語、慣用句、早口言葉、回文、擬音語と擬態語）
◇八章　�文学（源氏物語、万葉集、百人一首、夏目漱石、村上春樹、松尾芭蕉、宮沢賢治、

昔話など）
◇九章　�日本人の行動様式（農耕生活と文化、集団志向、序列社会、和の精神、信仰心と

宗教）
◇十章　和食（すし、天ぷら、すき焼き、鍋料理、納豆）



  電子書籍・日本語教材〈【日本】という国〉  
感想･活用法（各版の日本語教材『日本』の「感想」等は「第五章」）

タイ（チェンマイ）横山英輔先生　タマラートスクサースクール（仏教系高校）
デジタル版・日本語教材〈【日本】という国〉の初級者向けを、全部プリントしました。
日本語クラスの1週間の授業時間は、各学年とも9時間ずつ。その中で1時間だけこの〈電
子書籍・日本語教材〉を使用させて頂いております。
その中でも、特に生徒に興味ありそうな五章と十章をまず選びました。

「初級者向け」と言っても、まだまだ彼らには内容が難しいので、綺麗なカラー写真やわ
かりやすいイラストを見ながらタイ人担当教師と日本人サポーターとで文章をタイ語に訳
しながら生徒に説明し、並行して生徒からの質問を受けながら「理解」してもらう、という
流れで授業しています。
彼らは全員、本当に「日本が好き」なようで、いつもの午後の授業は眠たそうで集中して
ないのですが、この授業だけはワイワイギャアギャアと「質問攻め」です。授業というより
「休憩時間の雑談」という雰囲気ですね。50分一コマの時間があっという間です。
とてもわかりやすい『電子書籍・日本語教材』を提供していただき感謝しております。

イタリア　ニコール・フェッラリオさん（カ・フォスカリ大学大学院、22歳）
〈【日本】という国〉は興味深いと思います。全
部印刷して、読みました。そろそろ大学を卒業
する私は、この教材を通して「読解」の練習 と、
これまで勉強したことの復習ができるだろうと
思いました。実際に新しいことも学習できて、
とても勉強になりました。「表紙」に「これで日
本が分かる！」と書いてあるのですが、確かに
そうです。240頁に日本の現状、歴史、伝統な
どがまとまって、素晴らしいです。
特に、この本のメリットは、今日本で起こっ
ていることが詳しく説明されていることだと思います。この教材を作ってくださってあり
がとうございます！



 ■2022（令和4）年5月～2023（令和5）年
日本語教材〈【日本】という国〉の最新版を出版

電子書籍・日本語教材〈【日本】という国〉を更新

電子書籍・日本語教材〈【日本】という国〉は、世界の日本語教師や日本語学習者に活用
されています。（感想等は、前頁のほか、五章に）
その中に、「今の日本を多方面から理解するのに最適です。『百科事典』のように、日本
の魅力を満載、日本を理解する入門書として活用できます。やっぱり、〈紙の教材〉があれ
ばいいですね」（中国・貴州省の貴州民族大学日本語学科長、李海先生）という要望があり
ました。
そこで、「一章」を中心に大幅に書き直して、2022（令和4）年5月、日本語教材〈【日本】
という国〉の最新版（240頁、朝日新聞出版刊）を出版しました。
9月に日本語教材〈【日本】という国〉最新版をそのまま、〈電子書籍〉として公開しました。

○�1989（平成元）年3月創刊の季刊誌『日本』から、2022（令和4）年5月発行の〈【日本】とい
う国〉まで、中国を中心に、タイ、カンボジア、ベトナム、インドネシア、韓国、台湾、
フランス、ドイツ、イタリア、アメリカ、パラグアイ、トルコ、ポーランド、ナイジェ
リアなど、30数カ国の大学等に約80万７千部寄贈しました。
☆�中国の大学への寄贈に関しては、特に、李海先生（貴州省・貴州民族大学日本語学科長）
のご協力を得ました。

日本語教材〈【日本】という国〉の電子書籍（HP：http://www.nihonwosiru.jp/）は、
2016（平成28）年9月に無料公開し、その後3回更新しました。
� （「表紙」と「目次」は27頁）

←〈【日本】という国〉の表紙

電子書籍の表紙→



タイ
チェンマイ
タマラートスクサースクール
（仏教系高校）横山英輔先生

日本
東京都墨田区、東京富士語学院、倉八順子学校長

アメリカ・カリフォルニア
久米英美子先生の日本語教室

プエルトリコ
ロドリゲス・クリストファーさん

中国
貴州省貴陽市、貴州民族大学、李海先生

〈【日本】という国〉の寄贈、電子書籍等の感想などは第一章、第五章



スマートレターなどの郵送作業

 ■2020（令和2）年10月～2023（令和5）年
一　『ユニークな「日本文化」論』　二　『「俳句」と日本語の夢』

三　日本語教材〈【日本】という国〉
国内の「高校・大学・公立図書館」等、中国など海外の大学に寄贈

  出版本の主な「寄贈先」と「寄贈部数」  
一　『ユニークな「日本文化」論』　約2,500部
1＝47都道府県の高校、大学（約2,100校）。
2＝各都道府県の公立図書館（約80カ所）
3＝海外（タイ、ハンガリー、中国、韓国などの大学等・40カ所）
二　『「俳句」と日本語の夢』　約2,200部
1＝国内の大学、高校、日本語学校、日本語教室、公立図書館等・約350カ所　
2＝海外（中国、韓国、タイ、台湾、アメリカなど・約40カ所）
三　〈【日本】という国〉　約1,600部
1＝国内の大学、日本語学校、日本語教室、公立図書館、高校など・約1,100カ所
2＝海外（�中国の大学、日本大使館などに計約350部。ほかに、タイ、韓国、台湾、�

ポーランド、アメリカ、ナイジェリアなど28カ国・地域に計約40カ所）

○中国など海外の大学の日本語教師・学生、国内の高校長らの感想などは第一章、第五章

一 二

三



夫婦の「世界と日本語交流活動」35年間の歩み
1「日本語教材」の作成と寄贈　平成元年～令和4年
【一】�1989年3月～1997年3月まで8年間、季刊誌『日本』（30頁前後）を33号まで、  �

計約73万冊無料配布。国内の大学・日本語学校、中国を始め、タイ、インドネシア、
韓国、台湾、フランス、イギリス、アメリカなど30数カ国・地域の大学に寄贈。

【二】�1995年に季刊誌『日本』を基に、日本語精読教材『日本』（206頁）を作成、�
その後、2022年の〈【日本】という国〉まで、7回改訂、寄贈。

★2022年5月＝〈【日本】という国〉 （ルビ付き・240頁)（朝日新聞出版）
海外、国内の大学、日本語学校、日本語教師、公立図書館などに、約2,100部寄贈。

◇�季刊誌『日本』から〈【日本】という国〉まで、独自の日本語教材・約80万7千冊を寄贈。
【三】2016年以降～　電子書籍・日本語教材〈【日本】という国〉　を無料公開。

http://www.nihonwosiru.jp/（国際交流研究所のHP）

2《日本語作文コンクール》を主催・通算26回　平成元年～令和5年
【一】�1989年から1995年まで、「留学生対象の《日本語作文コンクール》」を、計5回主催。

応募総数＝3,121編。　　
【二】1992年から2014年まで、中国の大学生・院生を対象に
　　 《日本語作文コンクール》を、計16回主催。応募総数2万2,945編。
【三】2016年から、「世界の日本語学習者」を対象にした《日本語作文コンクール》を主催。

　◇2016年～2017年「第一回」（応募者数＝54カ国・地域から5,141編）
◇2018年～2019年「第二回」（応募者数＝62カ国・地域から6,793編）
◇2019年～2020年「第三回」（応募者数＝66カ国・地域から9,086編）
◇2020年～2021年「第四回」（応募者数＝75カ国・地域から9,022句）
◇2022年～2023年「第五回」（応募者数＝62カ国・地域から6,618編）

★通算26回の《日本語作文コンクール》の応募総数＝86カ国・地域の6万2,726編（作文と句）

□・2022年9月＝「中国の大学生〝日本への思い〟と〝心の叫び〟」（34年の記録）を出版。
〇  2022年＝大森賞「世界の日本語学習者《日本語作文コンクール》」（主催・笈川幸司先生）
〇  2022年＝大森杯「日本語教師・教育体験手記コンクール」（主催・日本僑報社）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（一）〇2020年9月、『ユニークな「日本文化」論』を出版（朝日新聞出版）
　　　 留学生、中国の大学生・院生、世界の日本語学習者を対象に行った24回の
　　《日本語作文コンクール》の入賞作文から選んだ「日本人に読んでもらいたい作文」112編
（二）〇2021年7月、『「俳句」と日本語の夢』を出版（朝日新聞出版）
　　 ※�2020年～2021年の「第四回」＝「25回目の《日本語作文コンクール》」として、�

〈俳句コンテスト〉を実施。入賞者102人の「俳句」と「日本語の夢」を収録
◇全国の高校、大学、図書館等へ
　（一）を約2,500部、（二）を約2,200部、寄贈。

3《「日中友好」アンケート調査》→1999年～2015年まで4回
◇中国の大学生（日本語科）を対象に実施。各回、80～172大学の計3万9,225人から回答。
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《世界の日本語学習者・日本語作文コンクール》
1989（平成元）年～2023（令和5）年　主催＝大森和夫・弘子

26回（通算）の《日本語作文コンクール》の内訳
1 1989（平成元）年から「留学生」対象＝計5回

（応募数 3,121編）
第1回	 1989（平成元）年	 応募数＝	 525編
第2回	 1991（平成３）年	 応募数＝	 816編
第3回	 1992（平成４）年	 応募数＝	 249編
第4回	 1993（平成５）年	 応募数＝	 803編
第5回	 1995（平成７）年	 応募数＝	 728編

2 1992（平成4）年から「中国の大学生、院生」対象＝計16回
（応募数 2万2,945編）

第1回	 1992（平成４）年	 応募数＝	 450編	（一部の大学で予備審査）
第2回	 1994（平成６）年	 応募数＝	 281編
第3回	 1995（平成７）年	 応募数＝	 514編	（中国の日本語教師等対象も）
第4回	 1996（平成８）年	 応募数＝	 861編
第5回	 1997（平成９）年	 応募数＝	 736編
第6回	 1998（平成10）年	 応募数＝	 933編
第7回	 1999（平成11）年	 応募数＝	 1,203編
第8回	 2000（平成12）年	 応募数＝	 1,603編	（韓国、台湾を含む）
第9回	 2001（平成13）年	 応募数＝	 1,626編
第10回	 2002（平成14）年	 応募数＝	 2,017編
第11回	 2003（平成15）年	 応募数＝	 2,118編
第12回	 2004（平成16）年	 応募数＝	 3,360編
第13回	 2006（平成18）年	 応募数＝	 384編	（大学院生対象）
第14回	 2007（平成19）年	 応募数＝	 424編	（大学院生対象）
第15回	 2012（平成24）年	 応募数＝	 3,412編
第16回	 2014（平成26）年	 応募数＝	 3,023編

3 2016（平成28）年から「世界の日本語学習者」対象＝計５回
（応募数 ３万6,660編）

第1回	 2016（平成28）年	 応募数＝	 5,141編	（54カ国・地域）
第2回	 2018（平成30）年	 応募数＝	 6,793編	（62カ国・地域）
第3回	 2019（令和元）年	 応募数＝	 9,086編	（66カ国・地域）
第４回	 2020（令和２）年	 応募数＝	 9,022句	（4,013人、75カ国・地域）
� 俳句コンテストとして実施　
第５回	 2023（令和５）年	 応募数＝	 6,618編	（62カ国・地域）

通算26回の応募総数＝92カ国・地域、6万2,726編（作文と俳句）
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語
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流
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総
決
算
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書
き
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ら
ス
タ
ー
ト
し
た
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動
は〝
様
変
わ
り
〟～

1
9
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平
成
元
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に
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タ
ー
ト
し
た
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日
本
語
交
流
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動
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、
日
々
、
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び
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動
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
35

年
間
だ
っ
た
。
独
自
に
作
成
・
寄
贈
し
た「
日
本
語
教
材
」を
活
用
し
、《
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
》に
応
募
し
た
世
界
の
多
く

の
若
者
が
、
そ
の
後
、
日
本
語
と
日
本
と
の
関
わ
り
を
さ
ら
に
深
め
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
。
そ
の
様
子
を
見
聞
き
す

る
度
に
、〝
喜
び
と
感
動
〟を
味
わ
っ
て
き
た
。

そ
の
一
人
─
─
1
9
9
2
（
平
成
4
）
年
と
1
9
9
4
（
平
成
6
）
年
に
行
っ
た
第
一
回
、
第
二
回
の
中
国
の
大
学
生《
日
本
語
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
》で
二
年
続
け
て
一
等
賞
に
選
ば
れ
た
高
媛
さ
ん（
当
時
、
中
国
・
吉
林
省
長
春
市
の
吉
林
大
学
生
）は
、
卒
業
後
、
東
京
大
学

に
留
学
、
現
在
、
駒
澤
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
学
部
の
教
授
と

し
て
活
躍
、
日
本
人
学
生
に
、「
情
報
社
会
論
」や「
異
文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

な
ど
の
指
導
を
続
け
て
い
る
。

35
年
間
の
活
動
は〝
様
変
わ
り
〟し
た
。
季
刊
誌『
日
本
』の
創
刊
号
か
ら
三
年
間
は
、
す

べ
て
、
夫
婦
に
よ
る
鉛
筆
と
原
稿
用
紙
の〝
手
書
き
〟。
漢
字
に
は〈
ふ
り
が
な
〉
を
付
け
、

「
昔
話
」や「
四
季
の
言
葉
」に
、
数
枚
の
手
描
き
の〝
挿
し
絵
〟を
付
け
た
。
そ
の
4
年
後

に〝
ワ
ー
プ
ロ
〟、
さ
ら
に
、〝
パ
ソ
コ
ン
〟使
用
は
、
そ
れ
か
ら
5
年
後
。

35
年
間
の〝
様
変
わ
り
〟は
、
通
算
26
回
主
催
し
た
世
界
の
日
本
語
学
習
者《
日
本
語
作
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文
コ
ン
ク
ー
ル
》も
同
じ
。

す
べ
て
の
作
文
が〝
郵
送
に
よ
る
応
募
〟の
期
間
が
長
く
続
き
、〝
E
メ
ー
ル（
添
付
）〟に
よ
る
応
募
が
増
え
始
め
た
の
は
約
10
年

前
か
ら
。
最
後
の
通
算
26
回
目
（
2
0
2
3
年
）
は
、
62
カ
国
・
地
域
か
ら
6
、
6
1
8
編
の
す
べ
て
が〝
E
メ
ー
ル
（
添
付
）〟（
左
の

写
真
）
だ
っ
た
。
審
査
の
た
め「
メ
ー
ル
の
整
理
・
仕
分
け
・
一
次
審
査
の
た
め
の
プ
リ
ン
ト
」に
、〝
手
書
き
〟作
文
の
数
倍
の
手

間
が
掛
か
っ
た
。（
審
査
の
手
順
な
ど
は
後
述
）。

ま
た
、
近
年
の
作
文
に
は
、〈
チ
ャ
ッ
ト
G
P
T
〉な
ど
生
成
A
I
（
人
工
知
能
）を
利
用
し
た
と
見
ら
れ
る「
表
現
や
説
明
」が
目

立
ち
、
応
募
者
に「
メ
ー
ル
」で
、
ど
の
程
度
理
解
し
て
書
い
た
か
？　
を
確
か
め
る
新
た
な〝
苦
労
〟が
加
わ
っ
た
。

�

（
通
算
26
回
目
の「
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」・
締
切
日
、
2
0
2
3
年
4
月
30
日
に〈
応
募
の
メ
ー
ル
〉が
殺
到
）
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◎「
日
本
」を
好
き
に
な
っ
て
、帰
国
し
て
ほ
し
い
！

～「
留
学
生
」と
の
出
会
い
が
、「
活
動
」の〝
き
っ
か
け
〟～

大
森
和
夫
が
、
新
聞
記
者
を
し
て
い
た
1
9
8
8
（
昭
和
63
）
年
8
月
、
当
時
、
東
京
都
目
黒
区
に
あ
っ
た「
日
本
国
際
教
育
協

会
・
駒
場
留
学
生
会
館
」を
訪
問
し
た
の
が
、《
世
界
の
日
本
語
学
習
者
と
歩
ん
だ『
夫
婦
の
35
年
』》の
原
点
だ
っ
た
。

文
部
省（
現
･
文
部
科
学
省
）を
担
当
し
て
い
た
の
で
、
世
界
か
ら
日
本
に
来
て
い
る
留
学
生
の「
心
の
内
」を
聞
い
て
み
た
い
、
と

取
材
を
申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
当
時
の
加
藤
行
立
館
長
が
快
く
引
き
受
け
て
く
だ

さ
り
、
留
学
生
た
ち
に
声
を
掛
け
て
も
ら
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
タ
イ
、
韓
国
、
エ
ジ
プ
ト
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

な
ど
か
ら
の
留
学
生
約
10
人
と
会
っ
た
。

留
学
生
た
ち
が
茶
道
の
お
点
前
を
楽
し
ん
で
い
る
の
を
拝
見
し
た
後
、
話
を
聞

く
こ
と
が
出
来
た
。

留
学
生
た
ち
は
、
口
々
に
訴
え
た
。

「
日
本
人
と
の
交
流
の
機
会
が
少
な
い
」

「
日
本
の
こ
と
を
知
ら
な
い
ま
ま
帰
国
す
る
の
は
悲
し
い
」

そ
れ
か
ら
1
カ
月
後
の
1
9
8
8
年
9
月
、
駒
場
留
学
生
会
館
の
ア
メ
リ
カ
人

留
学
生
の
紹
介
で
、
東
京
大
学
大
学
院
農
学
系
で
稲
の
栽
培
を
研
究
し
て
い
た
中
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国
人
留
学
生
・
胡
東
旭
君
に
、
東
大
の
研
究
室
で
会
っ
た
。

「
奨
学
金
を
も
ら
え
な
い
の
で
、
40
以
上
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
経
験
し
な
が
ら
留
学
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
経
済
的
に
苦
し
い
の

は
我
慢
出
来
ま
す
が
、
日
本
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
知
っ
て
、
理
解
し
た
い
の
に
、
そ
れ
が
出
来
な
い
の
が
残
念
で
す
。
日
本
が
嫌

い
に
な
っ
て
帰
国
す
る
留
学
生
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
」と
話
し
た
。

大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。「
折
角
、
日
本
語
を
学
ん
で
、
日
本
に
留
学
し
て
、
母
国
と
日
本
と
の〝
架
け
橋
〟と
し
て
頑
張

ろ
う
と
し
て
い
る
留
学
生
が
、
日
本
を
嫌
い
に
な
っ
た
り
、
日
本
に
批
判
的
な
気
持
ち
に
な
っ
た
り
し
て
、
帰
国
し
て
し
ま
う
の

は〈
日
本
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
〉だ
」と
痛
感
し
た
。

妻
と
相
談
し
、「
一
人
ひ
と
り
が〝
民
間
大
使
〟で
あ
る
留
学
生
が
、
日
本
を
理
解
し
て
、
日
本
を
好
き
に
な
っ
て
、
母
国
へ
帰
っ

て
ほ
し
い
。
政
府
や
財
団
が
や
ら
な
い
な
ら
、
個
人
で
や
っ
て
み
よ
う
！　
世
界
の
日
本
語
学
習
者
の
た
め
に
、
新
聞
記
者
の
経

験
を
活
か
し
て
、〈
活
字
〉の
力
で
、
何
か
役
に
立
つ
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
」と
、
あ
れ
こ
れ
考
え
た
。

「
日
本
で
学
ぶ
各
国
の
留
学
生
の
一
人
で
も
多
く
が
、
日
本
を
好
き
に
な
っ
て
母
国
へ
帰
っ
て
ほ
し
い
」

「
日
本
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
知
っ
て
も
ら
っ
て
、
日
本
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

そ
う
し
た
思
い
が
、〈
世
界
の
日
本
語
学
習
者
と
の
交
流
活
動
〉を
始
め
る
動
機
と
な
っ
た
。

当
時
の
総
務
庁
（
現
・
総
務
省
）
は
、「
わ
が
国
に
お
け
る
留
学
生
の
受
け
入
れ
規
模
は
、
先
進
諸
国
の
中
で
は
低
い
水
準
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
」と
し
て
、
当
時
の
文
部
省
な
ど
に
、「
日
本
語
教
育
の
充
実
」の
ほ
か
、「
奨
学
金
の
充
実
、
住
居
の
改
善
、
留
学
生

入
学
選
抜
方
法
の
改
善
」な
ど
を
勧
告
し
て
い
た
。
ま
た
、
総
務
庁
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、〝
日
本
に
来
て
最
も

困
っ
た
こ
と
〟で
は「
言
葉
の
問
題
」が
一
番
多
か
っ
た
。

45



◎
１
９
８
９（
平
成
元
）年
3
月
、季
刊
誌『
日
本
』を
創
刊
、

同
年
5
月
、留
学
生
対
象
の《
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
》を
ス
タ
ー
ト

1
9
8
9
（
平
成
元
）
年
に
、
日
本
で
学
ぶ「
留
学
生
・
就
学
生
」は
、
そ
れ
ぞ
れ
約
2
万
5
千
人
・
約
5
万
人
の
計
7
万
5
千
人

だ
っ
た
。
そ
の
後
、
留
学
生
の
数
は
増
え
続
け
、
2
0
2
2
（
令
和
4
）
年
5
月
に
は
、
23
万
人
を
超
え
た
。（
2
0
1
0
年
に
、
学
生
の

在
留
資
格
が「
留
学
」に
一
本
化
さ
れ
た
）。

国
際
交
流
の
大
切
さ
が
叫
ば
れ
始
め
、
モ
ノ
の
交
流
、
人
の
交
流
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
心
の
交
流
を
進
め
る
に
は
、
相

互
理
解
が
不
可
欠
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、〈
そ
れ
ぞ
れ
の
国
と
そ
の
言
語
、
生
活
様
式
を
始
め
と
す
る
文
化
の
違
い
〉を
認
め

合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
人
が
、
様
々
な
国
と
そ
の
人
た
ち
の
こ
と
を
知
り
、
同
時
に
、
外
国
の
人
た
ち
に
、《
日
本
と
日

本
人
》の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

日
本
語
を
学
ぶ
世
界
の
若
者
は
、
留
学
生
だ
け
で
な
く
、
各
国
で
増
え
て
い
る
こ
と
も
知
っ
た
。
そ
こ
で
、
日
本
語
を
学
ぶ
留

学
生
た
ち
に
出
会
っ
て
か
ら
約
半
年
後
、
留
学
生
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
日
本
語
学
習
者
に
、「
日
本
語
で
、
日
本
を
知
っ
て
、
日

本
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
考
え
、「
夫
婦
で
取
り
組
ん
で
み
よ
う
」と
決
意
し
、
具
体
的
な〝
活
動
〟と
し
て
、
二
つ
を

決
め
た
。

一
、�

日
本
語
で
、
日
本
と
日
本
人
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、「
日
本
語
の
学
習
、
情
報
誌
」を
作
っ
て
、
日
本
語
学
習
者

に
無
料
配
布
す
る
。

二
、�

日
本
語
の
書
く
力
を
付
け
て
も
ら
い
、
合
わ
せ
て
、
日
本
へ
の
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、《
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
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ル
》を
開
催
す
る
。

〝
読
ん
で
〟日
本
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
季
刊
誌『
日
本
』（
ほ
と
ん
ど
の
漢
字
に
ル
ビ
付
き
。
26
頁
）を
、
1
9
8
9
年
3
月
に
創
刊
し
、

留
学
生
の
多
い
大
学
や
中
国
な
ど
海
外
の
大
学
等
に
寄
贈
し
、
同
年
5
月
に
、〝
書
い
て
〟日
本
を
よ
り
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の

留
学
生
対
象
の《
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
》を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
を
決
め
た
。

�

（
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
は
、
巻
頭
カ
ラ
ー
頁
、
第
四
章
、
第
五
章
に
）

◎「
活
動
」を
始
め
る
前
に
決
め
た
四
つ
の
こ
と

夫
婦
だ
け
の〈
日
本
語
交
流
活
動
〉は
、「
費
用
や
仕
事
量
な
ど
を
考
え
る
と
、
長
く
は
続
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
」と
思
っ
て
い

た
。
そ
こ
で
、
活
動
を
始
め
る
前
に
、
四
つ
の
こ
と
を
、
夫
婦
で
決
め
た
。

一
、�

世
界
の
日
本
語
学
習
者
と〝
楽
し
く
、
共
に
学
ぶ
〟気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

　
　
　

�〈
一
緒
に
楽
し
む
こ
こ
ろ
〉を
持
ち
続
け
、
共
に
学
ぶ
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、〈
ゆ
と
り
の
あ
る
活
動
〉を
心
掛
け
た
。

二
、�

退
職
金
で
、
少
な
く
と
も〝
石
の
上
に
も
三
年
〟は
頑
張
る
。 

私
財
を
使
う
の
で
、
経
費
節
約
の
た
め
、
活
動
は
す
べ
て〝
手
作
り
〟で
行
う
。

三
、�

活
動
は
、「
夫
婦
で
出
来
る
範
囲
」に
と
ど
め
、〝
マ
イ
ペ
ー
ス
〟を
守
る
。 

手
を
広
げ
過
ぎ
て
、
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
無
理
は
し
な
い
。

四
、�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
無
償
の
社
会
活
動
）
と
い
う
言
葉
は
使
わ
な
い
。 

責
任
や
義
務
を
伴
わ
な
い
気
楽
な〈
活
動
〉で
、「
自
分
た
ち
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
」こ
と
を
心
掛
け
る
。
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◎
本
の
名
前
、活
動
の〈
名
称
〉と〈
考
え
方
〉

元
号
が
昭
和
か
ら
平
成
に
代
わ
っ
た
1
9
8
9
年
1
月
に
、
大
森
和
夫
は
25
年
勤
め
た
新
聞
社
を
退
社
し
た
。

ま
ず
、
夫
婦
の
名
前
で
活
動
す
る
の
は
不
便
な
の
で
、
季
刊
誌『
日
本
』を
読
ん
で
、
日
本
を
好
き
に
な
っ
て
く
れ
る
留
学
生
や

海
外
の
日
本
語
学
習
者
が
一
人
で
も
増
え
れ
ば
、
夫
婦
の
小
さ
な
力
が
さ
さ
や
か
な
が
ら
日
本
の
国
際
交
流
に
貢
献
で
き
る
、
と

考
え
て「
国
際
交
流
研
究
所
」と
い
う
名
称
を
決
め
た
。

活
動
の
具
体
的
な
内
容
を
決
め
た
の
は
退
職
し
て
か
ら
だ
っ
た
。「
日
本
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
本
を
無
料
で
配
布
す
る
」こ

と
と
し
、
本
の
名
前
を
季
刊
誌『
日
本
』と
決
め
た
。

そ
し
て
、
活
動
の
基
本
的
な
考
え
方
を
、
次
の
よ
う
に
決
め
た
。

世
界
中
の
国
と
国
と
の
間
に
平
和
な
状
態
を
築
く
こ
と
が
地
球
人
み
ん
な
の
願
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
異
な
る
国
の

人
と
人
と
の
間
の
相
互
理
解
が
不
可
欠
で
す
。

人
の
交
流
、
モ
ノ
の
交
流
、「
こ
こ
ろ
の
交
流
」が
進
ん
で
初
め
て
お
互
い
の
理
解
が
深
ま
り
ま
す
。「
こ
こ
ろ
の
交
流
」

を
進
め
て
い
く
上
で
大
事
な
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
と
言
語
、
生
活
様
式
を
始
め
文
化
の
違
い
を
認
め
合
う
こ
と
で
す
。

日
本
人
が
、
様
々
な
国
と
そ
の
人
た
ち
の
こ
と
を
知
り
、
外
国
の
人
た
ち
に「
日
本
と
日
本
人
」を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
重
要
で
す
。（
中
略
）。

様
々
な
触
れ
合
い
を
通
し
て「
こ
こ
ろ
」の
国
際
化
を
進
め
る
活
動
が
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
た
の
が
、「
国
際
交

流
研
究
所
」を
作
っ
た
動
機
で
す
。

�

（「
国
際
交
流
研
究
所
」の「
案
内
」か
ら
）
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◎「
創
刊
号
」に
、竹
下
首
相（
当
時
）か
ら『
随
想
』

～「
大
変
喜
ば
し
く
、力
強
い
」～

季
刊
誌『
日
本
』の
創
刊
に
当
た
っ
て
、
当
時
の
竹
下
首
相
に
、「
留
学
生
交
流
は
重
要
な
課
題
」と
題
す
る
随
想
を
書
い
て
も

ら
っ
た
。

「
二
十
五
年
に
わ
た
り
朝
日
新
聞
記
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
大
森
和
夫
君
が
、

こ
の
た
び
、
自
ら
国
際
交
流
研
究
所
を
設
立
し
て
留
学
生
問
題
に
取
り
組
ま

れ
る
こ
と
を
知
り
、
大
変
喜
ば
し
く
、
力
強
い
も
の
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

世
界
の
平
和
と
発
展
を
め
ざ
す
た
め
に
は
、
同
君
も
訴
え
て
い
る
よ
う
に

『
異
な
る
国
の
人
と
人
と
の
間
の
相
互
理
解
、
そ
し
て
人
の
交
流
、
物
の
交

流
、
こ
こ
ろ
の
交
流
』が
必
要
だ
と
、
私
自
身
も
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
り

ま
す
」

「
政
権
担
当
以
来
、
私
は『
世
界
に
貢
献
す
る
日
本
』と
い
う
姿
勢
を
貫
い
て

き
ま
し
た
が
、
と
り
わ
け
留
学
生
交
流
の
推
進
に
つ
い
て
は
重
要
な
政
策
課

題
と
位
置
づ
け
、
で
き
る
限
り
の
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
」

�

（
原
文
の
ま
ま
。
抜
粋
）
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◎
活
動
の
場
は
自
宅
の
四
畳
半

～
東
京
都
練
馬
区（
マ
ン
シ
ョ
ン
）→
江
東
区（
マ
ン
シ
ョ
ン
）→
立
川
市（
老
人
ホ
ー
ム
）

35
年
間
の
活
動
の
拠
点
は
、
東
京
都
練
馬
区
の
マ
ン
シ
ョ
ン
→
江
東
区
の
マ
ン
シ
ョ
ン
→
立
川
市
の
老
人
ホ
ー
ム
と
住
ま
い
は

変
わ
っ
た
が
、
そ
の
四
畳
半
が「
国
際
交
流
研
究
所
」だ
。
す
べ
て
の
仕
事
の
拠
点
は
、
ず
っ
と
、
自
宅
の
四
畳
半
だ
っ
た
。（
巻

頭
カ
ラ
ー
頁
な
ど
参
照
）

留
学
生
や
、
研
修
や
短
期
留
学
で
日
本
に
や
っ
て
来
た
中
国
を
中
心
に
各
国
の
学
生
や
教
師
ら
が
わ
が
家
に
や
っ
て
来
た
。

リ
ビ
ン
グ
で
お
茶
を
飲
み
、
時
に
は
、〈
和
食
〉を
囲
み
な
が
ら
、
し
ば
し
談
笑
が
続
く
。
そ
の
う
ち
に
、
ほ
と
ん
ど
の
訪
問
者

が「
国
際
交
流
研
究
所
は
ど
こ
で
す
か
？
」と
尋
ね
る
。「
で
は
、
ど
う
ぞ
こ
ち
ら
へ
！
」と
、
リ
ビ
ン
グ
の
隣
の
一
室
へ
案
内
す

る
。「
え
っ
、
こ
こ
が
国
際
交
流
研
究
所
で
す
か
？
」と
、
一
様
に
、
驚
き
の
表
情
を
見
せ
る
。

1
9
9
6（
平
成
8
）年
10
月
に
来
日
し
て
、
交
際
交
流
研
究
所
を
訪
問
し
て
く
れ
た
中
国
の
胡
振
平
先
生（
中
国
日
語
教
学
研
究
会
会

長
。
洛
陽
外
国
語
学
院
教
授
＝
当
時
）
は
帰
国
後
、
次
の
よ
う
な
手
紙
を
く
れ
た
。

「
日
本
語
教
材『
日
本
』の
編
集
・
校
正
か
ら
寄
贈
ま
で
、《
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
》の
企
画
・
審
査
員
の
選
定
・
中
国
の
各

大
学
へ
の
告
知
・
1
次
審
査
・
入
賞
者
へ
の
通
知
・
中
国
で
の
最
終
審
査
と
表
彰
式
の
準
備
と
そ
れ
へ
の
出
席
な
ど
、
ず
っ
と
個

人
の
力
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
日
本
語
交
流
活
動
を
、
政
府
機
関
や
財
団
や
、
法
人
で
も
な
い
大
森
さ
ん
ご
夫
妻
が

四
畳
半
の
一
室
で
長
い
間
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
感
動
さ
せ
ら
れ
る
。
経
済
的
負
担
も
大
変
だ
ろ
う
。
ご
夫
妻
の
こ
れ
ま
で
の

活
動
は
、
中
国
の
日
本
語
教
育
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
き
た
。
お
疲
れ
さ
ま
！
そ
し
て
、
あ
り
が
と
う
！
」
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◎
季
刊
誌『
日
本
』な
ど
日
本
語
教
材
の
執
筆
、編
集
、出
版
、郵
送

～
手
書
き
→
ワ
ー
プ
ロ
→
パ
ソ
コ
ン
。郵
送
な
ど
も
、夫
婦
の
手
作
業
～

季
刊
誌『
日
本
』以
降
、
各
版
の
日
本
語
教
材
は
、
夫
婦
で
項
目
を
ほ
ぼ
半
分
ず
つ
に
分
け
て
原
稿
を
書
き
、
ル
ビ
を
付
け
て
、

時
に
は
挿
絵
を
描
き
、
編
集
・
校
正
・
出
版
ま
で
、
基
本
は〝
夫
婦
の
手
作
り
〟。
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
は
、
知
人
・
友
人
に
執
筆

を
依
頼
し
、
夫
婦
で
手
直
し
し
た
り
し
た
。

創
刊
号
か
ら
三
年
間（
12
号
ま
で
）は
、
す
べ
て
原
稿
用
紙
に
手
書
き
。
ゲ
ラ
刷
り
が
印
刷
所
か
ら
戻
っ
て
来
る
と
、
二
～
三
回
の

校
正
。
夫
婦
が
原
稿
を
ワ
ー
プ
ロ
で
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
四
年
目
（
1
9
9
2
年
）か
ら
。
ル
ビ
を
付
け
る
の
は
手
書
き
。
パ

ソ
コ
ン
を
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
季
刊
誌『
日
本
』の
発
行
が
終
了
し
て
か
ら
。
そ
の
後
、
日
本
語
教
材『
日
本
』を
作
成
す

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
ル
ビ
付
け
も
パ
ソ
コ
ン
上
で
処
理
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
出
版
社
へ
の
送
稿
を
含
め
て
、
メ
ー
ル
の
や

り
取
り
に
よ
る
作
業
に
替
わ
っ
た
。

季
刊
誌『
日
本
』
を
国
内
外
の
大
学
な
ど
へ
郵
送
す
る
作
業
に
苦
労
し
た
。
各
号
と
も
、
30
〜
50
冊
の
包
み
が
1
0
0
個
～

4
0
0
個
を
、
国
内
の
大
学
や
日
本
語
学
校
、
そ
し
て
、
中
国
な
ど
海
外
に
郵
送
（
海
外
は
船
便
）
す
る
た
め
、
印
刷
所
か
ら
自
宅
に

届
く
1
0
0
冊
の
包
み
・
50
～
2
0
0
個
を
、
30
冊
～
2
0
0
冊
に
梱
包
し
直
し
、
郵
送
伝
票
を
貼
り
付
け
国
内
の
大
学
、
中
国
、

韓
国
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
15
カ
国
の
大
学
な
ど
2
0
0
カ
所
以
上
に
郵
送
。、
2
0
0
個
以
上
の
荷
物
を
台
車
に
乗
せ
て
、

近
く
の
郵
便
局
へ
数
十
回
に
分
け
て
運
ん
だ
。

三
カ
月
ご
と
に
、
こ
う
し
た
郵
送
作
業
が
続
い
た
。
し
か
し
、「
毎
回
思
う
の
は
、
ご
送
付
い
た
だ
く
季
刊
誌『
日
本
』の
梱
包

の
素
晴
ら
し
さ
で
す
。
二
重
に
し
っ
か
り
と
紐
が
か
け
て
あ
り
、
全
く
損
傷
が
な
く
届
き
ま
す
。
学
生
に
配
る
の
に
も
、
完
全
な

新
本
で
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
」（
中
国
・
湖
南
大
学
日
本
人
教
師
・
梅
田
星
也
先
生
）
な
ど
の
礼
状
を
手
に
す
る
と
、
苦
労
も
吹
き
飛
ん
だ
。

�

（
巻
頭
カ
ラ
ー
頁
参
照
）
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◎
世
界
中
に
、日
本
の『
良
き
理
解
者
』を
増
や
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
…
…

～
季
刊
誌『
日
本
』・創
刊
五
周
年
に
、細
川
首
相（
当
時
）の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

季
刊
誌『
日
本
』が
20
号
を
迎
え
た
1
9
9
3
（
平
成
5
）
年
冬
季
号
（
12
月
）
に
、
朝
日
新
聞
社
で
同
期
だ
っ
た
当
時
の
細
川
護
熙

首
相
が
、「『
日
本
』創
刊
五
周
年
を
祝
う
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
く
れ
た
。

「
創
刊
五
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
季
刊
誌『
日
本
』が
皆
さ
ん
の
勉
強
や
研
究
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
大
変

喜
ん
で
い
ま
す
。『
日
本
』を
発
行
し
て
い
る
国
際
交
流
研
究
所
の
所
長
･
大
森
和
夫
君
と
私
は
、
1
9
6
3
（
昭
和
38
）
年

に
同
時
に
朝
日
新
聞
社
の
記
者
に
な
り
、
大
森
君
は
大
分
支
局
へ
、
私
は
鹿
児
島
支
局
へ
赴
任
し
ま
し
た
。
私
は
社
会
部

記
者
か
ら
途
中
で
政
治
の
世
界
に
入
り
、
大
森
君
は
政
治
部
記
者
か
ら
国
際
交
流
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
る
た
め
、

五
年
前
に
朝
日
新
聞
社
を
退
職
し
、
別
の
道
を
歩
ん
で
い
ま
す
」

「
私
は
、
日
本
の
国
と
し
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
世
界
の
国
々
か
ら
信
頼
さ
れ
る
国
家
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、

国
際
社
会
の
中
で
日
本
の
責
任
を
で
き
る
限
り
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
日
本
で
学
ん
で
い
る
各

国
の
留
学
生
や
海
外
で
日
本
語
を
勉
強
し
た
り
、
日
本
語
や
日
本
に
つ
い
て
教
え
て
い
る
多
く
の
方
々
、
さ
ら
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
日
本
研
究
者
の
皆
さ
ん
に
満
足
し
て
頂
け
る
よ
う
な
環
境
や
条
件
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
日
本
政
府
の
大

き
な
責
務
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
政
策
を
通
し
て
、
世
界
中
に
日
本
の『
良
き
理
解
者
』を
も
っ
と
増
や
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

日
本
に
と
っ
て
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
」（
原
文
の
ま
ま
。
抜
粋
）
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季刊誌『日本』20号
（1993年12月）

細川首相（当時）の巻頭メッセージ
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◎
1
9
9
3（
平
成
5
）年
か
ら
10
数
年
間
、「
中
国
」と
の
交
流
に
重
点

～「
日
中
友
好
」を
深
め
る
た
め
に
、「
日
本
」を
知
っ
て
ほ
し
い
！
〜

留
学
生
か
ら
始
ま
っ
た「
日
本
語
交
流
活
動
」は
4
年
後
に
、「
中
国
と
の
交
流
」に
重
点
を
置
い
た
。
中
国
の
多
く
の
大
学
が

日
本
語
授
業
で
、
寄
贈
し
た
季
刊
誌
『
日
本
』を
、
副
教
材
と
し
て
活
用
し
て
い
る
状
況
を
知
っ
て
、
寄
贈
部
数
を
増
や
し
た
り
、

「
中
国
の
大
学
生
」を
対
象
に『
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
』を
開
催
し
た
り
し
た
。「
歴
史
問
題
」を
抱
え
て
い
る
中
国
の
日
本
語

学
習
者
に
、「
日
本
と
日
本
人
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
い
う
思
い
か
ら
だ
。

折
に
触
れ
て
、
多
く
の
先
生
か
ら
手
紙
や
メ
ー
ル
を
頂
い
た
。

・「
大
森
先
生
ご
夫
妻
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
利
益
を
求
め
ず
、
中
日
友
好
の
た
め
に
努
力
さ
れ
た
ご
夫
妻

の
精
神
は
、
中
国
の
日
本
語
学
習
者
の
心
に
記
憶
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
」�

（
王
健
宜
・
南
開
大
学
教
授
）

・「
ご
夫
妻
の
個
人
の
お
力
で
、
中
国
の
日
本
教
育
に
大
変
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
の
日
本
語
教
育
史
に
忘
れ
ら
れ
な
い
一

ペ
ー
ジ
を
残
し
ま
し
た
」�

（
陳
月
吾
・
中
南
大
学
日
本
語
専
攻
長
）

・「
教
材
の
寄
贈
、
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
、
中
国
の
日
本
語
教
育
に
対
す
る
ご
夫
妻
の
献
身
的
な
ご
努
力
は
、
両
国

の『
日
本
語
交
流
』の
歴
史
に
い
つ
ま
で
も
記
憶
さ
れ
る
で
し
ょ
う
」�

（
曲
維
・
遼
寧
師
範
大
学
副
学
長
）

・「
季
刊
誌『
日
本
』を
読
ん
だ
学
生
諸
君
の
輝
い
た
目
、
そ
の
笑
顔
は
、
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
大
森
先
生
ご
夫
妻
の
長
い

間
の
活
動
で
、
日
本
を
理
解
す
る
中
国
の
若
者
が
た
く
さ
ん
育
ち
ま
し
た
」�

（
張
正
軍
・
寧
波
大
学
教
授
）

・「
ご
夫
妻
の
活
動
に
参
加
し
、
励
ま
し
を
受
け
た
多
く
の
若
者
が
、
各
分
野
で
中
日
友
好
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ご

夫
妻
の
大
き
な
貢
献
に
感
謝
の
気
持
ち
が
わ
い
て
き
ま
し
た
」�

（
劉
愛
君
・
大
連
工
業
大
学
外
国
語
学
院
長
）

�

（
肩
書
は
、
手
紙
や
メ
ー
ル
を
頂
い
た
当
時
）
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◎《
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
》は
一
年
掛
か
り
の
活
動

～
応
募
要
項
作
成
、作
文
受
付
、審
査
、表
彰
状・学
習
奨
励
金
の
送
付
な
ど
～

□
第
24
回（
通
算
）の「
世
界
の
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」（
２
０
１
９
年
）の
場
合

・
2
0
1
9（
令
和
元
）年
3
月
～
7
月

テ
ー
マ
一
、「
日
本
の
こ
と
」で
、「
あ
な
た
の
国
」に
伝
え
た
い
こ
と
、
は
何
で
す
か
？

　
　
　
　
二
、「
あ
な
た
の
国
の
こ
と
」で
、「
日
本
人
」に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
、
は
何
で
す
か
？　
を
決
定
。

10
人
の
二
次
審
査
員
を
決
め
、
朝
日
新
聞
社
の
後
援
（
名
義
の
み
）
を
取
り
付
け
る
。

・
7
月応

募
要
項
を
作
成
し
て
、
国
際
交
流
研
究
所
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.nihonw

osiru.jp/

）
で
発
表
。

並
行
し
て
、
こ
れ
ま
で
協
力
し
て
頂
い
て
い
る
各
国
の
日
本
語
教
師
（
ほ
と
ん
ど
が
日
本
人
）
や
、
日
本
語
学
習
者
に
、
メ
ー
ル

で
連
絡
。

さ
ら
に
、
世
界
の
日
本
語
教
師
と
交
流
の
あ
る
旧
知
の
笈
川
幸
司
先
生
に
、
応
募
要
項
の
告
知
を
依
頼
。

・
～
11
月
15
日
の
締
め
切
り
ま
で

メ
ー
ル
で
応
募
作
文
が
届
く
。
一
日
に
約
20
通
の
メ
ー
ル
が
届
き
、
多
い
日
は
40
通
前
後
。
大
学
か
ら
の
メ
ー
ル
に
は
、
数

十
編
の
作
文
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
応
募
総
数
は
66
カ
国
・
地
域
か
ら
9
、
0
8
6
千
編（
メ
ー
ル
が
約
7
千
編
。
郵
送
が
約
千
五
百
編
）。

夫
婦
で
二
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
す
べ
て
の
作
文
を
読
ん
で
、
一
次
審
査
の
準
備
を
進
め
る
。
内
容
・
日
本
語
文
章
で

優
れ
て
い
る
作
文
に
つ
い
て
、
応
募
者
と
メ
ー
ル
で
や
り
取
り
を
す
る
。
同
時
に
、
郵
送
に
よ
る
応
募
作
文
も
事
前
審
査
を
し
、

パ
ソ
コ
ン
に
入
力
す
る
。
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・
11
月
～
2
0
2
0（
令
和
2
）年
1
月

一
次
審
査
の
事
前
審
査
と
し
て
、
ま
ず
、
約
一
割
の
作
文（
約
1
千
編
）を
選
び
、
パ
ソ
コ
ン
上
で
読
み
直
し
て
、
約
5
百
編
に

絞
り
込
ん
で
、
プ
リ
ン
ト
す
る
。

一
次
審
査
で
は
、
同
じ
テ
ー
マ
が
重
複
し
な
い
よ
う
に
選
ぶ
、
な
ど
を
基
準
に
入
賞
候
補
作
文
を
選
ん
だ
。

さ
ら
に
、
メ
ー
ル
で
、
応
募
者
・
指
導
教
官
に
意
見
を
聞
き
な
が
ら
作
文
の
内
容
に
沿
っ
て
デ
ー
タ
を
補
充
し
た
り
、「
て
に

を
は
」な
ど
を
変
え
た
り
し
て
、
入
賞
候
補
作
文
90
編
を
決
定
。

・
～
3
月

入
賞
候
補
作
文
90
編
を
コ
ピ
ー
し
て
、
10
人
の
二
次
審
査
員
に
郵
送
。
1
0
0
点
満
点
で
採
点
し
て
も
ら
い
、「
採
点
票
」を

返
送
し
て
も
ら
う
。
二
次
審
査
員
の
合
計
点
を
基
本
に
、
出
来
る
だ
け
多
く
の
国
・
地
域
か
ら
入
賞
者
を
出
す
こ
と
も
配
慮
し

て
、
入
賞
者
57
人
を
決
定
。

入
賞
者
に
、
メ
ー
ル
で
顔
写
真
（
J
P
G
）
を
送
付
し
て
も
ら
う
。

・
～
4
月
下
旬

入
賞
者
57
人
の
氏
名
（
国
籍
、
所
属
な
ど
）
は
、
2
0
2
0
年
4
月
、
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.nihonw

osiru.jp/

）
で
発
表
。

・
5
月
～
6
月

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
表
彰
式
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
入
賞
者
57
人
に
、
メ
ー
ル
の
添
付
で
、
賞
状（
P
D
F
）

を
送
付
し
、
連
絡
し
て
も
ら
っ
た
各
人
（
日
本
の
友
人
・
知
人
を
含
む
）
の
口
座
に
学
習
奨
励
金
を
振
り
込
む
。
中
国
の
入
賞
者
へ
の

送
金
で
は
、
段
躍
中
氏
（
日
本
僑
報
社
）
の
協
力
を
得
た
。

以
上
の
手
順
は
、
通
算
26
回
の《
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
》で
も
ほ
ぼ
同
じ
。《
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
》の
作
業
は
、
二

次
審
査
を
除
い
て
、
す
べ
て
、
夫
婦
で
行
っ
た
。（
入
賞
作
文
は
第
二
章
、
第
三
章
）
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35年間の軌跡第一章　

◎
煩
雑
で
、苦
労
し
た
学
習
奨
励
金
の
国
際
送
金

二
人
だ
け
の
活
動
は
、
苦
労
の
連
続
だ
っ
た
。
な
か
で
も
、
2
0
1
6（
平
成
28
）年
に
第
1
回
・
世
界
の
日
本
語
学
習
者《
日
本

語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
》各
国
の
入
賞
者
に
、
学
習
奨
励
金
を
送
る
作
業
は
、
思
わ
ぬ
苦
闘
の
連
続
だ
っ
た
。

入
賞
者
1
0
1
人
（
39
カ
国
・
地
域
）
の
う
ち
、
約
30
人
の
留
学
生
な
ど
日
本
在
住
者
に
は
国
内
口
座
に
振
り
込
ん
だ
。

中
国
在
住
の
入
賞
者
23
人
に
は
、
日
本
僑
報
社
の
段
躍
中
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、〈
微
信
〉か
ら
送
金
し
た
（
こ
れ
が
何
と
、
手
数
料

無
料
）。
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
の
数
人
の
入
賞
者
に
は
、
日
本
人
教
師
の
日
本
の
口
座
に
振
り
込
ん
で
、
本
人
に
渡
し
て
も
ら
っ
た
。

そ
れ
以
外
の
約
40
人
の
入
賞
者
に
は
、
Ｊ
Ｐ
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か
ら
の
国
際
送
金（
手
数
料
・
金
額
に
関
係
な
く
一
件
・
2
5
0
0
円
）。
手

続
き
が
煩
雑
で
、
4
枚
綴
り
の
振
り
込
み
用
紙
、
国
際
送
金
請
求
書
兼
告
知
書
（
口
座
あ
て
送
金
用
）
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
書
き
損
じ
も
多
く
、
窓
口
で
は
、
何
度
も
書
き
直
し
、
訂
正
、
デ
ー
タ
の
間
違
え
を
指
摘
さ
れ
た
。
夫
婦
で
交
代
で
、
東
京

中
央
郵
便
局
へ
行
っ
た
が
、
入
賞
者
1
人
を
処
理
す
る
の
に
、
20
分
以
上
掛
か
り
、
1
日
に
送
金
出
来
る
の
は
、
せ
い
ぜ
い
4
～

5
人
。

海
外
送
金
の
た
め
、
東
京
中
央
郵
便
局
へ
行
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
社
会
人
の
口
座
番
号
は
16
桁
だ
っ
た
が
、「
26
か
ら
始
ま
る

14
桁
の
U
S
ド
ル
建
て
口
座
で
な
け
れ
ば
ダ
メ
」、
と
突
き
返
さ
れ
た
。

別
の
日
、
手
続
き
が
済
ん
だ
送
金
に
つ
い
て
、
数
日
後
に
、
東
京
中
央
郵
便
局
か
ら
電
話
が
入
り
、「
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
銀
行
は

ド
ル
建
て
で
は
送
金
で
き
な
い
」と
の
こ
と
。
持
ち
帰
っ
て
、
本
人
に
再
度
問
い
合
わ
せ
て
、
1
週
間
後
に
東
京
中
央
郵
便
局
へ

行
っ
て
や
っ
と
送
金
を
終
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

近
年
の
入
賞
者
へ
の「
送
金
作
業
」は
、
海
外
の
入
賞
者
の
中
に
、
友
人
・
知
人
が
日
本
国
内
に
在
住
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
増
え

た
た
め
、「
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
A
T
M
機
」か
ら
の「
振
り
込
み
」が
多
く
な
り
、
負
担
が
軽
く
な
っ
た
。
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◎
Ｎ
Ｈ
Ｋ『
ラ
ジ
オ
深
夜
便・明
日
へ
の
こ
と
ば
』の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
二
回

2
0
1
2
（
平
成
24
）
年
10
月
1
日
・
2
日
の
2
日
間
と
、
2
0
1
7
（
平
成
29
）
年
1
月
13
日
の
二
回
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の『
ラ
ジ
オ
深
夜

便
・
明
日
へ
の
こ
と
ば
』の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
。
テ
ー
マ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、〈
日
中
民
間
交
流
の
24
年
〉と〈
日
本
語
普
及

は
私
の
人
生
〉。
最
初
の
放
送
当
日
、
仙
台
市
の
68
歳
の
女
性
、
宮
崎
市
の
83
歳
の
男
性
な
ど
か
ら
、
74
通
の
電
話
と
メ
ー
ル
が

あ
っ
た
。「
ご
夫
婦
で
長
い
間
、
ご
苦
労
様
で
し
た
」、「
お
二
人
の
間
で『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
言
葉
を
使
わ
な
い
』と
い
う
お

話
は
特
に
印
象
的
で
し
た
」、「
日
中
友
好
に
個
人
で
貢
献
し
た
活
動
に
感
動
し
た
」、「
中
国
の
反
日
デ
モ
な
ど
を
知
る
に
つ
け
、
お

二
人
の
活
動
が
ま
す
ま
す
意
義
深
く
重
要
だ
と
感
じ
ま
す
」な
ど
。

二
回
の『
明
日
へ
の
こ
と
ば
』を
き
っ
か
け
に
、
個
人
の
支
援
の
輪
が
広
が
っ
た
。

・
大
阪
府
豊
中
市
の
芦
田
悦
雄
氏
（
72
歳
）
の
メ
ー
ル
の
一
部
（
10
月
2
日
）。

「
二
日
間
、
ラ
ジ
オ
か
ら
の
お
話
を
聴
い
て
、
感
動
い
た
し
ま
し
た
。
よ
く
ぞ
長
い
間
私
財
を
投
じ
て
日
中
の
草
の
根
の
交
流
に

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
熱
意
に
は
言
葉
も
な
い
く
ら
い
に
敬
服
い
た
し
ま
す
。
心
の
通
じ
て
い
る
中
国
人
は
、
ど
ん
な
に
政
治

の
摩
擦
が
起
き
よ
う
と
も
、
日
本
人
へ
の
信
頼
は
揺
る
が
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
が
一
人
で
も
多
く
中
国
に
増
え
て

ほ
し
い
と
の
願
い
、
同
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
奉
仕
じ
ゃ
な
い
、
と
の
お
考
え
に
も
深
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
私
は
、
退
職
後

3
年
間
内
モ
ン
ゴ
ル
の
砂
漠
の
小
さ
な
町
で
日
本
語
を
教
え
ま
し
た
。
当
時
小
泉
首
相
が
靖
国
を
参
拝
す
る
度
に
、
身
を
縮
め
て

外
出
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
日
中
の
草
の
根
の
交
流
に
何
か
役
立
ち
た
い
と
の
思
い
を
、
強
く
持
た
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
」�

（
2
0
1
2
年
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
要
旨
は
、
翌
年
5
年
1
月
号
の
月
刊
誌『
ラ
ジ
オ
深
夜
便
』に
14
頁
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
）
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35年間の軌跡第一章　

◎
夫
婦
だ
け
の
活
動
で
人
件
費
は
ゼ
ロ

～〈
仕
事
〉は
早
朝
の
2
～
3
時
間
―
―
超
朝
型
人
間
～

独
自
の〈
日
本
語
教
材
〉作
り
と
寄
贈
、
計
26
回
の《
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
》の
募
集
や
審
査
も
、《
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
》の
二
次
審
査
・
最
終
審
査
を
除
い
て
、
す
べ
て
夫
婦
だ
け
で
行
っ
た
。（
巻
頭
カ
ラ
ー
頁
、
第
四
章
、
第
五
章
参
照
）

〈
日
本
語
交
流
活
動
〉に
費
や
す
時
間
は
、
主
に
、
早
朝
の
2
～
3
時
間
。
各
国
の
学
生
や
教
師
と
の
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
も
、
ほ

と
ん
ど
早
朝
。

大
森
和
夫
は
、
政
治
部
記
者
時
代
の〝
夜
討
ち
朝
駆
け
〟で
、
元
々
の
早
起
き
に
拍
車
が
掛
か
っ
た
。

30
歳
代
に
、
当
時
、
自
民
党
幹
事
長
と
通
商
産
業
大
臣
だ
っ
た
田
中
角
栄
氏
（
元
首
相
）
を
担
当
す
る〝
田
中
番
〟記
者
だ
っ
た
。

毎
朝
早
く
、
東
京
都
足
立
区
花
畑
の
自
宅
か
ら
、
東
京
都
文
京
区
目
白
に
あ
る
田
中
角
栄
氏
の
邸
宅
に
行
き
、
陳
情
に
来
る
政
官

財
の
関
係
者
に「
ど
の
よ
う
な
話
を
し
た
の
か
」を
聞
い
た
後
、
新
聞
･
テ
レ
ビ
各
社
の〝
田
中
番
〟記
者
と
と
も
に
、
田
中
氏
か

ら「
政
局
や
政
府
･
自
民
党
の
政
策
」な
ど
に
つ
い
て
懇
談
す
る
の
が
日
課
だ
っ
た
。

朝
早
い
か
ら
、
自
宅
に
来
て
く
れ
る
会
社
の
車
で
田
中
邸
へ
向
か
う
。
渋
滞
の
時
に
は
二
時
間
近
く
掛
か
る
の
で
、
朝
5
時
過

ぎ
に
は
家
を
出
る
。
夜
は
、
ほ
か
の
政
治
家
の
自
宅
へ
行
っ
て
、
帰
り
を
待
っ
て
、
そ
の
日
の
政
治
の
出
来
事
に
つ
い
て
話
を
聞

き
出
す
。
新
聞
の
朝
刊
の
締
め
切
り
は
午
前
1
時
頃
。
自
宅
に
帰
る
の
は
午
前
2
時
過
ぎ
だ
か
ら
、
平
日
の
睡
眠
時
間
は
3
時
間

前
後
と
い
う
生
活
が
三
年
以
上
続
き
、
妻
と
共
に
、
短
い
睡
眠
時
間
が
習
慣
に
な
っ
た
。

活
動
を
始
め
て
か
ら
も
、
早
朝
か
ら
、
ラ
ジ
オ
を
聞
き
な
が
ら
の
仕
事
と
い
う
生
活
パ
タ
ー
ン
が
定
着
し
た
。
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◎
健
康
上
の〝
マ
イ
ペ
ー
ス
〟

活
動
で
は
、〝
マ
イ
ペ
ー
ス
〟を
守
る
こ
と
を
心
掛
け
た
の
は
、
健
康
上
の
理
由
も
あ
っ
た
。

大
森
弘
子
は
、
1
9
8
6
（
昭
和
61
）
年
頃
、
腰
痛
が
ひ
ど
く
な
り
、
東
京
都
練
馬
区
の
病
院
で
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
と
診
断
さ
れ
、

医
者
か
ら
は
手
術
を
勧
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
術
後
の
不
安
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
と
薬
の
治
療
を
選
択
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
、
腰
、
股

関
節
、
膝
か
ら
足
の
裏
の
痛
み
が
常
態
化
し
た
。
大
森
和
夫
が
自
転
車
の
後
ろ
に
乗
せ
て
病
院
通
い
の
日
も
続
い
た
。
記
者
と
し

て
の
仕
事
に
支
障
を
き
た
し
た
こ
と
も
、
新
聞
社
を
辞
め
る
決
断
を
促
し
た
。
プ
ー
ル
で
の
リ
ハ
ビ
リ
と
電
気
治
療
、
服
薬
な
ど

で
、
何
と
か
元
気
を
保
ち
、
活
動
を
続
け
て
い
る
。

大
森
和
夫
は
、
2
0
0
4（
平
成
16
）年
5
月
、
脳
ド
ッ
ク
で
未
破
裂
脳
動
脈
瘤（
約
4
ミ
リ
）が
見
つ
か
り
、「
形
も
い
び
つ
な
の
で
、

手
術
が
望
ま
し
い
」（
東
京
都
江
戸
川
区
の
病
院
）
と
宣
告
さ
れ
た
。
同
時
に
、
前
立
腺
肥
大
、
高
血
圧
と
診
断
さ
れ
、
活
動
継
続
の
可

否
を
約
1
カ
月
悩
み
続
け
た
。
そ
し
て
、
手
術
回
避
を
決
断
の
後
、
脳
動
脈
瘤
の
半
年
ご
と
の
M
R
I
検
査
、
前
立
腺
肥
大
と
血

圧
を
下
げ
る
薬
の
服
用
と
毎
日
・
一
万
歩
を
生
活
の
基
本
に
据
え
、
一
度
中
断
し
た〈
活
動
〉を
、
ゆ
っ
く
り
再
開
し
た
。

2
0
0
4
年
12
月
に
上
海
市
の
華
東
師
範
大
学
で
行
な
っ
た
第
12
回《
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
》の
表
彰
式
で
、「《
日
本
語
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
》は
今
回
で
終
わ
り
ま
す
」と
宣
言
。
数
人
の
教
師
や
学
生
が「
長
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
」、「
本
当
に
、
残
念
で

す
」と
声
を
掛
け
て
く
れ
、
そ
の
後
も
、
中
国
の《
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
》継
続
を
要
望
す
る
声
が
多
く
、
健
康
状
態
に
配
慮

し
な
が
ら
、
二
年
後
に《
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
》の
再
開
を
決
め
た
。
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35年間の軌跡第一章　

◎『
ユ
ニ
ー
ク
な「
日
本
文
化
」論
』を
、全
国
の
高
校
約
2
千
校
に
寄
贈

～
高
校
長
か
ら
礼
状
～

2
0
2
0
年
9
月
に
、『
世
界
の
日
本
語
学
習
者
（
64
カ
国
・
地
域
の
1
1
2
人
）
が
書
い
た　
ユ
ニ
ー
ク
な「
日
本
文
化
」論
』（
朝
日

新
聞
出
版
刊
）
を
、
全
国
の
高
校
（
約
2
千
校
）
に
寄
贈
し
た
。（
巻
頭
カ
ラ
ー
頁
参
照
）

1
9
8
9
年
か
ら
2
0
1
9
年
ま
で
24
回
行
っ
た
留
学
生
、
中
国
の
大
学
生
・
院
生
、
世
界
の
日
本
語
学
習
者
を
対
象
に
し
た

《
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
》（
応
募
総
数
は
72
カ
国
・
地
域
か
ら
4
万
6
、
9
2
2
編
）の
入
賞
作
文
か
ら
選
ん
だ
。
日
本
の
高
校
生
に
、「
世

界
の
日
本
語
学
習
者
が『
日
本
と
日
本
人
』を
ど
う
見
て
い
る
か
？
を
知
っ
て
、
日
本
と
日
本
人
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
見
直
し
て

ほ
し
い
」と
考
え
た
。

ほ
か
に
、
夜
間
中
学
校
（
8
校
）、
公
立
図
書
館
（
30
都
道
府
県
の
76
か
所
）
に
寄
贈
。

2
0
2
0
年
11
月
10
日
付
け
の
朝
日
新
聞
・
教
育
面
で
紹
介
さ
れ
、
多
く
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
等
を
頂
戴
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
本

書
の
購
入
費
と
高
校
へ
の
郵
送
代
に
使
わ
せ
て
頂
い
た
。

・
十
文
字
中
学
・
高
等
学
校
　
校
長
・
橋
本
ヒ
ロ
子

「
本
書
を
拝
読
す
る
と
、
日
本
の
良
い
と
こ
ろ
を
未
だ
知
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

本
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
外
国
人
の
皆
さ
ん
が
在
日
中
、
差
別
的
な
こ
と
に
会
わ
れ
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
と
思
う
の
で
す

校
長
か
ら
の
礼
状
の
一
部　
（
敬
称
略
）
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が
、
大
森
様
お
二
方
の
ご
尽
力
で
、
こ
こ
ま
で
書
い
て
く
だ
さ
っ
て
、
有
難
い
で
す
」

・
福
岡
県
立
春
日
高
等
学
校
　
校
長
・
花
田
亮
二

「
高
校
生
に
自
信
と
勇
気
を
与
え
る
珠
玉
の
一
冊
を
全
国
の
高
等
学
校
に
送
っ
て
頂
く
と
い
う
す
ば
ら
し
い
趣
旨
に
深
く
感
銘

い
た
し
ま
し
た
。
私
自
身
、
海
外
か
ら
見
た
（
現
在
の
）
日
本
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
、
そ
の
誇
る
べ
き
文
化
に
つ
い
て
改
め
て
気

づ
く
良
い
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。
早
速
、
図
書
館
の
書
架
に
並
べ
多
く
の
生
徒
達
に
読
ま
せ
平
和
に
貢
献
す
る
志
を
も
っ
た
真

の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
生
か
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
」

・
滋
賀
県
立
彦
根
東
高
等
学
校
　
校
長
・
青
山
吉
伸

「
31
年
も
の
あ
い
だ
、
日
本
語
交
流
を
さ
れ
、
日
本
文
化
を
世
界
に
発
信
さ
れ
、
世
界
各
国
の
人
た
ち
の
意
見
を
ご
紹
介
さ
れ

て
お
ら
れ
る
こ
と
に
、
と
て
も
感
銘
を
受
け
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
に
こ
れ
か
ら
益
々
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
す
す
む
社
会
で
活
躍

で
き
る
人
材
を
育
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
素
地
を
作
り
た
く
、
世
界
の
国
々
の
同
年
代
（
高
校
生
）
と
交
流
し
、
互

い
の
文
化
や
習
慣
を
伝
え
あ
っ
て
自
国
の
良
さ
を
再
認
識
し
、
ま
た
他
国
の
価
値
観
や
考
え
方
を
知
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
」

・
仙
台
育
英
学
園
高
等
学
校
　
校
長
・
加
藤
雄
彦

「
ご
恵
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
本
は
、
新
時
代
を
担
う
べ
く
日
々
勉
学
に
励
む
本
校
の
生
徒
に
と
っ
て
、
た
い
へ
ん
有
益
な
内
容

で
あ
り
、
す
み
や
か
に
、
生
徒
・
職
員
に
周
知
の
上
、
有
効
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
」

・
福
井
県
立
高
志
高
等
学
校
　
校
長
・
吉
田
　
繁

「
日
本
や
日
本
人
を
世
界
の
学
生
が
ど
う
見
て
い
る
か
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
文
化
を
通
し
た
視
点
で
書
か
れ
て
お
り
、
生
徒

が
、
自
国
の
文
化
を
知
り
・
考
え
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。
私
自
身
、
一
つ
ず
つ
作
文
を
驚
き
と
感
動
を
持
っ

て
、
楽
し
く
拝
読
し
ま
し
た
」
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35年間の軌跡第一章　

◎
世
界
の
日
本
語
学
習
者
や
日
本
語
教
師（
日
本
人
）の
メ
ー
ル
が
支
え
！

毎
日
の
よ
う
に
届
く「
メ
ー
ル
」を
読
む
の
が
、
日
課
だ
っ
た
。
そ
の
一
つ
一
つ
が
、
35
年
間
の
活
動
を
支
え
て
く
れ
た
。

《
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
》に
つ
い
て
の「
感
想
」な
ど

・
ハ
ン
ガ
リ
ー
＝
マ
ロ
キ
テ
ィ
・
ル
ツ
ァ（
カ
ー
ロ
リ
・
ガ
ー
シ
ュ
パ
ー
ル
大
学
、
女
、
20
歳
）

「《
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
》へ
の
参
加
を
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。
と
て
も
良
い
経
験
で
し
た
。
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
私
の
作
文

を
読
ん
で
も
ら
え
る
と
思
う
と
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
次
回
の《
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
》を
き
っ
か
け
に
、
ま
た
お
話
し
で
き
ま
し

た
ら
幸
い
で
す
」

・
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
＝
ア
ブ
レ
ウ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ（
銀
行
員
、
女
、
29
歳
）

「
日
本
語
作
文
を
書
く
機
会
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
て
い
た
の
で
、
入
賞
に
な
る
と
は
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
語
の
勉
強
を
続
け
る
動
機
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」

・
中
国
＝
何
景
庭（
福
州
大
学
、
男
、
21
歳
）

「《
コ
ン
ク
ー
ル
》へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
、
日
常
生
活
で
の
発
見
を
文
章
に
整
理
し
、
日
本
へ
の
理
解
も
一
層
深
く
な
っ
た

気
が
し
ま
す
」
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・
イ
ン
ド
＝
オ
ム
カ
ル
・
ア
コ
ル
カ
ル（
テ
ィ
ラ
ク
・
マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
大
学
、
男
、
24
歳
）

「
私
の
よ
う
な
日
本
に
対
す
る
関
心
を
持
っ
て
い
る
外
国
人
の
た
め
に
、
素
晴
ら
し
い
機
会
を
作
っ
て
頂
き
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

・
チ
ェ
コ
＝
ヤ
ク
ブ
・
ヴ
ェ
ン
ツ
ル（
パ
ラ
ツ
キ
ー
大
学
、
男
、
25
歳
）

「
素
晴
ら
し
い
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
と
て
も
励
み
に
な
り
ま
し
た
」

・
ウ
ル
グ
ア
イ
＝
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
グ
テ
ィ
エ
レ
ス（
ウ
ル
グ
ア
イ
共
和
国
大
学
、
男
、
21
歳
）

「
毎
年
、《
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
》が
楽
し
み
で
す
」

・
タ
イ
＝（
ウ
ボ
ン
ラ
チ
ャ
タ
ニ
ー
大
学
・
日
本
語
教
師
）運
寿
純
平

「
学
生
の
作
文
に
対
す
る
効
果
的
な
動
機
付
け
に
な
り
ま
し
た
。
夢
の
よ
う
な《
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
》に
応
募
し
た
こ
と

で
、
学
生
の
人
生
が
さ
ら
に
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
」

・
ハ
ン
ガ
リ
ー
＝（
カ
ー
ロ
リ
・
ガ
ー
シ
ュ
パ
ー
ル
大
学
・
日
本
語
教
師
）若
井
誠
二

「《
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
》と
い
う
素
晴
ら
し
い
チ
ャ
ン
ス
を
学
生
に
与
え
て
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」

・
中
国
＝（
福
州
大
学
・
日
本
語
教
師
）黒
岡
佳
柾

「
学
生
の
潜
在
能
力
を
発
揮
さ
せ
る
、
外
へ
向
か
っ
て
開
か
れ
た
人
に
な
る
、
と
い
う
点
が
、《
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
》の

大
き
な
魅
力
で
す
」
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35年間の軌跡第一章　

◎
日
本
語
教
材〈【
日
本
】と
い
う
国
〉の
活
用
法
な
ど

2
0
2
2
年
に
、
日
本
語
教
材〈【
日
本
】と
い
う
国
〉（
2
4
0
頁
）
を
出
版
・
寄
贈
し
、
そ
れ
を
、
電
子
書
籍
と
し
て
公
開
し
た
。

各
国
の
日
本
語
教
師
（
日
本
人
）
が
感
想
や
活
用
法
を
知
ら
せ
て
く
れ
た
（
巻
頭
カ
ラ
ー
頁
参
照
）。

ほ
か
の
日
本
語
教
材
に
つ
い
て
の
感
想
や
活
用
法
は
、
第
五
章
に
。

・
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
＝
森
田
誠
亮（
ア
ブ
ジ
ャ
大
学
日
本
語
日
本
文
化
研
究
所
・
所
長
代
理
）

「
非
漢
字
圏
で
日
本
語
を
専
攻
と
す
る
高
等
教
育
機
関
の
目
的
の
一
つ
は
、
日
本
の
政
治
・
経
済
・
社
会
問
題
、
現
代
社
会
、
日

本
語
、
文
学
、
歴
史
、
伝
統
文
化
な
ど
を
一
通
り
学
ぶ
こ
と
で
す
。〈【
日
本
】と
い
う
国
〉は
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
網
羅
し
て
い

ま
す
」

・
中
国
＝
黒
岡
佳
柾（
福
建
省
、
福
州
大
学
・
日
本
語
教
師
）

「〈【
日
本
】と
い
う
国
〉は
、
政
治
、
歴
史
、
自
然
、
文
学
、
料
理
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
魅
力
的
で
、
新
た
な
発
見
と
驚
き
に

満
ち
た
内
容
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
学
生
と
教
員
が
、
様
々
な
角
度
か
ら〈
日
本
と
日
本
語
〉を
共
に
学
び
、
共
に
語
り
合
う
こ
と

が
出
来
る
教
材
で
す
」

・
パ
ラ
グ
ア
イ（
ア
ス
ン
シ
オ
ン
）＝
田
村
能
子（
セ
ン
ト
ロ
ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
日
本
語
教
室
）

「
楽
し
い
の
は
、
自
分
の
国
と
比
べ
、
み
ん
な
で
話
し
合
う
授
業
で
す
。〈
様
々
な
視
点
〉
か
ら
書
か
れ
た〈【
日
本
】
と
い
う

国
〉は
と
て
も
い
い
教
材
で
す
。
ル
ビ
付
き
も
あ
り
が
た
い
で
す
」
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・
タ
イ
＝
運
寿
純
平（
ウ
ボ
ン
ラ
チ
ャ
タ
ニ
ー
大
学
・
日
本
語
教
師
）

「
政
治
経
済
か
ら
地
理
、
伝
統
文
化
、
文
学
、
料
理
、
日
本
人
、
日
本
語
な
ど
、
幅
広
く
網
羅
さ
れ
て
お
り
、
学
生
が
興
味
を

持
ち
そ
う
な
話
題
を
選
ん
で
教
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

・
ド
イ
ツ
＝
菊
地
奈
緒
美（
ド
イ
ツ
V
H
S
日
本
語
教
師
の
会
）

「〈
日
本
〉を
様
々
な
角
度
か
ら
知
る
こ
と
が
出
来
る
良
い
教
材
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
ド
イ
ツ
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ル
ー
マ
ニ
ア
の
生
徒
に
も
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

・
ア
メ
リ
カ（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
）＝
久
米
英
美
子（
日
本
語
教
室
主
宰
）

「
私
が〈
日
本
〉に
つ
い
て
知
り
た
い
事
が
あ
る
時
に
、
真
っ
先
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
本
で
す
。
自
分
自
身
の
勉
強
に
も
な
り
、
生

徒
さ
ん
に
説
明
す
る
時
に
も
、
と
て
も
役
に
立
っ
て
い
ま
す
」

・
ト
ル
コ
＝
浅
野
涼
子（
ア
ン
カ
ラ
社
会
科
学
大
学
外
国
語
学
部
日
本
語
翻
訳
通
訳
学
科
）

「〈【
日
本
】と
い
う
国
〉は
、〈
日
本
〉に
つ
い
て
深
く
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
要
素
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
日
本

語
の〝
重
箱
の
よ
う
な
一
冊
〟で
す
」

・
日
本（
愛
知
県
犬
山
市
）＝
土
田
敏
子（
名
古
屋
教
育
学
院
）

「
日
本
語
を
教
え
る
こ
と
は
、
日
本
文
化
や
日
本
人
の
考
え
方
、
習
慣
な
ど
を
教
え
る
こ
と
、
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
日
本
語

教
師
に
と
っ
て
、〝
教
え
方
の
手
引
き
〟の
よ
う
で
す
」
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35年間の軌跡第一章　

◎
多
く
の「
支
援
と
助
成
」と「
私
財
」

活
動
当
初
は
、
朝
日
新
聞
社
を
辞
め
た〈
退
職
金
〉の
範
囲
で「
石
の
上
に
も
三
年
」の
つ
も
り
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

数
年
後
、
経
費
の
面
と
個
人
の
活
動
ゆ
え
の
超
多
忙
と
煩
雑
さ
か
ら
、
し
ば
し
ば
、「
活
動
を
や
め
よ
う
か
…
…
」と
思
う
状
況

に
直
面
し
た
。
し
か
し
、「
日
本
語
教
育
と
日
本
理
解
に
役
立
つ
」、「
日
本
語
の
文
章
を
練
習
す
る
絶
好
の
機
会
」な
ど
の
反
応
が

届
き
、
季
刊
誌『
日
本
』、
日
本
語
教
材『
日
本
』や《
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
》が
、
留
学
生
や
各
国
の
大
学
（
日
本
語
科
）
の
教

師
や
学
生
に
、
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
活
動
継
続
を
決
意
し
た
。

そ
し
て
、「
一
つ
で
も
、
人
の
役
に
立
つ
こ
と
を
や
る
人
間
が
偉
い
！
」と
い
う
両
親
の
口
癖
を
思
い
出
し
、
退
社
の
数
年
前
に

亡
く
な
っ
た
両
親
の〈
遺
産
〉を
基
に
活
動
経
費
を
捻
出
し
て
い
こ
う
、
と
決
め
た
。

活
動
を
支
え
て
く
れ
た
の
は
、
世
界
の
日
本
語
教
育
に
関
心
の
あ
る
人
た
ち
や
日
中
友
好
を
願
う
人
た
ち
、
財
団
の
支
援
や
助

成
だ
っ
た
。
35
年
間
に
、
全
国
か
ら
五
百
人
を
超
え
る
個
人
や「
か
め
の
り
財
団
」な
ど
い
く
つ
か
の
団
体
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、

活
動
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
毎
年
の
よ
う
に
支
援
し
て
頂
い
た
方
が
数
十
人
、
2
0
1
7
（
平
成
29
）
年
に
は
、
東
京
都
の
女

性
（
匿
名
希
望
）
が
、「
ご
夫
妻
の
草
の
根
の
日
本
語
交
流
活
動
に
は
、
本
当
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。
感
動
を
頂
い
た
お
礼
で
す
」と

い
う
書
状
と
共
に
、「
5
0
0
万
円
」を
直
接
届
け
て
く
だ
さ
っ
た
。

35
年
間
の
個
人
や
財
団
、
企
業
な
ど
の
支
援
と
助
成
は
総
額
で
約
１
千
万
円
に
上
っ
た（
支
援
者
の
氏
名
、
財
団
名
な
ど
は
「
お
わ
り
に
」）。

活
動
の
収
支
は
年
に
よ
り
異
な
る
が
、
年
平
均
で
約
5
0
0
万
円
。
2
0
1
9（
令
和
元
）年
の
収
支
決
算
書
は
次
頁
の
通
り
。
35

年
間
の
活
動
に
投
じ
た
私
財
は
総
額
で
1
億
円
を
超
え
た
。
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2019（令和元）年の活動費の収支決算書

支出
世界の日本語学習者対象の第3回《日本語作文コンクール》
開催関連費用合計 7,031,432円
　内訳 一等賞（海外の大学）の日本招待・総経費 515,000円

その他、入賞者100人への賞金総額 2,410,000円
海外への入賞者への賞状・送金手数料など 350,000円
〈入賞作文集〉出版経費など 2,841,432円
諸雑費、作文集郵送費（内外）、審査員謝礼など 915,000円

電子書籍・日本語教材〈【日本】という国〉のネット上での公開
の更新関連費用 45,232円
海外への郵送・連絡・通信費など�
（中国などの大学への書籍・資料を寄贈するEMS・郵送費など） 217,000円
国内郵送費（国内の大学、協力者への郵送費など） 81,000円
国内の連絡・通信費、パソコン経費、コピー費など雑費 738,000円

計 8,112,664円

収入
個人の支援（43人、うち1人200万円） 2,725,000円
自己負担（大森） 5,387,664円

計 8,112,664円
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35年間の軌跡第一章　

18号

2号創刊号 3号 4号

11号

5号

22号

6号

23号

29号

7号

24号

30号

8号

25号

15号

31号

9号

16号

32号

10号 17号

33号

～35年間に世界の日本語学習者に寄贈、公開した各版の日本語教材『日本』約80万7千冊と電子書籍～

日本語学習・情報　季刊誌『日本』
1989（平成元）年3月～1997（平成9）年3月

創刊号～第33号（26頁～38頁）　毎号4万冊~2万冊・計約73万冊寄贈

日本語教材『日本』・各版と電子書籍
1995（平成7）年～2023（令和5）年まで、中国など海外の大学、国内の大学、日本語学校などに計7万冊超寄贈

19号 20号 21号 27号

12号

28号

13号 14号

26号

（206頁）

（最新版、改訂版＝252頁）（「新日本概況」252頁）
電子書籍http://www.nihonwosiru.jp/で公開

2016年9月�
電子書籍〈【日本】という国〉を公開

以降、3回更新
2022年5月大幅に書き直した�

〈【日本】という国〉を出版
（240頁、朝日新聞出版）

（上・311頁　下・302頁）（上・330頁　下・345頁）（上・387頁　下・460頁）

69

元・朝日新聞編集委員

世
界
の
日
本
語
学
習
者

の
た
め
の
日
本
語
教
材 

日
本
と
い
う
国

世
せ
界
かい
の日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
 

のための
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
材
ざい

「日本」の姿
すがた
    「日

に
本
ほん
の今
いま
」と「世

せ
界
かい
と日本」

「国
くに
」の形

かたち
と仕

し
組
く
み    国

こく
土
ど
と人
じん
口
こう
、三
さん
権
けん
分
ぶん
立
りつ
、日

に
本
ほん
国
こく
憲
けん
法
ぽう
など

日本の歴
れき
史
し
    原

げん
始
し
と古

こ
代
だい
、中
ちゅう
世
せい
、近
きん
世
せい
、近
きん
代
だい
と現
げん
代
だい

日本の自
し
然
ぜん
    「四

し
季
き
」＝季

き
語
ご
と年
ねん
中
ちゅう
行
ぎょう
事
じ
。春
はる
、夏
なつ
、秋
あき
、冬
ふゆ

伝
でん
統
とう
文
ぶん
化
か
    芸

げい
術
じゅつ
＝華

か
道
どう
など、芸

げい
能
のう
＝歌

か
舞
ぶ
伎
き
など、スポーツ＝相

すもう
撲など

日本語とは？    文
も
字
じ
の歴
れき
史
し
、話
はな
し言
こと
葉
ば
と書

か
き言葉など

日本語のいろいろ    四
よ
字
じ
熟
じゅく
語
ご
、慣
かん
用
よう
句
く
、早
はや
口
くち
言葉など

日本の文
ぶん
学
がく
    古

こ
典
てん
、近
きん
現
げん
代
だい
の小
しょう
説
せつ
、俳
はい
句
く
・詩

し
・短
たん
歌
か
、昔
むかし
話
ばなし

日
に
本
ほん
人
じん
の「行

こう
動
どう
様
よう
式
しき
」    農

のう
耕
こう
生
せい
活
かつ
と文
ぶん
化
か
、集
しゅう
団
だん
志
し
向
こう
、序
じょ
列
れつ
社
しゃ
会
かい
など

和
わ
食
しょく
    すし、天ぷら、鍋

なべ
料
りょう
理
り
、すき焼

や
き、納

なっ
豆
とう

 ナイジェリア　森田誠亮（アブジャ大学日本語日本文化研究所所長代理）
非漢字圏で日本語を専攻とする高等教育機関の目的の一つは、日本の政治・経

済、社会問題、現代社会、日本語、文学、歴史、伝統文化などを一通り学ぶこと
です。『日本という国』は、それらすべてを網羅しています。

 中国（福建省）　黒岡佳柾（福州大学日本語学科）
『日本という国』は、政治、歴史、自然、文学、料理など多岐にわたり、魅力的
で、新たな発見と驚きに満ちた内容がいっぱいです。学生と教員が、様々な角度
から「日本と日本語」を「共に学び」「共に語り合う」ことが出来る教材です。

 パラグアイ（アスンシオン）　田村能子（セントロホッカイドウ日本語教室）
楽しいのは、自分の国と比べ、みんなで話し合う授業です。「様々な視点」から

書かれた『日本という国』はとてもいい教材です。ルビ付きもありがたいです。

 タイ　運寿純平（ウボンラチャタニ大学日本語教師）
政治経済から地理、伝統文化、文学、料理、日本人、日本語など、幅広く網羅

されており、学生が興味を持ちそうな話題を選んで教えることができます。 

 ドイツ　菊地奈緒美（ドイツVHS日本語教師の会）
「日本」を様々な角度から知ることが出来る良い教材だと感じました。オンライ
ンで、ドイツやポーランド、ルーマニアの生徒にも紹介したいと思います。

 アメリカ（カリフォルニア）　久米英美子（日本語教室主宰）
私が「日本」について知りたい事がある時に真っ先にチェックする本です。自分

自身の勉強にもなり、生徒さんに説明する時にもとても役に立っています。

 トルコ　浅野涼子（アンカラ社会科学大学外国語学部日本語翻訳通訳学科）
『日本という国』は、「日本」について深く考えるきっかけになる要素がぎっしり
詰まっています。日本語の「重箱」のような“一冊”です。

 日本（愛知県犬山市）　土田敏子（名古屋教育学院）
日本語を教えることは、日本文化や日本人の考え方、習慣などを教えること、

と実感しています。日本語教師にとって、“教え方の手引き”のようです。

～この一
いっ
冊
さつ
で 日

にほん・にっぽん
本 が分

わ
かる！～

電
でん
子
し
書
しょ
籍
せき
として、https://www.nihonwosiru.jp/ で無

む
料
りょう
公
こう
開
かい

朝日新聞出版

大
おお

森
もり

和
かず

夫
お

・大
おお

森
もり

弘
ひろ

子
こ

 編
へん

著
ちょ

という国
くに日

にほん・にっぽん

本

朝
日
新
聞
出
版

大
森
和
夫
・
大
森
弘
子 

編
著

世界の「日本語教師」（日本人）が授業で活用！（敬称略）
「
相
手
を
理
解
す
る
こ
と
」
は
、「
相
手
を
尊
重
す

る
こ
と
」
で
あ
り
、「
友
好
」
の
基
盤
で
す
。

「
相
互
理
解
」
は
遠
い
道
の
り
で
す
が
、
国
と
国
の

「
争
い
」
を
な
く
す
「
入
口
」
で
も
あ
り
ま
す
。

本
書
は
、
世
界
の
日
本
語
学
習
者
が
、
一
人
で
も

多
く
「
日
本
の
フ
ァ
ン
」
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
、
作
成
し
ま
し
た
。

�

（「
ま
え
が
き
」
か
ら
）

日本という国_カバー_9校.indd   すべてのページ日本という国_カバー_9校.indd   すべてのページ 2022/04/13   9:36:422022/04/13   9:36:42



寄贈総数＝約80万7,000部

独自に作成した「日本語教材」を約80万部、寄贈
1989年～2023年（中国、タイ、ポーランド、アメリカ、パラグアイなど40数カ国・地域）

季刊誌『日本』の各号（28～40頁）発行部数
1989（平成元）年～1997（平成9）年の8年間

号・年 発行冊数
1 1989（平成元）年 4万冊
2 〃
3 〃
4 〃
5 1990（平成2）年 〃
6 〃
7 3万冊
8 〃
9 1991（平成3）年 〃
10 〃
11 〃
12 〃
13 1992（平成4）年 〃
14 〃
15 〃
16 〃
17 1993（平成5）年 2万冊

号・年 発行冊数
18 2万冊
19 〃
20 〃
21 1994（平成6）年 〃
22 約1万5千冊
23 〃
24 〃
25 1995（平成7）年 〃
26 〃
27 〃
28 〃
29 1996（平成8）年 〃
30 〃
31 〃
32 〃
33 1997（平成9）年 〃

合　　計 約82万冊

発行総冊数のうち約9万部は国内の大学、外務省などが買い上げ。
� 寄贈計＝約73万部

各版・日本語教材『日本』の寄贈冊数
1995（平成7）年～2023（令和5）年の28年間
中国の大学（約8割）を中心に、国内の「留学生」や、インドネシア、タイ、韓国、台湾、
フランス、イギリス、アメリカなど30数カ国・地域の大学に寄贈
1995（平成7）年〜	 日本語精読教材『日本』	 約3千部
1997（平成9）年～	 大学用・日本語教材『日本』（上・下）	 約2万6千部
2004（平成16）年～	 新版・日本語教材『日本』（上・下）	 約2万1千部
2009（平成21）年～	 朗読MP3付『日本』（上・下）	 約3千部
2012（平成24）年～	 最新版＋改訂版 日本語教材『日本』（上・下）	 約1万1千部
2014（平成26）年～	 日本語教材『新日本概況』	 約1万1千部
2022（令和4）年～	 〈【日本】という国〉	 2千部
		  寄贈計＝約7万7千冊
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（
応
募
総
数
＝
62
カ
国・地
域
か
ら
6
、6
1
8
編
）

テ
ー
マ
＝「
日
本
語
と
私
」

　
　
　
　 「
あ
な
た
の
国
に
と
っ
て
、〈
日
本
〉は
ど
ん
な
国
で
す
か
？
」

第
二
章

第
26
回（
2
0
2
3
年
）の「
入
賞
作
文
」か
ら

52
編（
41
カ
国・地
域
）



❖ 

怖
か
っ
た「
日
本
語
」が
新
し
い
世
界
を
開
い
て
く
れ
た
！

～
秋
田
県
の
特
養
老
人
ホ
ー
ム
で
頑
張
っ
て
ま
す
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ベ
ト
ナ
ム
✿
ラ
ム
・
テ
ィ
・
ト
ゥ
・
ホ
ア
イ
（
特
定
技
能
・
介
護
職
、
秋
田
県
在
住　

29
歳
）

私
は
家
族
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
タ
イ
プ
で
し
た
。
⾼
校
を
出
て
⼀
番
近
く
の
隣
の
県
の
⼤
学
に
⼊
学

し
ま
し
た
。
⼤
学
を
卒
業
し
て
地
元
で
就
職
し
ま
し
た
。
近
く
て
、
い
つ
で
も
実
家
に
帰
れ
て
安
定
し

た
⼈
⽣
を
送
る
の
が
良
い
と
思
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
二
年
間
、
社
会
⼈
に
な
っ
て
か
ら
、
ス
ト
レ
ス

が
溜
ま
っ
て
、
我
慢
で
き
ず
仕
事
を
辞
め
て
帰
省
し
ま
し
た
。
ま
だ
25
歳
な
の
に
⾃
分
の
人生

は
も
う

終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
消
極
的
に
考
え
ま
し
た
。
数
か
月
そ
の
状
態
で
仕
事
も
せ
ず
、
ず
っ
と
家
に

引
き
こ
も
り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
友
達
か
ら「
外
国
に
⾏
っ
て
み
な
い
？
」と
⾔
わ
れ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
、「
⽇
本
に
⾏
こ
う
」と
思

い
ま
し
た
。
⽇
本
を
選
ん
だ
と
⾔
っ
て
も
、
ど
う
や
っ
て
⾏
く
の
か
、
何
も
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
留
学
は
、
学
費
が
高
い
の

で
や
め
ま
し
た
。
⽇
本
で
働
く
こ
と
、
に
つ
い
て
、「
⽇
本
語
能
⼒
試
験
」
の「
N
3
」
に
合
格
し
て「
⽇
本
の
⽼
⼈
ホ
ー
ム
で
介

護
職
を
す
る
」
か
、「
N
4
」
に
合
格
し
て「
⼯
場
で
働
く
」
か
、
を
考
え
ま
し
た
。
⽇
本
語
能
⼒
試
験
は
、
毎
年
二
回
試
験
が
あ

り
、「
N
5
」は
⼀
番
易
し
く「
N
1
」は
⼀
番
難
し
い
で
す
。

介
護
職
の
⽅
が
好
き
で
し
た
が
、
そ
の
時
は
ま
だ「
あ
い
う
え
お
」し
か
覚
え
て
い
な
く
て
、
⽇
本
語
は
世
界
で
⼀
番
複
雑
な
⾔

語
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、「
N
3
」な
ん
て
、
合
格
で
き
る
は
ず
は
な
い
、
と
、
迷
っ
て
い
ま
し
た
。
占
い
を
し
て
も
ら
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
す
る
と
、
占
い
師
に「
あ
な
た
は
介
護
職
に
は
向
い
て
い
な
い
よ
」と
⾔
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
半
年
、
ベ

72



第26回（2023年）の「入賞作文」から第二章　

ト
ナ
ム
で
⽇
本
語
を
勉
強
し
、「
N
4
」を
取
得
し
た
後
、
2
0
1
9
年
か
ら
三
年
間
技
能
実
習
⽣
と
し
て
宮
崎
県
の
パ
ン
⼯
場
で

働
き
ま
し
た
。

私
は
⾃
分
に
⾃
信
が
持
て
ま
せ
ん
で
し
た
。「
⾃
分
は
N
3
を
取
れ
な
い
。
介
護
職
は
出
来
な
い
」と
思
っ
て
一
度
、
諦
め
ま
し

た
が
、
や
っ
ぱ
り「
介
護
の
仕
事
が
し
た
い
！
」と
思
い
、
本
や
動
画
や
ア
ニ
メ
な
ど
を
使
っ
て「
独
学
」で
勉
強
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
N
3
に
合
格
出
来
ま
し
た
。

今
、
秋
田
県
大
館
市
の
特
養
老人

ホ
ー
ム
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
食
事
、
入
浴
、
排
泄
、
移
乗
介
助
な
ど
、
高
齢
者
の
お
世

話
で
す
。
仕
事
に
慣
れ
る
ま
で
は
大
変
で
し
た
。
今
10
カ
月
た
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
、
楽
し
ん
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

⽇
本
で
4
年
⽬
、
や
っ
と
好
き
な
事
、
や
り
た
い
事
が
出
来
ま
し
た
。
仕
事
を
し
な
が
ら
⽇
本
語
を
ず
っ
と
勉
強
し
て
き
ま
し

た
。
三
年
間
の
間
に「
N
4
」、「
N
3
」、「
N
2
」、
⼀
歩
ず
つ
取
得
で
き
ま
し
た
。
勉
強
し
た
⽇
本
語
を
通
し
て
⽇
本
⼈
の
働
き

⽅
と
⽇
本
の
⽂
化
を
体
験
し
て
学
び
、
⽇
本
で
の
⽣
活
を
経
験
し
て
、
⽇
本
⼈
の
友
達
、
⽇
本
に
住
ん
で
い
る
外
国
⼈
の
友
達
が

で
き
ま
し
た
。
貴
重
な
知
識
・
関
係
・
経
験
の
全
て
が
私
の
⼈
⽣
を
変
え
ま
し
た
。

⾔
語
は
、
⼈
間
だ
け
の
素
晴
ら
し
い
発
明
だ
と
思
い
ま
す
。

最
初
、
と
て
も
怖
か
っ
た
⽇
本
語
が
新
し
い
世
界
を
開
い
て
く
れ
ま
し
た
。
⽇
本
語
の
勉
強
に
伴
っ
て
私
も
成
⻑
し
ま
し
た
。
3

年
間
は
、
私
の「
栄
光
の
⽜
歩
」で
し
た
が
、
⾃
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
、「
N
1
」の
資
格
と
介
護
福
祉
⼠
国
家
資

格
の
取
得
を
⽬
指
し
、
勉
強
を
続
け
て
い
ま
す
。
⽇
本
に
来
た
こ
と
は
、
私
の
⼈
⽣
の
⼀
番
有
意
義
な
こ
と
で
す
。
好
き
な
仕
事

が
出
来
て
、
新
し
い
友
達
が
出
来
て
、
私
の
⼈
⽣
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

⽇
本
、
⽇
本
⼈
、
そ
し
て
、
⽇
本
語
に
⼼
か
ら
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。
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❖ 「
日
本
」は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
模
範・モ
デ
ル
で
す
！

～〝
戦
後
〟の
母
国
再
建
の
た
め
に「
日
本
留
学
」～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
✿
リ
ン
ニ
ク
・
マ
ル
ガ
リ
タ（
東
京
育
英
日
本
語
学
院　

20
歳
）

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
に
と
っ
て
美
し
く
メ
ロ
デ
ィ
ア
ス
で
あ
り
な
が
ら
、
非
常
に
難
し
い
日
本
語
を
習
得

す
る
の
が
私
の
夢
で
し
た
。
日
本
の
教
育
は
世
界
で
一
番
優
れ
て
い
る
と
聞
き
、
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
て

い
ま
し
た
。
私
は
将
来
、
戦
後
の
母
国
を
再
建
す
る
た
め
に
、
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
、
日
本

に
留
学
し
ま
し
た
。

私
の
国
は
国
境
を
閉
鎖
し
て
い
ま
す
。
自
宅
は
、
ロ
シ
ア
軍
が
占
領
し
て
い
る
地
域
か
ら
約
30
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
あ
り
ま
す
。
ロ
シ
ア
軍
に
侵
入
、
攻
撃
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
緊
張
が
続
い
て
い
た

2
0
2
2
年
3
月
2
日
、
ロ
ケ
ッ
ト
弾
や
爆
弾
の
恐
怖
の
中
、
私
は
電
車
で
国
を
出
ま
し
た
。
車
内
は
ハ
リ
コ
フ
州
か
ら
の
難
民

で
溢
れ
、
私
は
そ
の
車
内
で
16
時
間
立
ち
続
け
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
到
着
し
、
ビ
ザ
を
取
得
し
ま
し
た
。

日
本
留
学
ビ
ザ
の
手
続
き
は
難
航
し
、
私
は
何
度
も
涙
を
流
し
絶
望
し
ま
し
た
が
、
あ
き
ら
め
ず
に
何
度
も
や
り
直
し
、
3
月

18
日
に
日
本
に
到
着
し
ま
し
た
。
あ
き
ら
め
な
く
て
よ
か
っ
た
！
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
勉
強
し
て
い
る
限
り
確
実
に
安

全
の
保
証
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
は
来
日
し
て
、
改
め
て
日
本
人
が
高
度
で
文
化
的
な
関
係
性
を
築
い
て
い
る
と
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。

日
本
は
私
の
国
の
模
範
で
す
。
日
本
で
仕
事
経
験
の
あ
る
人
や
留
学
経
験
者
、
旅
行
し
た
こ
と
が
あ
る
人
、
す
べ
て
に
共
通
し

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
本
に
つ
い
て
話
を
聞
く
と
、
皆
が「
日
本
人
に
対
し
て
、
心
に
残
る
印
象
を
持
っ
た
」と
い
い
ま
す
。
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そ
れ
は
、
日
本
人
が「
特
別
な
愛
情
を
持
っ
て
接
し
て
く
れ
た
か
ら
」だ
そ
う
で
す
。

子
供
の
頃
テ
レ
ビ
で「
日
本
ほ
ど
国
民
を
大
切
に
す
る
国
は
な
い
」と
言
っ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
安
全
性
の
あ
る
食
品

や
高
度
な
医
療
技
術
、
健
康
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
そ
し
て
、
優
れ
た
教
育
シ
ス
テ
ム
な
ど
が「
日
本
と
い
う
国
」を
美
し
く
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
日
本
の
国
民
は
、
隣
国
と
の
歴
史
や
摩
擦
か
ら
困
難
な
道
を
歩
み
な
が
ら
、
高
度
な
文
化
を
生
み
出
し
、
科

学
技
術
の
発
展
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
、
今
の
日
本
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
世
界
中
す
べ
て
の
国
が
日
本
の
よ
う
な
国
だ
っ
た

ら
、
病
気
も
犯
罪
も
地
球
温
暖
化
の
よ
う
な
現
象
も
も
っ
と
少
な
い
に
違
い
な
い
、
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
は
科
学
技
術
や
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
分
野
で
常
に
最
先
端
技
術
を
開
発
し
て
き
ま
し
た
。

日
本
は
地
震
や
台
風
、
津
波
な
ど
自
然
災
害
が
多
い
国
で
す
。
大
災
害
の
後
、
被
災
し
た
人
々
の
喪
失
感
は
途
方
も
な
く
耐
え

が
た
い
も
の
だ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
日
本
の
人
々
は
復
興
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
労
力
を
費
や
し
、
都
市
を
再
建
し
ま
し
た
。
日
本

人
の
勇
気
、
国
に
対
す
る
愛
情
が
そ
の
力
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
今
、
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
国
で
、
こ
の
よ
う

に
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

広
島
や
長
崎
の
原
爆
を
経
験
し
た
日
本
が
、
今
こ
の
よ
う
に
、
平
和
で
安
全
な
生
活
を
送
れ
る
社
会
シ
ス
テ
ム
を
構
築
で
き
た

の
は
、
国
民
の
努
力
と
日
本
の
技
術
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
感
じ
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
復
興
で
、
ど
ん
な
分
野
に
お
い
て
も
、
日

本
語
が
使
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
私
が
役
立
つ
時
が
く
る
と
信
じ
、
日
々
の
日
本
語
勉
強
に
熱
が
入
り
ま
す
。

私
の
国
は
基
本
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
見
本
に
、
国
の
発
展
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
後
は
…
…
日
本

の
価
値
観
が
重
視
さ
れ
、
国
の
規
律
、
高
齢
者
や
子
供
に
対
す
る
マ
ナ
ー
、
環
境
や
動
物
に
対
す
る
思
い
や
り
な
ど
、
日
本
は
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
モ
デ
ル
に
な
り
続
け
る
で
し
ょ
う
。

75



❖ 「
日
本
語
」は
、「
人
の
心
を
救
う
」潤
滑
油
！

～
日
本
で
看
護
師
を
体
験
し
て
、母
国
で
高
校
の
日
本
語
教
師
に
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

中
国
✿
羊
善
嬌
（
日
本
語
教
師
・
広
東
省
深
圳
市
第
三
高
級
高
校　

32
歳
）

「
日
本
語
」に
出
合
っ
て
10
年
の
歳
月
が
経
ち
ま
し
た
。
日
本
語
を
学
ぶ
き
っ
か
け
は
、
2
0
1
2
年

の
大
学
三
年
生
の
時
、
交
換
留
学
生
と
し
て
埼
玉
県
立
大
学
へ
留
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

留
学
し
て
い
た
一
年
間
に
、「
将
来
は
日
本
の
看
護
師
に
な
り
た
い
」と
い
う
考
え
が
生
ま
れ
、
日
本

語
や
看
護
師
の
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。
看
護
師
国
家
試
験
の
前
日
、
寒
く
て
大
雨
の
夜
で
し
た
。
大
家

さ
ん
が「
明
日
は
試
験
本
番
で
す
ね
。
豚
カ
ツ
を
食
べ
て
、
合
格
で
き
ま
す
よ
う
に
」
と
言
い
ま
し
た
。

私
は
初
め
て「
豚
カ
ツ
は
試
験
前
日
の
勝
負
メ
シ
」だ
と
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
正
月
に
日
本
人
の
友
達

と
神
社
に
行
っ
た
時
、
お
賽
銭
に
は「
ご
縁
」が
あ
る
よ
う
に「
5
円
」を
入
れ
る
と
か
、
祝
い
事
に
は
尾
頭
付
き
の
鯛
が「
め
で

た
い
」と
い
う
意
味
の
縁
起
物
と
し
て
使
わ
れ
る
と
か
。
面
白
い
語
呂
合
わ
せ
の
言
葉
も
学
ん
で
、
日
本
の
文
化
も
少
し
ず
つ
理

解
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
周
り
の
日
本
人
か
ら「
自
分
は
一人

ボ
ッ
チ
じ
ゃ
な
い
」と
い
う
勇
気
を
も
ら
い
、

看
護
師
国
試
に
受
か
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
東
京
都
東
村
山
市
で
看
護
師
に
な
っ
て
、
使
え
る
日
本
語
の
勉
強
は
そ
こ
か
ら
で
し
た
。
病
院
で
、
お
医
者
さ
ん
や

看
護
師
さ
ん
た
ち
は
専
門
用
語
を
使
っ
て
、
命
令
形
の
短
い
指
示
が
多
い
た
め
、
聞
き
取
る
こ
と
が
大
変
で
し
た
。「
何
を
ど
う
す

る
か
理
解
し
て
、
す
ぐ
行
動
に
移
す
」こ
と
は
さ
ら
に
難
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
に
検
温
時
に「
ひ
ゃ
っ
こ
い
、
ひ
ゃ
っ

76



第26回（2023年）の「入賞作文」から第二章　

こ
い
」と
何
回
も
言
わ
れ
、
同
僚
に
聞
い
た
ら「
冷
た
い
」の
方言

だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
相
手
の
話
し
方
が
方言

で
あ
っ
た
り
、

病
気
、
加
齢
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
不
明
瞭
な
発
音
の
た
め
、
理
解
し
に
く
か
っ
た
の
で
す
。「
私
た
ち
で
も
、
方言

の
ア
ク
セ

ン
ト
が
聞
き
取
れ
な
い
こ
と
あ
る
の
よ
。
羊
さ
ん
が
聞
き
取
り
に
く
い
の
は
当
た
り
前
で
す
」と
皆
が
慰
め
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
薬
の
名
前
は
カ
タ
カ
ナ
で
長
い
も
の
や
一
部
分
似
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
覚
え
に
く
い
も
の
で
し
た
。
看
護
記
録
に
も

時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
一
番
辛
か
っ
た
の
は
、
伝
え
た
い
こ
と
が
日
本
語
で
伝
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
少
し
ず

つ
言
葉
の
壁
を
乗
り
越
え
ま
し
た
。「
羊
さ
ん
は
何
星
座
で
す
か
？
」と
聞
か
れ
た
ら
、「
ギ
ョ
ー
ザ
で
す
！
」と
冗
談
を
言
え
る
よ

う
に
な
り
、
ま
た
、
申
し
送
り
で
、「
こ
れ
と
こ
れ
を
お
願
い
し
ま
す
ね
」と
言
わ
れ
た
時
も
、
冗
談
で
、「
日
本
語
わ
か
り
ま
せ

ん
！
」と
言
え
る
よ
う
に
な
り
、
皆
が
大
笑
い
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

結
婚
の
た
め
2
0
1
9
年
3
月
に
帰
国
し
ま
し
た
。
7
年
間
の
日
々
は
桜
が
散
る
の
と
同
じ
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
花
び
ら
が

散
る
の
は
残
念
で
す
が
、
大
切
な
の
は
開
花
し
て
か
ら
散
る
ま
で
の
短
く
美
し
い
期
間
で
す
。
日
本
語
の
つ
な
が
り
で
看
護
師
に

な
れ
て
日
本
人
の
人
間
味
が
深
く
感
じ
ら
れ
、
心
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

帰
国
後
に
、
私
は
高
校
の
日
本
語
教
師
に
な
り
ま
し
た
。
看
護
師
の
使
命
が「
人
の
命
を
救
う
」こ
と
な
ら
、
教
師
は「
人
の
心

を
救
う
」こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。「
教
育
」は
単
に
知
識
を
教
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
く
ら
教
え
て
も「
右
の
耳
か
ら
左

の
耳
へ
」抜
け
て
い
く
生
徒
も
い
ま
す
。
白
紙
の
よ
う
な
少
年
た
ち
を
、「
ど
う
す
れ
ば
、
素
質
や
能
力
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
か
」
―
教
師
の
最
も
重
要
な
課
題
で
す
。「
人
の
心
を
救
う
こ
と
」は
複
雑
で
す
。
そ
の
た
め
の
潤
滑
剤
に
な
る「
日
本
語
」

に
、
も
っ
と
磨
き
を
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
自
分
の
信
じ
て
い
る
道
が
良
か
っ
た
ー
こ
れ
こ
そ
が「
日
本
語
」と
出
合
っ
て
か
ら
芽
生
え
た
気
持
ち
で
す
。
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❖ 「
日
中
戦
争
」と「
ソ
フ
ト・パ
ワ
ー
」の
二
面
を
持
つ
日
本

～
友
好
に
は
、両
国
人
民
の
努
力
が
不
可
欠
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

中
国
✿
厳
子
皓
（
創
価
大
学
文
学
部
人
間
学
科　

23
歳
）

真
の「
日
中
友
好
」を
求
め
る
た
め
に
、
日
中
は
よ
り
多
く
の
交
流
を
展
開
し
て
い
く
の
が
い
い
と
考

え
る
。「
日
本
」に
つ
い
て
、
中
国
人
は
二
つ
の
評
価
を
し
て
い
る
。
あ
る
面
で
は
、「
抗
日
戦
争
の
歴

史
的
要
因
で
日
本
を
好
ま
な
い
」。
も
う
一
つ
の
面
は
、「
日
本
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー（
ア
ニ
メ
、
漫
画
、
ゲ
ー

ム
な
ど
の
文
化
）
に
惹
か
れ
て
日
本
が
好
き
」と
い
う
二
つ
の
面
だ
。

私
は
後
者
で
日
本
へ
留
学
に
来
た
が
、
私
の
家
族
や
周
り
の
多
く
の
親
戚
は
前
者
だ
。
少
し
矛
盾
し

た
感
じ
が
し
て
い
た
が
、
世
の
中
は
、
そ
ん
な
も
ん
だ
と
も
思
っ
た
。
太
極
拳
に
お
い
て
は
、「
陰
陽
」

が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
調
和
す
る
こ
と
で
、
不
思
議
な
力
と
意
義
が
生
ま
れ
る
。
だ
か
ら
、
私
も
そ
の
こ
と
を
あ
ま
り
深
く
探
求

す
る
よ
り
は
、
今
を
楽
し
く
過
ご
す
方
が
大
事
だ
と
思
う
。

中
国
も
、
こ
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん「
調
和
」す
る
方
向
へ
向
か
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
未
来
は
若
者
の
手
に
あ
る

も
の
だ
か
ら
だ
。
日
本
の「
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
」の
影
響
は
短
期
間
で
弱
ま
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
。
日
本
に
好
意
を
抱
く
若
者
は

徐
々
に
増
え
て
い
く
と
予
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
い
う
状
況
が
行
き
過
ぎ
な
い
よ
う
に
、
中
国
政
府
も
い
ろ
い
ろ
働
き
か
け

て
い
る
。

中
国
は
、
近
年
、
中
国
建
国
記
念
日
や
中
国
建
軍
記
念
日
な
ど
の
期
間
に
、
愛
国
心
を
宣
伝
し
た
り
、
国
家
主
旋
律
、
つ
ま
り
、
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国
家
中
心
主
義
の
映
画
が
多
く
公
開
さ
れ
て
き
た
。
過
去
の
戦
争
に
つ
い
て
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
現
在
の
中
国
の
大
国
と
し

て
の
風
格
を
表
す
も
の
も
あ
る
。
こ
う
し
て
、
未
来
の
若
者
は
、「
日
本
と
い
う
国
」に
対
し
て
、
相
反
す
る
二
つ
の
面
の
曖
昧
な

感
情
を
抱
い
て
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
。

現
在
の
日
本
は
、
G
7
（
先
進
国
首
脳
会
議
）
の
連
携
で
、
欧
米
諸
国
に
傾
い
て
い
る
。
中
国
も
、「
一
帯
一
路
」の
政
策
で
、
西
側

世
界
へ
向
け
て
奮
起
し
て
い
る
。
そ
こ
に
、「
日
中
の
共
通
の
認
識
」が
生
じ
る
と
思
う
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
両
国
は
真
摯
な

交
流
を
広
げ
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
と
考
え
る
。

私
は
中
国
の
高
校
を
卒
業
し
、
2
0
1
7
年
に
日
本
に
留
学
、
日
本
語
学
校
で
勉
強
し
、
3
年
前
に
創
価
大
学
に
入
学
し
た
。

日
本
と
中
国
は
隣
国
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
が
な
い
か
ら
、
長
い
目
で
見
る
と
、
両
国
の
友
好
は
両
国
の
人
民
に
と
っ
て
幸
い

な
こ
と
だ
。
日
中
が
、
そ
う
い
う
場
面
に
向
う
た
め
に
は
、
両
国
人
民
の
努
力
が
必
要
不
可
欠
に
な
っ
て
く
る
。
日
本
人
に
は
、
日

中
戦
争
の
歴
史
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
中
国
人
に
は
、
も
っ
と
開
放
的
な
視
点
で
日
本
と
日
本
人
を
見
る
べ
き
だ
。

そ
の
た
め
に
、
自
分
の
力
で
貢
献
し
て
い
き
た
い
。
文
字
、
シ
ョ
ー
ト
ビ
デ
オ
な
ど
を
通
し
て
、
日
中
双
方
の
人
た
ち
に
、
日

中
の
文
化
的
違
い
を
伝
え
、
互
い
の
理
解
を
深
め
て
行
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
と
思
っ
て
い
る
。
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日
本
語
ガ
イ
ド
の
母
に
感
謝

～
父
や
兄
弟
に「
秘
密
の
話
」は
、母
と
日
本
語
で
！
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
✿
ナ
ゼ
ル
ケ
（
ア
ル
フ
ァ
ラ
ビ
カ
ザ
フ
国
立
大
学
二
年
生　

19
歳
）

私
は
、
ど
う
し
て
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
一
番
の
理
由
は「
ア
ニ
メ
」の
影
響
で

す
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
は
、「
ナ
ル
ト
」と
い
う
日
本
の
ア
ニ
メ
が
流
行
っ
て
い
て
、
小
さ
い
頃
か
ら
、

ア
ニ
メ
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ア
ニ
メ
で
聞
い
た「
日
本
語
」を
そ
の
ま
ま
家
で
真
似
し

て
、
繰
り
返
し
て
言
っ
て
い
ま
し
た
。
と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。

二
番
目
の
理
由
は
母
が
副
業
で
、
日
本
語
の
ガ
イ
ド
の
仕
事
を
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
子
供
の
頃
か

ら
、
家
で
日
本
語
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
母
が
話
し
て
い
る
言
葉
が
カ
ザ
フ
語
と
全
然
違
っ
て
い
て
、
私

も
話
し
た
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
中
学
校
に
入
っ
て
か
ら「
マ
マ
、
パ
パ
」で
は
な
く
、「
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
」と
呼

び
始
め
、
生
活
の
言
葉
を
な
る
べ
く
日
本
語
に
し
ま
し
た
。
母
に
携
帯
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
と
き
は
、「
G
o
o
g
le
翻
訳
」

を
使
い
、
日
本
語
で
書
い
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
高
校
生
の
頃
か
ら
母
の
仕
事
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
来
る
日
本
人
学
生
と
も
出
会
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
カ
ザ
フ
人
と
服
装
も
違
い
、
行
動
も
違
い
ま
す
。
私
は
そ
の
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、
日
本
の
こ
と
を
知

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
日
本
は
美
し
い
自
然
や
伝
統
文
化
、
先
進
技
術
な
ど
多
様
な
面
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
触
れ
た
い

と
も
考
え
、
大
学
で
日
本
語
を
学
ぶ
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
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13
歳
に
な
っ
た
頃
か
ら
、
私
は
よ
く
母
と
け
ん
か
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
母
に
学
校
の
成
績
を
始
め
、
私
の
生
活
ス
タ

イ
ル
や
食
生
活
の
こ
と
ま
で
注
意
さ
れ
、
一
緒
に
住
み
た
く
な
い
と
思
う
ぐ
ら
い
、
い
や
だ
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ

ん
な
私
も
大
学
生
に
な
り
、
少
し
大人

の
気
持
ち
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り
母
の
偉
大
さ
が
わ
か
っ
て

き
ま
し
た
。

高
校
ま
で
、
家
の
中
で
、
文
法
な
ど
を
気
に
せ
ず
、
適
当
に
日
本
語
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
学
に
入
学
し
て
本
格

的
に
日
本
語
を
勉
強
し
は
じ
め
て
か
ら
、
漢
字
や
文
法
の
複
雑
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
カ
ザ
フ
語
に
漢
字
は
な
い
し
、
文
法
、
特

に「
敬
語
」は
難
し
い
で
す
。
相
手
の
立
場
に
応
じ
て
、
丁
寧
に
言
う
の
は
大
変
で
す
。
い
つ
も
母
は
ど
う
や
っ
て
日
本
語
を
勉
強

し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
日
本
語
を
勉
強
し
は
じ
め
て
、
母
が
流
ち
ょ
う
に
日
本
語
で
話
し
て
い
る
の
を
見
て
、
私

は
母
の
こ
と
を
本
当
に
す
ご
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
大
学
で
日
本
語
を
勉
強
し
始
め
て
、
あ
る
程
度
の
こ
と
は
日
本
語
で
言
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
面
白
い
の
は
、
母
と

「
秘
密
の
こ
と
」を
日
本
語
で
話
す
こ
と
で
す
。
兄
弟
や
お
父
さ
ん
に
言
え
な
い
よ
う
な
こ
と
を
、
母
と
日
本
語
で
話
す
の
は
少
し

不
思
議
で
す
が
、
面
白
い
経
験
で
す
。

日
本
語
を
真
剣
に
勉
強
し
は
じ
め
て
か
ら
、
私
の
母
に
対
す
る
考
え
方
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
日
本
語
の
お
陰
で
、
一
番

大
事
な
存
在
で
あ
る
母
と
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。
日
本
語
の
お
陰
で
、
私
は
成
長
し
た
と
思
い
ま
す
。

将
来
、
私
は
日
本
語
を
使
っ
て
、
母
の
仕
事
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
母
は
時
々
、
日
本
か
ら
の
観
光
客
を
相
手
に
、

日
本
語
で
ガ
イ
ド
を
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
将
来
、
日
本
人
向
け
の
旅
行
会
社
を
作
り
、
た
く
さ
ん
の
日
本
人
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

の
こ
と
を
紹
介
し
た
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
、
日
本
語
。
そ
し
て
、
お
母
さ
ん
。
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パ
ラ
グ
ア
イ
の
人
た
ち
に
日
本
語
を
伝
え
て
い
き
た
い
！

～
五
百
種
類
以
上
の
助
数
詞
に
び
っ
く
り
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

パ
ラ
グ
ア
イ
✿
高タ
カ
オ
カ岡

花カ
レ
ン恋

（
ピ
ラ
ポ
日
本
語
学
校　

14
歳
）

私
は
日
系
三
世
で
、「
ス
ペ
イ
ン
語
学
校
」と「
日
本
語
学
校
」に
通
っ
て
い
ま
す
。
日
本
語
学
校
は

中
学
三
年
ま
で
で
、
今
年
卒
業
し
ま
す
。
私
に
と
っ
て
日
本
語
と
は
、
日
常
会
話
を
す
る
言
語
で
す
。
私

の
住
む
ピ
ラ
ポ
に
は
、
日
本
か
ら
移
住
し
て
き
た
人
や
日
系
人
が
た
く
さ
ん
い
て
家
族
も
日
系
人
な
の

で
、
小
さ
い
頃
か
ら
日
本
語
を
耳
に
し
て
い
ま
し
た
。
な
の
で
、
私
は
三
歳
か
ら
日
本
語
幼
稚
園
に
入

り
、
六
歳
の
時
に
日
本
語
学
校
の
一
年
生
に
な
り
、
今
年
中
学
三
年
生
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
家
族
や
日
系
人
の
友
達
と
の
会
話
は
主
に
日
本
語
で
す
。
で
も
、
日
本
語
を
学
ぶ
の
は
と
て

も
難
し
い
こ
と
だ
と
思
う
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
学
校
の
友
達
が「
日
本
語
を
覚
え
た
い
か
ら
教
え
て
」

と
言
わ
れ
て
軽
い
気
持
ち
で「
い
い
よ
ー
」と
引
き
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
し
た
。

挨
拶
や
、
物
の
名
前
な
ど
を
覚
え
た
り
す
る
の
は
ま
だ
簡
単
で
す
。
日
本
語
は
こ
こ
か
ら
が
大
変
で
す
。

例
え
ば
、
物
の
数
え
方
。
ス
ペ
イ
ン
語
で
は
、「
ウ
ン
ア
ウ
ト（
一
車
）」、「
ウ
ン
ラ
ピ
ス（
一
鉛
筆
）」と
、「
数
プ
ラ
ス
名
詞
」で
数

え
ま
す
。
で
も
、
日
本
語
で
は
、「
車
は
一
台
、
鉛
筆
は
一
本
」で
す
。

小
さ
い
動
物
は
一
匹
、
大
き
い
動
物
は
一
頭
、
な
ど
、
助
数
詞
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
調
べ
て
み
る
と
、
な
ん
と
日
本
語
に

は
5
0
0
種
類
以
上
の
助
数
詞
が
あ
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
に
は
、
私
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
日
常
生
活
で
は
こ
ん
な
に
た
く
さ
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ん
の
助
数
詞
を
覚
え
る
必
要
は
な
い
と
は
い
え
、
覚
え
る
の
は
や
っ
ぱ
り
大
変
で
す
。

し
か
も
、
や
や
こ
し
い
の
は
助
数
詞
の
種
類
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
一
匹
」な
ら「
い
っ
ぴ
き
」、「
二
匹
」な
ら「
に
ひ
き
」、

で
も
そ
れ
が
三
に
な
る
と「
さ
ん
び
き
」と
読
み
方
が
違
い
ま
す
。
四
匹
、
五
匹
と
こ
れ
以
降
は「
ひ
き
」で
統
一
か
と
思
わ
せ
て

お
い
て
、
六
匹「
ろ
っ
ぴ
き
」も
あ
る
し
、
八
匹「
は
っ
ぴ
き
」も
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
助
数
詞
に
よ
っ
て
微
妙
に
異
な
り
ま
す
。

人
を
数
え
る
と
き
な
ん
て
、「
ひ
と
り
、
ふ
た
り
、
さ
ん
に
ん
」、
な
ぜ「
い
ち
に
ん
、
に
に
ん
、
さ
ん
に
ん
」に
し
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
か
、
と
疑
問
に
思
っ
た
り
し
ま
す
。

他
に
も
、
難
し
い
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
日
本
語
は「
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
、
漢
字
」の
三
種
類
の
文
字
を
使

い
分
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
日
本
語
学
校
で「
漢
字
」を
勉
強
す
る
と
き
、
な
ん
で
わ
ざ
わ
ざ
難
し
い「
漢
字
」を
覚

え
な
い
と
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
全
部「
ひ
ら
が
な
」で
書
け
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

け
れ
ど
、
漢
字
は
、
文
章
を
理
解
し
や
す
く
し
て
く
れ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
に
わ
に
は
に
わ
に
わ
と
り
が
い

る
」と
い
う
こ
の
文
は
、
一文

字
ず
つ
読
ま
な
い
と
、
す
ぐ
に
意
味
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、「
漢
字
と
ひ
ら
が
な
と
カ
タ
カ

ナ
」で「
庭
に
は
二
羽
ニ
ワ
ト
リ
が
い
る
」と
書
く
と
、
す
ぐ
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
語
を
一
か
ら
覚
え
る
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
だ
と
改
め
て
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
難
し

い
言
葉
を
日
常
、
理
解
で
き
る
私
は
天
才
な
の
か
も
し
れ
な
い
、
な
ん
て
思
っ
た
り
も
し
ま
す
。

そ
ん
な「
日
本
語
」を
話
せ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
こ
れ
か
ら
も
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
人
た
ち
に
、「
日
本
語
」を
大
切
に
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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福
島
へ
の「
放
射
能
研
究
旅
行
」が〝
き
っ
か
け
〟

～
俳
句
の「
季
語
」は
、日
本
人
の
豊
か
な
想
像
力
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ハ
ン
ガ
リ
ー
✿
パッ
プ
・
ア
ニ
コ（
物
理
学
者
・
放
射
能
研
究
者　

59
歳
）

私
は
物
理
学
者
と
し
て
、
国
民
保
護
放
射
線
監
視
の
た
め
、
放
射
能
研
究
室
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
へ
の
放
射
能
研
究
旅
行
に
も
何
回
も
参
加
し
ま
し
た
。
2
0
1
1
年
3
月
11
日
に
起

き
た
東
日
本
大
震
災
の
時
、
福
島
の
原
子
力
発
電
所
で
爆
発
が
起
こ
っ
て
、
放
射
能
が
問
題
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
福
島
へ
の
放
射
能
研
究
旅
行
を
き
っ
か
け
に「
日
本
語
」を
勉
強
し
始
め
ま
し
た
。

そ
の
頃
、
私
が
住
ん
で
い
る
ジ
ェ
ー
ル
市
の
大
学
で
日
本
人
の
先
生
た
ち
の
無
料
の「
日
本
語
教
室
」

が
開
か
れ
、
私
も
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
あ
る
授
業
で
、
日
本
の
向
比
登
志
先
生
は
、「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
世
界
は
、
ど
こ
に
い
て
も
、
日
本
の
大
学
で
勉
強
出
来
て
、
そ
れ
に
修
了
証
を
頂
く
事
も
出
来
る
」と
言
い
、「w

w
w

.

gacco.org

」と
い
う
ペ
ー
ジ
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
、
ど
こ
で
も
色
々
な
日
本
の
大
学
で
行
わ
れ
て

い
る
様
々
な
無
料
講
座
に
参
加
で
き
ま
す
。
私
は
今
ま
で
沢
山
の
講
座
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
修
了
証
を
頂
き
ま
し
た
が
、
私
の

一
番
気
に
入
っ
た
講
座
は
、
大
手
前
大
学
（
大
阪
）
の『
俳
句
・
十
七
文
字
の
世
界
』と
い
う
講
座
で
し
た
。

こ
の
講
座
で
、
川
本
皓
嗣
先
生
は
芭
蕉
の
色
々
な
名
句
を
丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
頃
、
私
は
N
4
の
日
本
語
能

力
試
験
に
合
格
し
た
ば
か
り
で
、
難
し
か
っ
た
け
ど
、
面
白
か
っ
た
の
で
頑
張
り
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
私
も

俳
句
を
詠
み
始
め
て
、
俳
句
を
詠
む
事
は
私
の
一
番
大
切
に
し
た
趣
味
に
な
り
ま
し
た
。
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2
0
1
4
年
4
月
か
ら
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の「
俳
句
大
学
投
句
欄
」の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
毎
日
、
仕
事
か
ら
帰
る
と
す
ぐ
、「
日

本
語
」で
俳
句
を
3
句
詠
み
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
俳
句
の
中
か
ら
毎
日
、
俳
句
大
学
の
先
生
た
ち
が
一
句
を
選
ん
で
、
鑑
賞
し
て

い
ま
す
。
私
の
俳
句
も
何
回
も
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が「
天
井
に
風
船
多
し
誕
生日

」で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
は
、
私
も「
俳
句
大
学
ネ
ッ
ト
句
会
」に
参
加
し
て
い
ま
す
。「
俳
句
大
学
長
」の
永
田
満
徳
先
生

の
お
か
げ
で
、
毎
年
2
回
、『
俳
句
大
学
』と
い
う
句
集
が
出
版
さ
れ
、
先
生
た
ち
の
俳
句
、
会
員
た
ち
の
俳
句
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。
永
田
満
徳
先
生
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
は
、
俳
句
の
国
際
化
も
出
来
る
で
し
ょ
う
」と
言
い
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
の「H

aiku C
olum

n
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
作
成
し
、
海
外
の
俳
人
た
ち
も
母
語
で
毎
日
俳
句
を
詠
ん
で
い
ま
す
。『
俳
句

界
』と
い
う
雑
誌
や『H

aiku A
nthology

』と
い
う
国
際
句
集
な
ど
が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
る
時
、
永
田
満
徳
先
生
と
向
瀬
美
音
先
生
と
一
緒
に
、「
国
際
歳
時
記
」の
作
成
に
参
加
し
、
季
語
の
本
意
を
書
か
せ
て
頂
き

ま
し
た
。「
季
語
」と「
歳
時
記
」の
研
究
を
通
じ
て
、
日
本
語
も
日
本
文
化
も
、
も
っ
と
詳
し
く
理
解
出
来
ま
す
。

「
俳
句
大
学
」の「
俳
句
大
学
評
論
賞
」が
あ
り
、
俳
句
に
関
す
る
論
文
を
書
く
事
が
出
来
ま
す
。
昨
年
、『
風
の
名
前
に
季
節
感
』

と
い
う
私
の
論
文
が「
俳
句
大
学
長
」の
永
田
満
徳
先
生
に「
特
別
賞
」に
選
ば
れ
ま
し
た
。「
季
語
」に
は
、
日
本
人
の
自
然
に
対

す
る
愛
や
、
日
本
人
の
豊
か
な
想
像
力
を
感
じ
ま
す
。
例
え
ば
、
春
は「
風
光
る
」、
夏
は「
風
薫
る
」、
秋
は「
色
無
き
風
」が
吹

き
、
冬
は「
北
風
（
な
ら
ひ
）」が
吹
き
ま
す
。
ま
た
、
梅
雨
入
り
の
時
は「
黒
南
風（
く
ろ
は
え
）」、
梅
雨
明
け
の
時
は「
白
南
風（
し
ら

は
え
）」が
吹
き
ま
す
。

「
伝
統
俳
句
」を
詠
み
な
が
ら
、
旧
仮
名
の
使
い
方
と
俳
句
文
法
も
勉
強
出
来
ま
す
。
さ
ら
に
、「
俳
句
」を
通
し
て
、「
日
本
の
文

化
」に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
勉
強
出
来
る
の
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
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❖ 『
羅
生
門
』か
ら
、「
献
身・利
他
主
義
」を
学
ん
だ
！

～
日
本
と
中
国
は
、「
共
感
し
合
え
る
社
会
」へ
共
に
歩
も
う
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

中
国
✿
周
思
琪
（
福
建
省
・
福
州
大
学　

20
歳
）

高
校
三
年
生
の
時
、
勉
強
の
ス
ト
レ
ス
を
和
ら
げ
る
た
め
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
か
ら
小
説
を
借
り
た
。
日

本
の
作
家
・
芥
川
龍
之
介
の『
羅
生
門
』（
中
国
語
訳
）
だ
。

そ
れ
は
、
私
が
読
ん
だ
最
初
の
日
本
文
学
作
品
と
な
っ
た
が
、
同
時
に
深
い
影
響
を
受
け
て
、
大
学

で
日
本
語
を
学
ぶ
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

小
説
の
最
初
の
印
象
は
、
ま
さ
に「
怖
い
」の
一言

だ
っ
た
。
高
校
三
年
生
の
時
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う

な
物
語
が
あ
る
の
か
分
か
ら
ず
、
た
だ
人
間
の
身
勝
手
な
態
度
に
嫌
悪
感
し
か
湧
か
な
か
っ
た
。
生
き

る
た
め
に
死
体
の
髪
を
抜
く
老
婆
の
姿
を
想
像
し
て
、
宿
題
が
手
に
付
か
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、「
己
も
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
餓
死

を
す
る
体
な
の
だ
」と
言
っ
て
、
下
人
が
老
婆
の
着
物
を
奪
う
最
後
の
場
面
は
、
今
で
も
悪
夢
の
よ
う
だ
。

し
か
し
、
大
学
生
に
な
っ
て
、
日
本
文
学
の
授
業
で
、
日
本
語
版『
羅
生
門
』を
読
み
、
日
本
語
や
日
本
文
化
を
学
ぶ
な
か
で
、

考
え
が
変
わ
っ
た
。
本
当
に「
老
婆
と
下
人
」は
悪
人
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
人
間
は
自
分
が
生
き
残
る
た
め
に
、
他
人

を
犠
牲
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
老
婆
で
あ
れ
、
下
人
で
あ
れ
、
そ
の
行
為
は
、
自
分
が
生
き
る
た
め
だ
。
そ
う
思
う
と
、
高

校
生
の
時
に
感
じ
た
恐
怖
と
は
別
の
恐
怖
が
襲
っ
て
き
た
。「
私
た
ち
の
世
界
は
、『
羅
生
門
』の
世
界
と
は
本
質
的
に
変
わ
っ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
」。

食
事
に
出
さ
れ
る
鶏
肉
を
食
べ
る
こ
と
は
、
人
間
の
命
を
維
持
す
る
た
め
に
、
鶏
の
命
を
奪
う
事
だ
。
薬
一
つ
に
し
て
も
、
動
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物
で
実
験
を
し
て
か
ら
人
間
が
服
用
す
る
。
ま
た
、
自
分
の
こ
と
し
か
考
え
な
い
人
が
増
え
た
気
も
す
る
。
日
本
で
は
、
回
転
寿

司
店
で
、
他
の
客
が
頼
ん
だ
寿
司
を
勝
手
に
食
べ
て
笑
い
飛
ば
す
動
画
が
問
題
と
な
っ
た
。
中
国
で
も
、
四
川
大
地
震
の
時
、
先

生
が
被
災
し
た
学
生
を
残
し
て
一人

で
逃
げ
た
こ
と
が
ネ
ッ
ト
を
賑
わ
せ
た
。
日
本
で
も
、
中
国
で
も
、「
私
だ
け
が
よ
け
れ
ば

…
…
」と
行
動
す
る
人
が
少
な
く
な
い
。『
羅
生
門
』の
世
界
は
、
現
在
の
こ
の
世
界
で
も
生
き
続
け
て
い
る
の
だ
。
時
代
は
変
わ

れ
ど
、
変
わ
ら
な
い「
人
間
の
利
己
主
義
」に
、
私
は
ゾ
ッ
と
し
た
。

し
か
し
、
私
は
希
望
を
捨
て
て
い
な
い
。
2
0
2
0
年
、
コ
ロ
ナ
禍
で
昼
夜
を
問
わ
ず
に
患
者
の
治
療
に
あ
た
っ
た
日
中
の
医

師
た
ち
。
2
0
2
1
年
に
、
江
蘇
省
南
京
市
で
市
民
を
刃
物
で
無
差
別
に
殺
そ
う
と
し
た
人
に
、
3
度
刺
さ
れ
て
も
、
そ
の
凶
行

を
止
め
よ
う
と
し
た
1
人
の
中
国
の
一
般
市
民
。

『
羅
生
門
』と
は
異
な
る「
献
身
・
利
他
主
義
」に
満
ち
た
世
界
も
こ
の
世
に
あ
る
。「
さ
さ
や
か
な
共
感
」だ
と
思
う
。
電
車
の
中

で
、
体
が
不
自
由
な
人
を
見
か
け
た
ら
、
席
を
譲
っ
て
あ
げ
る
こ
と
。
エ
ア
コ
ン
が
効
い
た
部
屋
で
、
鼻
水
や
咳
を
し
て
い
る
人

が
い
た
ら
、
適
度
に
温
度
を
上
げ
て
あ
げ
る
こ
と
。
一人

ひ
と
り
が「
相
手
の
苦
労
を
自
分
の
苦
労
だ
と
感
じ
る
共
感
力
」を
持
つ

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ど
の
国
で
も
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
に
な
る
だ
ろ
う
。

「
上
善
は
水
の
如
し
。
水
は
万
物
を
善
く
利
し
て
、
而
も
争
わ
ず
」と
い
う
老
子
の
言
葉
に
は
、「
水
の
よ
う
に
、
い
か
な
る
名
声

も
求
め
な
い
で
、
他
人
を
助
け
よ
う
」と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
も
、「
お
も
て
な
し
」の
精
神
に
基
づ
い

て
相
手
へ
の
細
か
な
気
遣
い
が
で
き
る
国
で
あ
る
。「
何
も
求
め
な
い
で
、
相
手
を
思
い
や
り
、
尽
く
す
こ
と
」。
そ
ん
な
他
人
へ

の
配
慮
を
、
日
本
人
も
中
国
人
も
改
め
て
思
い
出
し
、
語
り
合
い
、
学
び
合
っ
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
、『
羅
生
門
』の
世
界
を

超
え
、
互
い
の
こ
と
を
考
え
、
共
感
し
合
え
る
世
界
が
き
っ
と
実
現
す
る
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
世
界
を
期
待
し
な
が
ら
、
私
は
こ
れ

か
ら
も
、
楽
し
く
、
日
本
語
を
学
び
ま
す
。
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❖ 「
言
葉
」は
、心
を
癒
す
力
が
あ
る
！

～
有
島
武
郎
の『
小
さ
き
者
へ
』に
共
感
と
慰
め
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

中
国
✿
趙
歆
怡
（
江
蘇
省
・
南
京
工
業
大
学　

20
歳
）

幼
い
頃
か
ら
、
言
葉
に
は
そ
れ
ぞ
れ
独
特
な
魅
力
が
あ
る
と
思
い
、
興
味
を
持
ち
始
め
た
。
初
め
て

「
日
本
語
」に
触
れ
た
の
は
、
中
学
生
の
時
で
、
い
ろ
い
ろ
な
日
本
の
ア
ニ
メ
を
見
始
め
た
時
だ
。

当
時
は
ス
ト
ー
リ
ー
に
想
像
力
が
溢
れ
、
魅
力
的
だ
と
思
っ
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
が
、
た
く
さ
ん
見

て
い
る
と
、
日
本
語
で
な
い
ア
ニ
メ
が
ど
こ
か
変
だ
と
感
じ
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。
大
学
で
日
本
語
を

勉
強
し
始
め
て
か
ら
、
ま
す
ま
す
多
く
の
日
本
の
作
品
に
触
れ
て
き
た
。
日
本
語
と
接
し
て
い
る
う
ち

に
、
言
葉
の
力
が
助
け
て
く
れ
る
こ
と
を
何
度
も
し
み
じ
み
感
じ
た
。

子
供
の
頃
は
母
に
言
わ
れ
た
通
り
に
、
ピ
ア
ノ
や
ダ
ン
ス
を
習
っ
て
い
た
が
、
本
当
は
好
き
で
は
な
く
、
苦
痛
し
か
感
じ
な
か
っ

た
。
自
分
が
本
当
に
好
き
な
こ
と
を
、
周
り
の
人
の
意
見
に
合
わ
せ
て
諦
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
モ
ブ

サ
イ
コ
1
0
0
」と
い
う
ア
ニ
メ
で
、「
な
ぜ
お
前
が
そ
い
つ
ら
に
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
？　
お
前
の
人生

の
主
役
は
お
前
だ
ろ

う
」「
嫌
な
時
は
な
、
逃
げ
た
っ
て
い
い
ん
だ
よ
」な
ど
の
セ
リ
フ
を
聞
い
た
時
は
、
深
く
感
銘
を
受
け
た
。

そ
れ
以
外
に
、「
怪
我
し
て
学
べ
」や「
疑
う
こ
と
を
知
れ
」な
ど
の
言
葉
も
、
私
の
人生

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
失
敗
を

重
ね
て
こ
そ
成
長
で
き
る
、
世
の
中
に
当
た
り
前
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
ず
し
も
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
い
つ
も

自
分
な
り
の
考
え
方
を
持
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
私
は
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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言
葉
は
、
人生

の
哲
学
を
教
え
て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、
心
を
癒
す
力
が
あ
る
。
ま
た
、
日
本
語
を
通
じ
て
、
時
空
を
超
え
て

知
ら
な
い
人
に
共
感
で
き
る
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
最
も
魅
力
的
な
こ
と
だ
。
私
は
迷
っ
て
い
る
状
態
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
他

の
優
れ
た
人
に
比
べ
て
、
自
分
の
日
本
語
レ
ベ
ル
が
ま
だ
足
り
な
く
て
、
厳
し
い
競
争
社
会
で
ど
う
生
き
て
い
け
る
の
か
、
と
心

配
で
た
ま
ら
な
い
。
未
来
に
対
し
て
も
ま
だ
は
っ
き
り
し
た
計
画
が
な
く
、
時
々
、
儚
い
前
途
に
対
し
て
焦
り
を
感
じ
る
。

し
か
し
、
大
学
三
年
生
の
時
、「
日
本
近
代
文
学
」の
授
業
で
読
ん
だ
有
島
武
郎
の『
小
さ
き
者
へ
』で
、「
私
は
そ
の
頃
心
の
中

に
色
々
な
問
題
を
あ
り
余
る
ほ
ど
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
始
終
齷あ

く
齪せ

く
し
な
が
ら
何
一
つ
自
分
を『
満
足
』に
近
づ
け
る
よ
う
な
仕
事

を
し
て
い
な
か
っ
た
。
何
事
も
独
り
で
噛
み
し
め
て
見
る
私
の
性
質
と
し
て
、
表
面
に
は
十
人
並
み
な
生
活
を
し
て
い
な
が
ら
、
私

の
心
は
や
や
と
も
す
る
と
突
き
上
げ
て
来
る
不
安
に
い
ら
い
ら
さ
せ
ら
れ
た
」
を
読
ん
だ
私
は
、「
大
丈
夫
、
一人

じ
ゃ
な
い
ん

だ
」と
い
う
慰
め
に
な
り
、
こ
の
共
鳴
に
よ
っ
て
悩
み
や
焦
り
が
一
気
に
軽
く
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
共
感
す
る
こ
と
で
人
を
励
ま
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
言
葉
の
力
だ
。
中
島
美
嘉
の「
僕
が
死
の
う
と
思
っ

た
の
は
」（
秋
田
ひ
ろ
む
・
作
詞
）
と
い
う
歌
で
、「
明
日
を
変
え
る
な
ら
今
日
を
変
え
な
き
ゃ
」を
聞
い
て
、
誰
で
も
見
え
な
い
敵
と

戦
っ
て
い
る
か
ら
、
焦
る
よ
り
も「
今
の
自
分
を
変
え
る
こ
と
」が
大
事
だ
と
気
づ
い
た
。

日
本
語
が
だ
ん
だ
ん
好
き
に
な
っ
た
の
は
、
触
れ
た
言
葉
か
ら
い
ろ
い
ろ
学
び
、
そ
の
力
に
心
を
打
た
れ
、
共
感
し
て
慰
め
や

励
ま
し
を
得
た
か
ら
だ
。
そ
の
原
因
を
も
っ
と
深
く
追
求
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
言
葉
を
生
み
出
し
た
日
本
人
の
思
想
や
精
神
な
ど

に
感
服
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
語
を
通
し
て
、
多
く
の
日
本
人
と
魂
の
交
流
が
で
き
る
の
は
、
言
葉
の
強
い
力
だ
と
思
う
。
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ア
ニ
メ『
犬
夜
叉
』を
見
て
、「
日
本
語
」に
魅
了
！

～
声
優
に
な
っ
て
、日
中
両
国
の「
魅
力
」を
伝
え
た
い
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

中
国
✿
黄
美
慧
（
大
連
工
業
大
学　

21
歳
）

昔
の
私
は
、
い
つ
も
茫
然
と
し
て
、
人生

の
意
義
と
は
何
か
、
な
ど
は
全
然
分
か
ら
な
か
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
状
態
は「
そ
の
日
」ま
で
長
く
続
い
て
い
た
。
今
で
も
、「
そ
の
日
」の
こ
と
を
は
っ
き
り
覚

え
て
い
る
。
高
校
入
試
が
終
わ
っ
た
日
で
し
た
。
試
験
が
終
わ
っ
て
、
い
つ
も
の
よ
う
に
家
に
戻
り
、
テ

レ
ビ
を
つ
け
た
。
ち
ょ
う
ど
日
本
の
ア
ニ
メ
が
放
送
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
以
来
、
私
は
、
ほ
と
ん
ど
毎

日
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
ア
ニ
メ
の
内
容
と
優
し
い
日
本
語
の
セ
リ
フ
に
没
頭
し
、
魅
了
さ
れ
た
。
そ
の

ア
ニ
メ
を
見
て
い
る
う
ち
に
、「
人生

の
意
義
を
探
求
し
た
い
」と
い
う
気
持
ち
が
心
の
中
に
芽
生
え
た
。

そ
の
ア
ニ
メ
は『
犬
夜
叉
』と
は
っ
き
り
覚
え
て
い
る
。
私
は「
桔
梗
」と
い
う
巫
女
が
大
好
き
に
な
っ
た
。
彼
女
は
一生

、
人

間
に
な
っ
た
犬
夜
叉
と
一
緒
に
い
る
は
ず
だ
っ
た
の
に
、
彼
女
が
救
っ
た
妖
怪
に
迫
害
さ
れ
、
非
情
に
も
彼
ら
を
解
体
し
た
。
犬

夜
叉
は
復
活
し
た
後
、
彼
女
の
生
ま
れ
変
わ
り
を
再
び
好
き
に
な
っ
た
。
桔
梗
は
そ
れ
を
見
た
後
、
彼
女
に
と
っ
て
憎
し
み
が
あ

り
、
悲
し
み
が
あ
り
、
助
け
が
な
く
、
そ
の
表
現
し
に
く
い
愛
は
人
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
恨
み
だ
け
が
残
っ
た
。「
人
形
」

で
も
生
き
続
け
、
犬
夜
叉
と
再
会
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
最
後
に
彼
女
が
ほ
っ
と
し
て
立
ち
去
っ
て
、
私

は
や
っ
と
、
桔
梗
の
愛
が
い
か
に
無
私
で
あ
る
か
、
い
か
に
深
く
て
高
潔
で
あ
る
か
が
分
か
っ
た
。

犬
夜
叉
が
桔
梗
を
見
送
っ
た
瞬
間
を
見
る
と
、
私
は
桔
梗
の
悲
惨
な
運
命
を
実
感
し
、
涙
が
流
れ
た
。
し
か
し
、
作
者
が
桔
梗
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を
こ
ん
な
に
惨
め
に
書
い
て
い
な
け
れ
ば
、
桔
梗
の
よ
う
な
忘
れ
ら
れ
な
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ア

ニ
メ
を
見
た
人
た
ち
も
、
心
の
高
潔
な
巫
女
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

見
終
わ
っ
た
後
、
私
は
長
い
間
ア
ニ
メ
に
夢
中
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
彼
女
の
一い

っ
ぴ
ん顰
一い

っ
し
ょ
う
笑
、
一
字
一
句
は
私
を
感
動
さ
せ
、
忘

れ
ら
れ
な
い
重
要
な
も
の
と
な
る
。

あ
の
夜
、
私
の
体
に
あ
る
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
た
。
こ
ん
な
に
私
を
引
き
つ
け
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
ア
ニ
メ
の
中
で
は
、
好
き

な
人
に
出
会
っ
た
よ
う
に
、
胸
が
キ
ュ
ン
と
す
る
。
水
の
よ
う
に
流
れ
る
よ
う
な「
優
し
い
日
本
の
言
葉
」も
好
き
に
な
っ
た
。
そ

し
て
、「
ア
ニ
メ
の
声
優
に
な
り
た
い
」と
い
う
夢
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
私
の
心
の
中
で
日
本
の
ア
ニ
メ
を
愛
し
て
い
る
気
持

ち
を
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
、
と
思
っ
た
か
ら
だ
。

大
学
入
試
で
も
迷
わ
ず「
日
本
語
科
」を
選
ん
だ
。
日
本
の
ア
ニ
メ
が
大
好
き
だ
か
ら
こ
そ
だ
。
声
優
と
い
う
仕
事
は
、
簡
単
で

は
な
い
。
日
本
語
の「
言
語
の
発
音
、
ア
ク
セ
ン
ト
、
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
使
い
方
」以
外
、「
話
す
場
面
に
応
じ
た
言
語
の
裏

の
意
味
・
感
情
」を
理
解
し
な
い
と
い
け
な
い
。
し
か
し
、
三
年
間
の
日
本
語
の
勉
強
で
も
、
時
々
ミ
ス
を
し
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
な
い
時
も
あ
る
。
し
か
し
、
い
く
ら
挫
折
し
て
も
挫
け
ず
、
ぎ
こ
ち
な
く
自
分
な
り
の
日
本
語
で
全
力
を
尽

く
し
て
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
と
、
私
は
、
い
つ
も
思
っ
て
い
る
。

時
は
巡
り
、
季
節
は
移
っ
た
が
、
日
本
語
に
対
す
る
愛
は
変
わ
ら
な
い
。
将
来
、
日
本
語
を
流
暢
に
話
し
…
…
桜
の
散
る
秋
葉

原
を
散
歩
し
て
、
自
分
の
身
で
本
当
の
日
本
を
体
験
し
た
い
。
私
は
、
中
国
の
若
者
の
力
で
、
私
の
好
き
な
日
本
の
ア
ニ
メ
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
よ
う
な
、「
日
本
の
魅
力
」を
中
国
人
に
伝
え
、「
中
国
の
魅
力
」を
日
本
の
若
者
に
伝
え
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
日
本

語
の
勉
強
を
頑
張
り
た
い
。
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三
年
間
の
日
本
語
と
の「
美
し
い
物
語
」

～〝
磁
器
の
人
形
〟の
よ
う
な〝
高
嶺
の
花
〟～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

中
国
✿
王
雅
琪
（
南
京
郵
電
大
学　

21
歳
）

い
つ
の
ま
に
か
日
本
語
を
勉
強
し
て
3
年
に
な
っ
た
。
三
年
間
に
学
ん
だ
す
べ
て
が
、
私
と「
日
本

語
」と
の
美
し
い
物
語
に
な
っ
て
い
る
。
初
め
て
日
本
語
に
接
し
た
時
、
日
本
語
は
私
に
と
っ
て「
磁
器

の
人
形
」の
よ
う
で
、「
美
し
く
て
、
壊
れ
や
す
い
」も
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
は
絶
え
ず
学
習
を
通

じ
て
、
彼
女
を
保
護
し
て
、
彼
女
を
飾
っ
た
。
こ
の
過
程
は「
長
く
て
、
時
に
は
無
味
乾
燥
」の
も
の
で

あ
り
、
知
ら
な
い
こ
と
が
多
過
ぎ
て
、
自
分
の
無
知
を
責
め
と
が
め
た
。
そ
れ
で
も
継
続
し
て
努
力
し

て
、
1
ペ
ー
ジ
ま
た
1
ペ
ー
ジ
と
、
単
語
を
暗
記
し
て
、
文
法
を
理
解
し
て
、
文
章
を
暗
記
し
た
。

こ
の
過
程
の
中
で「
自
分
が
進
歩
し
て
い
る
」こ
と
に
喜
び
を
感
じ
た
。
彼
女
は
私
を
魅
了
し
続
け
た
。
私
の
人生

の
テ
ー
マ
に

な
っ
て
い
る
彼
女
と
私
の
距
離
は
少
し
ず
つ
近
く
な
っ
た
よ
う
だ
。
私
は
彼
女
に
新
し
い
服
を
着
せ
て
、
長
い
髪
を
と
か
し
た
が
、

あ
の
美
し
い〝
磁
器
の
人
形
〟は
、
や
は
り
私
に
と
っ
て〝
高
嶺
の
花
〟の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

私
は
彼
女
を
理
解
し
て
、
彼
女
の
過
去
を
知
り
た
い
。
彼
女
は
長
い
年
月
を
歩
ん
で
き
て
、
下
駄
が
石
畳
の
上
で
軽
く
音
を
立

て
て
い
た
。
多
く
の
文人

墨
客
が
彼
女
の
た
め
に
足
を
止
め
、
多
く
の
思
い
を
残
し
た
。「
寂
し
さ
や　
一
尺
消
え
て　
ゆ
く
ほ
た

る
」―
―
彼
女
の
眉
間
の
哀
愁
を
見
た
者
が
い
る
。「
露
の
世
は　
露
の
世
な
が
ら　
さ
り
な
が
ら
」―
―
彼
女
の
苦
し
ん
で
い
る

本
音
を
聞
い
た
者
が
い
る
。「
物
思
へ
ば　
澤
の
蛍
も
わ
が
身
よ
り　
あ
く
が
れ
い
づ
る　
魂
か
と
ぞ
見
る
」彼
女
が
誰
を
思
っ
て
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い
る
の
か
と
わ
か
ら
な
い
者
が
い
る
。「
願
は
く
は　
花
の
下
に
て　
春
死
な
む　
そ
の
如
月
の　
望
月
の
頃
」―
―
彼
女
の
決
然

し
た
後
ろ
姿
を
見
た
者
が
い
る
。『
金
閣
寺
』の
よ
う
な
美
し
さ
が
あ
る
彼
女
に
つ
い
て
、
心
は
夏
目
漱
石
が
書
い
た
よ
う
に
復
雑

で
、
人
々
の
評
価
は『
藪
の
中
』の
よ
う
に
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
私
に
と
っ
て
彼
女
は
目
に
見
え
る
が
、
は
っ
き
り
と
見
え
て
い
な

い
と
も
言
え
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
一
層
彼
女
の
生
活
に
入
り
込
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
毎
回
、
そ
の「
た
だ
い
ま
」と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
、
本

当
に
遠
い
過
去
か
ら
返
事
を
も
ら
え
て
、
彼
女
は
私
に
付
き
添
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
毎
回
、「
い
た
だ
き
ま
す
」

と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
、
和
食
を
体
験
し
て
、
懐
石
料
理
と「
鯛
め
し
」か
ら「
も
ん
じ
ゃ
焼
き
」と「
た
こ
焼
き
」ま
で
、
彼
女
は

近
所
の
お
姉
さ
ん
の
よ
う
に
み
ん
な
に
気
を
配
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
毎
回
、
着
物
あ
る
い
は
浴
衣
を
着
て
、
小
さ
な
お
守

を
つ
け
て
、
緑
あ
ふ
れ
る
街
を
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
い
る
と
、
彼
女
の
美
し
さ
に
は
伝
染
力
が
あ
っ
て
、
私
を
美
し
く
し
て
く
れ
る

よ
う
な
発
見
が
あ
る
。
タ
コ
焼
き
の
カ
リ
ッ
と
し
た
衣
の
下
に
は
柔
ら
か
く
て
繊
細
な
餡
が
あ
っ
て
、
彼
女
に
対
し
て「
高
嶺
の

花
」の
見
た
目
の
下
に
も
温
か
く
柔
ら
か
い
心
が
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
女
は
私
に
対
し
て
も
、
誰
に
対
し
て
も
、
最
初
か
ら
い
つ

も
平
等
に
扱
っ
て
く
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

視
線
が
等
し
く
な
る
時
だ
け
生
命
の
間
で
交
流
が
可
能
に
な
る
。
高
い
位
置
に
い
る
の
で
は
な
く
、
薄
氷
を
踏
む
必
要
も
な
い
。

最
も
快
適
な
状
態
で
、
最
も
堅
固
な
友
情
を
結
ぶ
こ
と
が
目
標
に
な
る
。
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
私
は
ま
だ
苦
労
し
て
い
る
。
日

本
語
を
少
し
も
知
ら
な
い
人
は
、
私
に
対
し
て
ど
ん
な
誤
解
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
日
中
友
好
の
橋
に
な
り
た
い
。
そ

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
誤
解
を
解
き
、
日
本
語
と
の「
美
し
い
物
語
」を
み
ん
な
に
伝
え
た
い
。
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日
本
の
経
験
を
参
考
に
環
境
政
策
を
！

～
人
間
中
心
主
義
か
ら
自
然
自
体
の
た
め
の
環
境
保
護
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

中
国
✿
張
唯
佳
（
南
京
工
業
大
学　

20
歳
）

中
学
で
一
度
だ
け
、
山
で
ゴ
ミ
回
収
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
山
麓

か
ら
山
頂
ま
で
散
ら
か
し
て
い
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
食
品
の
ポ
リ
袋
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
袋
の
せ
い
で
、
自

然
の
美
し
さ
が
壊
さ
れ
て
い
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
半
日
を
か
け
て
ゴ
ミ
を
集
め
た
。
緑
を
少
し
取
り

戻
し
た
山
の
景
色
を
眺
め
て
達
成
感
が
湧
い
て
き
た
。
イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
り
、
友
達
と「
今
日
は
い
い

こ
と
を
し
た
わ
ね
」と
言
い
合
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
時
、
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
後
ろ
の
子
が
疲
れ
て
水
を
一
気
に
飲
ん
で
ポ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
ゴ
ミ
箱
に
向
か
っ
て
投
げ
た
。
ゴ
ミ
箱
に
は
入
ら
な
か
っ
た
。
で
も
ゴ
ミ
拾
い
で
疲
れ
き
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
子
は
結
局
目
を
逸
ら
し
た
。

何
と
も
言
え
な
い
気
持
ち
だ
っ
た
。
特
に
そ
の
子
を
責
め
る
つ
も
り
も
な
い
。
似
た
よ
う
な
こ
と
を
一
度
も
し
た
こ
と
が
な
い
、

そ
う
言
い
切
れ
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
今
、
中
国
で
は
環
境
意
識
と
環
境
教
育
の
欠
如
が
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
自
己
中
心
意
識
が
強
く
、
環
境
へ
の
関
心
が
足
り
な
い
ま
ま
で
は
、
何
回
ゴ
ミ
拾
い
に
参
加
し
て
も
、

ゴ
ミ
は
、
ま
た
ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
て
く
る
は
ず
だ
。

環
境
問
題
は
今
や
長
い
歴
史
を
有
す
る
問
題
と
な
っ
た
。
多
く
の
人
が
そ
れ
を
認
識
し
つ
つ
あ
る
今
も
、
山
や
海
な
ど
は
旅
行

の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
た
び
に
、
旅
行
者
が
去
っ
た
後
の
ゴ
ミ
問
題
の
記
事
が
一
向
に
減
ら
な
い
。
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テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
や
文
化
教
育
の
普
及
な
ど
で
、
人
々
の
知
識
水
準
が
上
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
周
囲
の
環
境
が
よ
く

な
る
ど
こ
ろ
が
、
悪
化
し
て
い
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
だ
け
で
も
、
毎
年
少
な
く
と
も
8
0
0
万
ト
ン
が
海
に
流
れ
込
ん
で
い

る
。
2
0
5
0
年
に
は
、
海
に
漂
う
ゴ
ミ
の
重
量
が
魚
類
の
総
重
量
と
同
じ
に
な
る
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。

日
本
は
二
十
世
紀
・
七
十
年
代
か
ら
、
環
境
思
想
を「
人
間
の
た
め
の
自
然
保
護
か
ら
環
境
主
義
へ
」、
大
き
く
転
換
し
た
。
核

心
は
、
人
間
中
心
主
義
か
ら
自
然
自
体
の
た
め
に
行
う
環
境
保
護
だ
。
教
育
面
に
お
い
て
も
、
小
学
校
か
ら
、
自
然
と
の
直
接
の

触
れ
合
い
を
増
や
す
こ
と
で
、
子
供
の
環
境
意
識
を
養
っ
て
い
る
。
一方

、
中
国
は
、
環
境
に
つ
い
て
の
教
育
は
か
な
り
限
り
が

あ
り
、
本
の
知
識
や
形
式
的
な
も
の
を
強
調
し
、
実
生
活
と
大
き
く
離
れ
て
い
る
こ
と
が
問
題
だ
と
思
う
。

も
ち
ろ
ん
、
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
開
催
が
、
意
味
が
な
い
、
と
は
思
わ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、

公
益
心
を
植
え
付
け
る
こ
と
も
大
切
だ
。
日
本
で
は
、
レ
ジ
袋
の
削
減
の
た
め
、
2
0
2
0
年
7
月
か
ら
レ
ジ
袋
を
有
料
化
し
た
。

そ
の
代
わ
り
に
、
色
々
な
デ
ザ
イ
ン
の
エ
コ
バ
ッ
ク
が
市
場
に
出
回
り
、
わ
ず
か
数
カ
月
で
著
し
い
効
果
が
表
れ
た
そ
う
だ
。
国

際
的
に
も
環
境
意
識
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
日
本
な
ら
で
は
、
だ
。
中
国
も
似
た
よ
う
な
政
策
を
打
ち
出
し
た
が
、
期
待
通
り

に
は
い
か
な
か
っ
た
。
や
は
り
、
環
境
意
識
の
問
題
か
も
し
れ
な
い
。

環
境
保
護
は
一
時
の
社
会
貢
献
で
は
な
く
。
社
会
の
一
員
と
し
て
当
然
担
う
べ
き
責
任
だ
。
現
代
の
環
境
破
壊
を
引
き
起
こ
し

た
の
は
、
人
間
の
自
己
中
心
主
義
と
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
を
打
破
す
る
に
は
、
学
校
教
育
に
活
力
を
つ
け
る
必
要

も
あ
り
、
何
よ
り
人
々
に
内
面
的
な
変
革
が
求
め
ら
れ
る
。

時
代
の
課
題
を
前
に
し
て
、
中
国
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
日
本
の
経
験
を
参
考
に
し
、
人
間
中
心
主
義
か
ら
抜
け
出

し
、
責
任
か
ら
実
行
に
移
し
て
い
く
べ
き
だ
。
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心
の
こ
も
っ
た「
文
化
交
流
」は
国
境
を
超
え
る
！

～
忘
れ
ら
れ
な
い
！
　
高
校
で
の
日
本
の
バ
レ
エ
団
と
の
交
流
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

中
国
✿
丁
若
璋
（
青
島
大
学　

20
歳
）

私
は
小
さ
い
時
か
ら
日
本
の
ア
ニ
メ
を
よ
く
見
て
い
ま
し
た
。
知
っ
て
い
る「
日
本
語
」
や「
日
本

人
」は
全
部
ア
ニ
メ
の
中
の
も
の
で
し
た
。
初
め
て
日
本
人
に
会
っ
た
の
は
、
高
校
に
入
学
し
た
ば
か

り
の
時
で
し
た
。
日
本
か
ら
有
名
な
松
山
バ
レ
エ
団
の
メ
ン
バ
ー
の
人
た
ち
が
訪
れ
ま
し
た
。
全
校
挙

げ
て
歓
迎
会
を
開
く
こ
と
に
な
り
、
小
さ
い
時
か
ら
ず
っ
と「
筝
」（
中
国
の
伝
統
楽
器
で
あ
る
古
筝
）を
習
っ

て
い
た
私
は
、
迷
わ
ず
応
募
し
、
幸
い
、
参
加
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
中
国
の
伝
統
芸
能
を
披
露
し
、
中
国
の
伝
統
文
化
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
」と
校
長
先
生
が
言
い

ま
し
た
が
、
私
は「
ア
ニ
メ
で
は
な
く
、
本
当
の
日
本
人
だ
か
ら
、
ど
ん
な
人
た
ち
だ
ろ
う
か
。
本
当
の
日
本
語
だ
か
ら
、
ど
ん

な
言
葉
か
し
ら
」と
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
し
た
。

歓
迎
会
当
日
、
高
校
の
先
生
た
ち
の
ほ
か
、
市
の
偉
い
人
も
ス
ー
ツ
姿
で
参
加
し
ま
し
た
。
会
場
は
、
和
や
か
で
す
が
、
厳
か

な
雰
囲
気
で
し
た
。
ワ
ク
ワ
ク
気
分
の
私
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
ミ
ス
な
く
、
先
輩
の
一人

と
一
緒
に
、「
箏
」の
演
奏
（
曲
は「
雪

山
春
暁
」）を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ほ
か
の
同
級
生
も
み
ん
な
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
の
人
た
ち
は
惜
し
み
な

く
、
私
た
ち
へ
熱
い
拍
手
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
バ
レ
エ
部
が
登
場
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
日
本
の
人
た
ち
が「
ざ
わ
ざ
わ
」し
だ
し
ま
し
た
。「
一
緒
に
踊
っ
て
い
い

で
す
か
？
」と
言
い
出
し
た
の
で
す
。「
せ
っ
か
く
な
の
で
、
中
国
の
若
い
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
と
一
緒
に
踊
っ
て
み
た
い
」と
い
う
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こ
と
で
し
た
。
素
早
く
バ
レ
エ
用
の
シ
ュ
ー
ズ
に
着
替
え
、
バ
レ
エ
部
の
み
ん
な
の
後
ろ
に
ス
タ
ン
バ
イ
し
た
の
で
す
。
会
場
が

一
変
し
ま
し
た
。
さ
っ
き
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
無
表
情
で
私
た
ち
の
出
し
物
を
見
て
い
た
偉
い
人
も
校
長
先
生
も
、
満
面
の
笑
顔
に

な
っ
て
、
一
緒
に
手
拍
子
を
と
っ
て
、
心
か
ら
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。
簡
単
な
舞
踊
の
後
、
基
礎
の
ス
テ
ッ
プ
の
ほ
か
、
練

習
の
コ
ツ
も
丁
寧
に
バ
レ
エ
部
の
部
員
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

言
葉
が
わ
か
ら
な
く
て
も
、
心
が
通
じ
る
よ
う
に
、
笑
顔
が
溢
れ
る
そ
の
交
流
の
場
は
、
不
思
議
な
も
の
で
し
た
。

「
何
か
教
え
て
く
れ
た
ら
い
い
な
あ
！
」

私
は
羨
ま
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
ど
う
せ
、
私
の
存
在
は
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
、
と
勝
手
に
寂
し
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
、
お
別
れ
の
時
間
で
す
。
私
た
ち
と
団
員
た
ち
と
一人

ず
つ
握
手
し
て
、
別
れ
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
私

の
番
に
な
っ
た
時
、
一人

の
女
性
の
団
員
が
声
を
か
け
て
く
れ
た
の
で
す
。「
箏
の
演
奏
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
よ
。
も
う
少
し
笑
顔

を
見
せ
て
く
れ
た
ら
、
あ
な
た
の
演
奏
姿
は
も
っ
と
美
し
く
見
え
る
と
思
う
わ
。
頑
張
っ
て
ね
」。
私
は
感
激
し
ま
し
た
。
彼
女
の

手
振
り
身
振
り
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
意
味
が
通
じ
た
の
で
す
。
本
当
に
心
を
込
め
て
私
た
ち
と
交
流
し
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
の
だ
、
と

感
動
し
ま
し
た
。

そ
の
交
流
が
、
私
に
本
当
に
日
本
語
を
勉
強
し
よ
う
と
い
う
衝
動
を
起
こ
さ
せ
た
の
で
す
。
日
本
語
の
美
し
い
口
調
だ
け
で
な

く
、
日
本
語
の
背
後
に
あ
る
穏
や
か
で
礼
儀
正
し
い
行
動
の
た
め
で
す
。

あ
れ
か
ら
4
年
間
経
ち
ま
し
た
が
、
私
は
今
も
、
松
山
バ
レ
エ
団
と
の
交
流
を
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
彼
ら
か
ら
、
と
て
も
重
要

な
教
え
を
学
ん
だ
か
ら
で
す
。
心
の
こ
も
っ
た「
文
化
交
流
」は
、
国
境
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
は
、
も
っ
と
日
本
語
を

勉
強
し
、
日
本
に
行
っ
て
積
極
的
に
日
本
人
と
交
流
し
、
本
当
の
日
本
文
化
を
知
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
心
を
込
め
て
中
国
の

こ
と
を
日
本
人
に
紹
介
し
た
い
で
す
。
中
日
友
好
の「
架
け
橋
」と
な
り
、
中
日
交
流
の
本
当
の
使
者
と
な
り
た
い
で
す
。
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私
を
救
っ
て
く
れ
た
人
生
の
教
師
は「
日
本
語
」

～
亡
く
な
っ
た
父
の「
疑
問
」に
、ま
だ
、答
え
ら
れ
な
い
が
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

台
湾
✿
林
元
浩
（
致
理
科
技
大
学
応
用
日
本
語
学
科　

20
歳
）

「
日
本
語
を
勉
強
し
て
、
卒
業
後
に
仕
事
を
見
つ
け
ら
れ
る
の
か
？
」

高
校
で「
応
用
日
本
語
学
科
」を
選
ん
だ
私
に
、
父
が
疑
問
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。
当
時
の
私
が
知
っ

て
い
た「
日
本
語
」は
、「
お
は
よ
う
」と「
あ
り
が
と
う
」ぐ
ら
い
で
、
五
十
音
す
ら
わ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。「
日
本
」に
行
っ
た
こ
と
も
な
く
、
当
然
、
日
本
人
の
知
り
合
い
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た

め
、
父
の
質
問
に
答
え
ら
れ
ず
に
、
自
分
で
も
日
本
語
が
う
ま
く
学
べ
る
と
は
思
っ
て
も
お
ら
ず
、
不

安
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

父
は
日
本
語
を
学
ぶ
の
に
は
お
金
も
か
か
る
し
、
将
来
、
仕
事
も
見
つ
け
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
母
も
、
私
が
三
日
坊
主

だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
反
対
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ん
な
状
況
で
し
た
が
、
私
は
自
分
の
考
え
を
変
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
家
族
の
反

対
を
押
し
切
っ
て
、
決
め
た
こ
と
な
の
で
、
当
然
、
家
族
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
学
費
を
払
う
た
め
に
、

中
学
卒
業
と
同
時
に
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
ま
し
た
。「
案
ず
る
よ
り
産
む
が
易
し
」と
い
う
考
え
方
で
、
す
べ
て
が
う
ま
く
い
く

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
父
が
突
然
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
私
の
人生

に
は
大
き
な
出
来
事
で
し
た
。
日
本
語
を
学
び
始
め
た
ば

か
り
だ
っ
た
の
で
、
大
変
で
し
た
。
本
来
、
外
国
語
の
勉
強
が
苦
手
な
私
が
、
よ
り
に
よ
っ
て
、
日
本
語
の
専
攻
を
選
び
ま
し
た
。

あ
き
ら
め
た
い
ほ
ど
後
悔
し
て
、
授
業
を
よ
く
サ
ボ
り
ま
し
た
。
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父
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
始
め
た
日
本
語
、
私
は
多
く
の
困
難
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
も
、
日
本
語
の
勉
強
を
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
自
身
に
も
う
何
も
期
待
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
あ
る
日
、
日
本
語
の
先
生
が
多
く
の
時
間
を
か

け
て
、
私
を
励
ま
し
て
く
れ
、
個
別
指
導
を
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
私
の
日
本
語
が
一
気
に
伸
び
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
か
の
科
目
の
成
績
も
徐
々
に
上
が
っ

て
き
た
の
で
す
。
日
本
語
が
少
し
ず
つ
上
達
し
て
く
る
と
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
た
ち
か
ら
は
日
本
語
の
質
問
を
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

そ
れ
が
き
っ
か
け
に
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
私
は
さ
ら
に
真
面
目
に
日
本
語
の
勉
強
に
取
り
組
む
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
語
は
私
に
と
っ
て
、
言
語
だ
け
で
は
な
く
、
人生

の
教
師
で
も
あ
り
、
友
で
も
あ
り
ま
す
。
私
に
自
信
と
や
る
気
を
与
え

て
く
れ
、
日
本
人
と
交
流
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一方

で
、
日
本
語
は
私
の
足
ら
な
い
部
分
も
明
ら
か
に
し
て
く
れ
ま
し

た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
礼
儀
作
法
を
、
も
う
少
し
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
語
は
私
に
人
と
の
付
き
合
い
方
、
勉
強
す
る
習
慣
、
日
本
の
文
化
と
歴
史
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
教

え
て
く
れ
た
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
解
決
す
る
能
力
も
鍛
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
つ
も「
自
信
」

と「
勇
気
」を
持
つ
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
、
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

何
よ
り
も
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
、
日
本
語
を
通
じ
て「
成
長
す
る
」方
法
を
学
べ
た
こ
と
で
す
。
日
本
語
に
お
い
て
も
、
人生


に
お
い
て
も
、
す
べ
て
が
順
風
満
帆
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で

も
、
障
害
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
自
分
自
身
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

「
日
本
語
を
勉
強
し
て
、
卒
業
後
に
仕
事
を
見
つ
け
ら
れ
る
の
か
？
」と
い
う
父
の
疑
問
に
、
ま
だ
、
明
確
に
は
答
え
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
自
信
を
も
っ
て
答
え
ら
れ
る
の
は
、「
日
本
語
が
私
を
救
っ
て
く
れ
ま
し
た
」と
い
う
こ
と
で
す
。
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❖ 「
書
店
」は
日
本
を
理
解
す
る「
ゲ
ー
ト
」

～「
本
の
位
置
」を
覚
え
た
ら
、日
本
語
も
、自
分
も
成
長
で
き
た
証
！
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

韓
国
✿
楊
ア
ラ
ム（
名
古
屋
大
学
博
士
後
期
課
程
・
日
本
文
化
学
専
攻　

38
歳
）

日
差
し
が
暖
か
い
午
後
だ
っ
た
。
も
う
す
ぐ
夏
に
な
り
そ
う
だ
が
、
鼻
に
触
れ
る
風
だ
け
は
春
だ
っ

た
5
月
。
遠
く
に
光
化
門
が
見
え
、
人
々
は
ど
こ
か
に
急
い
で
行
く
。
私
は
慣
れ
親
し
ん
だ
所
に
吸
い

込
ま
れ
る
よ
う
に
、
5
号
線
の
地
下
街
を
少
し
曲
が
る
と
、
私
に
は
お
な
じ
み
の
ギ
ョ
ボ
書
店
が
あ
る
。

私
は
ギ
ョ
ボ
書
店
で
図
書
を
検
索
し
た
り
し
な
く
て
も
い
い
。
何
度
も
来
て
、
図
書
の
位
置
を
ほ
と
ん

ど
覚
え
た
か
ら
。〝
木
が
風
で
倒
れ
た
よ
う
な
長
い
机
〟が
置
か
れ
、
机
の
下
の〝
根
の
よ
う
な
〟椅
子
。

人
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
い
ろ
ん
な
姿
で
本
を
読
む
。
白
い
煙
が
上
っ
て
い
く
よ
う
な
紙
コ
ッ
プ
の
中
の

コ
ー
ヒ
ー
も
、「
斜
め
に
か
け
た
眼
鏡
」を
机
に
下
ろ
す
お
じ
い
さ
ん
も
、
本
を
読
む
子
供
た
ち
の
姿
を
見
る
母
親
た
ち
の
様
子
も
、

私
の
目
に
は「
一
幅
の
風
景
画
」の
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
瞬
間
、
目
を
閉
じ
て
、
自
分
だ
け
の「
映
像
」を
撮
っ
て
み
る
。
パ
シ
ャ

リ
。
記
憶
に
残
っ
た
。

今
日
は
、
日
本
文
学
コ
ー
ナ
ー
に
新
し
い
図
書
が
出
た
か
ど
う
か
、
私
に
読
め
る
か
ど
う
か
心
配
に
な
る
。
高
校
生
の
時
、
読

め
な
い
日
本
語
で
書
か
れ
た
図
書
を
買
っ
て
、
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
た
記
憶
が
あ
る
。
読
め
な
く
て
、
分
か
ら
な
い
ひ
ら
が
な
と

カ
タ
カ
ナ
が
並
ん
で
い
た
。
小
さ
な
紙
の
中
に
、
ぎ
っ
し
り
と
し
た
感
じ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
本
語
の
波
が
揺
れ
動
い
て
い
た
。
異

国
の
よ
う
だ
。
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私
は
あ
の
時
、
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
日
本
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
。「
い
つ
か
、
本
当
に
行
け
る
か
な
？
」と
い
う
希
望
さ

え
な
か
っ
た
時
代
、
私
に
と
っ
て
、
こ
こ
は「
本
屋
さ
ん
」は
、
日
本
語
が
あ
ふ
れ
る「
日
本
」そ
の
も
の
だ
っ
た
。
私
は
こ
こ
で

村
上
春
樹
の『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』と
、
東
野
圭
吾『
容
疑
者
Ⅹ
の
献
身
』で「
日
本
人
」に
会
っ
た
よ
う
な
気
持
だ
っ
た
。
も
っ
と

知
る
た
め
に
翻
訳
本
も
読
ん
だ
。
私
の
日
本
語
の
足
り
な
さ
の
た
め
に
、
理
解
で
き
な
い
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
。

私
に
と
っ
て
こ
の
ギ
ョ
ボ
書
店
は
、「
空
港
内
の
ゲ
ー
ト
の
よ
う
な
場
所
」、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
作
家
・
ボ
ル
ヘ
ス
の
短
編
小
説

集『
バ
ベ
ル
の
図
書
館
』み
た
い
だ
。「
果
て
し
な
い
日
本
語
」に
吸
い
込
ま
れ
る
。
そ
ん
な
気
持
ち
で
、「
日
本
語
、
日
本
人
、
日

本
文
化
」に
向
き
合
っ
て
い
る
。
私
は
そ
の
日
も「
一
冊
の
本
」を
取
っ
て
き
た
。
留
学
の
た
め
、
日
本
入
国
を
10
日
後
に
控
え
た

日
だ
っ
た
。
日
本
に
行
っ
た
ら
、
書
店
に
ま
ず
行
き
た
い
。
そ
し
て
、
日
本
語
の
本
に
話
し
か
け
て
み
た
い
、
と
思
い
続
け
た
。

時
間
が
結
構
掛
か
っ
た
け
ど
、
私
は
2
0
1
8
年
に
、
や
っ
と
日
本
に
来
る
こ
と
が
出
来
た
。
半
年
間
、
名
古
屋
大
学
で
勉
強

す
る
た
め
だ
。
そ
し
て
、「
日
本
文
学
と
日
本
文
化
」を
も
っ
と
研
究
し
た
い
と
思
い
、
2
0
2
1
年
に
名
古
屋
大
学
大
学
院
に
留

学
し
た
。
日
本
の
名
古
屋
市
に
も「
大
好
き
な
書
店
」が
あ
る
。
ま
だ
本
の
位
置
は
把
握
出
来
て
い
な
い
。
し
か
し
、
図
書
が
い
っ

ぱ
い
あ
る「
大
好
き
な
日
本
の
書
店
」の
本
の
位
置
を
覚
え
た
時
は
、
日
本
語
を
ち
ゃ
ん
と
理
解
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
証
で
あ
り
、

私
自
身
も
成
長
し
て
い
る
証
だ
と
思
う
。
そ
の
日
が
目
の
前
だ
。
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日
本
語
の「
言
葉
」は
深
く
、数
が
多
い
！

～
好
き
な「
日
本
の
歌
や
小
説
」を
翻
訳
し
た
い
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

タ
イ
✿
サ
ラ
ン
ヤ
ー
・
イ
ン
テ
ィ
セ
ー
ン（
ウ
ボ
ン
ラ
チ
ャ
タ
ニ
ー
大
学
日
本
語
学
科
3
年　

22
歳
）

私
が
日
本
語
を
勉
強
し
始
め
た
一
つ
の
理
由
は
、
好
き
な「
日
本
の
歌
や
小
説
」を
翻
訳
し
た
い
か
ら

で
す
。

そ
し
て
、
勉
強
し
続
け
た
ら
、
一
番
難
し
い
と
思
っ
た
の
は
、
日
本
語
の「
言
葉
の
意
味
の
深
さ
」

と「
言
葉
の
数
が
多
い
」と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
語
の
深
い「
言
葉
」を
翻
訳
す
る
の
が
、
と
て
も
難

し
い
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、「
切
な
い
」は
、
苦
し
く
て
辛
い
気
持
ち
に
な
っ
た
時
、
自
分
で
は
そ
の
辛
さ
を
ど
う
す
る

こ
と
も
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
タ
イ
語
に
翻
訳
す
れ
ば「
シ
ア
ジ
ャ
イ
」、「
ト
ゥ
ッ
ク　
ト
ー

ラ
マ
ー
ン
」、「
サ
オ
ジ
ャ
イ
」な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
歌
や
小
説
な
ど
を
翻
訳
す
る
時
は
、
文
脈
か
ら
意
味
を

考
え
て
、
一
番
意
味
が
近
い
言
葉
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、「
木
漏
れ
日
」は
小
説
な
ど
で
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
、
木
の
葉
の
間
か
ら
漏
れ
て
さ
す
日
の
光
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
て
、

詩
的
な
言
葉
で
、
日
本
の
独
自
表
現
な
の
で
す
。
タ
イ
語
に
翻
訳
す
る
の
が
難
し
く
、
タ
イ
人
は
あ
ま
り
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
日
本
語
は
、
同
じ
意
味
の「
言
葉
」の
数
が
多
い
と
思
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、「
食
べ
る
」、
は
敬
語
に
し
た
ら「
お
食
べ
に
な
る
」、「
召
し
上
が
る
」、「
い
た
だ
く
」、「
頂
戴
す
る
」と
4
つ
の
形
が
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あ
っ
て
、
初
め
て
知
っ
た
時
は
と
て
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

こ
の
4
つ
の
形
の
違
い
は
、
尊
敬
語
と
謙
譲
語
で
あ
り
、
敬
語
は
使
う
こ
と
で
相
手
に
い
い
印
象
を
与
え
る
言
葉
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
使
い
方
を
間
違
え
た
ら
失
礼
に
な
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
語
は
、
や
は
り
難
し
い
で
す
ね
。

そ
れ
か
ら
、
私
は
も
う
す
ぐ
日
本
の
会
社
へ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
行
く
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
時
に
使
う
言
葉
を
覚

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、「
会
社
」も
、
あ
な
た
の
会
社
か
、
私
の
会
社
か
で「
貴
社
」、「
御
社
」、「
弊
社
」、「
当
社
」

な
ど
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
、
会
社
の
専
門
用
語
も
覚
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
専
門
用
語
は
、
同
じ
業
界
で
も
会

社
に
よ
っ
て
言
葉
が
違
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
新
し
い
言
葉
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
ネ
ッ
ト
上
で
新
し
い
言
葉
や
流
行
語
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
現
代
用
語
の
基
礎
知
識
選
の「
新
語
・
流
行
語
大
賞

2
0
2
2
」か
ら
は
、
プ
ロ
野
球
の
村
上
宗
隆
選
手
が
56
本
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
つ
な
ど
の
素
晴
ら
し
い
活
躍
に
対
し
、
S
N
S

で「
村
神
様
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
言
葉
を
知
っ
て
お
い
た
ら
、
S
N
S
を
使
う
時
に
も
っ
と
楽
し
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

言
葉
の
難
し
さ
に
よ
っ
て
、
時
々
、
他
の
人
と
違
う
解
釈
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
も「
日
本
語
の
楽
し
み
や
面
白

さ
」の
一
つ
、
と
思
い
ま
す
。

以
上
の
理
由
で
、
日
本
語
を
理
解
す
る
に
は
、
た
く
さ
ん
の「
言
葉
」を
覚
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

と
て
も
大
変
で
す
が
、
将
来
は
、
で
き
る
だ
け
自
分
の
言
葉
で「
日
本
の
歌
や
小
説
」を
上
手
く
翻
訳
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
で
す
。
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モ
ン
ゴ
ル
国
民
が
常
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い「
日
本
」

～「
大
人
」の
日
本
人
、「
子
供
」の
モ
ン
ゴ
ル
人
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

モ
ン
ゴ
ル
✿
バ
ト
バ
ヤ
ル
・
ガ
ン
ゾ
ル（
名
古
屋
大
学
日
本
法
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー（
モ
ン
ゴ
ル
国
立
大
学
法
学
部
内
）　

21
歳
）

私
は
名
古
屋
大
学
日
本
法
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で
日
本
語
を
勉
強
し
始
め
て
か
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
に
、
日

本
国
民
の
協
力
で
建
て
ら
れ
た
建
物
や
工
事
さ
れ
た
道
路
、
空
港
、
病
院
な
ど
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
。
古
く
は
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
に
日
本
人
の
抑
留
者
が
建
て
た
オ
ペ
ラ
劇
場
か
ら
、
最
近
で

は
J
I
C
A
の
日
本
モ
ン
ゴ
ル
協
同
病
院
ま
で
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
生
活
に
必
要
な
も
の
だ
。

し
か
し
、
モ
ン
ゴ
ル
人
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
日
本
人
が
建
て
た
こ
と
は
知
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
目
的
で
建
て
た
か
な
ど
に
は
、
あ
ま
り
関
心
が
な
い
。
日
本
国
民
は
世
話
好
き
で
、
モ
ン
ゴ
ル
国

民
が
常
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
間
だ
と
い
う
理
解
が
強
く
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
思
う
。
ど

う
し
て
こ
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

日
本
法
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
に
入
っ
て
か
ら
、
私
は
、
日
本
人
教
師
の
日
本
語
、
日
本
史
及
び
日
本
の
法
制
度
の
教
え
方
や
説

明
か
ら
、
日
本
人
の
性
格
や
生
活
習
慣
を
少
し
ず
つ
理
解
し
始
め
た
。
そ
の
時
、
私
は
、
先
生方

の「
優
し
さ
と
思
い
や
り
の
心
」

に
満
足
し
て
い
た
。
そ
の
一方

で
、
こ
の
よ
う
に
い
つ
も
他
人
を
助
け
た
り
、
世
話
を
し
た
り
し
て
い
た
ら
、
先
生方

は
い
つ
自

分
自
身
の
世
話
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
心
配
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
最
近
、
理
解
し
た
こ
と
が
あ
る
。
日
本
人
に
と
っ
て
、
優
し
さ
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
こ
と
に「
範
囲
と
締
め
切
り
」

を
決
め
て
い
る
こ
と
だ
。
日
本
人
は
自
分
の
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
心
を
込
め
て
す
る
が
、
も
し
、
相
手
が
自
ら
の
義
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務
を
果
た
さ
な
い
場
合
は
、「
じ
ゃ
、
私
は
も
う
あ
な
た
の
こ
と
を
気
に
し
な
い
よ
」と
言
う
。

つ
ま
り
、
日
本
人
は「
他
人
に
や
る
べ
き
こ
と
を
繰
り
返
し
思
い
出
さ
せ
、
や
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
。
し
か
し
、
や
ら
な
い

な
ら
追
い
か
け
ず
に
や
め
る
、
私
は
こ
れ
で
打
ち
切
る
よ
」と
い
う
よ
う
な
反
応
を
す
る
。
一方

、
モ
ン
ゴ
ル
人
が
同
じ
状
況
に

あ
っ
た
場
合
、「
が
ん
ば
っ
て
仕
事
を
し
て
く
だ
さ
い
、
忘
れ
な
い
で
約
束
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
、
も
っ
と
時
間
を
あ
げ
る
か
ら
必

ず
終
わ
ら
せ
て
ね
」と
い
う
反
応
を
示
す
。
た
と
え
ば
、
私
の
家
で
タ
ン
ス
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
タ
ン
ス
を
作
る
会
社

の
人
は
取
っ
手
の
な
い
タ
ン
ス
を
作
っ
て
持
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、「
取
っ
手
は
あ
と
で
持
っ
て
き
て
つ
け
る
」と
言
っ
た
の
に
、

1
週
間
た
っ
て
も
ま
だ
持
っ
て
来
な
い
。
毎
日
電
話
し
て
も
、「
今
日
は
忙
し
い
。
明
日
」と
い
う
だ
け
で
何
も
し
な
い
。　

こ
う
考
え
る
と
、
モ
ン
ゴ
ル
人
は「
時
間
を
守
ら
な
い
。
義
務
を
果
た
さ
な
い
。
常
に
別
の
チ
ャ
ン
ス
を
求
め
て
、
子
供
の
よ

う
だ
ね
」と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
人
は「
親
切
に
し
て
も
ら
っ
て
も
、
設
定
し
た
制
限
内
で
努
力
し
て

く
れ
る
が
、
そ
の
制
限
を
理
解
で
き
な
け
れ
ば
、
次
の
決
定
を
す
る
大人

の
よ
う
な
人
物
」だ
。

日
本
が
モ
ン
ゴ
ル
に
、「
割
引
ロ
ー
ン
や
助
成
金
」の
よ
う
な
様
々
な
支
援
を
与
え
て
も
、
モ
ン
ゴ
ル
の
人
々
は
そ
れ
ら
の
目
的

が
わ
か
ら
な
い
で
、
自
ら
の
義
務
を
果
た
さ
な
い
た
め
、
締
め
切
り
に
間
に
合
わ
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
日

本
と
共
同
で
行
う
素
晴
ら
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
止
ま
っ
た
り
、
結
果
と
し
て
、
日
本
人
が
支
援
を
し
な
く
な
る
よ
う
な
状
態
に

達
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

当
初
開
始
し
た
仕
事
の
目
的
が
失
わ
れ
、
日
本
人
に
よ
る
せ
っ
か
く
の
サ
ポ
ー
ト
も
評
価
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
モ
ン
ゴ

ル
の
人
た
ち
は
、
日
本
の
力
を
過
小
評
価
し
て
い
る
と
思
う
。

モ
ン
ゴ
ル
人
は
、「
日
本
」と「
日
本
人
」の
考
え
方
を
理
解
し
て
、
も
っ
と
評
価
し
た
ほ
う
が
い
い
。
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❖ 

ミ
ャ
ン
マ
ー
に「
未
来
」を
与
え
て
く
れ
る「
日
本
」！

～
素
晴
ら
し
い
歴
史
の
た
め
、「
日
本
」の
人
た
ち
と
歩
み
た
い
！
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ミ
ャ
ン
マ
ー
✿
テ
ッ
テ
ッ
ウ
ィ
ンマ
ウ
ン（
日
本
語
学
校
教
師　

29
歳
）

1
9
4
4
年
の
冬
。
肌
寒
い
夕
焼
け
を
眺
め
て
絶
望
す
る
祖
母
。
反
撃
部
隊
配
属
の
祖
父
が
日
本
軍

に
捕
ま
っ
て
か
ら
何
一
つ
情
報
が
な
い
。
苦
痛
に
耐
え
続
け
て
、
娘
・
息
子
達
の
前
で
笑
顔
を
演
じ
る

祖
母
。
祖
母
に
と
っ
て
、「
日
本
」と
い
う
異
国
は
ど
ん
な
も
の
な
の
か
、
知
る
余
地
も
な
か
っ
た
。
敵

地
で
残
酷
な
拷
問
の
繰
り
返
し
が
終
わ
り
を
告
げ
、
祖
父
が
帰
っ
て
き
た
時
も
祖
母
は
異
国
人
を
罵
る

ど
こ
ろ
か
、
因
果
応
報
だ
と
口
ず
さ
む
だ
け
だ
っ
た
。
戦
に
正
義
も
何
も
な
い
、
と
。
祖
父
は
戦
争
で

無
理
し
た
体
で
、
50
歳
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。
私
が
生
ま
れ
る
前
だ
。

1
0
0
年
以
上
の
イ
ギ
リ
ス
支
配
か
ら
の
独
立
運
動
に
参
戦
し
て
く
れ
た
日
本
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
当
時
は
ビ
ル
マ
）
に
と
っ
て
救

い
の
神
様
同
然
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
国
会
議
員
の
一人

は
注
意
し
た
。「
日
本
は
甘
く
な
い
」と
。
予
言
が
当
た
っ
た
こ
と
を
喜
ぶ

国
民
は
一人

も
い
な
か
っ
た
。
1
9
4
2
年
3
月
に
撤
退
で
き
た
は
ず
の「
日
本
」が
何
故
ま
た
こ
の
国
を
痛
め
付
け
る
の
か
。
日

本
も
ま
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
少
し
ば
か
り
豊
か
す
ぎ
る
自
然
資
源
を
目
の
前
に
し
て
喉
か
ら
手
が
出
て
し
ま
っ
た
の
か
。
命
の
奪
い

合
い
に
命
を
貸
し
て
く
れ
た
日
本
に
恩
返
し
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
日
本
兵
達
の
婦
女
暴
行行

為
・
虐
殺

な
ど
国
民
は
望
ん
で
い
な
か
っ
た
。

世
界
的
に
有
名
な
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
様（
1
9
9
1
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
）の
父
親
ア
ウ
ン
サ
ン
将
軍
の
活
躍
す
る
ビ
ル
マ
国
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民
軍
が
勝
利
し
、
1
9
4
5
年
に
日
本
軍
が
降
伏
す
る
。
だ
が
、
仮
の
自
由
を
手
に
入
れ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
再
び
イ
ギ
リ
ス
の
虜

に
さ
れ
る
こ
と
も
、
繰
り
広
げ
ら
れ
る
内
戦
も
、
今
現
在
の
突
如
起
き
た
ク
ー
デ
タ
ー
も
、
不
幸
な
国
だ
と
し
か
言
い
よ
う
が
な

い
。
し
か
し
、
い
つ
の
時
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
力
を
貸
し
て
く
れ
る
の
が「
日
本
」な
の
だ
。
時
代
は
変
わ
り
、
人
も
変
わ
る
。
不
幸

に
満
ち
た
国
々
に
と
っ
て「
日
本
」は
本
当
の
意
味
で「
神
」と
な
っ
た
。

資
源
が
あ
る
と
は
い
え
、「
貪
欲
と
怠
惰
、
貧
し
さ
」の
国「
ミ
ャ
ン
マ
ー
」。
そ
ん
な
国
の
投
資
業
界
が「
日
本
」の
信
頼
を
得

て
砂
漠
に
花
を
咲
か
せ
た
の
だ
。
誰
も
が
拒
む
ミ
ャ
ン
マ
ー
に「
日
本
」だ
け
が
何
度
も
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
た
。
企
業
戦
士
達

も
、
日
本
政
府
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
利
益
な
ど
求
め
て
い
な
い
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
た
ち
を
諦
め
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
今
も
、
沢

山
の
奨
学
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
寄
付
・
ビ
ザ
更
新
な
ど
、
在
日
本
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
に
安
心
安
全
な
生
活
を
贈
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
。

「
日
本
」は
ミ
ャ
ン
マ
ー
に「
未
来
」を
与
え
て
く
れ
る
国
だ
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、「
日
本
」を
夢
見
る
日
本
語
を
学
ぶ
学
生
が
増

え
続
け
て
い
る
。

「
戦
争
の
90
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
は
、
後
世
の
人
が
あ
き
れ
る
理
由
で
起
こ
っ
た
。
残
り
の
10
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
当
時
の
人
々
で
さ

え
あ
き
れ
る
理
由
で
起
こ
っ
た
」（
日
本
の
作
家
・
田
中
芳
樹
）。
S
N
S
が
な
か
っ
た
時
代
の
祖
母
も
こ
れ
を
心
得
て
怒
り
・
悲
し
み

を
乗
り
越
え
た
と
分
か
る
。
祖
母
は
日
本
に
世
話
に
な
る
日
が
来
る
と
考
え
た
に
違
い
な
い
。
た
だ
祖
父
母
二
人
と
も
孫
娘
の
私

が
日
本
語
に
夢
中
に
な
る
姿
は
見
て
い
な
い
。
身
内
を
奪
っ
た
国
の
言
葉
を
勉
強
し
て
い
る
こ
と
に
後
ろ
め
た
い
気
持
ち
が
な
い

と
は
言
え
な
い
。
だ
が
、
歴
史
を
築
く
の
は「
人
」で
、
国
と
い
う
の
は
一
つ
の
領
域
に
過
ぎ
な
い
。
私
は「
日
本
」の
人
た
ち
と

と
も
に
歩
み
た
い
。
助
け
合
い
、
素
晴
ら
し
い
歴
史
を
明
日
に
繫
ぎ
た
い
の
だ
。
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❖ 「
46
歳
で
始
め
た
日
本
語
学
習
」が
私
の
人
生
を
変
え
た
！

～「
漢
字
の
効
率
的
な
学
習
法
」を
発
表
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

キ
ル
ギ
ス
✿
ヴ
ォ
ロ
ビ
ヨ
ワ
・
ガ
リ
ー
ナ
（
元
ビ
シ
ケ
ク
国
立
大
学
准
教
授　

74
歳
）

私
は
、
日
本
語
を
大
学
、
大
学
院
で
勉
強
し
た
こ
と
は
な
い
。
専
攻
は
数
学
で
、
I
T
分
野
で
働
い

て
い
た
。
46
歳
で
趣
味
と
し
て
日
本
語
の
勉
強
を
始
め
た
。
日
本
に
と
て
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
、

1
9
9
5
年
に
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
に
開
設
さ
れ
た「
キ
ル
ギ
ス
日
本
セ
ン
タ
ー
」の「
日
本
語
コ
ー
ス
」

の
日
本
語
学
習
者
に
な
っ
た
。「
大
学
」で
は
な
い
が
、
4
年
間
勉
強
し
、「
大
学
の
卒
業
生
」と
同
じ
レ

ベ
ル
の
日
本
語
の
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。「
日
本
語
学
習
」は
、
遅
い
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た

が
、
日
本
語
は
私
の
運
命
に
な
っ
た
。

日
本
人
の
萩
原
幸
子
先
生
の
授
業
は
効
果
的
で
、
早
く
日
本
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一方

、
日

本
語
表
記
は
難
し
か
っ
た
が
、
平
仮
名
の
最
終
テ
ス
ト
で
も
、
先
生
か
ら「
ガ
リ
ー
ナ
さ
ん
は
間
違
い
が
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
」

と
言
わ
れ
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。
し
か
し
、「
漢
字
」学
習
の
大
変
さ
に
驚
い
た
。
一
字
の
漢
字
の
情
報
も
多
く
、
学
習
す
べ
き

漢
字
も
大
量
で
、
な
か
な
か
覚
え
ら
れ
な
い
、
覚
え
て
も
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
う
。

苦
労
し
て
一
通
り
勉
強
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、「
日
本
語
」の
知
識
を
ど
う
生
か
す
か
、
悩
ん
で
い
た
。
萩
原
先
生
は
、
私
に
、

「
日
本
セ
ン
タ
ー
で
、
初
心
者
に
日
本
語
を
教
え
た
ら
」と
勧
め
て
く
だ
さ
っ
た
。
教
え
始
め
た
ら
、
日
本
語
教
師
の
仕
事
に
大
き

な
喜
び
を
感
じ
た
。
会
社
で
一日

中
働
い
て
、
そ
の
後
、
夜
二
時
間
の
授
業
を
し
て
も
、
疲
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
学
習
者
か
ら
エ
ネ
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ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
て
、
空
を
飛
び
た
く
な
る
ほ
ど
の
幸
せ
を
感
じ
た
。　

50
歳
で「
日
本
セ
ン
タ
ー
」の
専
任
日
本
語
講
師
に
な
っ
た
。
萩
原
先
生
の
ご
指
導
で
、
少
し
ず
つ
、
教
授
法
を
習
得
し
た
。
さ

ら
に
、
国
際
交
流
基
金
日
本
語
国
際
セ
ン
タ
ー
の
海
外
日
本
語
教
師
研
修
に
参
加
し
、
そ
の
後
、「
日
本
セ
ン
タ
ー
」の
主
任
講
師
、

ビ
シ
ケ
ク
国
立
大
学
の
准
教
授
と
し
て「
日
本
語
」を
教
え
た
。
そ
の
う
ち
に
継
続
的
に
自
分
の
日
本
語
の
知
識
も
深
め
て
い
て
、

2
0
0
3
年
に
日
本
語
能
力
試
験
１
級
に
合
格
し
た
。

日
本
語
学
習
者
の
一
番
の
課
題
は
、「
漢
字
学
習
」だ
と
分
か
っ
て
い
た
。
漢
字
の
学
習
を
始
め
る
非
漢
字
圏
の
人
は
、
漢
字
の

勉
強
を
始
め
る
日
本
人
の
子
供
と
随
分
状
況
が
違
う
。
日
本
人
の
子
供
は
生
ま
れ
て
か
ら
漢
字
に
囲
ま
れ
、
漢
字
の
重
要
性
も
理

解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
非
漢
字
圏
の
人
は
、
漢
字
に
つ
い
て
知
ら
ず
、「
別
世
界
」に
迷
い
込
ん
だ
よ
う
に
な
る
。
私
は
、「
漢

字
の
効
率
的
な
学
習
法
」の
研
究
を
す
る
よ
う
に
し
た
。

そ
し
て
、
楽
し
い
漢
字
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
、
漢
字
教
材『
漢
字
物
語
』を
出
版
し
、
授
業
で
利
用
し
た
。
そ
の
後
、
誰
で
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
無
料
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
数
回
、
日
本
で
の
研
究
の
機
会
を
得
て
、
数
多
く
の
研
究
論

文
を
公
開
し
た
。
2
0
1
4
年
に
、「
構
造
分
解
と
コ
ー
ド
化
を
利
用
し
た
計
量
的
分
析
に
基
づ
く
漢
字
学
習
の
体
系
化
と
効
率

化
」を
テ
ー
マ
に
し
た
博
士
論
文
で
、
政
策
研
究
大
学
院
大
学（
東
京
都
港
区
）で
博
士
号
を
取
得
し
た
。
2
0
2
0
年
に
、「
キ
ル
ギ

ス
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
推
進
に
貢
献
し
た
」と
い
う
理
由
で
、
日
本
の「
外
務
大
臣
表
彰
」を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
日
本
語
」と
の
出
会
い
で
、
私
の
人生

は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
日
本
の
文
化
と
日
常
生
活
に
触
れ
、
日
本
人
の
友
達
も
で
き
、
日

本
は
親
し
み
の
あ
る
存
在
に
な
っ
た
。
趣
味
と
し
て
始
め
た
日
本
語
学
習
は
、「
魔
法
の
世
界
」を
開
く
こ
と
が
で
き
た
。
年
齢
に

関
係
な
く
、「
千
里
の
道
も
一
歩
か
ら
」を
実
感
し
た
。

109



❖ 「
四
字
熟
語
」や「
こ
と
わ
ざ
」は
、多
彩
な
宝
石
！

～
言
語
の
感
じ
方
が
豊
か
に
な
る「
オ
ノ
マ
ト
ペ
」～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ロ
シ
ア
✿
ブ
リ
カ
・
マ
ル
ガ
リ
ー
タ（
日
本
語
教
師
・
ボ
ロ
ネ
ジ
市
「
月
話
日
本
語
学
校
」
な
ど　

28
歳
）

日
本
語
を
勉
強
し
始
め
た
15
歳
の
頃
、
あ
る
店
で「
日
本
語
独
学
コ
ー
ス
」と
い
う
C
D
を
見
つ
け

て
、
胸
が
キ
ュ
ン
と
し
ま
し
た
。
日
本
の
ア
ニ
メ
や
ド
ラ
マ
を
見
な
が
ら
、
日
本
の
文
化
に
も
興
味
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
人生

の
転
機
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
ド
ラ
マ
を
通
し
て
日
本

の
日
常
生
活
、
料
理
、
習
慣
な
ど
を
学
ん
で
、
日
本
語
の
美
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。
日
本
語
の
響
き
が

よ
く
て
、
内
容
が
わ
か
ら
な
く
て
も
、
日
本
語
の
音
が
好
き
に
な
っ
て
、
自
分
も
話
し
た
く
な
り
ま
し
た
。

ボ
ロ
ネ
ジ
教
育
大
学
で
英
語
と
ド
イ
ツ
語
を
専
攻
し
て
、
同
時
に
大
学
の「
日
本
語
講
座
」に
通
い
始

め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
独
学
で
勉
強
を
続
け
て
、
2
0
1
9
年
に
日
本
語
能
力
試
験
の
N
1
レ
ベ
ル
に
合
格
し
ま
し
た
。
現
在
、
日

本
語
の
教
師
と
し
て
、「
ス
カ
イ
プ
」で
個
人
授
業
を
行
っ
た
り
、「
日
本
語
学
校
」で
グ
ル
ー
プ
授
業
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
日

本
語
を
教
え
る
の
は
楽
し
い
し
、
他
の
人
と
日
本
語
に
対
す
る
情
熱
を
共
有
し
て
、
相
手
も
日
本
語
が
好
き
だ
と
分
か
っ
た
時
、
や

る
気
が
さ
ら
に
湧
い
て
き
ま
す
。

ド
イ
ツ
の
有
名
な
詩
人
の
ゲ
ー
テ
は
、「
た
く
さ
ん
の
外
国
語
が
話
せ
れ
ば
話
せ
る
ほ
ど
人
間
と
し
て
成
長
す
る
」と
言
い
ま
し

た
。
こ
の
言
葉
は
外
国
語
が
ど
れ
だ
け
学
習
者
に
影
響
を
与
え
る
か
を
示
す
と
思
い
ま
す
。
言
語
は
全
世
代
が
遺
し
た
遺
習
や
知

恵
が
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
国
の
文
化
や
民
族
の
意
識
を
代
表
す
る
も
の
で
す
。
母
国
語
し
か
話
せ
な
い
と
、
世
界
に

関
す
る
意
見
は
偏
り
す
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
一方

、
外
国
語
が
話
せ
た
ら
、
言
語
と
と
も
に
そ
の
国
の
価
値
観
を
知
り
、
視
野
が
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広
が
り
、
異
文
化
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
、
心
も
豊
か
に
な
り
ま
す
。

日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
時
、
以
前
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
り
す
る
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
す
。
も
う
何
年
も
独

学
で
日
本
語
の
勉
強
と
研
究
を
続
け
て
い
る
私
は
、
日
本
語
で
小
説
を
読
ん
で
い
る
時
、
興
味
深
い
表
現
を
見
か
け
る
と
心
が
躍

り
ま
す
。
私
に
と
っ
て
日
本
語
の
勉
強
は「
宝
箱
」の
よ
う
で
す
。
四
字
熟
語
や
、
こ
と
わ
ざ
な
ど
は
、
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
多
彩
な
宝

石
で
す
。「
宝
石
」の
中
で
、
私
は「
オ
ノ
マ
ト
ペ
」を
格
別
に
愛
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
ロ
シ
ア
語
は
も
ち
ろ
ん
、
英
語
と
ド
イ
ツ
語
も
話
せ
ま
す
が
、
日
本
語
ほ
ど「
オ
ノ
マ
ト
ペ
（
擬
音
語
、
擬
態
語
）」が
豊
富

な
言
語
を
知
り
ま
せ
ん
。
動
物
の
声
や
音
を
真
似
す
る
言
葉
は
と
も
か
く
、「
気
持
ち
」や「
モ
ノ
の
様
子
」も
音
で
表
現
で
き
る

と
い
う
の
は
、
日
本
人
の
感
覚
が
動
詞
や
形
容
詞
を
超
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
人
が
歩
い
て
い
る
様
子
を

説
明
し
た
い
時
、「
の
ろ
の
ろ
」、「
ぶ
ら
ぶ
ら
」、「
う
ろ
う
ろ
」な
ど
、
雰
囲
気
を
表
現
で
き
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
、
絵
の
よ
う

に
目
の
前
に
そ
の
場
面
が
蘇
っ
て
、
わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
外
国
人
に
と
っ
て
日
本
語
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
、
最
初
は
不
思
議

な
も
の
で
す
が
、
日
本
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
言
語
の
感
じ
方
が
豊
か
に
な
り
ま
す
。

「
む
か
む
か
」、「
ウ
キ
ウ
キ
」、「
る
ん
る
ん
」な
ど
、
人
の
心
は
誰
に
も
見
え
な
い
し
、
音
も
し
な
い
の
で
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
、
そ

れ
を
上
手
に
伝
え
ら
れ
ま
す
。「
も
や
も
や
」と
言
っ
た
ら
、
本
当
に
胸
に
嫌
な
予
感
が
宿
り
、
気
が
収
ま
ら
な
い
の
が
通
じ
ま
す
。

ま
だ
日
本
語
と
出
会
っ
て
い
な
い
頃
、「
楽
し
み
で
た
ま
ら
な
い
」気
持
ち
を
、
日
本
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
初
め
て
、「
わ

く
わ
く
」と
呼
べ
る
よ
う
に
な
り
、
納
得
で
き
ま
し
た
。「
ど
っ
さ
り
重
い
」「
ふ
わ
っ
と
柔
ら
か
い
」「
ピ
ン
と
花
が
咲
く
」と
い
っ

た
表
現
を
用
い
た
ら
、
イ
メ
ー
ジ
が
す
ぐ
思
い
浮
か
び
、
話
が
生
き
生
き
と
し
て
き
ま
す
。

　
「
日
本
語
」に
心
を
開
い
た
時
、
日
本
語
が
自
分
の
一
部
分
に
な
り
、
話
し
て
い
る
言
葉
に
限
ら
ず
、
考
え
方
や
性
格
も
変
化
し

ま
し
た
。「
新
し
い
世
界
」を
見
せ
て
く
れ
た「
日
本
語
」に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
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❖ 

日
本
の「
お
笑
い
」で
、日
本
語
に
馴
染
ん
だ
！

～
最
初
は
恐
怖
を
感
じ
た「
漢
字
」に
魅
力
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ト
ル
コ
✿
ブ
ラ
ッ
ク
・
コ
ル
ク
マ
ズ（
ボ
ア
ジ
チ
大
学　

20
歳
）

2
0
1
9
年
の
冬
の
こ
と
で
し
た
。
高
校
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
足
を
骨
折
し
、
家
で
丸
1
カ
月
間
安

静
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
私
は
昔
大
好
き
だ
っ
た
ア
ニ
メ
を
再
び
見
始
め
ま
し
た
。
そ

し
て
、
途
中
で
ふ
と
思
っ
た
の
で
す
。
な
ん
と
か「
ひ
ら
が
な
」を
学
び
な
が
ら
、
ア
ニ
メ
を
字
幕
な
し

で
見
続
け
た
ら
、
自
然
に
、
日
本
語
が
習
得
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
。
私
は
正
し
か
っ
た
の
で
す
が
、

上
達
す
る
ま
で
の
道
の
り
は
思
っ
た
ほ
ど
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
漢
字
」の
存
在
を
知
り
、「
漢
字
」一
つ
一
つ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
恐
怖

を
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
毎
日
勉
強
し
、
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
知
ら
な
い
単
語
や
文
法
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、

日
本
の
文
化
や
日
本
人
に
対
す
る
好
奇
心
も
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
、「
常
用
漢
字
」を
1
年
ち
ょ
っ
と
で
習
得
し
ま
し
た
。
S
R
S
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
使
い
、
毎
日
1
～
2
時
間
こ

ま
め
に
勉
強
し
ま
し
た
。
学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど「
漢
字
」の
魅
力
に
惹
か
れ
、
今
後
は
書
道
に
も
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
本
語
の
勉
強
は
ほ
と
ん
ど
無
意
識
に
で
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
通
学
の
時
に
意
味
の
わ
か
ら
な
い「
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
」を
聞

い
た
り
、
ゲ
ー
ム
も
日
本
語
で
遊
ん
だ
り
、
Y
o
u
T
u
b
e
も
日
本
語
で
見
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
最
初
は
全
く
理
解
で
き
な

か
っ
た
動
画
も
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
徐
々
に
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
感
覚
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、
日
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本
語
を
学
べ
た
大
き
な
要
因
は「
お
笑
い
」で
し
た
。
元
々
、
ト
ル
コ
の
お
笑
い
が
好
き
だ
っ
た
私
は
、
偶
然
Y
o
u
T
u
b
e
で

見
か
け
た
陣
内
智
則
さ
ん
の
巧
妙
な
コ
ン
ト
で
日
本
の
お
笑
い
に
ハ
マ
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
マ
ン
や
他
の

才
能
あ
る
コ
ン
ビ
の
コ
ン
ト
に
腹
を
抱
え
て
笑
い
な
が
ら
日
本
語
に
馴
染
ん
で
い
き
ま
し
た
。
最
初
は
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
わ

か
ら
な
か
っ
た
漫
才
も
、
早
口
の
関
西
弁
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
と
て
も
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

実
は
、
日
本
語
が
こ
こ
ま
で
上
達
で
き
た
の
は
、
初
め
て
の
日
本
人
の
友
達
の
お
か
げ
で
す
。
彼
女
は
、
大
阪
出
身
の
歯
科
衛

生士

で
、
2
年
前
、「
手
紙
交
換
ア
プ
リ
」で
知
り
合
い
ま
し
た
。
育
っ
て
き
た
環
境
や
文
化
の
違
い
で
盛
り
上
が
り
、
そ
れ
で
も

人生

観
が
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
に
親
密
感
を
感
じ
て
、
仲
良
く
話
し
て
い
ま
す
。
最
初
は
、
彼
女
に
英
語
を
教
え
る
つ
も
り
で
し

た
が
、
結
局
、
ほ
ぼ
日
本
語
で
会
話
し
、
私
が
日
本
語
を
学
ぶ
機
会
の
方
が
ず
っ
と
多
か
っ
た
で
す
。「
乗
る
」と「
乗
っ
か
る
」

の
違
い
や
、「
貼
り
付
け
る
」や「
引
っ
張
る
」な
ど
の
言
葉
の
末
尾
に「
付
け
る
」や「
張
る
」の
よ
う
な
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
て

い
る
理
由
な
ど
、
日
本
人
で
も
あ
ま
り
意
識
し
な
い
日
本
語
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
質
問
す
る
機
会
が
あ
り
、
日
本
人
の
視
点

か
ら
日
本
語
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

楽
し
い
だ
け
だ
と
思
っ
て
学
ん
で
き
た「
日
本
語
」の
お
か
げ
で
、
人生

に
新
た
な
可
能
性
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
ま
し
た
。
今
、

ボ
ア
ジ
チ
大
学
の「
日
本
ト
ル
コ
文
化
交
流
ク
ラ
ブ
」の
部
長
と
し
て
、
大
学
や
ト
ル
コ
全
国
の
日
本
文
化
に
関
心
を
持
つ
人
た
ち

の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

足
を
折
っ
て
ベ
ッ
ド
で
過
ご
す
退
屈
な
日
々
か
ら
学
び
始
め
た
日
本
語
が
、
私
の
人生

を
こ
ん
な
に
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
な

る
と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。「
人
間
万
事
塞
翁
が
馬
」で
す
ね
。
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❖ 「
豊
か
な
オ
ノ
マ
ト
ペ
」の
翻
訳
を
研
究

～
高
校
生
の
時
、J
‒
R
O
C
K
の
日
本
語
の
歌
詞
を
勉
強
し
た
！
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ス
ロ
バ
キ
ア
✿
ヤ
ナ
・
ボ
リ
シ
ン
ツ
ォ
ヴ
ァ
ー
（
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

27
歳
）

「
日
本
語
が
、
な
ぜ
そ
ん
な
に
好
き
で
す
か
」と
よ
く
聞
か
れ
る
。
し
か
し
、
実
は
簡
単
に
説
明
出
来

な
い
。
子
供
の
頃
か
ら
、
日
本
語
を
聞
い
て
心
が
躍
る
―
―
そ
れ
だ
け
は
確
か
だ
。

昔
か
ら
日
本
語
の
何
に
憧
れ
て
い
る
か
知
ろ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
大
学
で
日
本

語
学
習
を
専
攻
に
し
た
。
中
学
生
の
時
、
一
応
自
分
の
力
で
日
本
語
を
学
ん
で
み
た
が
、
上
手
く
上
達

で
き
ず
、
大
学
生
に
な
る
ま
で
待
っ
た
ほ
う
が
よ
い
、
と
判
断
し
た
の
だ
。
と
い
う
も
の
の
、
そ
の
間
、

日
本
語
に
全
く
触
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
高
校
生
の
時
、
特
に
J
‒
R
O
C
K
が
好
き
で
、
日

本
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
・
S
u
G
の「
無
条
件
幸
福
論
」
の
歌
詞
の
意
味
を
調
べ
て
、
勉
強
し
た
り
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
語
へ
の

愛
情
は
強
ま
っ
て
い
っ
た
。

大
学
に
入
り
、
初
め
て
日
本
語
の
働
き
方
が
分
か
っ
た
。
一
般
的
に
、
言
語
に
関
し
て
沢
山
勉
強
し
、
母
語
が
人
の
考
え
方
や

価
値
観
な
ど
に
影
響
を
あ
た
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
、「
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
」（
あ
る
概
念
が
直
接
把
握

し
に
く
い
場
合
、
別
の
概
念
を
通
し
て
理
解
す
る
）
と
い
う
言
語
学
の
部
分
に
集
中
し
て
、
研
究
を
行
っ
た
。
日
本
人
を
よ
り
わ
か
る
よ
う

に
な
り
た
か
っ
た
か
ら
だ
。

チ
ェ
コ
の
ブ
ル
ノ
の
大
学
三
年
生
の
時
、
京
都
の
立
命
館
大
学
に
一
年
間
、
留
学
し
た
。
日
本
語
と
の
接
触
を
深
め
た
り
、
日
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本
人
の
友
達
が
出
来
た
り
し
て
、
前
よ
り
日
本
語
に
強
い
関
心
を
持
っ
た
。
そ
の
た
め
、
出
来
る
限
り
、
日
本
語
で
話
す
努
力
だ

け
に
集
中
せ
ず
、
日
本
語
で
書
か
れ
て
い
る
本
や
小
説
や
漫
画
を
読
み
は
じ
め
た
。
最
初
は
文
章
が
難
し
く
て
、
な
か
な
か
理
解

で
き
な
か
っ
た
が
、
少
し
ず
つ
納
得
出
来
た
。
そ
の
気
持
ち
が
何
よ
り
う
れ
し
か
っ
た
。
頑
張
っ
た
分
、
成
長
で
き
た
、
感
じ

だ
っ
た
。

ス
ロ
バ
キ
ア
の
ブ
ラ
チ
ス
ラ
バ
の
大
学
院
生
に
な
っ
て
か
ら
、
研
究
の
対
象
を
変
更
し
た
。
分
野
は
今
回
も
言
語
学
だ
が
、「
オ

ノ
マ
ト
ペ（
擬
音
語
、
擬
態
語
）」に
変
え
た
。
理
由
は
、
日
本
語
は
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
豊
か
で
、
し
か
も
、
日
常
生
活
に
よ
く
使
わ
れ
て

い
る
。
自
分
の
日
本
語
を
自
然
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
し
た
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
ど
の
よ
う
に
ス
ロ
バ
キ
ア
語
に

翻
訳
で
き
る
か
を
研
究
し
た
。

研
究
は
難
し
か
っ
た
。
ス
ロ
バ
キ
ア
語
は
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
少
な
い
し
、
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い
な
い
。
子
供
の
よ
う
な
話
し
方
だ

と
思
わ
れ
て
い
る
。
大
体
の
場
合
、
通
訳
の
時
、「
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
根
拠
を
持
っ
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
」を
探
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。

日
本
語
の「
要
素
」、
つ
ま
り
、
様
々
な
日
本
語
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
表
現
、
使
い
方
、
モ
ダ
リ
テ
ィ（
様
式
、
様
相
）を
勉
強
し
た
り
、

研
究
し
た
り
し
た
。
日
本
語
に
は
、
き
れ
い
で
面
白
い
と
こ
ろ
が
山
ほ
ど
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
来
た
。

な
ぜ
日
本
語
が
好
き
か
、
と
い
う
質
問
の
答
え
は
、
ま
だ
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
日
本
語
の「
何
か
」に
引
き
ず
ら
れ
て
い
る
の

は
確
か
だ
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
今
ま
で
こ
の
言
語
を
日
常
生
活
に
利
用
で
き
る
方
法
を
探
そ
う
と
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
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❖ 「
日
本
語
」が「
私
の
心
」を
救
っ
て
く
れ
た
！

～
ア
ニ
メ
や
漫
画
で
、「
空
想
の
世
界
」を
探
し
ま
す
！
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ル
ー
マ
ニ
ア
✿
ハ
ル
デ
ュレ
ア
・
マ
リ
ナ
（
国
立
バベ
シュ・
ボ
ヨ
イ
大
学
大
学
院　

23
歳
）

日
本
語
の
勉
強
を
始
め
た
の
は
、
中
学
生
の
時
で
し
た
。
ル
ー
マ
ニ
ア
の
テ
レ
ビ
で
、
ア
ニ
メ
番
組

が
放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ア
ニ
メ
と
日
本
映
画
を
好
き
だ
っ
た
か
ら
、
日
本
の
文
化
と
文
学
も
す
ぐ

好
き
に
な
っ
た
の
で
、
日
本
語
の
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。

中
学
生
の
時
に
、「
ひ
ま
わ
り
」と
い
う「
日
本
語
と
日
本
文
化
の
活
動
」の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に

参
加
し
ま
し
た
。
私
は「
文
学
ク
ラ
ブ
と
漫
画
ク
ラ
ブ
」に
入
り
、「
ひ
な
ま
つ
り
」や「
七
夕
祭
り
」を

楽
し
み
ま
し
た
。
ル
ー
マ
ニ
ア
の
若
者
た
ち
は
ア
ニ
メ
と
ド
ラ
マ
が
好
き
な
人
が
多
く
、
日
本
に
憧
れ

る
人
も
い
ま
し
た
。

ず
っ
と
前
か
ら
、
不
安
障
害
と
う
つ
病
が
あ
っ
た
の
で
、
自
分
の
目
的
を
見
つ
け
る
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
、
日
本
の
ア
ニ
メ
や
日
本
の
映
画
を
見
て
い
て
、
そ
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

特
に
、
日
本
文
化
に
引
き
込
ま
れ
る
瞬
間
が
あ
り
ま
し
た
。「
力
を
持
っ
て
い
て
、
悪
い
人
を
倒
す
こ
と
が
出
来
る
」。
夢
の
中

で
は
、
友
達
が
あ
こ
が
れ
る
ヒ
ロ
イ
ン
に
な
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
ア
ニ
メ
や
漫
画
の
中
で
、「
空
想
の
世
界
」を
探
し
ま
す
。

今
も
、
日
本
の
ア
ニ
メ
を
見
ま
す
。
そ
れ
は
楽
し
む
た
め
に
、
で
す
。
ア
ニ
メ
を
見
な
が
ら
新
し
い
日
本
語
の
言
葉
と
文
法
を
勉

強
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
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高
校
を
卒
業
す
る
時
、「
こ
れ
か
ら
、
ど
う
し
よ
う
か
？
自
分
の
夢
は
何
？
」と
考
え
ま
し
た
。

で
も
、「
日
本
語
」の
お
か
げ
で
元
気
に
な
り
、
目
的
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

母
が
心
理
学
者
な
の
で
心
理
学
が
好
き
で
し
た
が
、
外
国
語
を
勉
強
す
る
こ
と
が
好
き
で
す
か
ら
、
今
、
大
学
で
は「
英
語
と

ス
ペ
イ
ン
語
の
翻
訳
」を
専
攻
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
様
々
な
こ
と
を
し
た
い
と
思
い
、「
日
本
語
」も
好
き
で
し
た
か
ら
、
大
学

で
3
年
ぐ
ら
い
、
一人

で
、
日
本
語
を
勉
強
し
ま
し
た
。
今
は
、
大
学
院
生
で
す
が
、
日
本
語
は
、
自
分
で
買
っ
た
教
科
書
を
使
っ

て
、
一人

で
日
本
語
能
力
試
験
2
級
の
た
め
に
勉
強
し
て
い
ま
す
。

携
帯
電
話
の「
漢
字
の
ア
プ
リ
」も
使
っ
て
い
ま
す
。「
日
本
語
」を
忘
れ
た
く
な
い
で
す
か
ら
、
も
っ
と
日
本
語
で
話
し
た
い
で
す
。

ル
ー
マ
ニ
ア
語
の「
文
字
」の
種
類
は
1
つ
で
す
が
、
日
本
語
は
3
つ
で
す
。
漢
字
は
、
普
通
に
使
わ
れ
て
い
る
だ
け
で
も
二
千

字
以
上
も
あ
り
ま
す
。
読
む
こ
と
は
、
と
て
も
難
し
い
で
す
。
し
か
し
、
文
法
に
関
し
て
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
語
の
文
法
の
方
が
日

本
語
の
文
法
よ
り
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
で
、
日
本
語
の
勉
強
を
始
め
て
以
来
、
一日

、
一日

を
大
切
し
て
い
ま
す
。
他
の
町
に
引
っ
越
し
て
、
新
し
い
友
達
を
作
っ

た
。
そ
し
て
、
毎
日自

信
が
つ
い
て
き
ま
し
た
。

今
、「
マ
リ
ア
の
道
」と
い
う
本
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
は
、「
数
ヶ
月
間
日
本
に
行
く
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
少
女
の
物
語
」

で
す
。「
日
本
語
を
勉
強
し
た
い
人
」の
た
め
の
本
で
す
。
漫
画
の
ペ
ー
ジ
が
含
ま
れ
て
お
り
、
文
章
は
日
本
語
で
書
か
れ
て
お
り
、

ル
ー
マ
ニ
ア
語
に
翻
訳
さ
れ
、
文
法
と
語
彙
の
説
明
が
付
い
て
い
ま
す
。

自
分
の
目
的
を
見
出
せ
な
か
っ
た
時
、「
日
本
語
」
は
私
の
心
を
救
っ
て
く
れ
ま
し
た
。「
日
本
語
」
は
と
て
も
、
あ
り
が
た
い

で
す
。
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❖ 

最
も
好
き
な
日
本
語
は「
お
疲
れ
様
で
し
た
」

～
二
世
、三
世
、四
世
の
日
系
人
に
、自
ら
の
母
語
を
知
っ
て
ほ
し
い
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
✿
イ
ー
ジ
ェン
・
ウ
ェン（
小
学
校
日
本
語
教
師　

45
歳
）

鉄
道
や
漫
画
、
ア
ニ
メ
が
好
き
だ
か
ら
、
日
本
語
を
勉
強
し
始
め
た
と
い
う
理
由
を
よ
く
聞
き
ま
す

が
、
私
は
高
校
生
の
時
、
選
択
科
目
と
し
て
、
母
親
に「
裁
縫
」を
辞
め
さ
せ
ら
れ
、「
日
本
語
」を
勉

強
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
は
、
母
に
感
謝
の
限
り
で
す
。
日
本
語
を
勉
強
す
れ
ば
す
る
ほ
ど

好
き
に
な
り
、
今
、
小
学
校
で
日
本
語
教
師
と
し
て
、
日
本
語
と
日
本
の
文
化
を
教
え
、
社
会
に
貢
献

で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

学
校
で
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
時
、
一
番
難
し
い
と
思
う
の
は「
カ
タ
カ
ナ
」で
し
た
。
今
で
も
そ

う
で
す
。
書
く
の
は
簡
単
で
す
が
、
ス
ペ
ル
（
つ
づ
り
）
が
や
や
こ
し
い
で
す
。
ど
こ
で
母
音
が
伸
ば
す
べ
き
か
、
発
音
も
英
語
に

似
て
い
な
い
も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
カ
タ
カ
ナ
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」で
は
な
く
て「
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

で
す
。「
ユ
ー
ロ
ッ
プ
」で
は
な
く
て
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」で
す
。
外
来
語
は
英
語
に
限
り
ま
せ
ん
し
、「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
」の
よ
う

な
和
製
英
語
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ス
マ
ホ
、
ワ
ー
ク
ホ
ー
の
よ
う
な
省
略
形
も
い
っ
ぱ
い
で
す
。
で
も
、
そ
の
お
か
げ
で
、
他

の
国
の
言
葉
も
一
緒
に
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
最
近
習
っ
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
の「
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
」で
す
。

私
は
、
将
来
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
Z
o
o
m
の
よ
う
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
、
何
ら
か
の
事
情
で
日
本
語
が
勉
強
で

き
な
か
っ
た
二
世
、
三
世
、
四
世
の
日
系
人
に
、
自
ら
の
母
語
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
本
人
で
は
な
い
け
れ
ど
、
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日
本
語
の
美
し
さ
を
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
。
日
本
語
の
勉
強
を
広
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
、
南
米
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
ま
で
、
続
々
と
移
民
や
難
民
が
き

て
い
ま
し
た
か
ら
、
多
文
化
の
国
で
す
。
差
別
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
自
分
の
母
語
を
放
棄
し
た
人
や
、「
英
語
よ
り
母
語
の
方
が
難

し
い
か
ら
諦
め
た
け
ど
、
今
に
な
っ
て
非
常
に
後
悔
し
て
い
る
」と
話
す
人
が
何
人
か
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
の
両
親
も
日
本

語
が
で
き
な
い
の
で
、
教
わ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
金
銭
上
の
理
由
だ
っ
た
り
、
週
末
の
日
本
語
学
校
が
近
く
に
な
か
っ

た
り
す
る
た
め
、
日
本
語
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

土
曜
日
の
日
本
語
学
校
は
、「
大
学
生
や
若
い
社
会
人
や
中
年
の
人
」の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
義
務
教
育
を
修
了
し
た
人
の
た
め
に
日
本
語
を
学
習
す
る
機
会
を
与
え
た
い
で
す
。
オ
ン
ラ

イ
ン
は
一
番
理
想
的
な
勉
強
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
番
効
率
的
で
す
。
皆
、
自
分
に
合
う
時
間
で
気
軽
に
日
本
語
の
美
し
さ

を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
も
、
私
一人

で
は
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
の
最
も
好
き
な
日
本
語
は「
お
疲
れ
様
で
し
た
」で
す
。
言
葉
の
意
味
を
理
解
す
れ
ば
、
日
本
の
文
化
が
わ
か
り
ま
す
。
一日


を
終
え
、
バ
リ
バ
リ
と
働
い
た
人
や
、
よ
く
頑
張
っ
た
人
に
、
そ
の
人
の
姿
を
み
て
、「
あ
り
が
と
う
」、「
感
心
し
た
よ
」、「
え
ら

い
！
」、「
す
ご
い
！
」、「
共
感
す
る
」と
い
っ
た
気
持
ち
を
込
め
て
言
う「
労ね

ぎ
らう
言
葉
」は
、
非
常
に
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

聞
い
た
人
は
、
き
っ
と
明
日
も
っ
と
頑
張
る
で
し
ょ
う
。

日
本
語
は
母
語
で
は
な
い
け
れ
ど
、「
日
本
語
と
私
」、「
切
っ
て
も
、
切
り
離
せ
な
い
関
係
」で
す
。
私
は
生
涯
、「
日
本
語
の

学
習
者
」で
す
。
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❖ 「
日
本
語
教
師
」を
目
指
す「
日
本
語
を
学
ぶ
旅
」

～
八
年
目
、「
日
本
語
」の
お
か
げ
で
、自
分
の
世
界
が
広
が
っ
た
～

・・・・・・・・・・・・ 
エ
ジ
プ
ト
✿
ア
ス
マ
ー
・
ア
ハマ
ド
・
ムハマ
ド
・
ア
ヤ
ー
ド
（
国
際
交
流
基
金
カ
イ
ロ
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
・
日
本
語
学
校　

33
歳
）

新
し
い
言
語
を
学
ぶ
と
、
新
し
い
世
界
が
開
く
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
私
は
薬
剤
師
を
し
て
い
た

が
、
専
門
は
日
本
語
に
関
係
が
な
い
。
で
も
、
日
本
語
の
お
か
げ
で
、
新
し
い
夢
や
考
え
方
な
ど
が
生

ま
れ
、
自
分
の
世
界
が
広
が
っ
て
き
た
。
子
供
の
時
、
日
本
の
ア
ニ
メ
の
ア
ラ
ビ
ア
語
吹
き
替
え
版
を

見
て
い
て
、
ず
っ
と
日
本
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
時
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
ま
だ
普
及
し
て
い

な
い
し
、
学
校
の
図
書
室
に
日
本
に
関
す
る
本
も
あ
ま
り
多
く
な
い
の
で
、
日
本
の
文
化
や
習
慣
に
つ

い
て
の
豆
知
識
だ
け
だ
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
す
る
に
つ
れ
て
、
好
き
な
ア
ニ
メ
を
日
本
語
で
見
た
り
、
日
本
の
ド
ラ
マ
も
見
た
り
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
初
め
て
日
本
語
を
聞
い
た
時
、「
発
音
が
綺
麗
だ
な
ぁ
」と
思
っ
た
。
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
、
も
っ
と
勉
強
し
た
く
な
っ
た
。

25
歳
か
ら
、
独
学
で
日
本
語
の
勉
強
を
始
め
た
が
、
学
校
で
学
ぶ
方
が
い
い
と
思
い
、
国
際
交
流
基
金
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー（
J
F
）

を
見
つ
け
、
そ
こ
か
ら「
日
本
語
を
学
ぶ
旅
」が
始
ま
っ
た
。

J
F
で
日
本
語
を
勉
強
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
図
書
館
で
漫
画
や
小
説
も
読
め
る
し
、
書
道
を
は
じ
め
、
色
々
な
文
化
体
験
に

も
参
加
で
き
る
の
で
、
幅
広
く
日
本
語
を
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
日
本
語
の
勉
強
を
始
め
た
ら
、
難
し
い
反
面
、
面
白
い
と

わ
か
っ
た
。

日
本
語
の
難
し
さ
は「
漢
字
」だ
と
い
う
の
が
先
入
観
だ
っ
た
が
、
実
は
私
に
と
っ
て「
漢
字
は
日
本
語
で
一
番
面
白
い
所
」だ
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と
思
っ
て
い
る
。
漢
字
が
面
白
い
の
は
、
漢
字
の
形
が
意
味
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
漢
字
の「
木
」は
木
の
形
を
模

し
て
い
る
。「
漢
字
を
書
く
こ
と
は
絵
を
描
い
て
い
る
」。「
書
道
」で
漢
字
を
書
く
と
、
な
ん
だ
か
癒
さ
れ
る
。
初
め
て
書
い
た
漢

字
は「
気
」だ
っ
た
。
今
で
も
、
は
っ
き
り
覚
え
て
い
る
。

一方

、
日
本
語
の
一
番
難
し
い
所
は「
語
彙
の
使
い
分
け
」だ
。
語
彙
の
意
味
を
辞
書
で
引
い
て
理
解
し
て
い
て
も
、
使
い
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
特
に
レ
ベ
ル
が
高
く
な
っ
た
ら
、
語
彙
が
増
え
て
き
て
、
混
乱
し
て
し
ま
う
。
例
え
ば
、「
経

験
」と「
体
験
」の
意
味
は
近
い
の
だ
が
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
が
あ
る
。
そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
し
っ
か
り
理
解
し
て
い
な
い
と
、

語
彙
を
正
し
く
使
い
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
日
本
語
を
勉
強
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
気
に
入
る
所
が
見
つ
か
る
。「
オ
ノ
マ
ト

ペ
」は
気
に
入
っ
た
一
つ
だ
。
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
発
音
が
か
っ
こ
う
よ
く
聞
こ
え
る
し
、
物
の
動
き
、
人
の
鳴
き
声
や
状
態
な
ど
も

細
か
く
表
現
す
る
の
で
、「
日
本
語
の
特
徴
」だ
と
思
う
。

「
こ
と
わ
ざ
」も
好
き
だ
。
意
外
に
エ
ジ
プ
ト
の
こ
と
わ
ざ
と
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。「
急
が
ば
回
れ
」と
か
、「
三
度
目
の
正
直
」

と
か
だ
。
で
も
、
一
番
好
き
な
の
は
、「
継
続
は
力
な
り
」だ
。
自
分
に
力
を
与
え
る
。
続
け
て
日
本
語
を
勉
強
す
れ
ば
、
最
後
は

成
果
を
あ
げ
ら
れ
る
、
と
信
じ
て
い
る
。

日
本
語
の
お
か
げ
で
、
日
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
色
々
な
国
の
人
々
と
の
交
流
が
で
き
て
、
色
々
な
文
化
な
ど
が
わ
か
っ
た
。

「
日
本
語
」を
通
し
て
、
私
の
世
界
が
広
が
っ
て
き
た
。
そ
の
中
で
自
分
の
能
力
を
発
見
で
き
た
。
大
勢
の
人
の
前
で
ス
ピ
ー
チ
や

司
会
も
で
き
る
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

近
い
将
来
、
日
本
語
教
師
に
な
る
の
を
目
指
し
て
、
日
本
語
教
師
養
成
デ
ィ
プ
ロ
マ
コ
ー
ス
を
受
け
た
。
ど
う
し
て
日
本
語
教

師
に
な
り
た
い
か
。
そ
れ
は
、
多
く
の
人
に
、
私
の
よ
う
に「
日
本
語
が
大
好
き
な
人
」に
な
っ
て
ほ
し
い
か
ら
だ
。
私
の「
日
本

語
を
学
ぶ
旅
」は
終
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
だ
。
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❖ 「
日
本
語
」の
日
常
は「
昼
は
笑
顔
、夜
は
涙
」

～
ス
ト
レ
ス
解
消
は「
自
分
を
褒
め
る
」こ
と
か
ら
～

・・・・・ 
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
✿
ラ
ラ
イ
ア
リ
マ
ナ
ナ
・
ニ
ラ
イ
ナ
・
フ
ァ
メ
ヌ
ス（
東
京
都
立
大
学
都
市
環
境
学
部
・
都
市
基
盤
環
境
学
科　

23
歳
）

私
の
日
常
を「
日
本
語
」で
い
う
と「
昼
間
は
笑
顔
、
夜
は
涙
」で
す
。

あ
る
日
曜
日
の
夕
方
、
私
は
自
分
の
部
屋
に
引
き
こ
も
っ
て
涙
を
流
し
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、「
人
前

で
泣
く
の
は
弱
い
者
だ
」と
ず
っ
と
思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
涙
に
理
由
が
あ
り
ま
す
。

子
供
だ
と
、
親
に
叱
ら
れ
る
時
に
、
慰
め
て
ほ
し
い
か
ら
泣
き
出
し
ま
す
。
若
者
だ
と
、
彼
氏
と
喧
嘩

し
た
り
別
れ
た
り
し
た
ら
泣
き
出
し
ま
す
。
私
は
そ
れ
と
違
い
ま
す
。
日
本
に
来
て
以
来
、
勉
強
を
必

死
に
頑
張
っ
て
い
て
、
生
活
費
を
稼
ぐ
た
め
に
ア
ル
バ
イ
ト
も
ほ
ぼ
毎
日行

っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
日
々

を
繰
り
返
し
、
自
分
を「
コ
ワ
ス
」ぐ
ら
い
、
日
曜
日
に
は
肩
こ
り
、
頭
痛
、
疲
労
、
ス
ト
レ
ス
し
か
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
壊
す
」と
い
う
動
詞
を
カ
タ
カ
ナ
の「
コ
ワ
ス
」で
書
き
ま
し
た
。
ま
ず
、「
体
調
を
崩
す
」と
い
う
コ
ワ
ス
で
す
。
当
然
な
が
ら
、

「
勉
強
が
大
変
な
の
に
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
毎
日
出
勤
し
た
ら
体
調
が
崩
れ
る
の
は
当
た
り
前
で
し
ょ
う
」と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ま
さ
に
、
そ
の
通
り
で
す
。
で
も
、「
し
ょ
う
が
な
い
」の
で
す
。
私
が
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
か
っ
た
ら
、
誰
が
家
賃
、
電

気
代
、
ガ
ス
代
、
水
道
料
金
、
保
険
料
な
ど
を
支
払
う
の
で
す
か
。
誰
も
い
ま
せ
ん
。
朝
5
時
に
起
き
て
早
朝
の
バ
イ
ト
に
行
き
、

そ
の
あ
と
学
校
へ
行
き
、
学
校
が
終
わ
っ
た
ら
課
題
な
ど
を
終
わ
ら
せ
て
、
次
の
日
の
別
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
準
備
を
し
、
ま
た
次

の
日
も
そ
の
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
す
わ
け
で
す
。

次
に
、「
心
理
ま
た
は
メ
ン
タ
ル
を
壊
す
」の
コ
ワ
ス
で
す
。
体
は
疲
労
が
た
ま
っ
て
も
ビ
タ
ミ
ン
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
な
ど
を
採
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れ
ば
何
と
か
な
る
で
し
ょ
う
が
、
メ
ン
タ
ル
は
弱
く
な
る
こ
と
を
防
げ
ま
せ
ん
。
な
ぜ
メ
ン
タ
ル
が
こ
ん
な
に
影
響
さ
れ
た
の
だ

ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
勉
強
を
そ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
の
か
。
理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、「
私
が
進
学
す
る
た
め
に
大
学

を
辞
め
た
姉
の
誇
り
に
な
り
た
い
」か
ら
で
す
。
二
つ
は
、
自
分
が
子
供
を
持
っ
た
時
、
私
の
よ
う
な
苦
し
み
を
与
え
た
く
な
い

か
ら
で
す
。
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
し
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な
思
い
を
自
分
の
中
で
抱
え
続
け
頑
張
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
し
か

し
、
前
向
き
な
目
的
を
持
っ
て
い
る
の
に
、
自
分
ひ
と
り
で
悩
ん
で
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て
し
ま
う
の
は
、
そ
の
頑
張
り
が
無
駄

で
は
な
い
か
、
と
思
い
始
め
ま
し
た
。

仲
良
し
の
Y
さ
ん
に
相
談
し
ま
し
た
。
Y
さ
ん
は
長
年
、
私
の
こ
と
を
知
っ
て
い
て
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
り
や
す
い
タ
イ
プ
だ
と

分
か
っ
て
い
ま
す
。
Y
さ
ん
か
ら「
あ
な
た
は
優
秀
で
し
ょ
う
。
悩
ん
で
も
、
ス
テ
ッ
プ
バ
イ
ス
テ
ッ
プ
で
行
き
な
さ
い
！
」と

言
わ
れ
ま
し
た
。
う
ん
う
ん
、
と
し
か
返
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
Y
さ
ん
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
が
、
口
で

言
う
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
で
す
。

そ
こ
で
、
自
分
は
こ
こ
ま
で
来
た
か
ら
、
自
分
を
褒
め
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
、
と
思
い
ま
し
た
。「
同
い
年
の
友
達
の
中
で
、

自
分
と
同
じ
経
験
を
し
た
人
は
ど
れ
ぐ
ら
い
い
る
の
？
」、「
ど
れ
ぐ
ら
い
失
敗
し
て
、
回
復
し
た
の
？
」な
ど
、
自
問
自
答
し
ま

し
た
。
や
は
り
、
自
分
の
悩
み
は
、
自
分
で
し
か
解
決
で
き
な
い
、
と
思
い
ま
す
。
他
人
と
相
談
し
て
も
役
に
立
つ
時
と
、
さ
ら

に
悩
ま
さ
れ
る
時
も
あ
り
ま
す
。
視
点
を
変
え
な
が
ら
、
物
事
を
見
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

笑
顔
で
も
、
涙
で
も
、
感
情
を
表
す
こ
と
で
自
分
の
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
も
、「
笑
顔
だ
か
ら
強
い
、
涙
だ

か
ら
弱
い
」と
い
う
単
純
な
定
義
付
け
は
で
き
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
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❖ 

留
学
で
学
ん
だ「
日
本
の
医
療
技
術
」を
ア
フ
リ
カ
に
！

～
重
要
な「
義
肢
装
具
」の
分
野
で〝
架
け
橋
〟に
な
り
た
い
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ト
ー
ゴ
✿
ア
ド
ゥ
ア
ヨ
ム
・
ア
へ
ゴ
・
ア
ク
エ
テ
ビ（
株
式
会
社
ド
リ
ー
ム
・
ジ
ー
ピ
ー
研
究
員　

36
歳
）

2
0
1
3
年
に
ア
フ
リ
カ
の
ト
ー
ゴ
か
ら
新
潟
医
療
福
祉
大
学
に
留
学
し
ま
し
た
。
今
、「
ド
リ
ー

ム
・
ジ
ー
ピ
ー
」（
大
阪
）
の
研
究
員
と
し
て
、
医
療
技
術
の
面
で
、
ア
フ
リ
カ
と
日
本
の「
架
け
橋
」を

目
指
し
て
い
ま
す
。

日
本
に
来
た
目
的
は
、
日
本
の
医
療
技
術
や
文
化
を
理
解
す
る
こ
と
で
す
。

日
本
へ
来
る
前
は
、
ま
っ
た
く「
日
本
語
」が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
先
生方

の
お
か
げ
で
、
卒

業
ま
で
に
日
本
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
院
時
代
は
部
生
の
授
業
を
受
け
た
り
、

2
0
1
8
年
に
大
学
院
修
了
し
て
か
ら
も
、「
在
学
生
と
日
本
語
の
オ
ン
ラ
イ
ン
」で
勉
強
し
た
り
し
て
、
今
で
は
学
会
で
研
究
内

容
を
日
本
語
で
発
表
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
ト
ー
ゴ
の
将
来
世
代
に
、
明
る
く
安
全
な
未
来
を
約
束
す
る
た
め
に
、
日
本
に
留
学
し
よ
う
、
と
考
え
ま
し
た
。
自
分

の
生
活
で
直
面
し
て
い
る
問
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
持
続
可
能
な
成
功
に
導
い
て
、
自
分
の
知
識
を
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
す
る
た
め
、

そ
し
て
、
新
し
い
文
化
と
し
て
、
医
療
技
術
で
私
の
専
門
的
知
識
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
情
報
を

検
索
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
の「
高
い
文
化
と
平
和
」を
理
解
す
る
た
め
日
本
に
留
学
す
る
決
心
を
し
ま
し
た
。

ト
ー
ゴ
と
日
本
の
友
好
関
係
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
な
活
動
分
野
の
発
展
の
こ
と
を
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書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
将
来
の
夢
は
、
ト
ー
ゴ
で
大
学
の
教
授
に
な
り
、
日
本
で
学
ん
だ
知
識
や
技
術
を
多
く
の
学
生
に

教
え
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
少
し
で
も
、
ア
フ
リ
カ
の
医
療
、
社
会
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
母

国
ト
ー
ゴ
の
よ
う
な
発
展
途
上
国
や
、
他
の
ア
フ
リ
カ
の
国
々
に
貢
献
す
る
た
め
研
究
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

大
学
院
で
は
、
江
原
義
弘
先
生
の
研
究
室
で
、
日
本
語
を
含
め
て
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
深
く
勉
強
し
ま
し
た
。

私
は
、
日
本
で
習
得
し
た
国
際
レ
ベ
ル
の
知
識
と
技
術
の
全
て
を
ア
フ
リ
カ
の
学
生
達
に
教
え
た
い
。
具
体
的
に
は
、
ア
フ
リ

カ
で
は
、
特
に「
義
肢
装
具
」の
分
野
は
重
要
で
あ
り
、
発
展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
若
い
人
材
を

育
て
る
こ
と
が
最
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
の
技
術
を
ア
フ
リ
カ
の
学
生
が
よ
り
身
近
に
学
べ
る
よ
う
に
、「
道
」を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
日
本
の
大
学
院

で
得
た
知
識
や
技
術
を
、
医
療
の
発
展
を
目
指
す
専
門
機
関
に
提
供
し
、
そ
の
発
展
を
助
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
義
肢
装
具
に
つ

い
て
の
知
識
は
も
ち
ろ
ん
、
技
術
を
中
心
に
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
で
活
用
さ
せ
た
い
で
す
。
義
肢
装
具
の
分
野
で
は
、

現
在
ま
す
ま
す
新
し
い
技
術
が
開
発
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
専
門
知
識
を
習
得
し
、
質
の
高
い
義
肢
装

具
を
開
発
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
ア
フ
リ
カ
と
日
本
の
医
療
技
術
の
架
け
橋
」と
し
て「
ト
ー
ゴ
と
日
本
と
の
国
際
交
流
」も
促
進
さ
せ
た
い
で
す
。
私
が
学
ん
だ

「
日
本
語
や
日
本
の
医
療
技
術
や
文
化
や
伝
統
」を
、「
日
本
と
日
本
人
、
そ
し
て
日
本
語
」の
良
さ
を
ト
ー
ゴ
人
に
伝
え
た
い
で
す
。

若
い
人
材
を
育
て
る
こ
と
は
最
も
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。「
日
本
の
技
術
と
文
化
を
ト
ー
ゴ
へ
、
そ
し
て
、
ア
フ
リ
カ
へ
！
」と
い

う
夢
に
向
か
っ
て
、
頑
張
り
ま
す
。「
ア
フ
リ
カ
の
人
々
が
希
望
を
持
っ
て
社
会
生
活
で
き
る
環
境
」を
作
る
た
め
に
、
そ
の「
第

一
歩
」を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
、
私
の
最
大
の
目
標
で
す
。
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❖ 「
日
本
語
」は〝
新
し
い
世
界
の
扉
を
開
け
る
鍵
〟

～
日
本
の
文
学
作
品
や
学
術
著
作
を
翻
訳
し
た
い
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

中
国
✿
王
子
轩
（
北
京
工
業
大
学
附
属
高
校
生　

16
歳
）

日
本
の「
ア
ニ
メ
」か
ら
話
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
が
三
歳
の
時
、
幼
稚
園
で
と
も
だ
ち
た

ち
と
一
緒
に
古
い
パ
ソ
コ
ン
を
囲
ん
で
、
先
生
に「
ド
ラ
え
も
ん
」を
見
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
。
幼
い
頃

の
記
憶
の
中
で
、
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
日
本
の
ア
ニ
メ
は
中
国
の
世
代
に
次
々
と
親
し
ま
れ

て
き
た
。
中
国
の
人
た
ち
に
馴
染
み
深
い
日
本
の
ア
ニ
メ
が
た
く
さ
ん
あ
る
。「
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
」

「
O
N
E 
P
I
E
C
E
」「
N
A
R
U
T
O
」「
ス
ラ
ム
ダ
ン
ク
」「
名
探
偵
コ
ナ
ン
」「
ク
レ
ヨ
ン
し

ん
ち
ゃ
ん
」「
ポ
ケ
モ
ン
」「
棋
魂
（
原
作
名
・
ヒ
カ
ル
の
碁
）」「
幽
遊
白
書
」「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」「
天

空
の
城
」な
ど
。
日
本
の
ア
ニ
メ
は
、
小
さ
な
時
か
ら
日
本
語
に
対
し
て
好
感
を
持
つ
き
っ
か
け
だ
。

私
は
本
を
読
む
こ
と
が
好
き
で
、
特
に
1
9
2
0
年
代
か
ら
30
年
代
に
か
け
て
の
作
品
が
好
き
で
す
。
例
え
ば
、
鲁
迅
や
周
作

人
の
著
作
な
ど
で
す
。
彼
ら
が
日
本
の
社
会
、
学
問
、
文
学
に
つ
い
て
賞
賛
す
る
言
葉
を
よ
く
見
か
け
ま
す
、
こ
れ
は
私
の
心
に

種
を
植
え
付
け
た
。
そ
れ
以
外
に
も
、
私
は
日
本
の
推
理
小
説
が
好
き
で
す
。
江
戸
川
乱
歩
、
島
田
荘
司
、
宮
部
み
ゆ
き
、
横
溝

正
史
ら
の
作
品
は
私
に
夜
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。

中
学
で
文
学
史
の
本
を
読
ん
で
、
日
本
に
多
く
の
優
れ
た
作
家
や
文
学
作
品
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
私
は
村
上

春
樹
の『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』を
読
ん
で
止
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
夏
目
漱
石
、
芥
川
龍
之
介
、
太
宰
治
、
三
島
由
紀
夫
、
川
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端
康
成
…
…
。
私
は
当
時
、
中
国
語
訳
本
を
読
ん
で
い
ま
し
た
が
、
あ
る
時
中
国
語
訳
本
に
飽
き
た
の
で
、
英
語
訳
本
の『
羅
生

門
』を
買
っ
て
読
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
読
ん
で
い
る
感
覚
が
中
国
語
訳
本
と
は
全
く
異
な
り
、
翻
訳
の
過
程
で
、
何
か
が
変
更

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
、「
本
当
の
日
本
文
学
を
読
む
に
は
日
本
語
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
」と
気
づ
き
ま
し
た
。
日
本
映
画
や
日

本
音
楽
の
魅
力
も
あ
り
、
中
学
二
年
の
時
、
日
本
語
を
学
ぶ
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
中
学
校
と
高
校
で
日
本
語
の
授
業
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
言
語
学
校
の
日
本
語
コ
ー
ス
で
日
本
語
を
勉
強
し
ま
し
た
。

私
が
囲
碁
を
始
め
た
と
き
、
先
生
は「
日
本
は
世
界
で
最
も
棋
道
が
発
展
し
て
い
る
国
だ
」と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
私

に
日
本
に
対
す
る
好
感
を
よ
り
抱
か
せ
ま
し
た
。
私
が
使
っ
て
い
る
囲
碁
の
教
材
な
ど
も
、
日
本
の
も
の
で
す
。
私
は
そ
れ
ら
が

私
の
心
に
種
を
ま
き
、
日
本
語
を
学
ぶ
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

日
本
語
学
習
は
、
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
番
難
し
か
っ
た
の
は
、
日
本
語
の
特
殊
な
文
法
構
造
で
す
。
で
も
、
日

本
語
に
対
す
る
興
味
が
強
か
っ
た
た
め
、
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
が
自
分
の
日
本
語
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
た
こ
と
を
感

じ
る
た
び
に
、
字
幕
な
し
の
日
本
語
の
動
画
を
見
た
り
、
本
を
読
む
こ
と
に
満
足
感
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
日
本
語
の
文
学
作
品

を
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
文
学
の
巨
大
な
魅
力
を
よ
り
感
じ
、
自
分
が
日
本
語
を
学
ぶ
判
断
が
賢
明
だ
っ
た
と

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
語
は
新
し
い
世
界
の
扉
を
開
け
る
鍵
、
で
す
。

将
来
、
私
は
最
近
の
日
本
の
文
学
作
品
や
学
術
著
作
を
翻
訳
し
た
い
。
文
学
や
知
識
は
国
境
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
、
人
々
が

「
日
本
の
文
学
作
品
」を
通
し
て
日
本
と
日
本
人
を
よ
り
理
解
し
、
日
本
に
対
す
る
誤
解
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
信
じ
て
い

ま
す
。
多
文
化
社
会
の
中
で
、
日
本
と
他
の
国
々
の
友
好
関
係
に
つ
い
て
、
自
分
も
で
き
る
限
り
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て
、
世
界
中
の
人
々
と
日
本
人
の
心
が
繫
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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❖ 

日
系
企
業
に
就
職
し
て
、日
本
語
に
興
味
が
芽
生
え
た
！

～「
関
西
弁
」で
、日
本
語
の
魅
力
に
惹
き
つ
け
ら
れ
た
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ミ
ャ
ン
マ
ー
✿
テ
ッ
テ
ッ
テ
ィ
ン
ア
ウ
ン（
日
本
語
教
師　

30
歳
）

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は「
10
年
生
の
高
校
修
了
試
験
」の
成
績
の
順
位
に
よ
っ
て
、
大
学
の
進
学
が
決
定
し

ま
す
。
大
学
の
希
望
学
科
ま
で
も
影
響
さ
れ
ま
す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
学
生
に
と
っ
て
10
年
生
の
試
験
は

最
も
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
も
、
高
校
修
了
試
験
の
結
果
で
、
ヤ
ン
ゴ
ン
外
国
語
大
学
日

本
語
学
科
に
入
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
実
は
、「
日
本
語
学
科
」は
第
一
希
望
で
は
な
か
っ
た
の

で
す
。
し
か
し
、
決
ま
っ
た
以
上
は
頑
張
っ
て「
日
本
語
」も
勉
強
し
て
み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
。

私
に
は
、
ア
ニ
メ
や
マ
ン
ガ
な
ど
の
日
本
文
化
に
興
味
を
持
ち
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
日
本
語
へ
の

関
心
が
高
ま
り
日
本
語
の
学
習
を
始
め
た
と
い
う
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
語
の
勉
強
を
始
め
た
時
、
私
は
国
語
辞
書
の
使
い

方
す
ら
分
か
ら
な
か
っ
た
し
、
ど
う
す
れ
ば
日
本
語
が
上
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

も
、
弁
論
大
会
、
座
談
会
、
演
劇
、
ポ
ス
タ
ー
作
成
と
い
っ
た
授
業
以
外
の
大
学
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
一
度
も
参
加
し
た
こ
と

が
な
く
、
成
績
の
い
い
学
生
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
語
学
習
へ
の
意
欲
が
そ
ん
な
に
強
く
な
か
っ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
大
学
を
卒
業
し
て
、
日
系
企
業
に
就
職
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
が
身
に
付
け
た
日
本
語
を
使
っ
て
、
日
本
人
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
る
こ
と
が
楽
し
く
て
、
相
手
と
も
っ
と
ス
ム
ー
ズ
に
お
話
が
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
わ
い
て
き
ま

し
た
。
分
か
ら
な
い
言
葉
も
調
べ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
語
に
興
味
が
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
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職
場
の
上
司
が
よ
く
使
っ
て
い
た「
関
西
弁
」に
触
れ
た
こ
と
で
し
た
。「
毎
度
で
す
」、「
い
い
値
段
し
て
い
ま
す
ね
」な
ど
の
日

本
語
の
表
現
や
、「
嘘
も
方
便
」と
い
う
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
と
全
く
同
じ
意
味
を
持
つ
こ
と
わ
ざ
な
ど
、
教
科
書
に
載
っ
て
い
な
い
生

き
た
日
本
語
の
魅
力
に
惹
き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
計
画
を
立
て
、
問
題
点
、
改
善
点
を
見
つ
け
、
反
省
す
る
と
い
う
日
本
人
の
や
り
方
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
、
仕
事
に
お
け
る「
ほ
う
れ
ん
そ
う
（
報
告
・
連
絡
・
相
談
）」の
大
切
さ
も
見
習
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

9
年
ぐ
ら
い
前
に
、
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
勝
し
、
ご
褒
美
と
し
て
日
本
へ
一
週
間
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
初
め
て

温
泉
に
入
り
、
初
め
て
着
物
を
着
て
、
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
人生

初
の
素
敵
な
時
間
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
日
本
語
の
教
科
書
に
よ
く
出
て
い
る
鎌
倉
大
仏
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
へ
も
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
さ
に「
百
聞
は

一
見
に
如
か
ず
」で
し
た
。

私
は
、
ヤ
ン
ゴ
ン
の
日
本
語
学
校
で
6
年
間
、
日
本
語
の
教
師
を
し
ま
し
た
。
今
、
日
本
へ
行
く
予
定
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
た

ち
に
日
本
語
を
教
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
日
本
で
、
日
本
語
を
使
っ
て
お
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
本
語
と
の
運
命
的
な
出
会
い
か
ら
も
う
12
年
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
が
、
私
に
と
っ
て
日
本
語
を
使
っ
て
仕
事
を
す
る
毎
日
が

新
し
い
発
見
が
あ
っ
て
、
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
で
す
。
過
去
の
自
分
よ
り
何
倍
も
成
長
し
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
物
は
試

し
」と
い
う
言
葉
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
私
は
日
本
語
を
使
い
、
自
分
自
身
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
誰
か
の
た
め
に

役
立
つ
仕
事
に
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。「
言
語
学
習
は
終
わ
り
の
な
い
マ
ラ
ソ
ン
の
よ
う
だ
」と
言
わ
れ
ま

す
が
、
私
が
ま
だ
知
ら
な
い
日
本
語
の
世
界
に
も
っ
と
深
く
入
っ
て
、
日
本
語
を
母
国
語
の
よ
う
に
話
せ
る
よ
う
に
磨
い
て
い
き

た
い
、
そ
れ
が
私
の
夢
で
す
。
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❖ 

た
く
さ
ん
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
に
日
本
語
を
教
え
た
い
！

～
一
番
好
き
な
日
本
語
は
、漢
字
の「
愛
」～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

カ
ン
ボ
ジ
ア
✿
リ
ー
・
チ
ア
ー
チ
ェ
ー
ン（
通
訳
者　

25
歳
）

私
に
と
っ
て
日
本
語
は
と
て
も
難
し
い
言
語
だ
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
私
は
日
本
語
を
勉
強
し
た
の
で

し
ょ
う
か
。
中
学
生
の
頃
、
日
本
と
い
う
国
の
名
前
ぐ
ら
い
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
は
ど
ん
な

国
、
日
本
語
は
ど
ん
な
感
じ
か
、
ま
っ
た
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
る
日
、
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
日
本
人
が
私
の
学
校
へ
見
学
に
き
ま
し
た
。
日
本
人
と
初
め
て
会
っ
た

時
は
、「
へ
え
、
日
本
人
は
こ
ん
な
顔
な
の
？　
き
れ
い
で
す
ね
」と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼
た
ち

は「
日
本
の
文
化
と
日
本
語
」を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
し
て
画
像
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
日
本
の
ビ
デ

オ
を
見
て
、
日
本
は
す
ご
く
き
れ
い
な
国
だ
と
思
い
ま
し
た
。
日
本
に
旅
行
に
行
き
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
日
本
語

は
字
が
と
て
も
き
れ
い
だ
」と
思
い
ま
し
た
。
ひ
ら
が
な
と
カ
タ
カ
ナ
と
漢
字
を
見
て
日
本
語
は
字
が
多
い
で
す
ね
と
感
じ
ま
し

た
。
そ
の
時
、「
あ
、
い
、
う
、
え
、
お
」を
少
し
勉
強
し
ま
し
た
。
と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
も
ら
っ
た
お
土
産
の
中

に「
日
本
語
の
初
級
の
本
」が
あ
っ
て
、
私
は
大
切
に
保
管
し
ま
し
た
。
そ
の
時
か
ら
日
本
語
に
興
味
を
持
ち
始
め
ま
し
た
。
し
か

し
、
私
の
住
ん
で
い
た
所
は
日
本
語
学
校
が
な
く
て
日
本
語
を
教
え
る
人
が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
時
は
ス
マ
ホ
も
持
っ
て
な

か
っ
た
の
で
、
勉
強
し
た
く
て
も
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
あ
と
、
高
校
三
年
生
に
な
っ
て
、
卒
業
の
前
に
学
校
が
い
ろ
ん
な
大
学
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。
奨
学
金
も
あ
り
、
日
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本
語
学
科
が
あ
る
大
学
が
あ
っ
た
の
で
、
た
め
ら
わ
ず
に
、
そ
の
大
学
を
受
験
し
ま
し
た
。
高
校
の
成
績
が
よ
い
お
か
げ
で
、
そ

の
大
学
に
入
学
で
き
ま
し
た
。
よ
う
や
く
日
本
語
が
勉
強
で
き
ま
し
た
。
毎
日
、
日
本
語
を
勉
強
し
ま
し
た
。
楽
し
さ
も
難
し
さ

も
あ
り
ま
し
た
。
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は「
漢
字
の
勉
強
」で
す
。
漢
字
は
数
が
多
く
て
難
し
い
で
す
が
、
字
が
と
て
も
き
れ
い
な

の
で
、
書
く
練
習
が
好
き
で
し
た
。
難
し
か
っ
た
の
は「
文
法
」の
使
い
方
で
す
。

今
ま
で
一
番
好
き
な
日
本
語
は
、
漢
字
の「
愛
」で
す
。
こ
の「
愛
」の
漢
字
は
と
て
も
き
れ
い
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
意
味

も
深
く
、
人
間
は「
愛
」か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
誰
で
も
愛
が
ほ
し
い
で
す
。
私
に
と
っ
て
家
族
の
愛
が
一
番
大
切
で

す
。
私
の
人生

は
父
母
兄
弟
か
ら
愛
を
も
ら
わ
な
か
っ
た
ら
、
生
き
て
い
て
も
意
味
が
な
い
で
す
。「
愛
」の
漢
字
は
私
に
と
て
も

大
切
な
字
で
す
。

日
本
語
を
勉
強
し
始
め
た
の
は「
日
本
語
の
先
生
に
な
り
た
い
」と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
大
学
3
年
生
の
2
0
1
8
年
か
ら
1
年

間
、
東
京
の
武
蔵
野
大
学
へ
留
学
し
ま
し
た
。
生
活
も
勉
強
も
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

大
学
を
卒
業
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
日
本
語
を
使
っ
て
通
訳
と
し
て
働
き
ま
し
た
。
先
生
の
仕
事
の
ほ
う
が
も
っ
と
好
き
な
の

で
、
2
年
間
通
訳
者
と
し
て
働
い
て
あ
と
、
日
本
語
学
校
で
約
1
年
間
働
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
2
0
2
2
年
9
月
、
日
本
に
来
ま
し
た
。
今
、
富
山
県
砺
波
市
の「
協
同
組
合
C
E
O
」で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
技
術

実
習
生
に
通
訳
し
た
り
、
日
本
語
を
教
え
た
り
し
て
い
ま
す
。
両
方
と
も
私
が
好
き
な
仕
事
で
す
が
、
将
来
、
私
は
も
っ
と
多
く

の
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
に
日
本
語
を
教
え
た
い
で
す
。
た
く
さ
ん
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
が
日
本
語
を
勉
強
す
れ
ば
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
日
本

の
関
係
は
も
っ
と
親
し
く
な
っ
て
、
仕
事
も
楽
し
く
、
働
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
私
は
も
っ
と
も
っ
と
日
本
語
を

勉
強
し
ま
す
。
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❖ 「
日
本
語
」は
私
の「
相
棒
」で
す
！

～「
日
本
語
」で
、私
の
人
生
は
、楽
し
く
、幸
せ
に
な
っ
た
！
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

フ
ィ
リ
ピ
ン
✿
ア
ン
ジ
ェロ
・
モ
ラ
レ
ス（「
マ
イ
英
語
ス
ク
ー
ル
」
英
語
教
師
・
山
形
県
東
根
市　

43
歳
）

2
0
1
6
年
8
月
に
日
本
に
来
る
ま
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
英
語
教
師
に
な
り

た
い
と
思
い
、
日
本
で
の
英
語
教
師
の
仕
事
を
探
す
こ
と
が
出
来
、
東
京
と
神
戸
市
で
生
活
し
、

2
0
2
2
年
3
月
か
ら
山
形
県
で
英
語
教
師
を
し
て
い
ま
す
。
日
本
に
来
る
こ
と
に
な
っ
て
、
日
本
人

と
友
達
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
、
日
本
語
学
校
な
ど
で
、
日
本
語
の
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。
私
に
と
っ

て「
日
本
語
」は
、
日
本
で
生
活
し
続
け
る
た
め
に
大
切
な「
相
棒
」で
す
。
日
に
よ
っ
て
、
状
況
に
よ
っ

て
役
割
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
の「
友
達
」で
あ
り
、「
ガ
イ
ド
」で
あ
り
、「
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
」で
あ

り
、「
同
僚
」で
す
。

日
本
語
が
な
ぜ「
友
達
」な
の
か
。
日
本
語
で
話
し
か
け
れ
ば
、
そ
の
人
と「
友
達
」に
な
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
日
本
人
だ
け

と
で
な
く
、
他
の
国
か
ら
来
た
人
と
も
日
本
語
で
話
す
こ
と
で
、
友
達
に
な
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
み
ん
な
と
友
達
に
な
っ
た
ら
、

自
分
の
国
の
文
化
を
友
達
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
、
逆
に
、
そ
の
友
達
か
ら
、
そ
の
国
の
文
化
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
本

語
が
な
ぜ「
ガ
イ
ド
」な
の
か
。
例
え
ば
、
大
好
き
な
洋
服
の
お
店
に
行
っ
た
時
、
店
員
さ
ん
に
別
の
色
は
な
い
か
、
別
の
サ
イ
ズ

は
な
い
か
聞
き
た
い
時
、
ガ
イ
ド
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。
お
店
の
担
当
者
と
日
本
語
で
話
せ
ば
話
す
ほ
ど
、
い
ろ
い
ろ
知
る
こ
と

が
で
き
て
買
い
物
が
、
と
て
も
楽
し
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
日
本
語
は「
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
」で
す
。
あ
る
日
、
私
の
命
を
救
っ
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。
私
は
御
嶽
山
（
長
野
県
・
岐
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阜
県
）
へ
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
っ
た
時
、
道
に
迷
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
私
の
日
本
語
は
と
て
も
下
手
で
し
た
。「
大
変
だ
。

困
っ
て
し
ま
っ
た
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ
」と
迷
い
ま
し
た
。
す
ご
く
怖
く
な
り
、
緊
張
し
ま
し
た
。
そ
の
時
で
す
。
神
様
の

お
か
げ
で
し
ょ
う
か
。
ハ
イ
キ
ン
グ
の
人
が
2
人
や
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
下
手
な
日
本
語
で「
正
し
い
道
が
ど
れ
か
」を
聞
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
無
事
、
目
的
地
に
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
語
に
助
け
て
も
ら
い
、
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
こ

れ
は
、
私
に
と
っ
て
一
番
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。

日
本
語
が
な
ぜ「
同
僚
」か
、
い
う
と
、
仕
事
を
す
る
時
、
日
本
語
で
話
す
と
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
作
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
で
す
。
職
場
で
は
、
だ
い
た
い
英
語
を
使
い
ま
す
が
、
た
ま
に
、
日
本
人
の
同
僚
と
日
本
語
で
話
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日

本
人
の
同
僚
は
英
語
を
使
お
う
と
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
私
も
日
本
語
を
使
お
う
と
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
お
互
い
に
頑

張
る
こ
と
で
、
仲
良
く
仕
事
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、「
友
達
」で
あ
り
、「
ガ
イ
ド
」で
あ
り
、「
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
」で
あ
り
、「
同
僚
」で
あ
る「
日
本
語
」で
す
が
、

時
々
憎
ら
し
く
な
る
時
も
あ
り
ま
す
。
日
本
語
は
難
し
す
ぎ
る
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
、
上
手
く
話
せ
な
く
て
諦
め
た
く
な
る
か

ら
で
す
。
し
か
し
、
結
局「
日
本
語
」は
と
て
も
大
事
な
存
在
で
す
。
た
い
て
い
の
時
は
大
好
き
で
す
。「
日
本
語
」の
お
か
げ
で
、

私
の
人生

は
、
ど
ん
ど
ん
、
楽
し
く
、
幸
せ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
ま
で
長
く
日
本
に
住
む
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
神
様
の
お
か
げ
な
の
か
、
宇
宙
の
お
か
げ
な
の
か
、
私
は
、
6

年
以
上
日
本
に
い
ま
す
。
日
本
語
を
話
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
常
生
活
の
問
題
を
解
決
で
き
、
仕
事
に
対
す
る
達
成
感
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
の
今
の
日
本
語
レ
ベ
ル
は
ま
だ
ま
だ
で
す
が
、
日
本
語
の「
い
い
と
こ
ろ
」や「
大
切
な
と
こ
ろ
」が
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。
も
っ
と
頑
張
っ
て
、
日
本
語
の
勉
強
を
続
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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❖ 「
日
本
語
」は
、い
い
未
来
を
与
え
て
く
れ
そ
う
で
す
！

～
美
し
い
、「
カ
タ
カ
ナ
」と「
ひ
ら
が
な
」～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
✿
ダ
ヤ
ン
・
フェル
ナ
ン
ド
（
工
場
在
庫
管
理
者
・
山
加
産
業
株
式
会
社　

28
歳
）

僕
は
、
ケ
デ
ィ
リ
と
い
う
町
の
、
普
通
の
学
校
に
い
る「
授
業
を
よ
く
サ
ボ
る
」生
徒
で
し
た
。

将
来
、
軍
人
に
な
ろ
う
と
決
め
た
僕
は
サ
イ
エ
ン
ス
の
授
業
の
ほ
か
に
興
味
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

高
校
生
に
な
っ
た
僕
は
、
学
校
に
興
味
は
な
く
、
た
だ
普
通
に
通
っ
て
帰
っ
て
く
る
生
活
で
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
高
校
一
年
生
か
ら
日
本
語
の
授
業
が
あ
り
、
入
学
し
た
ば
っ
か
り
の
僕
は
初
め
て
日
本
語
を

知
り
ま
し
た
。
最
初
は「
こ
の
言
語
何
な
の
？
」と
思
い
ま
し
た
。
高
校
一
年
生
の
時
は
、
自
己
紹
介
な

ど
ぐ
ら
い
の
授
業
で
し
た
。
だ
ん
だ
ん
日
本
語
に
興
味
を
持
ち
、
熱
心
に
日
本
語
を
勉
強
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
日
本
語
を
も
っ
と
勉
強
し
よ
う
と
思
う
き
っ
か
け
は
、「
ひ
ら
が
な
」や「
カ
タ
カ
ナ
」が
面
白
い
と
思
っ
た
こ
と

で
す
。
字
が
面
白
い
、
と
い
う
か
、
カ
ッ
コ
イ
イ
、
美
し
い
と
い
う
か
、
も
っ
と
知
り
た
い
な
と
思
っ
て
熱
心
に
勉
強
し
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
、
日
本
語
に
は
ま
っ
て
し
ま
い
、
授
業
を
よ
く
サ
ボ
る
僕
は
、「
日
本
語
の
授
業
だ
け
」は
ち
ゃ
ん
と
熱
心
に
勉
強
し
ま

し
た
。
ク
ラ
ス
の
中
で
ラ
ン
キ
ン
グ
が
一
番
下
の
僕
は
、
日
本
語
の
授
業
の
お
か
げ
で
点
数
が
上
が
り
、
ラ
ン
キ
ン
グ
が
真
ん
中

ぐ
ら
い
に
上
が
り
ま
し
た
。
学
校
も
面
白
く
な
り
、
も
っ
と
勉
強
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

三
年
生
に
な
っ
た
僕
は
そ
ろ
そ
ろ
将
来
に
つ
い
て
決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
時
の
自
分
は
迷
っ
て
い
ま
し
た
。

大
学
で
日
本
語
の
勉
強
を
続
け
る
か
？　
高
校
で
終
わ
り
に
す
る
か
？　
そ
こ
で
先
生
と
相
談
し
て
、
ど
う
す
る
べ
き
か
を
聞
き
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ま
し
た
。
先
生
は
、
僕
の
こ
と
を
考
え
て
く
だ
さ
り
、「
や
っ
ぱ
り
、
日
本
語
能
力
が
一
つ
の
強
み
だ
か
ら
、
大
学
に
行
き
な
さ

い
」と
提
案
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
学
で
日
本
語
の
勉
強
を
続
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
ず
っ
と
日
本
語
を
勉
強
し
た

い
、
も
っ
と
上
手
に
な
り
た
い
」、
と
い
う
夢
を
持
ち
ま
し
た
。

そ
し
て
、
2
0
2
2
年
の
4
月
か
ら
、
日
本
の
工
場
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
語
は
、「
一
緒
に
、
僕
の
性
格
」
を

作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
い
未
来
を
与
え
て
く
れ
そ
う
で
す
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ガ
大
学
で
日
本
語
を
学
ん
だ
時
、
最
初
は
、
漢
字
が
一
番
難
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
文
法
が
一
番
難
し

か
っ
た
で
す
。
漢
字
は
と
も
か
く
、
文
法
が
分
か
ら
な
い
の
な
ら
日
本
語
で
話
せ
な
い
で
す
。
で
も
、
文
法
を
覚
え
よ
う
と
思
っ

て
も
、
あ
ま
り
使
わ
な
い
の
で
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
い
、
一
番
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
毎
日
使
う
と
日
本
語
能
力
も
上
が

る
し
、
自
然
な
日
本
語
も
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

日
本
語
を
勉
強
し
た
お
か
げ
で
、
今
、
僕
は
日
本
に
暮
ら
し
、
日
本
で
仕
事
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
、
一
番

役
に
立
っ
て
い
る
の
は
日
本
語
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
語
を
勉
強
し
た
こ
と
で
、
仕
事
も
見
つ
か
り
、
生
活
も
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
日
本
語
を
勉
強
し
て
よ
か
っ
た
、
と
本
当
に
思
い
ま
す
。
将
来
に
向
け
て
こ
れ
か
ら
も
っ
と
日
本
語
が
上
手
に
な
り

た
い
、
も
っ
と
日
本
語
で
喋
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

日
本
語
の
中
で
好
き
な
言
葉
は「
日
本
語
」そ
の
も
の
で
す
。
い
つ
も
、「
日
本
語
」と
聞
い
た
ら
、
な
ん
か
、
胸
が
キ
ュ
ン
と

な
っ
て
、
恋
に
落
ち
た
み
た
い
な
感
覚
で
す
。
好
き
な
言
葉
は
、「
日
本
語
」で
す
。
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日
本
語
学
習
を
、七
年
続
け
て
、楽
し
さ
が
多
く
な
っ
た
！

～
日
本
語
に
対
し
て
の
熱
意
は
、さ
ほ
ど
な
か
っ
た
が
…
…
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
✿
ゾ
ウ
・
チ
ェン
ジ
ン（
名
古
屋
大
学　

22
歳
）

「
日
本
語
学
習
の
難
し
さ
や
楽
し
さ
」を
上
手
に
言
葉
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
多
く
の
日
本

語
学
習
者
に
と
っ
て
ジ
レ
ン
マ
だ
と
思
う
。
私
も
そ
の
中
の
一人

で
あ
る
。
ど
の
言
語
で
も
、
誰
で
も

最
初
か
ら
流
暢
に
話
せ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
日
本
語
で
も
同
じ
だ
。

私
は
、
中
国
で
生
れ
、
5
歳
の
時
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
移
住
し
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
バ
イ
リ
ン
ガ
ル

だ
っ
た
。
中
国
語
は
母
語
で
あ
り
、
英
語
は
学
校
や
公
文
教
室
を
通
し
て
学
習
し
た
。
母
は
当
時
、
公

文
で
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
、
日
本
へ
の
出
張
が
多
か
っ
た
。
私
も
そ
の
影
響
で
日
本
に
興
味
を
持
ち

始
め
た
。
15
歳
の
こ
ろ
、
母
の
勧
め
で「
日
本
語
学
校
」に
通
い
始
め
た
。
ア
ニ
メ
や
漫
画
が
好
き
だ
っ
た
が
、
特
に
大
き
い
希
望

が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
日
本
語
を
学
習
し
よ
う
と
し
た
。

日
本
語
を
ど
う
い
う
風
に
習
得
し
た
か
、
は
自
分
で
も
ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。「
ひ
ら
が
な
」か
ら「
漢
字
」ま
で
、
自

然
に
学
習
で
き
た
。
自
分
を
優
等
生
と
思
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
日
本
語
ク
ラ
ス
で
は
か
な
り
優
秀
だ
っ
た
。
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
が
故
に
、
な
ぜ
か
日
本
語
学
習
が
早
く
進
ん
だ
。
し
か
し
、
自
分
の
日
本
語
に
対
し
て
の
熱
意
は
ま
だ
さ
ほ
ど
な
く
、
放
課

後
の
習
い
事
の
ノ
リ
で
通
っ
て
い
た
感
じ
だ
っ
た
。「
日
本
語
学
習
の
楽
し
さ
」を
感
じ
た
の
は
、
日
本
語
能
力
試
験
一
級
に
合
格

し
た
時
だ
。
そ
の
時
、
ま
だ
成
績
や
授
業
の
評
価
し
か
注
目
し
な
か
っ
た
。
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大
学
の
こ
と
を
考
え
る
頃
、
文
部
科
学
省
の
奨
学
金
が
あ
り
、
急
に
日
本
の
大
学
に
行
き
た
い
と
い
う
願
望
が
わ
い
て
き
た
。
初

め
て
自
分
か
ら
積
極
的
に
日
本
語
を
勉
強
し
、
目
標
に
向
け
て
何
か
月
も
努
力
し
た
。
文
部
科
学
省
の
奨
学
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
、
2
0
2
0
年
に
、
留
学
生
の
予
備
教
育
の
た
め
東
京
外
国
語
大
学
に
来
た
。
そ
し
て
、
初
め
て「
日
本
語
学
習
の
難
し
さ
」

を
感
じ
た
。
日
本
語
学
校
で
会
話
を
あ
ま
り
練
習
し
な
か
っ
た
た
め
、
人
前
で
日
本
語
を
話
す
の
が
非
常
に
苦
痛
だ
っ
た
。
ま
た
、

専
門
的
な
こ
と
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
英
語
で
も
難
し
い
の
に
、
日
本
語
で
は
不
可
能
と
い
う
感
触
だ
っ
た
。
東

京
外
国
語
大
学
で
の
1
年
間
は
、
私
に
と
っ
て
非
常
に
大
切
な
時
間
だ
っ
た
。「
高
慢
な
自
分
」に
日
本
語
学
習
の
難
し
さ
を
教
え

て
く
れ
た
。
ま
た
、
留
学
生
た
ち
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
日
本
語
学
習
の
楽
し
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

2
0
2
1
年
か
ら
名
古
屋
大
学
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
人
と
関
わ
る
場
面
が
倍
に
増
え
た
。
よ
く
、「
日
本
語
が
上

手
」と
言
わ
れ
る
が
、
私
は
常
に
頭
の
中
で
は「
ま
だ
、
上
達
の
余
地
が
あ
る
」と
思
っ
て
い
た
。
来
日
し
て
か
ら
、
様
々
な
国
か

ら
の
留
学
生
と
友
達
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。「
私
は
何
と
い
う
浅
い
理
由
で
日
本
語
を
始
め
た
の
だ
」と
ふ
と
思
っ
た
。
自
分
よ

り
努
力
し
て
き
た
人
へ
の
憧
れ
も
あ
り
、
少
し
劣
等
感
も
感
じ
た
。

今
ま
で
の
私
は
、
両
親
、
留
学
生
の
友
達
、
先
生
と
い
う
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て
き
た
。
日
本
語
学
習
は
難
し
い
け
れ
ど
、
7

年
も
続
け
た
ら
、
難
し
さ
よ
り
断
然
楽
し
さ
が
多
く
な
っ
た
。
私
み
た
い
に
、
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
の
は
必
ず
し
も
気
高
い
志

が
な
く
て
も
い
い
。
私
の
大
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
漫
画『
ハ
イ
キ
ュ
ー
』の
セ
リ
フ
で
言
う
と
、「
何
か
を
始
め
る
の
に“
揺
る
ぎ
な

い
意
志
”と
か
、“
崇
高
な
動
機
”な
ん
て
無
く
て
い
い
」。

私
は
、
最
初
に
日
本
語
を
始
め
た
自
分
を
思
い
出
し
て
、
よ
り
一
層
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
学
院
に
進
み
、

専
門
知
識
を
身
に
付
け
て
、「
日
本
語
」を
通
じ
て
日
本
と
母
国
の「
架
け
橋
」に
な
り
た
い
、
と
思
っ
て
い
る
。
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ス
リ
ラ
ン
カ
の
大
臣
が「
日
本
の
分
割
」を
救
っ
た
！

～
日
本
の「
農
業
機
械
化
と
意
識
」の
ご
指
導
を
！
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ス
リ
ラ
ン
カ
✿
イ
ノ
ー
カ
・
ラ
サ
ン
テ
ィ
カ
・
ダ
サ
ナ
ヤ
カ（
日
本
語
学
習
塾　

28
歳
）

「
憎
悪
は
憎
悪
に
よ
っ
て
止
ま
る
こ
と
は
な
く
、
慈
愛
に
よ
っ
て
止
ま
る
」と
は
仏
陀
の
言
葉
で
る
。「
そ

れ
は
そ
う
だ
よ
ね
」と
考
え
て
も
、
こ
の
言
葉
が「
日
本
と
ス
リ
ラ
ン
カ
」に
関
係
が
あ
る
こ
と
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。
第
二
次
世
界
大
戦
敗
戦
後
の
1
9
5
1
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
会
議
で
、「
日

本
分
割
占
領
案（
ア
メ
リ
カ
、
ソ
連
な
ど
戦
勝
国
5
カ
国
が
日
本
を
分
割
し
て
植
民
地
化
す
る
案
）」が
検
討
さ
れ
た
。
し

か
し
、
ス
リ
ラ
ン
カ
（
当
時
、
セ
イ
ロ
ン
）
の
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
大
臣
（
そ
の
後
、
大
統
領
に
就
任
）
氏
は「
戦
争

に
負
け
た
日
本
に
も
う
一
度
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
、
日
本
を
独
立
国
家
と
し
て
国
際
社
会
の
一
員
と
し

て
受
け
入
れ
る
べ
き
だ
。
憎
悪
は
憎
悪
に
よ
っ
て
止
ま
る
こ
と
は
な
く
、
慈
愛
に
よ
っ
て
止
ま
る
」と
戦
勝
国
に
対
し
て
ス
ピ
ー

チ
を
行
っ
た
。

こ
の
ス
ピ
ー
チ
に
よ
っ
て
、
戦
勝
国
は「
日
本
分
割
占
領
」の
考
え
を
変
え
て
、
日
本
は
分
割
さ
れ
ず
に
済
ん
だ
と
い
う
。
そ
の

背
景
に
は
、
同
じ
ア
ジ
ア
の
日
本
に
対
す
る
深
い
尊
敬
の
念
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。

ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
大
臣
の
演
説
が
な
け
れ
ば
、
今
の
日
本
の
存
在
は
変
わ
っ
て
い
た
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
ま
た
、

ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
大
臣
は
日
本
を
愛
し
て
い
た
人
物
で
、「
死
後
、
片
方
の
眼
の
角
膜
を
ス
リ
ラ
ン
カ
人
に
、
も
う
片
方
の
角
膜
を

日
本
人
に
提
供
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
遺
言
を
残
し
て
亡
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、「
ス
リ
ラ
ン
カ
と
日
本
」の
絆
が
結
ば
れ
た
。
そ

の
時
か
ら
、
ス
リ
ラ
ン
カ
と
日
本
の
外
交
関
係
は
深
い
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
セ
イ
ロ
ン
紅
茶
は
日
本
で
も
大人

気
だ
。
多
く
の
日
本
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人
観
光
客
が
ス
リ
ラ
ン
カ
を
観
光
で
訪
れ
る
。

日
本
か
ら
ス
リ
ラ
ン
カ
へ
の
支
援
で
、
両
国
は
強
い
関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
。

私
は
、
サ
バ
ラ
ガ
ム
ワ
大
学
で
日
本
語
を
専
攻
し
、
2
0
1
7
年
、
埼
玉
大
学
で
一
年
間
留
学
し
た
。
日
本
語
は
9
年
ぐ
ら
い

勉
強
し
、
色
々
な
面
で
、
日
本
へ
の
関
心
は
高
い
。

ス
リ
ラ
ン
カ
は
小
さ
な
島
国
で
、
現
在
、
経
済
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
自
然
災
害
の
影
響
な
ど
が
あ
ま
り
な
い
ス
リ
ラ
ン
カ

は
、
昔
は
、「
東
の
穀
倉
」と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
ス
リ
ラ
ン
カ
は
農
業
が
豊
か
な
国
だ
。

「
美
味
し
く
」、「
健
康
的
で
」、「
安
心
・
安
全
」な
稲
作
な
ど
、
日
本
農
業
は
魅
力
的
だ
。
ス
リ
ラ
ン
カ
も
、
農
業
の
面
で
も
豊

か
な
国
に
な
る
た
め
に
、
日
本
は
、「
技
術
的
に
高
度
な
農
業
」を
ス
リ
ラ
ン
カ
に
紹
介
し
て
も
ら
い
た
い
。
ス
リ
ラ
ン
カ
は
、
農

地
面
積
は
広
い
が
、
農
業
の
機
械
化
が
進
ん
で
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
苦
労
し
て
収
穫
し
た
作
物
が
市
場
の
要
求
に
応
え
ら
れ
な

い
。
人
の
労
力
が
無
駄
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
適
切
な
機
械
化
、
農
業
技
術
や
人
々
の
農
業
に
対
す
る
姿
勢
な
ど
が
、
日
本
の
よ

う
に
な
れ
ば
、
と
い
つ
も
考
え
ま
す
。

日
本
の
農
業
生
産
で
私
が
一
番
気
に
入
っ
て
い
る
の
は
、「
同
じ
作
物
を
使
っ
て
多
様
な
製
品
を
作
っ
て
味
わ
っ
て
い
る
」こ
と

だ
。
例
え
ば
、「
桜
」だ
っ
た
ら
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
や
サ
ク
ラ
ン
ボ
ジ
ュ
ー
ス
、
桜
の
葉
っ
ぱ
を
巻
い
た
お
餅
や
お
菓
子
な
ど
だ
。
ス

リ
ラ
ン
カ
に
も
多
種
多
様
な
果
物
や
野
菜
が
豊
か
で
、
そ
れ
ら
か
ら
た
く
さ
ん
の
食
製
品
が
生
ま
れ
る
は
ず
だ
。
そ
の
た
め
の
指

導
や
適
当
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
必
要
な
時
期
だ
。

ス
リ
ラ
ン
カ
が
経
済
的
に
強
く
な
る
た
め
に
、
農
業
の
発
展
が
最
も
効
果
的
だ
と
思
う
の
で
、
一生

懸
命
に
頑
張
っ
て
い
る
日

本
の
姿
を
ス
リ
ラ
ン
カ
で
頑
張
っ
て
い
る
農
家
に
も
説
明
さ
せ
て
彼
ら
の
意
識
改
革
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
、
と
思
っ
て
い

る
。
日
本
の
ご
指
導
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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❖ 〝
七
転
び
八
起
き
〟で
頑
張
っ
た
！

～「
物
語
」を
作
っ
て
、漢
字
は
覚
え
た
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

イ
ン
ド
✿
バ
ビ
ヤ
・
ラ
ジ
ェ
シ
ュ（
日
本
語
通
訳
者　

37
歳
）

少
な
く
と
も
、
私
が
大
学
生
ま
で
は
日
本
語
の
勉
強
を
し
て
い
る
人
を
見
た
こ
と
が
な
く
、
興
味
を

持
つ
き
っ
か
け
や
目
的
な
ど
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
大
学
を
卒
業
し
た
後
、
私
は
、

イ
ン
ド
南
部
・
バ
ン
ガ
ル
ー
ル
に
あ
る
日
本
企
業
の「
ト
ヨ
タ
」に
就
職
し
ま
し
た
。
会
社
で
は
、
毎
日
、

み
ん
な
が
、
ど
の
よ
う
に
働
く
か
を
観
察
し
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
日
本
人
の
上
司
は
献
身
的
に
仕

事
を
し
、
時
間
管
理
も
す
ば
ら
し
く
、
そ
の
上
、
と
て
も
親
切
で
あ
る
こ
と
に
、
強
く
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。

そ
し
て
、
私
も
そ
の
上
司
の
よ
う
に
完
璧
な
仕
事
が
し
た
い
と
思
っ
た
の
が
、
私
が
日
本
語
を
勉
強
し
始
め
た
動
機
で
す
。

大
学
で
は
3
年
間
、
日
本
語
を
勉
強
し
ま
し
た
。
初
め
は
、
簡
単
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
難
し
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
特
に
、
漢
字
を
覚
え
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。
何
回
も
漢
字
を
書
い
て
練
習
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
漢
字
を
覚
え
る
た
め
、

物
語
を
作
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
男
」と
い
う
漢
字
は「
田
＋
カ
」で
、「
田
ん
ぼ
で
働
く
に
は
力
が
必
要
で
す
。
男
は
こ
の
力
を

持
っ
て
い
ま
す
」。
ま
た
、「
嵐
」と
い
う
漢
字
は「
山
＋
風
」で
、「
山
に
強
い
風
が
吹
く
」と
、「
嵐
」に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
物
語
を
作
っ
て
漢
字
を
覚
え
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
先
輩
た
ち
か
ら
、
日
本
語
の
本
を
た
く
さ
ん
読
む
こ
と
を
す
す
め
ら
れ
実
践
し
ま
し
た
。

大
学
の
時
、
私
の
日
本
語
レ
ベ
ル
は
、
モ
サ
イ
（
M
O
S
A
I
＝
イ
ン
ド
文
部
省
留
学
生
協
会
）
の
日
本
語
上
級
コ
ー
ス
試
験
ス
コ
ア
基
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準
に
達
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
私
は
い
ろ
い
ろ
な
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
見
て
勉
強
し
、
試
験
の
準
備
を
し
ま
し
た
。
独

学
で
、
日
本
語
能
力
試
験
N
3
に
合
格
し
ま
し
た
。
私
は
ひ
た
す
ら
日
本
語
の
勉
強
を
続
け
、
日
本
の
財
団
が
主
催
す
る「
日
本

語
の
文
化
コ
ー
ス
」と「
日
本
語
教
師
養
成
講
座
」に
も
参
加
し
、
修
了
証
も
も
ら
い
ま
し
た
。

私
が
頑
張
り
続
け
ら
れ
た
の
は
、『
七
転
び
八
起
き
』と
い
う
こ
と
わ
ざ
を
信
じ
て
い
た
か
ら
で
す
。

私
は
今
、
日
本
語
通
訳
者
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
日
本
語
を
学
ぶ
上
で
、
文
化
の
違
い
や
共
通
点
を
見
つ
け
る
こ
と
も
面
白

い
と
思
い
ま
す
。

私
が
生
ま
れ
た
南
イ
ン
ド
の
お
祭
り
や
文
化
は
、
日
本
の
お
祭
り
や
文
化
に
似
て
い
ま
す
。
南
イ
ン
ド
の「
ナ
ヴ
ァ
ラ
ト
リ
」

は
、
日
本
の「
雛
祭
り
」に
似
て
い
ま
す
。
女
の
子
の
健
や
か
な
成
長
と
幸
せ
を
願
う
た
め
の
お
祭
り
を
し
ま
す
が
、
日
本
で
も
同

じ
で
す
。
さ
ら
に
、
南
イ
ン
ド
に
は
伝
統
的
な
演
劇
芸
術
の「
ヤ
ク
シ
ャ
ガ
ナ
」が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
日
本
の「
歌
舞
伎
」

に
似
て
い
ま
す
。

南
イ
ン
ド
文
化
と
日
本
の
文
化
が
ど
う
し
て
似
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
将
来
、
そ
れ
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
ま
た
、
日
本
語
の
勉
強
を
し
て
い
る
イ
ン
ド
人
学
生
た
ち
に
、
も
っ
と
日
本
人
と
た
く
さ
ん
話
を
す
る
機
会
を
作
り
た
い

で
す
。
そ
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
私
は
さ
ら
に
日
本
語
学
習
を
深
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

イ
ン
ド
の
若
者
の
間
で
は
、
日
本
の
ア
ニ
メ
が
人
気
で
す
が
、
私
は
ド
ラ
マ
が
大
好
き
で
す
。
特
に「
ド
ク
タ
ー
X
の
大
門
先

生
」が
好
き
で
大
フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
彼
女
の
自
信
に
敬
服
し
、
い
つ
か
彼
女
の
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
、
こ
れ
か
ら

も
日
本
語
の
勉
強
を
頑
張
り
ま
す
！　
日
本
人
の
皆
様
、
こ
れ
か
ら
も
、
そ
ん
な
日
本
語
学
習
者
を
一人

で
も
多
く
応
援
し
て
く

だ
さ
い
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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人
生
を
豊
か
に
し
て
く
れ
た「
日
本
語
」に
感
謝
！

～
日
本
語
の
勉
強
で
、「
多
く
の
扉
」が
開
か
れ
た
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
✿
ト
リ
ッ
プ
・
ラ
ズ（
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
学　

21
歳
）

「
あ
り
が
と
う
」―
―
も
し「
日
本
語
」が
一人

の
人
間
と
し
て
目
の
前
に
現
れ
た
と
し
た
ら
、
そ
う
声

を
か
け
る
で
し
ょ
う
。
日
本
語
は
僕
の
人生

に
お
い
て
と
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
言
語

を
学
ぶ
中
で
挑
戦
し
、
刺
激
を
受
け
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
新
し
い
機
会
と
経
験
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。

日
本
語
と
の
出
会
い
は
、
子
供
の
頃
、
岐
阜
県
に
住
ん
で
い
る
遠
い
親
戚
の
人
に
、
ア
メ
リ
カ
で
会
っ

た
時
で
し
た
。
親
戚
で
あ
る
相
手
と
う
ま
く
会
話
が
で
き
な
か
っ
た
僕
は
悔
し
く
て
、
そ
の
時
初
め
て

日
本
語
を
勉
強
し
よ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。
あ
の
時
か
ら
十
数
年
が
経
ち
、
大
学
に
入
っ
て
日
本
語
を
勉
強
し
始
め
ま
し
た
。

当
初
、
日
本
語
を
学
ぶ
の
は
大
変
な
こ
と
で
し
た
。
平
仮
名
や
漢
字
の
書
き
方
は
今
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
も
の
で
、
文

法
も
あ
り
え
な
い
ほ
ど
複
雑
に
思
え
た
か
ら
で
す
。
最
初
は「
あ
り
が
と
う
」す
ら
、
分
か
ら
な
か
っ
た
僕
で
す
が
、
学
べ
ば
学
ぶ

ほ
ど
夢
中
に
な
る
自
分
に
気
付
き
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
上
達
し
、
挑
戦
す
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。
授
業
以
外
の
勉
強
時

間
も
増
や
し
て
、
言
語
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
文
化
や
歴
史
に
も
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
へ
の
興
味
が
増
し
て
き
た
僕
は
新
学
年
を
迎
え
、
言
語
へ
の
理
解
を
更
に
深
め
る
た
め
に
、
専
攻
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
か

ら「
日
本
語
」に
変
え
ま
し
た
。
家
族
の
事
情
で
休
学
し
た
時
も
毎
日
、
練
習
を
続
け
て
、
語
学
力
の
向
上
と
と
も
に
段
々
と
会
話

の
や
る
気
と
自
信
が
つ
い
て
き
ま
し
た
。
大
学
二
年
目
が
始
ま
っ
て
か
ら
一
週
間
足
ら
ず
で
、
同
い
年
の
日
本
人
の
友
達
が
で
き
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ま
し
た
。
彼
の
存
在
は
、
会
話
の
練
習
相
手
に
と
ど
ま
ら
ず
、
私
の
日
本
に
対
す
る
理
解
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
彼
と

接
す
る
中
で
、
教
科
書
や
先
生
の
口
か
ら
し
か
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
日
本
社
会
の
根
底
に
あ
る「
深
い
敬
意
と
礼
儀
正
し

さ
」を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。

ま
た
、
彼
は
交
流
会
や
剣
道
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
日
本
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
に
招
待
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
知
り
合
っ
た
新
し

い
友
達
た
ち
が
教
え
て
く
れ
た
日
本
の
音
楽
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
映
画
な
ど
、
日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
は
独
自
の
美
し
さ
と

複
雑
さ
を
も
っ
て
お
り
、
ど
れ
も
魅
力
的
な
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
い
つ
か
、
日
本
に
行
き
、
日
本
文
化
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
り
な

が
ら
、
学
ん
だ
言
語
を
実
社
会
で
実
践
し
た
い
と
い
う
思
い
が
溢
れ
て
き
ま
し
た
。

最
近
、
私
の
生
活
に
転
機
が
訪
れ
ま
し
た
。
新
し
い
フ
ラ
ッ
ト
（
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
）
に
引
っ
越
し
た
の
で
す
が
、
幸
運
に
も
4
人
の

日
本
人
と
生
活
す
る
こ
と
に
な
り
、
日
々
新
し
い
日
本
人
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
ア
ニ
メ
を
一
緒
に
見

て
、
彼
ら
と
一
緒
に
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
日
本
の
料
理
を
一
緒
に
作
っ
て
、
そ
の
中
で
分
か
ら
な
い
言
葉
を
友
だ
ち
に
聞

く
こ
と
で
、
日
々
私
の
日
本
語
の
レ
ベ
ル
が
上
達
し
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。

よ
り
多
く
の
日
本
人
と
話
を
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
最
近
で
は
言
語
交
換
の
ア
プ
リ
も
使
用
し
て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
は
現
在
多
く
の
日
本
人
の
留
学
生
が
い
る
の
で
、
そ
こ
で
の
新
し
い
出
会
い
も
あ
り
ま
し
た
。
新
し
い
課
題
も
見
つ
か
り

ま
し
た
。
留
学
生
の
中
に
は
英
語
が
ま
だ
ま
だ
な
方
も
多
く
、
そ
の
方
た
ち
と
話
す
際
に
、
日
本
語
を
調
べ
そ
の
友
達
に
伝
え
る

こ
と
で
自
分
の
成
長
に
も
繫
が
り
、
友
達
も
自
分
に
新
し
い
日
本
語
を
伝
え
よ
う
と
英
語
を
勉
強
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
お

互
い
に
成
長
で
き
る
環
境
が
出
来
ま
し
た
。

日
本
語
を
勉
強
す
る
こ
と
で
、「
多
く
の
扉
」が
開
か
れ
ま
し
た
。
人生

を
豊
か
に
し
て
く
れ
た「
日
本
語
」に
心
の
底
か
ら
感

謝
を
し
て
い
ま
す
。
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❖ 「
地
震
の
国
」と
し
て
運
命
を
共
有
、援
助
に
感
謝

～「
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
事
件
」後
、関
係
強
化
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ト
ル
コ
✿
ウ
メ
ル
・
カ
ル
カ
ン（
ア
ン
カ
ラ
社
会
科
学
大
学
外
国
語
学
部
翻
訳
通
訳
学
科
日
本
語
翻
訳
通
訳
専
攻
二
年
生　

19
歳
）

私
は
子
供
の
頃
か
ら
、
日
本
の
お
も
ち
ゃ
が
大
好
き
で
し
た
。
特
に『
ベ
イ
ブ
レ
ー
ド
』と
い
う
ア
ニ

メ
も
人
気
が
あ
っ
た
ベ
ー
ゴ
マ
が
お
気
に
入
り
で
し
た
。
ア
ニ
メ
は
と
て
も
楽
し
く
感
動
的
で
、
学
校

の
休
み
時
間
に
も
友
達
と
一
緒
に
ベ
ー
ゴ
マ
を
ぶ
つ
け
合
っ
て
遊
び
ま
し
た
。
そ
の
時
の
楽
し
さ
か
ら
、

日
本
人
は「
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
お
も
ち
ゃ
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
賢
い
」と
い
う
印
象
を
持

ち
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
子
供
の
頃
か
ら
日
本
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

19
歳
の
若
者
で
も
、
子
供
の
頃
か
ら
ア
ニ
メ
を
通
じ
て
日
本
文
化
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
ほ
ど
、
日
本

文
化
が
ト
ル
コ
で
人
気
が
あ
り
ま
す
。

日
本
と
ト
ル
コ
は
地
理
的
に
は
遠
く
離
れ
て
い
ま
す
が
、
過
去
か
ら
現
在
ま
で
の
交
流
は
、
一
部
の
言
葉
や
表
現
が
生
ま
れ
る

ほ
ど
深
く
な
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
ト
ル
コ
語
で
勤
勉
さ
や
規
律
正
し
さ
を
表
す
た
め
に「
日
本
人
の
よ
う
に
働
く
」と
い
う

表
現
が
使
わ
れ
ま
す
。
同
様
に
、
日
本
人
の
教
育
や
知
識
に
対
し
て
、「
日
本
の
頭
脳
」と
い
う
表
現
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
私

が
子
供
の
頃
か
ら
聞
い
て
き
た
表
現
で
す
。

ト
ル
コ
の
若
者
は
日
本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
着
物
に
似
た
衣
服
や
日
本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル

の
商
品
を
販
売
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
が
ト
ル
コ
で
も
増
え
て
い
ま
す
。
ア
ニ
メ
や
ド
ラ
マ
、
映
画
な
ど
か
ら
日
本
の
フ
ァ
ッ
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シ
ョ
ン
を
知
っ
て
、
日
本
語
に
も
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
名
前
を
カ
タ
カ
ナ
で
書
い
た
り
、
日
本
語
の
知

識
に
つ
い
て
、
多
く
の
若
者
か
ら
質
問
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ト
ル
コ
の
公
立
大
学
の
日
本
語
学
科
は
、「
日
本
語
を
学
び

た
い
」学
生
や
、
日
本
文
化
に
興
味
を
持
つ
学
生
に
重
要
な
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
学
生
は
、
日
本
語
や
日
本
文
化
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
日
本
に
関
す
る
知
識
を
持
っ
た
人
材
が
育
成
さ
れ
…
…
ト
ル
コ
に
お
け
る
日
本
の
認
知
度
は
向

上
し
て
い
ま
す
。
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
も
増
え
て
、
ト
ル
コ
の
若
者
が
箸
を
使
っ
て
食
事
を
す
る
こ
と
が
、
も
は
や
珍
し
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ト
ル
コ
人
は
、
歴
史
の
授
業
で
も
教
え
ら
れ
る「
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
事
件
」に
よ
っ
て
、
常
に
親
日
的
な
姿
勢
を
と
っ
て

い
ま
す
。
1
8
9
0
年
に
起
こ
っ
た
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
事
件
で
は
、
日
本
の
和
歌
山
県
串
本
港
に
停
泊
し
て
い
た
と
い
う

オ
ス
マ
ン
帝
国
に
属
す
る
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
が
台
風
に
よ
り
沈
没
し
、
5
8
7
人
の
オ
ス
マ
ン
海
軍
兵
士
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

事
件
の
後
、
日
本
帝
国
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
の
関
係
が
強
化
さ
れ
、
両
国
の
文
化
的
・
商
業
的
な
結
び
付
き
が
生
ま
れ
、
日
本
帝

国
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
の
関
係
が
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
、
ト
ル
コ
と
日
本
の
両
国
が
地
震
が
多
い
国
と
し
て
相
互
支
援
し
、
友
好
的
な
関
係
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
地
震

専
門
家
の
ト
ル
コ
で
の
活
動
は
メ
デ
ィ
ア
で
非
常
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
震
に
関
す
る
知
識
を
強
化
し
、
備
え
る
た
め
に
も
、

ト
ル
コ
は
日
本
と
の
関
係
を
一
層
強
化
す
る
方
向
で
進
ん
で
い
ま
す
。

歴
史
的
に
も
ト
ル
コ
の
味
方
と
し
て
の
日
本
は
、
ト
ル
コ
人
の
間
で
常
に
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
、
ト
ル
コ
語
に「
日
本
」に
関
す

る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
表
現
が
生
ま
れ
ま
し
た
。「
地
震
の
国
」と
し
て
同
じ
運
命
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ト
ル
コ
の
人
々
は
日

本
人
に
対
し
て
共
感
を
抱
き
、
日
本
か
ら
の
援
助
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
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好
き
な「
こ
と
わ
ざ
」は「
十
人
十
色
」

～
3
年
前
、沖
縄
に
来
て
か
ら「
日
本
語
」を
勉
強
！
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

イ
ス
ラ
エ
ル
✿
ウ
ェベ
ル
・
ナ
タ
ー
リ
ヤ
（
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
博
士
課
程
・
認
知
科
学　

35
歳
）

私
が
日
本
語
を
学
ぶ
理
由
は
、
留
学
し
て
き
た
沖
縄
の
地
元
の
人
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
、
理
解
す
る
た
め
で
す
。
2
0
2
0
年
1
月
に
、
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
博
士
課
程（
理
論
科
学
）

に
留
学
す
る
た
め
日
本
に
来
た
時
、
私
は
全
く
日
本
語
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
発
生
初
期

で
し
た
が
、
日
本
で
の
生
活
が
始
ま
る
と
、
日
本
語
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
私
で
す
が
、
周
り
の
サ
ポ
ー

ト
で
何
と
か
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
で
生
活
し
て
い
る
う
ち
に
、「
早
く
沖
縄
の
人
た
ち
と
話
し

て
、
彼
ら
の
本
当
の
気
持
ち
を
知
り
た
い
」と
思
い
ま
し
た
。

日
本
語
の
文
章
は
、
翻
訳
な
ど
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
使
用
し
て
確
か
め
て
い
ま
す
。

私
は
読
書
が
好
き
な
の
で
、
本
な
ど
を
読
む
こ
と
で
、
日
本
語
を
早
く
学
べ
る
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
間
違
っ
て
い
ま
し

た
。
内
容
の
ほ
と
ん
ど
が
絵
で
あ
る
マ
ン
ガ
を
読
ん
で
も
、「
漢
字
」を
知
ら
な
け
れ
ば
非
常
に
難
し
い
で
す
。「
漢
字
」を
知
る
こ

と
が
日
本
文
化
の
鍵
で
す
。

大
学
院
で
は
、『
G
e
n
k
i
』と
い
う
教
科
書
を
使
っ
て
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
初
め
は
、
こ
の
教
科
書
で
日
本
語
を

勉
強
す
る
こ
と
が
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
失
望
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
教
科
書
で
は
、
最
初
に「
単
語
」を
学
び
ま
す

が
、「
熟
語
」は
後
で
習
い
ま
す
。
単
語
と
そ
の
熟
語
を
別
々
に
学
ぶ
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
教
科
書
で
、
漢
字
の
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学
習
順
序
が
ど
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
た
の
か
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
で
漢
字
を
勉
強
し
よ
う
、
と
決
め
ま
し
た
。

そ
の
時
、
私
は
好
き
な
日
本
語
の「
こ
と
わ
ざ
」に
出
会
い
ま
し
た
。
そ
れ
は「
十
人
十
色
」で
す
。
こ
れ
は
、「
人
々
は
、
そ
れ

ぞ
れ
独
自
の
見
方
や
感
じ
方
を
持
っ
て
い
る
」と
い
う
意
味
で
す
。
私
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
他
の
人
が
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

か
を
見
た
り
、
ア
プ
リ
を
使
っ
て
み
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
試
し
て
み
ま
し
た
。

漢
字
は
複
雑
に
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
美
し
い
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
漢
字
を
学
ぶ
一
般
的
な
方
法
の
一
つ
は
、
記

憶
術
を
使
う
こ
と
で
す
。
漢
字
の
部
首
の
意
味
を
見
て
、
そ
の
漢
字
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
り
出
し
ま
す
。

黒
澤
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
憲
子
著『
英
語
話
者
の
た
め
の
漢
字
絵
解
き
書（T

he Key to K
anji

）』に
、
面
白
い
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま

し
た
。「
歴
」の
意
味
は「
歴
史
」で
す
。
古
い
形
で
は
、
上
の「
厤
」は
稲
の
植
物「
禾
」を
描
い
て
お
り
、
現
在
の「
木
」に
置
き

換
わ
っ
て
い
ま
す
。
屋
根
の
下
に「
厂
」で
き
れ
い
に
掛
け
ら
れ
て
乾
燥
し
て
い
ま
す
。
下
部
に
あ
る「
止
」は「
足
」を
示
し
、
順

序
正
し
く
多
く
の
停
留
所
が
あ
る
道
を
歩
く
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。「
歷
」と
い
う
字
は
、
一
つ
一
つ
数
え
ら
れ
る
多
く
の
収
穫

の
季
節
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
意
味
は
と
て
も
き
れ
い
で
す
。

学
生
は
、
古
代
の
形
が
意
味
の
直
接
的
な
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
時
代
か
ら
現
在
の
形
ま
で
、
漢
字
の
歴
史
的
な
発
展
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
漢
字
の
真
の
意
味
を
教
え
ら
れ
れ
ば
、
学
生
た
ち
は
、
漢
字
の
学
習
を
よ
り
早
く
進
め
る
こ
と
が

で
き
、
日
本
語
学
習
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
文
化
や
歴
史
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
N
2
ま
た
は
N
1
の
日
本
語
能
力
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
は
、
日
本
語
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
の
資

格
と
な
り
ま
す
。
日
本
滞
在
期
間
に
、
そ
の
レ
ベ
ル
ま
で
到
達
で
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
十
人
十
色
」で
す
。
ま
だ
、

日
本
語
を
学
ぶ
方
法
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
少
し
ず
つ
、
私
の
ペ
ー
ス
で
上
達
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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私
の
人
生
を
変
え
て
く
れ
た「
日
本
語
」

～
日
本
語
教
育
の「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」と「
言
語
学
校
」設
立
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ブ
ラ
ジ
ル
✿
フ
イ
ジ
オ
・
サ
ラ
・
ロ
ン
ガ
ッ
ト
（
言
語
学
校
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

31
歳
）

私
は
ブ
ラ
ジ
ル
と
ウ
ル
グ
ア
イ
の
ハ
ー
フ
で
す
。
日
本
と
の
繫
が
り
は
2
0
0
5
年
に
始
ま
り
ま
し

た
。
母
の
仕
事
（
パ
ウ
ロ
・
フ
レ
イ
レ
地
域
学
校
の
校
長
）の
関
係
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
た
く
さ
ん
い
る
愛
知
県

豊
田
市
に
行
き
ま
し
た
。
3
年
だ
け
い
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
日
本
で
の
生
活
、
言
語
や
文
化
に
強
い

魅
力
を
感
じ
、
結
局
ビ
ザ
を
何
回
も
延
長
し
、
10
年
間
、
日
本
に
住
み
ま
し
た
。
愛
知
県
立
大
学
の
外

国
語
学
部
英
米
学
科
を
卒
業
し
、
帰
国
し
た
後
も
、
J
I
C
A
（
国
際
協
力
機
構
）に
就
職
し
た
り
、
日
本

語
を
教
え
た
り
し
ま
し
た
。

両
親
が
教
師
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
幼
い
頃
か
ら
教
育
に
関
心
が
あ
り
、
今
で
も「
教
育
」に
恋
に
落
ち
て
い
ま
す
。
大
学
で
は
、

人
は
ど
う
す
れ
ば
楽
し
く
外
国
語
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か
、
に
つ
い
て
研
究
し
、
2
0
1
2
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
人
向
け
の
日
本
語

教
育
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
文
法
、
語
彙
や
文
字
（
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
、
漢
字
）
を
無
料
で

教
え
、
現
在
22
万
人
の
登
録
者
を
集
め
て
い
ま
す
。
こ
の
経
験
を
通
し
て
、
こ
れ
だ
け
日
本
に
興
味
が
あ
る
人
・
日
本
に
新
し
い

チ
ャ
ン
ス
を
探
す
人
が
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
日
本
で
経
験
し
た
こ
と
を
ビ
デ
オ
で
通
信
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
に
主
な
仕
事
を「
日
本
語
教
師
」と
決
め
、
同
僚
と
、
夢
で
あ
っ
た「M

irai Idiom
as

」と
い
う「
言
語
学
校
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
対
面
授
業
で
は
な
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
ブ
ラ
ジ
ル
だ
け
で
な
く
、
世
界
中
の
学
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習
者
に
日
本
語
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
生
徒
が
ま
す
ま
す
増
え
、
教
え
方
、
指
導
の
仕
方
な
ど
に
つ
い

て
、
毎
日
考
え
な
が
ら
一生

懸
命
、
学
校
経
営
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

教
師
で
あ
る
か
ら
こ
そ
教
え
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
、
趣
味
と
し
て
の
気
持
ち
で
、
楽
し
く
自
分
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
私

に
は
、「
日
本
語
」は
一
つ
の「
言
語
」だ
け
で
は
な
く
、「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」で
す
。
日
本
語
を
学
ぼ
う
と
思
っ
た
ら
、
文
化
や

習
慣
も
勉
強
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
す
。
い
く
ら
日
本
語
や
漢
字
が
上
手
で
も
、
日
本
人
の
振
る
舞
い
な
ど
を
観
察
し
な
い
と
、
ナ

チ
ュ
ラ
ル
で
流
暢
に
日
本
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な
る
の
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

「
日
本
語
」は
伝
統
的
な
文
化
や
習
慣
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
長
い
歴
史
の
あ
る
言
語
だ
と
思
い
ま
す
。
帰
国
し
て
8
年
間
に
な
り

ま
す
が
、
気
づ
い
た
の
は
、
日
本
語
は
私
の
人生

を
変
え
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。
日
本
語
を
習
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い

文
化
を
身
に
着
け
る
こ
と
が
で
き
、
視
野
も
広
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ひ
と
そ
れ
ぞ
れ
の「
違
い
」
は
悪
い
こ
と
で
は
な
く

「
違
い
」が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
素
晴
ら
し
く
綺
麗
な
世
界
が
あ
る
、
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
人
の
血
は
体
の
中
に
流

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
血
よ
り
深
い
繫
が
り
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

今
年
の
２
月
に
念
願
の
妊
娠
を
し
ま
し
た
。
将
来
、
自
分
の
子
ど
も
に「
私
が
日
本
の
お
か
げ
で
生
き
て
き
た
素
敵
な
経
験
」

を
伝
え
、
同
じ
よ
う
な
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
を
作
ら
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
で
学
ん
で
き
た「
時
間
の
大
切
さ
」、

「
他
人
へ
の
尊
敬
」等
の
気
持
ち
を
伝
え
、
自
分
と「
違
う
人
」を
尊
重
す
る
よ
う
に
、
子
供
の
教
育
に
力
を
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
語
に「
一
期
一
会
」と
い
う
諺
が
あ
り
ま
す
。
日
本
に
行
け
た
機
会
は
ま
さ
に「
一
期
一
会
」で
し
た
。
日
本
語
の
お
か
げ

で
今
の
自
分
が
い
ま
す
。
感
謝
の
し
よ
う
が
な
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
大
好
き
な
日
本
語
を
多
く
の
人
に
広
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
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❖ 「
日
本
語
」は「
生
き
甲
斐
」で
、人
生
の
大
事
な
部
分

～
安
心
さ
せ
て
く
れ
た「
桜
梅
桃
李
」と
い
う「
四
字
熟
語
」～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

コ
ス
タ
リ
カ
✿
ア
レ
ハン
ド
ロ
・
セ
ー
ス
ペ
デ
ス
・
グ
テ
ィ
エ
ー
レ
ス（
日
本
語
教
師
（
言
語
学
校
）　

33
歳
）

僕
が
八
歳
の
時
に
、
コ
ス
タ
リ
カ
大
学
で
働
い
た
父
が「
日
本
語
の
コ
ー
ス
」を
受
け
る
事
が
で
き
た

の
で
、
父
は
家
に
基
本
的
な
日
本
語
の
小
冊
子
を
持
っ
て
き
た
。
好
奇
心
の
強
い
僕
は
そ
れ
を
見
な
が

ら
、
あ
の
遠
い
国
の
言
葉
が
母
語
で
あ
る
ス
ペ
イ
ン
語
と
、
ど
れ
だ
け
異
な
る
か
に
驚
い
た
。
母
音
と

子
音
を
示
す
文
字
の
代
わ
り
に
仮
名
が
あ
っ
た
り
、
概
念
を
表
し
た
漢
字
が
存
在
し
た
り
、
言
葉
の
順

番
も
随
分
違
っ
た
り
す
る
な
ど
の
特
徴
を
知
っ
て
、
こ
の
言
語
に
、
心
を
奪
わ
れ
た
。

そ
ん
な
に
日
本
語
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
頃
の
僕
は
、
ど
の
程
度
ま
で
こ
の
言
語
が
僕
の
人生

や
将

来
を
変
え
る
か
少
し
も
考
え
な
か
っ
た
、
ま
し
て
、
20
年
後
、
こ
の
言
語
を
喜
ん
で
教
え
て
色
々
な
人
に
好
か
れ
る
教
師
に
な
る

と
は
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
。
子
供
の
時
だ
け
で
な
く
、
中
学
生
に
な
っ
て
も
、
大
学
で
電
気
工
学
部
の
2
年
生
に
な
っ
て
よ
う

や
く「
日
本
語
」の
勉
強
を
正
式
に
始
め
た
時
も
、
僕
の
頭
に
は
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
、
浮
か
ば
ば
な
か
っ
た
。

最
初
は
不
安
だ
っ
た
。
こ
の
言
語
が
、
僕
に
と
っ
て
難
し
過
ぎ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
か
、
と
恐
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
運
良
く
、
思
っ
た
以
上
に
、
実
際
に「
日
本
語
」が
好
き
に
な
り
、
上
達
し
た
と
思
う
。
い
ろ
い
ろ
苦
労
し
た
挙
句
、
2
0
1
3

年
に
、「
大
学
の
日
本
語
教
師
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」に
な
り
、
2
0
1
7
年
か
ら
教
師
と
し
て
働
き
始
め
た
。
無
論
、
こ
の
仕
事
も

大
変
な
事
が
あ
っ
て
、
い
つ
も
楽
し
い
訳
で
は
な
い
が
、「
充
実
し
て
い
る
」と
感
じ
て
い
た
。
そ
ん
な
時
、「
電
気
工
学
」の
魅
力
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を
段
々
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。「
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
面
白
い
の
で
、
も
し
か
し
た
ら
、
日
本
語
教
師
の
仕
事
に
向
い
て
い
る

の
か
な
あ
」と
真
面
目
に
考
え
始
め
た
。

言
語
学
を
少
し
勉
強
し
た
が
、
や
は
り
、「
日
本
語
」は
普
通
の
言
語
で
は
な
い
、
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。「
漢
字
」と「
仮
名
」

の
複
雑
な
組
み
合
わ
せ
を
始
め
、
文
法
も
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
の
ル
ー
ル
と
は
異
な
る
。
特
に
、
40
％
の
動
詞
が
不
規
則

的
で
あ
る
母
国
語
の
ス
ペ
イ
ン
語
と
違
っ
て
、
日
本
語
の
動
詞
の
活
用
は
、
か
な
り
規
則
的
で
、「
す
る
」と「
来
る
」だ
け
は
日

本
語
で
雄
一
の
不
規
則
動
詞
で
あ
る
と
い
う
有
利
性
に
、
い
つ
も
驚
か
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、「
擬
音
語
」は
、
正
式
な
文
章
の
中
で
、

問
題
無
く
使
い
こ
な
せ
る
言
葉
で
あ
る
の
が
、
不
思
議
だ
。「
僕
の
目
が
点
に
な
る
」ほ
ど
の
大
き
な
特
徴
だ
と
思
っ
て
い
る
。

日
本
語
の
中
で
、「
四
字
熟
語
」が
好
き
だ
。
四
つ
の
文
字
だ
け
で
、
複
雑
で
深
い
意
味
を
表
せ
る
事
が
素
晴
ら
し
い
。
お
気
に

入
り
の
四
字
熟
語
は「
桜
梅
桃
李
」だ
。「
目
標
を
未
だ
果
た
さ
な
く
て
も
、
焦
ら
な
く
て
も
良
い
。
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
花
を
咲

か
せ
る
時
が
必
ず
来
た
る
」と
い
う
意
味
は
、
僕
を
ど
れ
程
安
心
さ
せ
て
く
れ
た
こ
と
か
。
人
ご
と
に
自
分
の
魂
を
表
す「
四
字
熟

語
」が
あ
る
と
信
じ
る
。

そ
の「
日
本
語
」で
何
が
出
来
る
か
。
2
0
2
3
年
1
、
2
月
に
日
本
語
教
授
法
研
修
の
た
め
埼
玉
県
に
6
週
間
滞
在
し
た
ほ
か
、

2
回
日
本
へ
行
っ
た
。
そ
の
体
験
を
生
か
し
て
、「
四
字
熟
語
」な
ど
の
よ
う
な「
日
本
語
」の
素
晴
ら
し
さ
、
そ
し
て
、「
日
本
と

日
本
文
化
」を
コ
ス
タ
リ
カ
の
人
た
ち
に
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

「
日
本
語
」と
い
う
言
語
に
、
恩
を
感
じ
て
い
る
。
日
本
語
の
お
か
げ
で
、
素
晴
ら
し
い
日
本
語
が
で
き
る
友
達
と
出
会
い
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。「
日
本
語
」
は
、
僕
の
人生

の
一
つ
の
大
事
な
部
分
で
あ
り
、「
日
本
語
」
は
僕
の

「
生
き
甲
斐
」に
な
っ
た
。
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❖ 「
日
本
語
」は
、「
美
し
さ
」を
感
じ
る
言
語

～
日
本
の
医
学
書
を
翻
訳
し
て
、ウ
ル
グ
ア
イ
の
医
学
に
役
立
て
た
い
！
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ウ
ル
グ
ア
イ
✿
ジ
ュ
リ
ア
ナ
・
ノ
ゲ
エ
ス（
ウ
ル
グ
ア
イ
共
和
国
大
学　

23
歳
）

私
は
10
歳
の
頃
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
ニ
メ
が
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
て
い
て
、
時
々
見
て
い
ま
し
た
。
し

ば
ら
く
し
て
、
私
は
そ
れ
が
日
本
か
ら
来
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
あ
る
日
学
校
で
、
先
生
が
私
た
ち

に「
世
界
で
興
味
の
あ
る
場
所
は
ど
こ
で
す
か
」と
尋
ね
ま
し
た
。
私
は
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
つ
い
て

調
べ
て
、
日
本
の
い
く
つ
か
の
写
真
を
見
つ
け
ま
し
た
。
一
度
見
た
ら
忘
れ
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

桜
の
繊
細
な
花
び
ら
、
水
に
落
ち
た
鮮
や
か
な
赤
い
も
み
じ
、
お
寺
や
神
社
、
京
都
の
風
景
が
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。
そ
れ
ら
の
写
真
を
見
て
か
ら
、
私
は
夢
を
見
始
め
ま
し
た
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に

住
む
人
に
と
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
国
に
旅
行
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
、
日
本
に
つ
い
て
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と
に
し
ま
し
ま
し
た
。
日
本
文
化
に
つ
い
て
少
し
知
っ
て
か
ら
、
い
く
つ
か
の
言
葉
も

少
し
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
語
を
勉
強
し
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
時
は
お
金
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
2
0
1
9
年
か
ら
、
大
学（
医
学
部
）二
年
生
の
時
、
大
学
に「
無
料
で
日
本

語
が
学
べ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
教
え
て
い
る
先
生
は
日
本
人
で
し
た
。
そ
の
コ
ー
ス
で
勉
強
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
先
生
は
日
本
語
を
教
え
て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、「
日
本
人
が
テ
レ
ビ
の
世
界
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
そ
ば
に
い

る
」こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
先
生
は
温
か
く
て
、
尊
敬
で
き
る
人
で
、
私
に
は「
特
別
な
人
」に
感
じ
ま
し
た
。
何
か
違
っ
た
空

気
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
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私
は
日
本
語
の
ク
ラ
ス
が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
2
0
2
0
年
、
世
界
で
新
型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
発
生
し
て
、
日

本
語
コ
ー
ス
が
開
講
さ
れ
な
く
な
り
、
私
は
大
好
き
な
日
本
語
の
勉
強
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私

を
魅
了
し
た
日
本
語
、
日
本
の
文
化
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
う
ま
く
説
明
す
る
言
葉
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
美
し
い
？　
綺
麗
？　
そ

れ
だ
け
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
誰
か
が
日
本
語
を
話
し
て
い
る
の
を
聞
く
だ
け
で
嬉
し
く
な
る
私
の
気
持
ち
、
そ
れ
も

言
葉
で
は
説
明
で
き
ま
せ
ん
。

私
に
は
、
日
本
語
と
同
じ
よ
う
に
感
じ
る
他
の
言
語
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
語
ほ
ど
美
し
さ
を
感
じ
る
言
語
、
聞
い
て
い
る
だ

け
で
心
地
よ
い
、
そ
の
特
別
で
美
し
い
文
字
と
表
現
に
は
文
化
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

憧
れ
の
国
に
つ
い
て
学
ぶ
私
の
プ
ロ
セ
ス
を
終
わ
ら
せ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
大
使
館
の
前
を
通
っ
て
日
本
の
旗
を
見
る
と
、

私
は
嬉
し
く
な
っ
て
、
誇
り
を
感
じ
ま
す
。
ウ
ル
グ
ア
イ
は
と
て
も
平
和
で
温
か
い
文
化
が
あ
り
ま
す
が
、
と
て
も
小
さ
い
国
で

す
。
日
本
が
、
こ
の
よ
う
な
小
さ
い
国
と
の
関
係
を
大
切
に
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
当
に
誇
り
で
す
。
日
本
は
、
戦
争
や

震
災
を
経
験
し
な
が
ら
も
、
平
和
主
義
を
貫
き
、
世
界
の
大
国
と
な
り
ま
し
た
。「
平
和
と
尊
敬
の
気
持
ち
」が
、
ウ
ル
グ
ア
イ
と

日
本
を
結
び
つ
け
て
い
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
二
つ
の
国
が
持
つ
基
本
的
な
考
え
で
す
。

私
は
医
学
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
医
学
が
、
ど
れ
だ
け
大
き
な
貢
献
を
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。「
日
本
語
」の
日
本
の
医

学
書
（
医
学
や
薬
学
）
を
、
ス
ペ
イ
ン
語
や
英
語
な
ど
に
翻
訳
し
て
、
ウ
ル
グ
ア
イ
の
医
学
に
役
立
て
た
い
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
レ
ベ
ル
ま
で
、
日
本
語
が
上
達
す
る
こ
と
が
私
の
夢
で
あ
り
、
目
標
で
す
。

日
本
は「
手
の
届
か
な
い
丘
の
上
に
あ
る
美
し
い
花
」の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
美
し
い
花
、
特
別
な
言
語
に
興
味
を
持
つ
こ
と

が
で
き
た
の
は
と
て
も
幸
運
で
し
た
。
努
力
し
て
、
い
つ
か
そ
の
花
に
届
き
ま
す
よ
う
に
。
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❖ 

漫
画
家
を
夢
見
て
学
ん
だ「
日
本
語
」で
人
生
勉
強
！

～
グ
ア
テ
マ
ラ
人
の
た
め
に「
日
本
語
教
室
」を
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

グ
ア
テ
マ
ラ
✿
ノ
ー
マ
ン
ス
・
サ
ガ
ス
ト
ゥ
メ
・ハ
ビ
エ
ル
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
（
就
職
活
動
中　

26
歳
）

私
に
は
、
人
に
笑
顔
を
届
け
る「
漫
画
家
」に
な
る
と
い
う
夢
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、「
多
く

の
漫
画
家
が
生
ま
れ
る
」日
本
へ
行
っ
て
み
た
い
と
決
心
し
、
初
め
て
日
本
語
と
い
う
存
在
と
出
会
い

ま
し
た
。
日
本
語
に
魅
力
を
感
じ
、
数
年
間
、
母
国
の
語
学
学
校
に
通
い
な
が
ら
、
絵
の
練
習
も
し
ま

し
た
。

そ
し
て
、
2
0
1
7
年
か
ら
2
年
間
、
日
本
の
専
門
学
校
に
留
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
期
待

と
ワ
ク
ワ
ク
の
気
持
ち
で
、
日
本
に
旅
立
っ
た
も
の
の
、
現
実
の
世
界
が
、
夢
見
て
い
た
の
と
異
な
る

こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
漫
画
の
知
識
を
得
ら
れ
た
の
に
、
自
分
の
日
本
語
力
が
劣
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ

た
の
で
す
。

毎
日
、
他
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
に
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
私
は
、
人生

初
め
て
孤
独
を
感
じ
ま
し
た
。
自
分

の
考
え
方
を
思
う
ま
ま
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
人
間
関
係
を
築
く
こ
と
も
不
可
能
で
し
た
。
何
人
か
に
話
し
か
け
た
り
、
話
し

て
も
ら
え
た
り
し
た
と
は
い
え
、
長
い
付
き
合
い
は
も
て
ず
、
取
り
残
さ
れ
た
気
分
が
続
き
ま
し
た
。「
こ
れ
じ
ゃ
、
漫
画
家
に
な

る
夢
は
無
理
じ
ゃ
な
い
？
！
」と
絶
望
に
陥
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
夢
に
一
歩
近
づ
け
た
の
に
そ
こ
で
諦
め
る
な

ん
て
、
も
っ
た
い
な
い
、
と
気
付
き
、
再
び
日
本
語
の
勉
強
に
取
り
掛
か
る
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。
響
き
の
良
い
言
葉
と
、
優

雅
な
文
体
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
言
語
は
、
日
本
語
の
他
に
は
な
い
、
と
思
い
ま
し
た
。
よ
う
や
く
日
本
語
が
僅
か
な
が
ら
上
達
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し
ま
し
た
。
人
の
考
え
方
を
日
本
語
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
て
か
ら
、
夢
へ
向
か
う
道
が
再
び
開
か
れ
た
の
で
す
。

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
漫
画
作
品
を
読
ん
だ
り
、
周
り
の
会
話
に
こ
っ
そ
り
耳
を
傾
け
た
り
し
た
ら
、
他
人
が
経
験
し
た
こ
と
、
思
っ

て
い
る
こ
と
が
聞
け
ま
し
た
。
そ
う
し
た
形
で
、
自
分
の
価
値
観
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
き
、「
漫
画
の
更
な
る
あ
り
方
」を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
語
を
通
し
て
、「
日
本
人
の
世
界
の
見
方
、
積
極
的
さ
、
そ
し
て
そ
の
努
力
の
源
」と
遭
遇
で

き
た
の
で
す
。「
日
本
人
は
漫
画
を
通
し
て
同
じ
日
本
人
に
少
し
で
も『
癒
や
し
の
魔
法
』を
与
え
て
い
る
！
」と
い
う
こ
と
で
す
。

し
か
し
、「
外
国
人
の
私
は
日
本
で
は
活
躍
で
き
な
い
な
」と
、
孤
独
の
ま
ま
帰
国
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
夢
を
捨
て
た
わ
け

で
も
な
く
、
夢
が
一
変
し
た
だ
け
な
の
で
す
。
今
は
、「
漫
画
家
に
な
る
」夢
で
は
な
く
、「
漫
画
で
母
国
の
人
を
手
伝
い
た
い
」

と
い
う
夢
へ
変
貌
し
た
の
で
す
。
日
本
人
が
そ
う
す
る
よ
う
に
。
母
国
の
グ
ア
テ
マ
ラ
に
も
、
世
界
に
見
せ
る
べ
き
魅
力
が
あ
り

ま
す
。
私
は
漫
画
と
い
う
媒
体
を
用
い
て
そ
れ
を
実
現
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
世
界
に
何
か
を
語
り
た
い
グ
ア

テ
マ
ラ
人
が
声
を
あ
げ
る
で
し
ょ
う
。

今
の
私
に
は
、
グ
ア
テ
マ
ラ
の
話
で
人
に
笑
顔
を
届
け
た
い
夢
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、「
日
本
語
」そ

の
も
の
で
す
。
日
本
語
が
な
け
れ
ば
、
か
け
が
え
の
な
い
経
験
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
し
、
日
本
人
の
気
持
ち
も
考
え
方
も
知
る
術

が
な
か
っ
た
の
で
す
。
日
本
語
に
は
す
ご
く
関
心
が
あ
る
の
で
、
勉
強
を
続
け
て
い
ま
す
。
独
学
で
す
が
、
日
本
語
能
力
試
験
N
1

と
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
同
じ
く
日
本
に
行
き
た
い
と
夢
見
て
い
る
グ
ア
テ
マ
ラ
人
を
手
伝
う
た
め
、
将
来
、
日

本
語
教
室
を
開
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
日
本
語
」を
通
じ
て
、
夢
に
向
か
う
力
や
、
や
る
気
も
、
元
気
も
も
ら
い
ま
し
た
。「
日
本
語
」は
私
に
と
っ
て「
究
極
の
宝
物
」

で
す
。
こ
の「
宝
物
」を
、
次
の
世
代
と
分
か
ち
合
う
番
が
来
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
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❖ 「
継
続
は
力
な
り
」で
、楽
し
く
、日
本
語
を
勉
強
し
て
い
ま
す
！

～
A
n
k
i
、チ
ャ
ッ
ト
G
P
T
も
使
い
ま
し
た
が
…
…
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ジ
ャ
マ
イ
カ
✿
ア
マ
ー
ニ
・
ク
ッ
ク（
ザ
・
ウェス
ト
・
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
大
学
卒　

23
歳
）

一
年
以
上
前
、
大
学
で
、
専
攻
は
英
語
圏
文
学
で
、
副
専
攻
は「
日
本
語
」
で
し
た
。
二
年
生
の
時
、

キ
ラ
キ
ラ
し
て
一生

懸
命
日
本
語
を
勉
強
し
始
め
ま
し
た
。
授
業
外
で
、
毎
日
毎
日
、
何
時
間
も
日
本

語
を
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
作
っ
た
り
レ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。
カ
ー
ド
を
作
り

す
ぎ
て
、
日
本
語
に
ひ
た
る
よ
り
、
カ
ー
ド
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
時
間
の
ほ
う
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
厳

し
か
っ
た
で
す
。
日
本
語
を
や
り
た
く
な
い
、
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
ど
う
し
て
そ
の
難
し
く
て
日
本
国
外
で
役
に
立
た
な
い
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
の
？
」と
自
分
で

悩
み
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
A
n
k
i
と
い
う「
暗
記
」ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
自
分
で
作
っ
た
カ
ー

ド
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
の
は
最
高
の
勉
強
方
法
だ
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
、
A
n
k
i
を
使
わ
な
い
と
い
け
な
い
気
が
し
ま
し
た
。
で

も
、「
誰
か
、
A
n
k
i
を
使
わ
ず
に
ペ
ラ
ペ
ラ
に
な
っ
た
？
」、「
A
n
k
i
は
必
要
か
？
」と
、
相
変
わ
ら
ず
考
え
て
い
ま
し
た
。

余
計
に
不
安
で
し
た
。

そ
れ
で
も
、
い
ろ
い
ろ
検
索
し
て
、
結
局
落
ち
着
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、「
A
n
k
i
は
効
率
的
に
勉
強
を
上
手
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
絶
対
に
必
要
な
も
の
じ
ゃ
な
い
」、
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
事
な
こ
と
は
、「
使
う
こ
と
よ
り
、
楽
し
む
こ
と
の
方
が
大
事
」で
す
。
そ
し
て
、「
日
本
語
の
勉
強
を
辞
め
な
い
こ
と
」で
す
。
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で
も
、
A
n
k
i
を
削
除
し
た
か
ら
と
い
っ
て
問
題
は
解
決
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
迷
っ
て
、
他
の
良
い
勉
強
方
法
を
や
っ
て
み
ま

し
た
。
単
語
と
文
法
の
リ
ス
ト
を
作
る
、
と
か
、
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
音
声
や
動
画
）
ば
か
り
聞
い
て
み
る
と
か
。

多
く
の
人
が
は
ま
っ
て
い
た
チ
ャ
ッ
ト
G
P
T
（
対
話
型
人工

知
能
）
も
使
っ
て
み
ま
し
た
。
私
が
興
味
を
持
っ
て
い
る
短
編
小
説
を

作
り
ま
し
た
。
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
し
、
新
し
い
単
語
と
文
法
を
学
び
ま
し
た
。
し
か
し
、
結
局
、
ほ
と
ん
ど
の
物
語
は
あ
ま

り
に
も
無
茶
苦
茶
な
話
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。
例
文
に
チ
ャ
ッ
ト
G
P
T
は
便
利
で
す
け
ど
、
他
の
勉
強
方
法
を
メ
イ
ン
に
使
い

た
か
っ
た
で
す
。

日
本
語
の
勉
強
は
楽
し
く
な
く
な
っ
た
時
、
ま
た
絵
を
描
く
こ
と
を
学
び
始
め
ま
し
た
。
好
き
な
芸
術
家
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー

が
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
楽
し
む
こ
と
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
描
く
こ
と
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
楽
し
く
、

上
手
に
な
り
ま
す
」。「
そ
う
だ
！　
日
本
語
も
ア
ー
ト
と
同
じ
だ
」と
気
づ
き
ま
し
た
。
完
璧
な
方
法
ば
か
り
考
え
、
楽
し
む
こ

と
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

日
本
の
本
や
漫
画
、
ア
ニ
メ
な
ど
に
ひ
た
る
こ
と
が
、
私
の
日
本
語
勉
強
法
で
す
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
ビ
デ
オ
な
ど
で
、
知
ら
な

い
単
語
や
文
法
を
調
べ
ま
す
。
繰
り
返
し
勉
強
す
る
こ
と
は
、
本
当
に「
魔
法
」
で
す
。
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
番
組
や
ア
ニ
メ
や

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
ゲ
ー
ム
実
況
を
見
て
、
日
本
語
を
楽
し
く
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
リ
ス
ニ
ン
グ
能
力
は
上
達
し
た
気
が
し
ま
す
。

今
、
仕
事
や
勉
強
の
た
め
に
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
J
E
T
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
青
年
交
流
）
で
日
本
に
行
っ
て
、
英
語
以
外
で
日
本

語
を
使
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
話
し
た
い
で
す
。「
継
続
は
力
な
り
」で
し
ょ
う
！　
全
部
が
分
か
ら
な
く
て
も
、
日
本
に
行
く

ま
で
、
興
味
を
持
っ
て
日
本
語
の
勉
強
を
楽
し
く
続
け
る
こ
と
に
し
ま
す
。
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❖ 「
日
本
語
」を
使
っ
て
、日
本
と
の
関
係
を
良
く
し
た
い
！

～「
言
葉
」の
メ
ロ
デ
ィ
ー
や
、美
し
い
漢
字
や
仮
名
に
惹
か
れ
た
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

キ
ュ
ー
バ
✿
ビ
ア
ン
カ
・
ア
ル
ボ
ラ
エ
ズ
・
ロ
ペ
ズ（
ハバ
ナ
大
学
外
国
語
学
部　

20
歳
）

中
学
校
の
時
、
友
達
に
ア
ニ
メ
を
す
す
め
ら
れ
、
そ
の
時
か
ら「
日
本
」が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
は

じ
め
は
ア
ニ
メ
し
か
見
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
少
し
ず
つ
日
本
文
化
全
体
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
日
本
語
を
勉
強
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

日
本
語
の「
言
葉
」の
メ
ロ
デ
ィ
ー
や
、
美
し
い
漢
字
や
仮
名
に
惹
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
年
齢
や
性

別
、
地
域
に
よ
っ
て
話
し
方
が
変
わ
る
と
い
う
の
も
、
と
て
も
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。
日
本
語
の
勉

強
を
始
め
て
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
本
を
使
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
み
ん
な
の
日
本
語
」、「
ゼ
ロ
か

ら
の
日
本
語
」、「
ま
る
ご
と
」な
ど
で
す
。「
み
ん
な
の
日
本
語
」は
文
法
の
詳
し
い
説
明
が
あ
る
の
で
一
番
好
き
で
す
。

大
学
で
は
、
週
2
回
・
合
計
4
時
間
、
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
で
は
、
日
本
語
を
使
う
機
会
は
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
家
で
は
一人

で
勉
強
し
て
い
ま
す
。
日
本
語
学
習
の
た
め
に
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
動
画
を
見
た
り
、
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス

ト
を
聞
い
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

日
本
語
に
難
し
い
点
が
多
い
で
す
。
特
に
、
話
す
時
に
多
く
の
文
法
の
細
部
ま
で
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
流
暢

に
話
す
の
は
難
し
い
で
す
。
動
詞
が
他
動
詞
な
の
か
、
自
動
詞
な
の
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
動
詞
の「
て

形
」か「
ま
す
形
」か「
た
形
」か
、
ど
れ
を
使
う
か
も
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
う
え
、
時
々
、
本
で
教
え
て
い
る
日
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本
語
と
日
常
的
に
話
し
て
い
る
日
本
語
は
違
い
ま
す
。
だ
か
ら
外
国
人
が
日
本
語
を
話
す
と
自
然
に
聞
こ
え
な
い
こ
と
が
多
い
の

で
す
。

日
本
語
の
書
記
体
系
も
複
雑
で
す
。
ひ
ら
が
な
と
カ
タ
カ
ナ
は
あ
ま
り
難
し
く
な
い
で
す
が
、
漢
字
は
と
て
も
難
し
い
で
す
。
漢

字
の
数
は
多
い
し
、
読
み
方
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
語
を
勉
強
す
る
こ
と
は
、
困
難
な
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
喜
び
も
あ
り
ま
す
。

漢
字
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
漢
字
を
勉
強
す
る
時
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
絵
を
描
く
画
家
み
た
い
、
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
読
む
時
は
漢
字
が
分
か
る
と
嬉
し
い
で
す
。
そ
れ
に
、
日
本
語
を
勉
強
し
な
が
ら
、
文
化
も
学
ん
で
い
ま
す
。

日
本
語
学
習
の
お
か
げ
で
、
代
表
的
な
日
本
料
理
や
伝
統
的
な
服
装
、
お
寺
で
の
振
る
舞
い
方
ま
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

面
白
い
物
語
を
読
む
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
浦
島
太
郎
、
雪
女
そ
し
て
蜘
蛛
の
糸
な
ど
で
す
。

私
は
、
世
界
の
多
く
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
将
来
は
通

訳
と
翻
訳
者
に
な
っ
て
、
日
本
語
を
使
っ
て
、「
言
葉
の
壁
」が
な
く
な
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
貢
献
し
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
キ
ュ
ー
バ
と
日
本
の
関
係
が
良
く
な
る
た
め
に
働
き
た
い
で
す
。

時
々
日
本
語
学
習
が
大
変
だ
な
と
思
う
時
が
あ
り
ま
す
。
で
も
そ
の
時
に
は
こ
の
日
本
の
諺
を
頭
に
浮
か
べ
ま
す
。「
塵
も
積
も

れ
ば
山
と
な
る
」。
こ
れ
か
ら
も
、
日
本
語
が
上
手
に
な
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

159



❖ 「
書
道
」で
書
い
た「
漢
字
」が
、気
に
入
っ
た
！

～
日
本
に
行
っ
て
、「
醸
造
と
食
品
化
学
」の
勉
強
を
し
た
い
！
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ロ
シ
ア
✿
ク
セ
ー
ニャ
・
ビ
リ
ュ
ー
コ
ヴ
ァ（
モ
ス
ク
ワ
市
立
教
育
大
学　

23
歳
）

子
供
の
頃
か
ら
、
書
道
、
日
本
の
ア
ニ
メ
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
文
化
に
興
味
を
持
ち
始
め

た
の
は
、
13
歳
の
誕
生日

に
、
母
が「
書
道
」の
本
、
筆
、
墨
の
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
か

ら
で
す
。
早
速
、「
漢
字
」を
書
い
て
み
た
ら
、
と
て
も
気
に
入
り
ま
し
た
。
次
に
、
日
本
の
都
道
府
県

や
習
慣
、
伝
統
、
料
理
、
名
物
に
つ
い
て
興
味
が
あ
り
、
そ
の
本
を
買
い
ま
し
た
。
14
歳
の
時
、
モ
ス

ク
ワ
で「
生
け
花
」や
、
ア
ニ
メ
・
イ
ベ
ン
ト
、「
着
物
の
着
付
け
教
室
」な
ど
に
通
い
、
15
歳
の
時
に
、

モ
ス
ク
ワ
市
内
の「
日
本
語
教
室
」に
通
い
始
め
ま
し
た

で
も
、
カ
タ
カ
ナ
を
覚
え
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
か
っ
た
の
で
、
日
本
語
の
勉
強
を
続
け
て
い
く
の
は
無
理
か
も
し
れ
な
い
、
と

思
い
ま
し
た
。
カ
タ
カ
ナ
は
同
じ
よ
う
な
形
が
多
く
、
違
い
が
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
時
、
日
本
語
の
先
生
か
ら
、

「
猿
も
木
か
ら
落
ち
る
」と
言
わ
れ
た
の
で
、「
失
敗
し
て
も
い
い
」と
思
い
、
カ
タ
カ
ナ
と
、
五
級
の
漢
字
、
語
彙
、
文
法
に
挑
戦

し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

あ
る
日
、
一人

の
日
本
人
が
私
た
ち
の
日
本
語
の
コ
ー
ス
に
や
っ
て
き
て
、「
金
沢
市
の
一
ヶ
月
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
」と
誘
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
12
人
を
選
ぶ
面
接
が
あ
り
、「
な
ぜ
金
沢
市
に
行
き
た
い
の
か
」と
い
う
質
問
で
し
た
。
ロ

シ
ア
語
と
少
し
の
日
本
語
で
説
明
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、「
日
本
語
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
伝
統
的
な
建
築
物
や
伝
統

工
芸
を
見
た
い
と
思
い
ま
す
」と
答
え
ま
し
た
。
な
ん
と
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
2
0
1
5
年
の
秋
、
金
沢
市
へ
の
旅
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行
が
決
ま
り
、
が
む
し
ゃ
ら
に
日
本
語
を
勉
強
し
ま
し
た
。
当
時
16
歳
で
、
両
親
が
同
伴
し
な
い
初
め
て
の
海
外
旅
行
で
し
た
の

で
、
両
親
は
と
て
も
心
配
し
ま
し
た
。

金
沢
の「
リ
フ
ァ
ー
レ
」と
い
う
ビ
ル
で
、
日
本
語
の
授
業
だ
け
で
な
く
、
日
本
文
化
に
つ
い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
あ
り
ま

し
た
。
例
え
ば
、「
水
引
」や
、
書
道
や
、
生
け
花
な
ど
で
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
お
か
げ
で
、
日
本
の
文
化
を
よ
り
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
、
日
本
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
に
自
信
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
水
引
」の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
、
私
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
お
母
さ
ん
が
行
い
、
私
は
、
初
め
て
、「
水
引
」を
結
び
ま
し
た
。

あ
る
日
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒
に
、
石
川
県
を
は
じ
め
他
県
の
物
産
を
販
売
す
る
市
場
へ
行
き
、「
く
じ
引
き
」を
し
ま

し
た
。「
く
じ
引
き
」で
、
箱
を
回
し
て
、
く
じ
を
引
き
、
石
川
県
産
の「
醤
油
」を
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
醤
油
は
、
家
族
へ
の

お
み
や
げ
と
し
て
、
モ
ス
ク
ワ
に
持
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
後
、
モ
ス
ク
ワ
市
立
教
育
大
学
の
ア
ジ
ア
研
究
部
に
入
学
し
ま
し
た
。
日
本
語
の
授
業
で
一
番
難
し
か
っ

た
の
は
、
日
本
の
文
学
で
し
た
。
例
え
ば
、
芥
川
龍
之
介
、
夏
目
漱
石
、
古
事
記
、
源
氏
物
語
も
読
み
ま
し
た
。
大
学
で
は
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
筑
波
大
学
と
早
稲
田
大
学
の
日
本
人
学
生
た
ち
が
、
国
際
交
流
で
、
モ
ス
ク
ワ
に
3
週
間
滞
在

し
ま
し
た
。
モ
ス
ク
ワ
の
大
学
で
ロ
シ
ア
の
学
生
に
日
本
語
を
教
え
た
り
し
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

大
学
の
時
、
日
本
の
お
酒
や
食
品
に
関
係
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
翻

訳
を
担
当
し
ま
し
た
が
、
外
国
人
向
け
の
日
本
語
教
科
書
と
違
う
の
で
、
戸
惑
い
ま
し
た
。
専
門
用
語
も
あ
り
、
と
て
も
大
変
で

し
た
が
、
と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ウ
イ
ス
キ
ー
、
日
本
酒
、
食
品
の
製
造
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
今

は
、
日
本
に
行
っ
て
、
醸
造
と
食
品
化
学
な
ど
の
生
化
学
を
勉
強
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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一
生
か
か
っ
て
も
勉
強
し
尽
く
せ
な
い「
日
本
語
」

～
私
は「
円
珍（
マ
ル
チ
ン
）・可
茶
野（
カ
チ
ャ
ノ
）」で
す
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ポ
ー
ラ
ン
ド
✿
マ
ル
チ
ン
・
カ
チ
ャ
ノ
フ
ス
キ
（
新
聞
記
者
・
ビ
ド
ゴ
シ
チ
市　

47
歳
）

幼
い
頃
、「
将
軍
」と
い
う
映
画
を
見
て
か
ら
、
大
学
生
の
時
、
日
本
語
の
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。
日

本
の
江
戸
時
代
に
、
英
国
人
航
海
士
だ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス（
の
ち
に
日
本
名
・
三
浦
按
針
）は
、
初

の
英
国
人
と
し
て
日
本
の
豊
後
（
大
分
県
）
に
漂
着
し
ま
し
た
。
彼
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
全
く
違
う
社
会
制

度
や
生
活
習
慣
に
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
私
も
冒
険
や
新
し
い
挑
戦
が
好
き
な
の
で
、

い
つ
か
、
は
る
か
遠
く
に
あ
る
日
本
列
島
に
漂
着
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
日
本

の「
神
風
」を
出
し
抜
い
た
と
し
て
も
、
現
代
で
こ
ん
な
事
を
し
た
ら
、
き
っ
と
日
本
の
海
上
保
安
庁
に

捕
ま
る
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
大
学
生
の
時
、
1
9
9
9
年
に
、
高
知
県
の
高
知
大
学
へ
短
期
留
学
し
ま
し
た
が
、
25
歳
の
時
、「
日
本
語
を
活
か
し

て
真
面
目
に
仕
事
が
出
来
な
い
」と
思
っ
て
、
日
本
語
の
勉
強
を
止
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
（
2
0
2
2
年
）
か
ら
、
独
学
で
日

本
語
の
勉
強
を
再
開
し
ま
し
た
。

日
本
で
の
滞
在
を
満
喫
す
る
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
、
日
本
の
言
葉
を
使
い
こ
な
さ
な
い
と
不
自
由
だ
と
思
っ
て
、
事
前
に
日

本
語
を
勉
強
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
日
本
語
の
難
し
さ
は
、「
漢
字
の
数
の
多
さ
」と「
敬
語
」に
あ
り
ま
す
。
日
本
の
新
聞
を

読
ん
で
理
解
す
る
に
は
、
約
4
千
種
類
の「
漢
字
」を
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
単
純
計
算
で
、
毎
日
、
四
つ
の
漢
字
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を
勉
強
し
て
い
け
ば
、
大
体
、
3
年
で
漢
字
を
マ
ス
タ
ー
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
勉
強
し
て
も
、
最
初
は
、
身
に

付
け
た
漢
字
は
ど
ん
ど
ん
忘
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
の
で
、
正
直
、
至
難
の
業
で
す
。「
敬
語
」も
複
雑
で
、
謙
譲
語
、
尊
敬
語
、
丁

寧
語
も
あ
り
、
さ
ら
に
細
か
く
言
え
ば
、
丁
重
語
や
美
化
語
も
あ
り
ま
す
。

実
際
に
日
本
を
訪
れ
て
み
る
と
、
幸
い
な
こ
と
に
、
日
本
人
で
も
す
べ
て
の
漢
字
を
知
ら
な
い
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
敬
語
も

間
違
え
て
い
る
の
で
一
安
心
か
な
、
と
思
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
敬
語
」と
し
て
は
、「
ご
苦
労
様
で
し
た
」よ
り「
お
疲
れ
様
で

し
た
」の
方
が
自
然
な
敬
語
の
表
現
だ
そ
う
で
す
。

日
本
語
を
学
ぶ
楽
し
さ
の
一
つ
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
と
日
本
語
と
の
同
音
異
義
語
で
す
。
例
え
ば
、
日
本
語
で「
谷た

に
」と
発
音
し

た
ら
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
で「
安
い
」と
言
う
意
味
に
な
り
ま
す
。「
お
金か

ね
」を
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
で
発
音
す
る
と
、
日
本
語
の「
傘
」の

こ
と
を
指
し
ま
す
。
方言

も
楽
し
い
で
す
。
で
も
、
日
本
語
は
語
彙
が
豊
富
な
の
で
一生

か
か
っ
て
も
、
勉
強
し
尽
く
せ
な
い
言

語
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

将
来
、
日
本
語
の
翻
訳
家
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
、
翻
訳
ア
プ
リ
が
登
場
し
た
た
め
、
諦
め
た
方
が
良
い
か

な
？　
と
考
え
て
い
ま
す
。
ア
プ
リ
開
発
が
進
ん
で
、
翻
訳
家
の
仕
事
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
ゆ
き
、
五
年
、
十
年
後
に
は
、
翻
訳

者
や
通
訳
者
は
要
ら
な
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
在
日
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
に
な
れ
れ
ば
、
と
思
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
ど
う
し
た
ら
良
い
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
り
ま
せ
ん
。

私
は
日
本
語
で「
円マ

ル
珍チ

ン
・
可カ

茶チ
ャ
野ノ

」で
す
。
好
き
な
諺
の
一
つ
は「
一
期
一
会
」で
す
。
人
の
出
会
い
は
一生

に
一
度
き
り
と
考

え
て
、
い
つ
も
こ
の
瞬
間
を
大
切
に
し
て
い
く
、
と
い
う
茶
道
の
言
葉
で
す
。
こ
れ
か
ら
、「
一
期
一
会
」を
大
切
に
、「
苺
」を
食

べ
て
、
日
本
語
の
勉
強
を
続
け
る
つ
も
り
で
す
。
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初
め
に
書
い
た
字
は
、「
書
道
」で「
人
、水
、春
」

～
日
本
人
と
チ
ャ
ッ
ト
し
て「
日
本
へ
の
空
想
旅
行
」が
始
ま
っ
た
！
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

イ
タ
リ
ア
✿
フェデ
リ
コ
・
タ
リ
ア
フェッ
リ
（
会
社
員　

33
歳
）

私
は
子
供
の
こ
ろ
何
と
な
く
日
本
が
好
き
で
し
た
。
ど
う
し
て
だ
っ
た
か
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

学
校
が
終
わ
っ
て
家
に
帰
る
と
、
い
つ
も
テ
レ
ビ
で
日
本
の
ア
ニ
メ
が
放
送
さ
れ
て
い
て
、
ほ
と
ん

ど
毎
日
見
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大人

に
な
る
に
つ
れ
て
、
日
本
に
だ
ん
だ
ん
興
味
を
持
つ

よ
う
に
な
り
、
五
年
前
か
ら
一
層
興
味
を
感
じ
、
初
め
に「
書
道
」を
習
い
ま
し
た
。
筆
と
墨
を
使
っ
て
、

初
め
は
、「
人
」や「
水
」な
ど
簡
単
な「
漢
字
」を
書
い
て
い
ま
し
た
。「
春
」も
書
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
日
本
語
を
一生

懸
命
勉
強
し
始
め
ま
し
た
。
そ
の
日
か
ら
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い「
日

本
へ
の
空
想
旅
行
」が
始
ま
っ
た
の
で
す
。「
ひ
ら
が
な
」と「
カ
タ
カ
ナ
」は
易
し
か
っ
た
で
す
が
、「
漢
字
」は
今
も
難
し
い
で

す
。
し
か
し
、
漢
字
は
と
て
も
面
白
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
本
語
を
勉
強
し
始
め
た
頃
は
、「
ど
う
し
て
漢
字
な
ん
て
使
う
の

か
」と
か
、「
ひ
ら
が
な
と
カ
タ
カ
ナ
だ
け
い
い
の
に
」と
考
え
て
い
ま
し
た
。
今
で
は
、
漢
字
が
な
い
文
を
見
て
、「
ど
う
し
て
漢

字
を
使
わ
な
い
の
か
」と
考
え
ま
す
。
日
本
語
を
勉
強
し
て
行
く
う
ち
に「
漢
字
」の
大
切
さ
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

あ
る
日
、
日
本
語
が
上
手
に
な
る
よ
う
に
日
本
人
と
チ
ャ
ッ
ト
し
て
み
よ
う
と
思
い
、
ア
プ
リ
で
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。
日
本

語
で
ち
ょ
っ
と
話
せ
る
お
か
げ
で
違
う
文
化
に
会
え
ま
し
た
。
世
界
の
裏
側
か
ら
日
本
人
が
チ
ャ
ッ
ト
し
な
が
ら
私
に
日
本
の
こ

と
を
沢
山
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
空
想
が
現
実
の
よ
う
に
迫
っ
て
来
ま
し
た
。
例
え
ば
、
四
月
の
初
め
に
学
校
が
始
ま
る
こ
と
、
年
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始
の
初
詣
と
書
初
め
の
習
慣
、
年
中
の
祝
日
、
学
校
の
放
課
後
ク
ラ
ブ
、
お
花
見
な
ど
な
ど
。
目
を
丸
く
し
て
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が

ら
チ
ャ
ッ
ト
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
日
本
人
と
次
第
に
仲
良
く
な
り
、
三
年
後
の
今
、
私
達
は
友
達
で
す
。
い
つ
か
、
日
本

で
私
の
友
達
に
会
う
の
が
夢
で
す
。

あ
る
年
、
日
本
か
ら
友
達
が
私
に
お
菓
子
や
カ
レ
ー
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
何
を
食
べ
て
も
す
ご
く
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
ま

る
で
私
が
日
本
人
の
友
達
の
近
く
に
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
幸
一
さ
ん
、
杏
子
さ
ん
、
順
子
さ
ん
、
か
な
こ
さ
ん
、

友
達
に
な
っ
て
く
れ
て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

簡
単
な
日
本
語
で
書
い
て
あ
る
本
な
ら
読
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
も
日
本
語
で
書
か
れ
た
マ
ン
ガ
を
読
ん
で
い
ま
す
。
日

本
語
の
本
を
読
め
る
の
が「
空
想
旅
行
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
」で
す
。
本
当
に
満
足
し
て
い
ま
す
。
日
本
語
の
お
か
げ
で
す
。
日
本
語
の

勉
強
は
小
さ
な
き
っ
か
け
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
今
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
、
生
活
の
一
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
、
一
番
重
要
で
楽
し
い
習
慣
は
、
毎
日日

本
語
を
使
う
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
ま
だ
日
本
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
今
す
ぐ
に
で
も
行
き
た
い
で
す
。
日
本
に
行
っ
た
ら
日
本
の
人
達
と
話
せ
る
し
、
道
路
標
識
も
読
め
る
し
、
全
て
は

日
本
語
の
練
習
に
な
る
で
し
ょ
う
。
日
本
語
の
勉
強
は
、
難
し
い
か
ら
こ
そ
楽
し
い
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
本
に
行
け
る
日
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

日
本
語
の
勉
強
を
始
め
た
頃
は
、
こ
ん
な
に
楽
し
く
て
、
面
白
く
な
る
と
は
全
く
想
像
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
き
っ
と
い

つ
か
、「
日
本
へ
行
く
」と
い
う
夢
が
実
現
す
る
日
が
来
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
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❖ 

日
本
の「
ア
ニ
メ
の
主
題
歌
」に
涙
が
出
ま
し
た
！

～「
日
本
語
」の
素
晴
ら
し
さ
を
、セ
ル
ビ
ア
の
人
に
教
え
た
い
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

セ
ル
ビ
ア
✿
ミ
リ
ツ
ァ
・
ヴ
カ
ソ
ヴ
ィッ
チ
（
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
言
語
大
学
・
日
本
語
学
科
大
学
院
生　

22
歳
）

子
供
の
頃
、
私
は
喘
息
で
体
が
弱
く
、
す
ぐ
疲
れ
た
り
体
調
が
よ
く
崩
れ
た
り
し
ま
し
た
。
友
達
が

少
な
く
て
、
外
で
た
く
さ
ん
遊
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、
自
然
に
テ
レ
ビ
の
前
で
一

日
を
過
ご
す
の
が
趣
味
に
な
り
ま
し
た
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
と
日
本
の
ア
ニ
メ
が
一
番
好
き
で
し
た
。
で
も
、

両
方
と
も
私
の
母
語
で
吹
き
替
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
原
作
が
別
の
言
語
の
も
の
だ
と
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

私
の
人生

が
変
わ
っ
た
の
は
、
初
め
て
日
本
語
の「
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
！
」と
い
う
ア
ニ
メ
を
見
た
時
で

す
。
今
ま
で
聞
い
た
こ
と
な
い
言
語
に
驚
き
ま
し
た
。
勉
強
し
て
い
た
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
と
全
然
違
っ
て
、
発
音
が
き
れ
い
で
、

言
葉
が
水
の
よ
う
に
流
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ア
ニ
メ
の
主
題
歌
を
聞
い
た
時
、
歌
詞
の
意
味
も
分
か
ら
ず
、
思
わ
ず
涙
が
出
た

こ
と
を
忘
れ
ま
せ
ん
。
な
ぜ
泣
い
た
の
か
、
今
で
も
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
た
ぶ
ん
、
子
供
で
も
大
切
な
も
の
を
見
つ
け
た
と

無
意
識
的
に
気
付
い
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
12
歳
で
小
学
校
六
年
生
だ
っ
た
私
は
、
日
本
語
に
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。
ア
ニ

メ
を
見
る
た
び
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
話
し
て
い
た
言
葉
を
口
に
出
し
て
、
発
音
が
完
璧
に
な
る
ま
で
何
回
も
繰
り
返
し
ま
し
た
。
日

本
語
の
何
も
か
も
が
面
白
く
て
、
新
し
い
単
語
を
覚
え
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
。

そ
れ
な
の
に
、
将
来
に
つ
い
て
悩
み
始
め
ま
し
た
。
日
本
語
を
勉
強
す
る
た
め
に
言
語
専
門
高
校
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た

が
、
好
き
な
こ
と
を
勉
強
し
て
も
、
こ
の
国
で
は
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
、
と
言
わ
れ
て
、「
自
分
の
夢
を
追
い
か
け
る
か
」、
そ
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れ
と
も
、「
好
き
で
も
な
い
道
を
選
ん
だ
ほ
う
が
い
い
の
か
」、
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
お
か
し
く
な
る
か
と
思
っ

た
時
に
、
憧
れ
て
い
る
日
本
の
歌
手
・
声
優
の
宮
野
真
守
さ
ん
の
心
に
触
れ
た
言
葉
を
Y
o
u 

T
u
b
e
で
聞
き
ま
し
た
。「
人生


は
短
く
て
儚
い
も
の
だ
か
ら
、
や
り
た
い
よ
う
に
や
れ
ば
い
い
じ
ゃ
ん
。
な
り
た
い
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
じ
ゃ
ん
。
一
番
大
事
な

の
は
ど
ん
な
道
を
選
ん
で
も
、
最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
だ
」。
私
も
そ
の
よ
う
な
人
間
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
…
…
周

り
に「
変
だ
」と
言
わ
れ
て
も
、「
日
本
語
」を
勉
強
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
言
語
専
門
高
校
を
卒
業
し
て
、
大
学
で
も
日
本
語
を
勉
強
し
続
け
て
、
日
本
の
美
術
に
興
味
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
今

は
大
学
院
生
と
し
て
、「
日
本
の
明
治
と
大
正
時
代
の
女
性
画
家
」に
つ
い
て
論
文
を
書
い
て
い
ま
す
。

日
本
語
は
決
し
て
優
し
い
言
語
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
学
生
時
代
、
私
が
好
き
だ
っ
た
の
は「
日
本
語
の
文
法
」の
勉
強
で
す
。
ア

ニ
メ
を
見
な
が
ら
憶
え
て
き
た
言
葉
が
、
ど
う
や
っ
て
文
章
に
つ
な
が
る
の
か
が
面
白
か
っ
た
で
す
。
自
分
の
日
本
語
の
能
力
を

発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
会
話
の
練
習
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、
今
も
苦
労
さ
せ
る
の
は「
漢
字
」で
す
。「
漢
字
」だ
け

が
ど
う
し
て
も
頭
に
残
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
日
本
語
を
勉
強
す
る
の
は
嫌
い
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
も
う
9
年
ぐ
ら
い
日
本
語

を
勉
強
し
て
い
ま
す
が
、
最
初
の
日
か
ら
楽
し
か
っ
た
で
す
か
ら
。
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
経
ち
ま
し
た
。
も
う
、
大人

に
な

り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
の
頃
と
同
じ
よ
う
に
、
毎
日
、
日
本
語
を
勉
強
す
る
の
が
好
き
で
す
。

「
日
本
語
」を
知
っ
た
お
か
げ
で
、
私
は
人
と
し
て
良
い
意
味
で
変
わ
り
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
自
信
を
得
て
、
人
に
話
し
か
け
る

よ
う
に
な
っ
て
、
毎
日
、
笑
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
語
に
つ
い
て
話
し
て
も
、
日
本
人
と
会
話
し
て
日
本
語
が
上
手
だ

と
褒
め
ら
れ
て
も
、
日
本
語
を
通
し
て
日
本
の
文
化
を
知
っ
て
も
、
全
部
が
ド
キ
ド
キ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
今
の
日
常
で
は
、
あ

ま
り
使
え
な
く
て
も
、
い
つ
か「
日
本
語
」で
仕
事
が
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
必
ず
、
私
は
、
大
好
き
な「
日
本
語
」の
素
晴
ら

し
さ
を
、
セ
ル
ビ
ア
の
多
く
の
人
に
教
え
た
い
で
す
。
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❖ 「
勤
勉
で
、責
任
感
と
義
務
感
が
強
い
」日
本
人
！

～
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
日
本
の「
文
化
交
流
」の
企
画
の
仕
事
を
～

・・・・・・・・ 
ブ
ル
ガ
リ
ア
✿
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ァ
・
ネ
リ
ー
（
ソ
フ
ィ
ア
大
学
（
聖
ク
リ
メ
ン
ト
・
オ
フ
リ
ド
ス
キ
ー
）
古
典
現
代
言
語
学
部
日
本
学
科　

23
歳
）

日
本
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
正
式
な
外
交
関
係
は
1
9
3
9
年
に
始
ま
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
ブ

ル
ガ
リ
ア
で
は
日
本
に
関
す
る
意
見
や
考
え
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
は
日
本
の
自

然
、
料
理
、
建
築
、
歴
史
な
ど
を
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
、
日
本
人
は
勤
勉
で
、
責
任
感

と
義
務
感
が
強
い
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
2
0
1
9
年
か
ら
大
学
で
、
一日

3
〜
5
時
間
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
7
年
と

2
0
1
8
年
に
、
日
本
の
岡
山
市
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
第
二
の
都
市
・
プ
ロ
ブ
デ
ィ
フ
市
と
の
間
の
留
学

生
交
換
に
参
加
し
ま
し
た
。
日
本
文
化
に
つ
い
て
学
ん
だ
経
験
が
、
私
の「
日
本
へ
の
愛
と
興
味
」を
呼
び
起
こ
し
ま
し
た
。

あ
る
国
の
人
々
が
別
の
国
の
人
々
に
つ
い
て
の
考
え
や
知
識
を
得
る
の
は
、
二
国
間
の
交
流
関
係
と
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
思

い
ま
す
。
1
9
7
2
年
に
岡
山
市
と
プ
ロ
ブ
デ
ィ
フ
市
の
姉
妹
都
市
提
携
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
二
国
間
関
係
の
ご
く
一
部

で
す
が
、
多
く
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
が
日
本
に
対
し
て
感
じ
る
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
姉
妹
関

係
と
そ
れ
に
関
連
す
る
す
べ
て
の
活
動
で
、
日
本
の
文
化
を
知
り
、
日
本
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。

ブ
ル
ガ
リ
ア
と
日
本
の
間
に
は
多
く
の
友
好
関
係
の
都
市
が
あ
り
、
両
国
間
の
市
民
外
交
の
基
礎
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
岡
山

市
の
社
会
主
義
国
友
好
協
会
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
、
岡
山
市
と
プ
ロ
ブ
デ
ィ
フ
市
は
、
1
9
7
3
年
10
月
23
日
に
、
正
式
に
姉
妹

都
市
提
携
を
結
び
ま
し
た
。
両
国
間
の
交
流
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
相
互
に
関
連
し
て
、
全
体
が
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
日
本
の
間
の
外
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交
を
支
え
る
安
定
し
た
構
造
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

ブ
ル
ガ
リ
ア
と
日
本
の「
貿
易
と
教
育
の
分
野
に
お
け
る
協
力
」と
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
新
し
い
仕
事
と
専
門
的
な
人
材
を

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
両
国
の
経
済
を
支
え
て
い
ま
す
。
姉
妹
提
携
20
周
年
の
1
9
9
2
年
に
は
、
日
本
大
使
館
主
催
の
公
式

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、
教
師
、
医
師
、
商
人
の
日
本
代
表
団
が
参
加
し
、
茶
道
と
生
け
花
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

青
少
年
の
交
換
は
、
文
化
外
交
の
重
要
な
部
分
で
す
。
相
手
の
国
と
人
の
永
続
的
な
関
係
、
愛
と
尊
敬
が
最
も
効
果
的
に
生
ま

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
は
、
相
手
国
に
対
す
る
視
野
を
広
げ
、
二
国
間
の
友
好
関
係
を
常
に
支
え
る
準
備
が
で

き
て
い
ま
す
。

2
0
1
8
年
に
、
日
本
人
学
生
を
ホ
ス
ト
し
た
子
供
た
ち
は
日
本
に
旅
行
し
、
岡
山
県
の
姉
妹
都
市
の
間
で
国
際
交
流
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
姉
妹
都
市
の
文
化
だ
け
で
な
く
、
他
の
未
知
の
国
の
文
化
や
習
慣
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
将
来
、
異

な
る
都
市
と
姉
妹
関
係
を
結
ぶ
機
会
が
開
か
れ
ま
す
。

2
0
1
9
年
に
も
交
流
が
行
わ
れ
、
岡
山
県
か
ら
の
学
生
グ
ル
ー
プ
が
プ
ロ
ブ
デ
ィ
フ
に
到
着
し
、
そ
の
年
の
後
半
に
プ
ロ
ブ

デ
ィ
フ
の
学
生
が
姉
妹
都
市
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。
次
の
3
年
間
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
状
況
に
よ
り
交
流
が
制
限
さ
れ
、
オ

ン
ラ
イ
ン
環
境
で
す
が
、
若
者
の
文
化
的
お
よ
び
教
育
的
交
流
が
引
き
続
き
行
わ
れ
ま
し
た
。

異
な
る
国
の
人
々
が
、
永
続
的
な
絆
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
や
交
流
は
、
非
常
に
重
要
で
す
。
私
は
、

将
来
、「
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
が
日
本
文
化
を
」、「
日
本
人
が
ブ
ル
ガ
リ
ア
文
化
」を
学
べ
る
文
化
交
流
や
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
機
関

で
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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❖ 「
優
秀
な
日
本
語
教
師
」を
夢
見
て
い
る
！

～
十
代
の
頃
、日
本
語
を
学
ぶ
夢
を
諦
め
か
け
た
が
…
…
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ケ
ニ
ア
✿
ウ
ェ
リ
ケ
・
イ
ヴ
ォ
ン（
中
国
の
英
語
教
育
学
校
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）の
英
語
教
師　

46
歳
）

子
供
の
頃
、
私
は「Japan V

ideo T
opics

」と
い
う
テ
レ
ビ
番
組
を
通
じ
て「
日
本
」と
出
会
い
、

日
本
に
対
す
る
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
箸
で
食
べ
る
人
々
を
見
た
り
、
広
島
の
歴
史
を
学
ん
だ
り
、
富

士
山
を
見
た
り
す
る
こ
と
が
私
の
日
本
文
化
や
言
語
に
つ
い
て
の
意
欲
と
探
究
心
を
か
き
た
て
ま
し
た
。

十
代
の
頃
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ク
ラ
ベ
ル
の
小
説『
将
軍
』を
読
ん
で
、
鮮
や
か
な
日
本
文
化
と
歴
史
に

引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
優
雅
な
マ
リ
コ
や
ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ッ
ク
ソ
ー
ン
の
日
本
で
の
冒
険
、
そ
し
て
武

士
た
ち
に
魅
了
さ
れ
、
夜
通
し
読
み
続
け
る
ほ
ど
の
興
奮
を
覚
え
、
日
本
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を

学
び
た
い
、
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時
の
ケ
ニ
ア
に
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
や
辞
書
、
言
語
ク
ラ
ス
な
ど
の
学
習
環

境
が
な
く
、
日
本
語
を
学
ぶ
夢
を
諦
め
か
け
て
い
ま
し
た
。

エ
ガ
ー
ト
ン
大
学
で
秘
書
の
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
働
い
て
い
た
時
、
日
本
語
の
先
生
を
紹
介
さ
れ
、
3
回
の
無
料
レ
ッ
ス
ン
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
中
止
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
生
か
ら「
日
本
語
を
教
え
る
の
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
」

と
頼
ま
れ
、
日
本
語
を
教
え
て
い
た
の
で
、
独
学
で
勉
強
を
続
け
ま
し
た
。
日
本
語
は
学
び
に
く
い
言
語
、
と
聞
い
て
い
ま
し
た

が
、
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ケ
ニ
ア
の
日
本
大
使
館
に
手
紙
を
書
い
て
、「
日
本
語
を
教
え
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
い
」と
伝
え
ま
し

た
。
す
る
と
、
大
使
館
の
人
と
、
前
の
先
生
（
当
時
ケ
ニ
ア
は
不
安
が
あ
っ
た
の
で
、
日
本
に
帰
国
）
が
、
教
師
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
申
し
込
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む
よ
う
勧
め
て
く
れ
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
国
際
交
流
基
金
の
埼
玉
県
の
機
関
で
、
2
0
1
2
年
9
月
か
ら
6
カ
月
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
を
訪
れ
る
と
い
う
幼
い
頃
の
夢
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
文
化
の
多

く
の
側
面
が
面
白
く
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
帰
国
し
た
ら
、
悲
し
い
こ
と
に
、
エ
ガ
ー
ト
ン
大
学
の
日
本
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
、
現
在
、

ケ
ニ
ア
日
本
語
教
師
会
の
秘
書
と
し
て
、
ケ
ニ
ア
で
の
日
本
語
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。
日
本

大
使
館
が
開
い
て
い
る「
日
本
語
能
力
試
験
・
N
3
以
上
の
興
味
の
あ
る
人
」
の
無
料
レ
ッ
ス
ン
に
、
週
1
回
・
2
時
間
の
ク
ラ

ス
に
通
っ
て
い
ま
す
。
日
本
語
の
美
し
さ
と
シ
ン
プ
ル
さ
が
大
好
き
で
す
。
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
、
漢
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
特

の
美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

私
が
日
本
語
を
学
び
始
め
た
時
、「
よ
し
、
や
れ
や
れ
、
え
え
と
、
ね
え
え
」な
ど
の
間
投
詞
は
新
鮮
で
し
た
。
正
し
く
使
う
こ

と
に
慣
れ
る
ま
で
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
今
で
は「
ね
え
え
」を
使
う
の
が
大
好
き
で
す
。

日
本
の
こ
と
わ
ざ
や
表
現
も
魅
力
的
で
す
。
私
の
お
気
に
入
り
の
一
つ
は
、
何
か
を
強
く
望
む
こ
と
を
表
す「
喉
か
ら
手
が
出

る
」で
す
。
ま
た
、「
七
転
び
八
起
き
」は
、
困
難
に
直
面
し
た
時
に
、
粘
り
強
さ
を
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、「
猫
の
手
も
借
り
た
い
」と
い
う
言
葉
は
、
と
て
も
面
白
い
。「
お
腹
が
ぺ
こ
ぺ
こ
で
す
」と
い
う
表
現
は
、
空
腹
時
の
音
を

表
し
た
よ
う
に
聞
こ
え
ま
す
。
日
本
の
音
楽
も
私
の
日
本
語
学
習
の
重
要
な
部
分
で
す
。〈
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
ア
キ
〉の「
手
紙
」は

私
の
心
を
打
っ
た
。
そ
し
て
、〈
い
き
も
の
が
か
り
〉の「
S
A
K
U
R
A
」と「
Y
E
L
L
」は
私
の
絶
対
的
な
お
気
に
入
り
で
す
。

日
本
語
学
習
と
い
う
素
晴
ら
し
い
経
験
を
通
し
て
、
言
語
や
文
化
の
美
し
さ
を
感
じ
、
自
分
の
世
界
を
広
げ
、
素
晴
ら
し
い
友

達
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
つ
か
、
優
秀
な
日
本
語
教
師
に
な
れ
る
こ
と
を
夢
見
て
い
ま
す
。
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私
は
日
本
が
好
き
に
な
れ
て
幸
せ
で
す
。

～
大
学
2
年
生
の
と
き
、運
が
向
い
て
き
た
と
思
い
ま
し
た
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
✿
ア
カ
ン
ビ
・
エ
ス
タ
ー
・
オ
ル
ワ
フェラ
ン
ミ（
ア
ブ
ジ
ャ
大
学　

24
歳
）

大
学
時
代
、
私
は
日
本
映
画
、
特
に
ア
ニ
メ
を
見
る
の
が
好
き
で
し
た
。
し
か
し
、
最
も
不
満
な
の

は
、
映
画
の
中
に
は
字
幕
が
な
い
も
の
が
あ
り
、
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
理
解
す
る
た
め
に
画
面

を
見
つ
め
る
だ
け
し
か
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
大
学
2
年
生
の
と
き
、
私
は
運
が
向
い

て
き
た
と
思
い
ま
し
た
。

「
奨
学
金
を
も
ら
っ
て
日
本
に
留
学
し
た
こ
と
の
あ
る
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
人
」の
講
師
の
一人

が
、
日
本

で
の
生
活
に
つ
い
て
簡
単
な
話
を
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
財
布
を
4
回
も
な
く
し
た
の
に
、
い
つ
も
、
警

察
署
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
、
財
布
を
取
り
に
行
っ
た
、
と
い
う
話
で
し
た
。
授
業
が
終
わ
っ
た
後
、
私
は
彼
に「
私
も
日

本
に
行
き
た
い
」と
伝
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
日
本
文
化
ク
ラ
ブ
」を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
こ
は
、
首
都
・
ア
ブ
ジ
ャ

に
あ
る
日
本
大
使
館
と
ア
ブ
ジ
ャ
大
学
の
組
織
で
、
日
本
語
や
日
本
文
化
に
つ
い
て
学
び
始
め
ま
し
た
。

日
本
文
化
部
の
中
野
美
緒
先
生
は
、
私
が
実
際
に
会
う
初
め
て
の
日
本
人
で
し
た
。
彼
女
の
魅
力
的
な
と
こ
ろ
は
、
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
と
礼
儀
正
し
さ
で
す
。
何
キ
ロ
も
車
を
運
転
し
て
教
え
に
来
て
く
れ
て
、
十
分
な
材
料
を
用
意
し
て
、
日
本
料
理
の
作
り

方
や
食
べ
方
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
女
は
と
て
も
親
切
で
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
だ
っ
た
の
で
、
私
は
す
ぐ
に
日
本
文
化
ク
ラ
ブ

で
の
す
べ
て
の
こ
と
に
対
し
て
と
て
も
熱
心
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
い
つ
も
黒
人
以
外
の
人
に
近
づ
く
の
が
怖
か
っ
た
で
す
。
白
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人
は
私
た
ち
黒
人
が
嫌
い
だ
と
い
う
印
象
と
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
で
育
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
中
野
先
生
は
私
が
持
っ
て
い

る
そ
の
固
定
観
念
と
誤
解
を
解
い
て
く
れ
ま
し
た
。

「
ひ
ら
が
な
」と「
カ
タ
カ
ナ
」の
勉
強
を
始
め
た
と
き
、「
難
し
い
、
で
き
な
い
」と
思
い
ま
し
た
が
、
十
分
な
教
材
を
使
っ
て
、

2
カ
月
で
マ
ス
タ
ー
で
き
ま
し
た
！　
し
か
し
、「
漢
字
」は
時
間
が
掛
か
り
ま
し
た
が
、
自
分
の
進
歩
に
満
足
し
て
い
ま
す
。「
日

本
語
」は
、
私
に
と
っ
て
、
と
て
も
楽
し
い
も
の
で
す
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
や
数
字
を
、「
歌
に
し
て
」覚
え
ま
し
た
。
私
は
歌
が

大
好
き
な
の
で
、
趣
味
と
日
本
語
を
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
日
本
語
の
難
し
さ
は
分
か
っ
て
い
ま
す

が
、
中
野
先
生
と
そ
の
後
に
来
ら
れ
た
森
田
光
昭
先
生
も
、
よ
り
楽
し
く
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

私
は
、
国
際
関
係
の
一
翼
を
担
い
始
め
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
人
々
は
、
日
本
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
と
切
望
し
て
い
ま
す
し
、
日
本
の
文
化
に
も
興
味
を
持
っ
て
い

ま
す
。
私
は
、
日
本
や
日
本
語
に
つ
い
て
質
問
す
る
た
め
に
、
多
く
の
不
特
定
多
数
の
人
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
語

を
学
び
、
話
す
外
国
人
の
数
は
日
々
増
え
て
い
ま
す
が
、
私
の
国
の
人
々
も
そ
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
自
然
保
護
主
義
者
で
、
自
然
を
愛
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
自
然
は
、
私
が
日
本
に
惹
か
れ
た
理
由
の
一
つ
で
す
。
奨
学
金

を
も
ら
っ
て
、
日
本
の
大
学
で
修
士
号
や
博
士
号
を
取
得
し
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
で
成
功
し
た
い
で
す
。

私
の
有
名
な
日
本
の
こ
と
わ
ざ
は
、
先
生
が
最
初
に
教
え
て
く
れ
た
こ
と
わ
ざ
で
す
。「
七
転
び
八
起
き
」で
す
。
私
は
い
つ
も

こ
の
こ
と
わ
ざ
を
使
っ
て
、
ど
ん
な
に
つ
ま
ず
い
た
と
し
て
も
、
粘
り
強
く
や
れ
ば
最
後
に
は
必
ず
勝
て
る
、
と
自
分
を
鼓
舞
し

て
い
ま
す
。

私
は
日
本
が
好
き
に
な
れ
て
幸
せ
で
す
。
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約
7
年
、独
学
で
日
本
語
を
勉
強
し
続
け
た

～
日
本
の
大
学
で
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
勉
強
を
続
け
た
い
～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

南
ア
フ
リ
カ
✿
ク
ザ
ニ
・
マ
ベ
ナ
（
ツ
ワ
ネ
工
科
大
学
大
学
院
生　

28
歳
）

私
が「
日
本
語
を
勉
強
し
、
日
本
に
魅
了
さ
れ
る
旅
」は
、
7
年
前
、
静
か
に
部
屋
に
座
っ
て
自
分
自

身
と
深
い
会
話
を
し
て
い
る
時
に
始
ま
り
ま
し
た
。
2
0
1
7
年
、
部
屋
に
静
か
に
座
っ
て
い
る
と
、
頭

の
中
で
、「
日
本
語
を
勉
強
し
て
日
本
で
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
働
き
な
さ
い
」と
言
う〝
柔
ら
か
く
優
し

い
声
〟が
聞
こ
え
た
気
が
し
た
。

た
め
ら
う
こ
と
な
く
、
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
、
日
本
の
文
化
、
宗
教
、
教
育
制
度
、
技
術
革
新
な
ど

に
つ
い
て
調
べ
、
一人

で
日
本
語
を
学
び
始
め
ま
し
た
。「
日
本
に
引
っ
越
し
て
、
日
本
で
の
生
活
を
直

接
体
験
す
る
」と
い
う
ア
イ
デ
ア
に
興
奮
し
て
い
ま
し
た
が
、
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
基
本
的
な
日
本
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
二
つ
目
は
、
日
本
語
学
校
に
入
学
す
る
お
金
が
必
要
に
な
る
こ

と
、
で
す
。
当
時
、
私
は
ま
だ
大
学
で
工
学
を
学
ん
で
い
ま
し
た
が
、
語
学
学
校
で
日
本
語
を
勉
強
す
る
お
金
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、
独
学
で
日
本
語
を
学
び
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
日
本
語
の
本
を
読
ん
だ
り
、
日
本
語
で
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
り
、
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
・
ア
プ
リ
を
使
っ

て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
日
本
人
の
友
達
を
作
っ
た
り
、
日
本
の
映
画
を
見
た
り
、
日
本
の
音
楽
を
聴
い
た
り
、
そ
の
他
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
始
め
ま
し
た
。
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何
年
に
も
わ
た
っ
て
勉
強
し
、
私
の
日
本
語
は
少
し
ず
つ
上
手
に
な
り
、
日
本
人
の
友
達
と
日
本
語
で
快
適
に
チ
ャ
ッ
ト
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
語
を
独
学
で
勉
強
す
る
の
は
簡
単
で
は
な
く
、
諦
め
た
い
と
思
う
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
日
本
で
働
く
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
決
心
、
頑
張
り
ま
し
た
。

「
日
本
語
は
世
界
で
三
番
目
に
難
し
い
言
語
」と
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
知
っ
て
い
な
が
ら
、
7
年
以
上
、
独
学
で
日
本

語
を
勉
強
し
続
け
ま
し
た
。
私
は
ま
だ
日
本
語
が
ペ
ラ
ペ
ラ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
将
来
は
そ
う
な
る
自
信
が
あ
り
ま
す
。

日
本
の
音
楽
を
難
な
く
聞
い
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
日
本
語
が
ペ
ラ
ペ
ラ
に
な
っ
て
か
ら
や
り
た
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

日
本
語
を
勉
強
す
る
旅
の
中
で
、
日
本
語
の
勉
強
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
り
、
英
語
の
勉
強
も
手
伝
っ
て
く
れ
た
多
く
の
日
本
人

に
出
会
い
ま
し
た
。
最
初
は
言
語
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
ゆ
っ
く
り
と
、
友
達
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
今
日
ま
で

L
I
N
E
と
I
n
s
t
a
g
r
a
m
で
5
年
以
上
の
お
付
き
合
い
の
人
も
い
ま
す
。

私
は
ま
だ
日
本
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
本
人
と
一
緒
に
、
た
く
さ
ん
の
ビ
デ
オ
通
話
を
し
て
、
将
来
日
本
で
会
っ

て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

私
の
好
き
な
日
本
の
こ
と
わ
ざ
は「
継
続
は
力
な
り
」で
す
。

数
年
前
、
ア
メ
リ
カ
・
フ
ロ
リ
ダ
州
の
バ
レ
ン
シ
ア
カ
レ
ッ
ジ
で
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
を
学
び
、
現
在
は
南
ア
フ
リ
カ
の
大
学
院
で

電
気
工
学
を
学
ん
で
い
ま
す
。
日
本
の
大
学
で
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
勉
強
を
続
け
た
い
。
そ
し
て
、
日
本
に
住
み
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し

て
働
く
こ
と
が
目
標
で
す
。
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１
９
８
９
年

❖ 「
外
国
と
の
共
通
性
」に
目
を
向
け
て

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

フ
ラ
ン
ス
✿
ノ
エ
ス
モ
エ
ン
・
イ
ザ
ベ
ル（
立
教
大
学
）

三
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
。
私
は
あ
る
日
本
人
の
先
生
か
ら
、「
あ
る
ラ
ジ
オ
番
組
が
捕
鯨
に
つ
い
て

の
外
国
人
の
意
見
を
聞
き
た
が
っ
て
い
る
の
で
、
何
か
話
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私

は
、
捕
鯨
に
つ
い
て
あ
ま
り
大
し
た
こ
と
を
い
う
自
信
も
な
い
の
で
、
断
ろ
う
か
と
も
考
え
ま
し
た
。
し

か
し
、
先
生
か
ら「
別
に
強
い
反
対
意
見
で
な
く
て
も
い
い
か
ら
」と
強
く
勧
め
ら
れ
、
呼
び
集
め
た
三

人
の
友
人
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
る
こ
と
に
し
た
。

し
か
し
、
数
日
後
に
そ
の
番
組
を
聞
い
た
時
、
私
は
驚
き
と
怒
り
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
た
ち
四
人
の
う
ち
、
捕
鯨
反
対
の
意
見
を
述
べ
た
の
は
一
人
だ
っ
た
の
に
、
他
の
三
人
の
意
見
が
正
し
く
紹
介
さ
れ
ず
、
ま

る
で
全
員
が
反
対
意
見
で
あ
る
か
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
番
組
の
結
論
は
、「
や
っ
ぱ
り
外
国
人
に
は
、
日
本
人

の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
」と
い
う
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
極
端
な
例
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
私
は
、
い
ろ
い
ろ
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
考

え
た
の
は
、
日
本
の「
国
際
化
」と
か
、「
国
際
人
の
養
成
」と
い
う
こ
と
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
の
生
活
の
な
か
で
は
、
そ
の「
国
際
化
」に
逆
行
し
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
こ
と
に
し
ば
し
ば
出
会
い
ま
す
。
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日
本
人
は
外
国
人
と
比
べ
て
自
分
た
ち
の
違
い
を
あ
ま
り
に
強
調
し
す
ぎ
る
、
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
日
本
に
は
い
ろ
い
ろ
な

特
殊
な
側
面
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
外
国
か
ら
採
り
入
れ
た
こ
と
で
も
、
日
本
独
特
の
特
色
を
備
え
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
も
あ

り
ま
す
。
柳
田
国
男
の
研
究
を
と
お
し
て
、
日
本
に
あ
る
様
々
な
習
慣
や
風
習
を
見
て
き
た
私
に
は
、
よ
く
わ
か
る
つ
も
り
で
す
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
日
本
独
自
の
文
化
・
伝
統
の
豊
か
さ
を
尊
重
す
る
こ
と
と
、
そ
の
独
自
性
だ
け
を
一
面
的
に
強
調
す
る
こ

と
と
は
別
だ
と
思
う
の
で
す
。
ラ
ジ
オ
番
組
の
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本
人
は
自
分
た
ち
の
独
自
性
・
特
殊
性
に
対
し
て
意

識
過
剰
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、「
外
国
人
に
日
本
人
の
こ
と
が
わ
か
る
は
ず
が
な
い
」と
思
い
込
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

私
に
は
む
し
ろ
、
日
本
の
独
自
性
ば
か
り
強
調
し
が
ち
な
人
た
ち
が
本
当
に
日
本
の
こ
と
を
正
し
く
理
解
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
、

疑
問
に
思
わ
れ
ま
す
。
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
さ
れ
た「
日
本
ら
し
さ
」を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
だ
け
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

ま
た
、
し
ば
し
ば
強
調
さ
れ
る
日
本
人
の
一
体
性
＝
同
質
性
と
い
う
こ
と
に
も
疑
問
を
感
じ
ま
す
。
日
本
の
各
地
を
訪
ね
て
み

た
私
の
経
験
か
ら
も
、
各
地
方
の
歴
史
は
か
な
り
多
様
だ
し
個
性
的
だ
と
感
じ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
結
局
、
多
く
の
日
本
人
は
日
本
を
よ
く
知
ら
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
の「
汝

自
身
を
知
れ
」と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し
ま
す
。
日
本
の
独
自
性
だ
け
で
な
く
外
国
と
の
共
通
性
に
も
目
を
向
け
、
他
方
で
、
日

本
の
中
の
多
様
性
に
も
正
し
く
目
を
向
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
国
の
理
解
が
も
っ
と
深
ま
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
す
れ

ば
、
外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
も
っ
と
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
相
互
理
解
も
広
が
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
こ

そ
が
真
の「
国
際
化
」に
つ
な
が
る
と
私
は
確
信
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
認
識
が
多
く
の
人
々
に
広
ま
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
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１
９
８
９
年

❖ 「
違
い
を
認
め
合
う
」こ
と
が
国
際
交
流
の
第
一
歩

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
✿
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
フェラ
ー
リ
ス（
天
理
大
学
）

日
本
人
の
望
ん
で
い
る
国
際
交
流
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
。
日
本
人
は
今
ま
で
の
国
際
交
流
へ
の
道
は
正
し
い
、
と

思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
外
国
人
で
あ
る
私
か
ら
見
れ
ば
、
今
ま
で
の
や
り
方
で
は
う
ま
く
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

何
が
足
り
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、
言
葉
の
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は「
英
語
」と
い
う
言
葉
が
日
本
の
社
会
で
想
像

以
上
に
大
切
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
暗
記
し
た
英
語
の
単
語
の
数
や
文
法
を
覚
え

て
い
る
こ
と
が
非
常
に
大
切
な
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
私
は
、
そ
ん
な
こ
と
よ
り
言
葉
を
使
え
る
か
ど
う
か
が
ず
っ
と
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
い
く
ら
使
う
こ

と
が
大
事
だ
と
言
っ
て
も
、
日
本
語
の
中
の
外
来
語
を
そ
の
ま
ま
使
え
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
テ
ニ
ス
の
練
習
の
時

な
ど
、
大
き
な
声
で「
フ
ァ
イ
ト
」と
さ
け
ぶ
学
生
が
多
い
の
で
す
が
、「
フ
ァ
イ
ト
」と
い
う
の
は「
け
ん
か
す
る
」を
意
味
す
る

言
葉
で
す
。
私
は
、
初
め
て
そ
れ
を
聞
い
た
時
、
日
本
人
は
そ
ん
な
に
、
け
ん
か
が
好
き
な
の
か
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

若
い
人
は
、
会
話
の
時
に
英
語
の
語
彙
を
使
い
す
ぎ
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。
一
日
に
何
度
、
ラ
ッ
キ
ー
や
ナ
イ
ス
と
い
う

言
葉
を
耳
に
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
英
語
で
あ
り
な
が
ら
、
カ
タ
カ
ナ
に
よ
っ
て
マ
ジ
ッ
ク
の
よ
う
に
日
本
語
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
よ
う
な
英
語
の
言
葉
は
日
本
人
の
欧
米
に
対
す
る
憧
れ
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
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日
本
製
の
T
シ
ャ
ツ
や
ト
レ
ー
ナ
ー
に
も
英
語
が
書
い
て
あ
り
、
歌
謡
曲
に
も
英
語
の
言
葉
が
数
多
く
出
て
き
ま
す
。
ま
た
、
髪

を
金
髪
に
染
め
た
り
、
パ
ン
ク
や
ヘ
ビ
ー
メ
タ
ル
の
格
好
を
し
た
日
本
人
を
都
会
で
は
見
か
け
ま
す
。
私
は
、
そ
の
人
た
ち
を
初

め
て
見
た
時
に
ハ
ー
フ
だ
と
思
っ
て
、
声
を
か
け
た
ら
、
上
手
な
関
西
弁
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
日
本
人
は
外
国
人
の
ま
ね
を
す

る
傾
向
が
強
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
国
で
は
、
外
国
人
と
一
緒
に
生
活
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
親
し
く
な
る
に
従
っ
て
、
そ
の
人
の
気
持
ち
を
わ
か
ろ
う
と

努
力
し
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
人
は
、
外
国
人
と
親
し
く
な
っ
て
も
、
文
化
の
壁
を
壊
す
努
力
も
せ
ず
、
い
つ
ま
で
も「
外
国
人
」

と
し
て
扱
い
ま
す
。

私
は
、
外
国
人
は
鼻
が
高
く
て
も
、
皮
膚
の
色
が
違
っ
て
も
、
同
じ
人
間
と
し
て
認
め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
世
界

に
は
、
様
々
な
国
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
の
あ
る
生
活
、
文
化
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、
す
べ
て
が
同
じ
よ
う
な
生

活
、
文
化
で
あ
っ
た
ら
、
ど
ん
な
に
つ
ま
ら
な
い
世
界
に
な
る
で
し
ょ
う
。

私
は
、
お
互
い
の
違
い
を
認
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
違
う
考
え
方
が
あ
っ
て
も
、
お
互
い
の
助
け
合
い
や
心
と
心

の
理
解
か
ら
、
日
本
人
の
望
ん
で
い
る
国
際
交
流
が
始
ま
る
と
思
い
ま
す
。
道
で
外
国
人
に
会
っ
て
も
、
逃
げ
た
り
せ
ず
に
、
話

を
す
る
こ
と
か
ら
国
際
交
流
の
第
一
歩
が
始
ま
る
で
し
ょ
う
。
日
本
人
だ
け
し
か
日
本
の
事
は
理
解
で
き
な
い
、
と
い
う
よ
う
な

考
え
方
を
や
め
て
、
も
っ
と
心
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
、
外
国
人
と
一
生
続
く
友
情
を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。
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１
９
８
９
年

❖ 「
ニ
ン
ニ
ク
風
の
お
つ
き
合
い
」を

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
✿
ハニ
イ
・
ウ
イ
ジ
ャ
ヤ
（
北
海
道
大
学
）

ニ
ン
ニ
ク
は
お
好
き
で
す
か
？
　「
あ
ん
ま
り
」、「
臭
く
て
…
…
」と
い
う
方
が
お
お
い
で
し
ょ
う
。

で
も
ニ
ン
ニ
ク
は
世
界
何
十
カ
国
の
、
何
千
何
百
と
い
う
お
料
理
を
お
い
し
く
し
て
い
る
も
と
で
す
し
、

ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
薬
効
も
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
、
近
頃
ブ
ー
ム
の
機
能
性
食
品
の
一
つ
で
、
昔
か
ら

い
ろ
い
ろ
と
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

日
本
へ
来
て
四
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
本
当
の
友
人
と
呼
べ
る
人
は
、
指
で
数
え
ら
れ
る
ほ
ど
し
か

い
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
？
　
お
会
い
し
た
方
々
は
ど
な
た
も
皆
、
優
し
く
親
切
で
気
楽
で
し
た
。
そ
れ
な
の
に
、
本
当

に
親
し
く
な
れ
る
人
が
こ
ん
な
に
少
な
い
な
ん
て
、
他
の
留
学
生
か
ら
も
よ
く
、
同
じ
よ
う
な
話
を
耳
に
し
ま
す
。

日
本
の
皆
さ
ん
は
、
私
た
ち
外
国
人
を
と
て
も
大
事
に
し
て
下
さ
い
ま
す
。
大
変
嬉
し
い
の
で
す
が
、
逆
に
言
う
と「
お
客
」

と
し
て
し
か
見
て
も
ら
え
な
い
さ
び
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
と
て
も
礼
儀
正
し
く
丁
寧
に
接
し
て
く
れ
ま
す
が
、
あ
り
の
ま
ま
の
自

分
は
な
か
な
か
見
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
、
通
り
い
っ
ぺ
ん
の
お
つ
き
合
い
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
残

念
な
こ
と
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
日
本
人
の
優
し
い
心
の
中
に
は
、
常
に
相
手
の
気
持
ち
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
あ
る
よ
う
で
す
。
自
分
は
少
し
が
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ま
ん
を
し
て
も
相
手
が
喜
ん
で
く
れ
れ
ば
そ
れ
が
一
番
、
と
い
う
考
え
方
で
す
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
と
て
も
良
い
こ
と
、
す
て
き

な
こ
と
で
、
私
も
出
来
れ
ば
見
習
い
た
い
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
こ
の
思
い
が
強
す
ぎ
て
、
相
手
の
気
持
ち
を
傷
つ
け
る
か
も
し

れ
な
い
と
心
配
す
る
あ
ま
り
、
必
要
以
上
に
神
経
を
使
っ
た
り
、
余
計
な
気
を
ま
わ
し
た
り
、
す
っ
か
り
疲
れ
て
し
ま
う
の
は
当

然
で
す
。
や
が
て
会
う
こ
と
自
体
が
わ
ず
ら
わ
し
く
な
っ
て
も
、
何
の
不
思
議
も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
れ
ば
、
会
う
こ
と
を
避
け

た
く
な
る
で
し
ょ
う
。
す
る
と
今
度
は
、
避
け
て
い
る
こ
と
が
相
手
に
わ
か
っ
て
し
ま
う
の
で
は
、
と
心
配
に
な
っ
た
り
し
て
、
こ

ん
な
こ
と
な
ら
、
い
っ
そ
他
人
の
ま
ま
で
い
る
方
が
ま
し
で
す
よ
ね
。

相
手
に
よ
く
思
わ
れ
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
自
然
で
す
し
、
相
手
の
心
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
す
る
心
使
い
は
大
切
で
す
が
、
く

た
び
れ
て
し
ま
っ
て
は
何
に
も
な
ら
な
い
し
、
本
当
の
友
情
を
求
め
る
な
ら
、
そ
れ
だ
け
で
は
済
ま
な
い
で
し
ょ
う
。
人
と
人
と

が
つ
き
合
う
の
で
す
か
ら
、
傷
つ
け
た
り
傷
つ
け
ら
れ
た
り
す
る
の
は
、
や
む
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。
あ
る
程
度
傷
つ
け
ら
れ

た
り
し
な
が
ら
、
お
互
い
の
本
当
の
気
持
ち
を
理
解
し
合
い
、
認
め
合
っ
て
ゆ
く
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

正
直
で
率
直
で
気
楽
な
つ
き
合
い
。
個
人
ど
う
し
の
交
流
は
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
、
そ
れ
が
国
と
国
と
の
交
流
の
た
め
の
確
か
な

懸
け
橋
に
な
っ
て
ゆ
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ニ
ン
ニ
ク
は
傷
を
つ
け
な
け
れ
ば
た
い
し
て
臭
い
ま
せ
ん
。
で
も
そ
れ
で
は
お
料
理
に
は
役
立
た
な
い
。
傷
を
つ
け
る
と
、
あ

の
強
烈
な
臭
い
が
出
て
く
る
け
れ
ど
、
料
理
の
味
を
グ
ン
と
引
き
立
て
、
健
康
を
も
増
進
し
て
く
れ
ま
す
。
傷
を
つ
け
る
と「
臭

い
け
ど
お
い
し
く
な
る
」ニ
ン
ニ
ク
。
で
は
、「
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
る
け
ど
仲
良
く
な
れ
る
」ニ
ン
ニ
ク
風
の
お
つ
き
合
い
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。
エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理
も
は
や
っ
て
い
る
こ
と
で
す
し
…
…
。
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１
９
８
９
年

❖ 
交
流
は「
一
方
通
行
」で
は
い
け
ま
せ
ん
！

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
✿
サ
イ
ド
・
サ
ム
ス
デ
ィ
ン
・
ア
ハメ
ド
（
長
崎
大
学
）

日
本
に
来
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
見
た
り
、
学
ん
だ
り
、
体
験
し
た
り
し
て
、
ま
る
で
新
し
い
世
界
を
発
見
し
た
よ
う
な
感

じ
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
ど
も
の
時
の
印
象
と
現
実
に
は
大
き
な
ず
れ
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

現
在
、「
文
化
交
流
」、「
友
好
」、「
親
善
」な
ど
の
言
葉
が
世
の
中
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
前
提
条
件
に
な
っ
て
い
る

「
相
互
理
解
」に
つ
い
て
、
ま
ず
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の「
相
互
理
解
」と
い
う
こ
と
は
、
現
実
に
は
、
き
わ
め
て
難
し
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、「
理
解
」で
き
た
と
し
て

も
、
時
に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
は
す
ご
く「
身
勝
手
な
理
解
」で
、
自
分
に
だ
け
都
合
の
良
い「
理
解
」に
な
っ
て
、
本
来
の「
相
互

理
解
」は
忘
れ
ら
れ
が
ち
で
す
。

人
間
は
と
か
く
、
自
分
た
ち
の
生
活
、
風
俗
習
慣
、
文
化
な
ど
を
基
準
に
し
て
、
他
の
も
の
を
推
し
量
ろ
う
と
し
ま
す
。
む
し

ろ
、
そ
れ
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
こ
の
世
の
中
に
存
在
し
て
い
る
の
は「
自
分
だ
け
」で
な
く
、
他
人
も
い
る
こ
と
も
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
し
っ
か
り
認
識
し
て
行
動
す
る
こ
と
は
、
人
間
社
会
に
と
っ
て
不
可
欠
で
す
。

た
と
え
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
々
が
日
本
に
来
て
、
日
本
人
が
生
の
魚
を
食
べ
た
り
、
集
団
で
お
風
呂
に
入
っ
た
り
す
る
の

を
見
て
、
驚
く
人
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
そ
の
人
々
の
従
来
の
生
活
の
中
で
ま
っ
た
く
考
え
ら
れ
な
い
出
来
事
で
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あ
り
、
ま
た
、
そ
う
い
っ
た
習
慣
が
日
本
人
の
生
活
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
こ
と
に
驚
い
て
も
い
い
け
れ
ど
、
自
分
の
国
と
日
本
の
国
と
で
は
生
活
の
あ
り
方
は
違
う
点
も
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う

こ
と
も
理
解
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、
自
分
の
風
俗
、
習
慣
、
価
値
観
な
ど
を
捨
て
る
必
要
は
な
い
け
れ
ど
、
日
本
に
い
る
間
は
、
日
本
の
そ
れ
と
ぶ
つ

か
ら
な
い
よ
う
に
、
日
本
の
社
会
秩
序
を
乱
さ
な
い
よ
う
に
、
日
本
社
会
の
あ
り
方
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

も
う
一
例
を
あ
げ
ま
す
。
酒
は
、「
酒
は
百
薬
の
長
」と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
日
本
人
の
生
活
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
イ
ス
ラ
ム
社
会
で
は
ア
ル
コ
ー
ル
類
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
一
切
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
問
題
は
、
酒
の
善
悪
で
は
な
く
、
生
活
様
式
や
文
化
の
違
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ど
ち
ら
が
い
い
か
、
悪
い
か
、
と

い
う
結
論
は
出
ま
せ
ん
。
違
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
は
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

交
流
と
は
、
い
っ
た
い
何
で
し
ょ
う
か
。
交
流
と
は
、「
人
と
人
と
の
付
き
合
い
で
、
互
い
の
経
験
や
考
え
方
を
交
換
で
き
る
こ

と
が
基
本
で
す
。
そ
し
て
、
打
算
ぬ
き
で
、
仲
間
や
隣
人
と
同
じ
よ
う
に
心
か
ら
の
お
付
き
合
い
が
で
き
る
」こ
と
で
す
。
し
か

し
、
現
実
に
は
、
な
か
な
か
う
ま
く
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

交
流
は
一
方
通
行
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、「
交
流
」と
い
う
言
葉
の
奥
に
は
、「
相
互
」と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

本
当
の「
交
流
」に
必
要
な
の
は
、
当
事
者
の
素
直
な
気
持
ち
と
決
意
で
す
。
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１
９
９
２
年

❖ 
中
日
は
、「
友
好
の
シ
ン
ボ
ル
」が
要
ら
な
い
仲
に
！

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

中
国
✿

高
媛
（
吉
林
大
学
）

僕
は
ユ
ウ
ユ
ウ
だ
。
東
京
の
上
野
動
物
園
に
住
む
パ
ン
ダ
の
家
族
の
一
員
だ
。
最
近
、
あ
る
新
聞
社
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け

た
。「
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
日
中
友
好
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
何
か
一
言
」と
。「
な
に
？
　
二
十
一
世
紀
に
な
っ
て
も
、
我

が
家
族
が
シ
ン
ボ
ル
に
な
り
続
け
る
の
か
…
…
」と
僕
は
丸
い
目
を
一
層
丸
く
し
た
。

僕
は
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
こ
と
が
と
て
も
幸
せ
だ
と
思
う
。
毎
日
熱
気
む
ん
む
ん
の
見
物
人
を
相
手
に
し
た
り
、
エ
ア
コ
ン
付
き

の
部
屋
で
寝
転
ん
だ
り
出
来
る
よ
う
な
上
野
動
物
園
の
生
活
の
お
か
げ
で
、
僕
は
ず
い
ぶ
ん
ふ
と
っ
て
き
た
。
で
も
、
僕
に
は
悩

む
こ
と
が
あ
る
。
人
間
が
我
が
家
族
に
名
づ
け
て
く
れ
た
こ
の「
友
好
の
シ
ン
ボ
ル
」と
は
一
体
何
だ
ろ
う
。
僕
た
ち
は
た
だ
大
自

然
の
中
で
人
間
と
同
じ
よ
う
に
生
き
て
い
る
一
動
物
に
す
ぎ
な
い
。「
友
好
の
シ
ン
ボ
ル
」と
見
な
さ
れ
て
い
る
の
は
恐
縮
千
万
。

僕
た
ち
の
社
会
で
は
、
友
好
と
か
、
親
善
と
か
は
み
ん
な
口
で
言
い
合
う
も
の
で
は
な
い
。
気
持
ち
さ
え
あ
れ
ば
、
口
に
出
さ
な

く
て
も
、
表
情
や
行
動
で
心
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
点
が
人
間
と
は
違
う
の
だ
ね
。

先
日
、
退
屈
し
の
ぎ
に
雑
誌
を
ぱ
ら
ぱ
ら
め
く
っ
て
い
た
ら
、
あ
る
記
事
が
目
に
入
っ
た
。
そ
れ
は
日
本
に
滞
在
し
て
い
る
中

国
人
の
多
く
は
自
分
に
パ
ン
ダ
と
い
う
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
つ
け
、
日
本
の
社
会
で
外
国
人
だ
と
区
別
さ
れ
、
敬
遠
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
こ
ぼ
し
た
内
容
の
記
事
だ
っ
た
。
そ
れ
を
読
ん
で
、
僕
は
思
わ
ず
涙
ぐ
み
、
我
が
家
族
が
中
日
友
好
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て

早
く
も
二
十
年
の
歳
月
が
経
っ
た
今
、
中
日
友
好
の
道
が
ま
だ
ま
だ
遠
い
も
の
だ
と
つ
く
づ
く
感
じ
た
。

「
友
好
の
シ
ン
ボ
ル
と
は
一
体
何
だ
ろ
う
？
」。
僕
た
ち
の
よ
う
な
表
面
だ
け
に
と
ど
ま
る
シ
ン
ボ
ル
は
ど
う
し
て
も
必
要
な
の
だ
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ろ
う
か
。
結
局
、
シ
ン
ボ
ル
が
必
要
な
の
は
人
間
だ
。
そ
の
人
間
同
士
の
間
は
ま
だ
他
人
で
あ
り
、
心
と
心
は
溶
け
合
わ
ず
、
人

間
と
し
て
の
ふ
れ
あ
い
が
ま
だ
足
り
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
何
と
か
い
う
哲
学
者
が
言
っ
て
い
る
。
僕
の
意
見
と
一
致
し
て

い
る
ね
。
僕
は
も
し
人
間
だ
っ
た
ら
、
す
ぐ
れ
た
哲
学
者
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
シ
ン
ボ
ル
の
か
わ
り
に
、
有
識
者
の
一
人

と
し
て
中
日
友
好
の
た
め
に
具
体
的
な
貢
献
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

中
国
と
い
い
、
日
本
と
い
い
、
二
十
一
世
紀
に
直
面
す
べ
き
共
同
の
課
題
は
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
は
国
際
社
会
が
進
ん
で
い
く

中
で
、
人
間
性
が
だ
ん
だ
ん
薄
ら
い
で
来
る
こ
と
に
ど
う
や
っ
て
対
応
出
来
る
か
と
い
う
こ
と
だ
。
僕
の
答
え
は
、
人
間
性
と
い

う
の
は
、
国
境
や
民
族
な
ど
を
越
え
る
人
間
の
基
本
的
な
感
情
だ
か
ら
、
人
間
性
を
豊
か
に
す
る
に
は
、
文
化
交
流
な
ど
の「
草

の
根
の
交
流
」が
ど
う
し
て
も
必
要
だ
。「
ほ
ん
の
一
滴
の
水
で
も
偉
大
な
太
陽
の
光
を
反
射
す
る
こ
と
が
出
来
る
」と
僕
は
よ
く

人
間
の
口
か
ら
聞
か
さ
れ
る
。
文
通
と
か
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
か
、
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
、
論
文
募
集
な
ど
、
小
さ
な
工
夫
、
小
さ

な
努
力
が
、
お
互
い
に
本
音
で
話
し
合
え
る
の
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。
そ
う
し
た
小
さ
な
交
流
が
深
ま
れ
ば
深
ま
る
ほ
ど
、
心

と
心
が
開
き
あ
い
、
肌
で
お
互
い
の
文
化
と
民
族
性
を
感
じ
取
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

中
日
両
国
は
お
互
い
に
偏
見
や
誤
解
を
き
れ
い
に
捨
て
て
、
も
っ
と
包
容
し
合
い
、
理
解
し
合
い
、
手
を
携
え
て
、
一
緒
に
人

間
性
豊
か
な
二
十
一
世
紀
を
目
指
す
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
っ
た
ら
と
僕
は
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

人
間
の
口
調
を
え
ら
そ
う
に
真
似
て
、
僕
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
わ
っ
た
。
エ
ア
コ
ン
付
き
の
部
屋
に
戻
っ
た
途
端
、
僕
は
ホ
ー

ム
シ
ッ
ク
に
襲
わ
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
二
十
一
世
紀
の
中
国
と
日
本
が
仲
の
良
い
兄
弟
姉
妹
の
よ
う
に
以
心
伝
心
で
交
流
出

来
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
も
う
シ
ン
ボ
ル
も
要
ら
な
い
だ
ろ
う
。
僕
も
そ
の
時
ひ
さ
し
ぶ
り
に
四
川
省
の
山
に
帰
っ
て
、
思
い
き
り

コ
ロ
コ
ロ
転
が
っ
た
り
、
楽
し
い
夢
を
見
た
り
、
静
か
な
老
後
生
活
が
送
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
楽
し
み
だ
！
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１
９
９
８
年

❖ 
も
し
、「
日
本
語
」を
勉
強
し
な
か
っ
た
ら
…
…

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

中
国
✿

李
錦
成
（
遼
寧
師
範
大
学
）

二
ヶ
月
前
か
ら
、
私
は
バ
イ
ト
で
、
外
国
語
専
門
学
校
で
、
初
級
、
中
級
の
人
た
ち
に
日
本
語
を
教
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
あ

る
日
、
ク
ラ
ス
の
張
と
い
う
学
生
に「
先
生
は
な
ぜ
日
本
語
を
勉
強
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
か
」と
聞
か
れ
て
、
私
は
い
つ
も

の
よ
う
に「
中
日
友
好
の
た
め
に
」と
答
え
た
。
す
る
と
そ
の
学
生
は
続
け
て「
先
生
は
中
日
友
好
の
た
め
に
何
を
し
た
ん
で
す
か
」。

「
え
ー
と
、
あ
の
う
…
…
」。
私
は
何
も
言
え
ず
に
顔
が
赤
く
な
っ
た
。
そ
こ
ま
で
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
。「
中
日
友

好
」と
よ
く
口
に
し
て
も
、
た
だ
挨
拶
と
し
て
使
っ
て
き
た
の
だ
っ
た
。

そ
の
日
か
ら
、
私
の
頭
に「
中
日
友
好
を
深
め
る
た
め
、
何
か
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
」と
い
う
問
題
が
残
っ
た
。
も
し
日
本

語
を
勉
強
し
な
か
っ
た
ら
、
私
は
こ
ん
な
問
題
を
考
え
な
く
て
も
よ
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
私
に
は
そ
れ
は
出
来
な
い
。

日
本
語
を
十
年
余
り
勉
強
し
て
、
中
日
友
好
に
力
を
さ
さ
げ
て
い
る
人
た
ち
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
か
ら
。

私
た
ち
が
勉
強
し
て
い
る
教
室
（「
大
森
日
本
学
習
研
究
中
心
」）
は
日
本
の
大
森
先
生
夫
婦
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
、
教
材
も
大
森
先
生

夫
婦
の
寄
贈
だ
。
私
た
ち
が
勉
強
し
て
い
る
本
は
日
本
人
の
先
生
が
日
本
か
ら
持
っ
て
き
た
も
の
だ
し
、
辞
書
も
日
本
の
友
人
が

く
れ
た
。
私
の
卒
業
論
文
は
、
日
本
の
菊
地
先
生
が
下
さ
っ
た
参
考
書
を
参
考
に
し
て
書
い
て
い
る
。

こ
の
こ
と
な
ど
を
、
私
は
毎
週
の
バ
イ
ト
の
授
業
で
15
分
ぐ
ら
い
、
学
生
た
ち
に
紹
介
し
た
り
し
た
。

先
週
、
バ
イ
ト
先
の
授
業
で
、
日
本
の
経
済
、
文
化
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
と
、
あ
の
張
さ
ん
が
突
然
立
ち
上
が
っ
て
、「
李
先
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生
が
中
日
友
好
の
た
め
に
何
を
し
た
の
か
分
か
り
ま
し
た
。
先
生
の
お
か
げ
で
、
私
た
ち
は
日
本
国
と
日
本
人
に
対
し
て
新
し
く

理
解
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
私
の
お
じ
い
さ
ん
が
日
本
軍
に
殺
さ
れ
た
の
で
、
今
ま
で
日
本
人
は
と
て
も
い
や
で
し
た
。
し

か
し
、
李
先
生
の
お
話
で
考
え
が
す
っ
か
り
変
わ
り
ま
し
た
」と
言
っ
た
。
こ
の
話
で
私
は
涙
が
こ
ぼ
れ
る
ほ
ど
感
動
し
た
。
こ

ん
な
効
果
が
出
る
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
。

実
は
私
の
日
本
に
対
し
て
の
考
え
も
、
日
本
人
の
先
生
、
中
国
の
日
本
語
の
先
生
、
そ
れ
か
ら
多
く
の
知
ら
な
い
日
本
人
の
お

か
げ
で
変
わ
っ
た
の
だ
。
私
の
祖
父
も
日
本
軍
に
殺
さ
れ
た
の
で
、
も
し
日
本
語
を
勉
強
し
な
か
っ
た
ら
、
も
し
こ
ん
な
に
、
中

日
友
好
の
た
め
に
力
を
さ
さ
げ
て
い
る
人
達
が
い
な
か
っ
た
ら
、
私
は
一
生
日
本
を
恨
ん
で
、
日
本
を
正
し
く
理
解
出
来
な
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。

私
が
学
生
た
ち
に
客
観
的
に
日
本
人
と
日
本
国
を
教
え
た
か
ら
、
学
生
た
ち
は
日
本
に
対
し
て
正
し
い
理
解
が
出
来
た
の
だ
と

思
う
。
中
日
友
好
を
深
め
る
た
め
、
教
育
の
役
割
は
大
き
い
と
思
う
。
私
た
ち
は
日
本
と
中
国
の
国
民
に
、
客
観
的
で
、
正
確
な

情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
一
番
大
事
だ
。

今
で
も
、
た
く
さ
ん
の
中
国
人
と
日
本
人
は
正
確
に
理
解
し
合
っ
て
い
な
い
。
多
く
の
中
国
人
は
日
本
を
恨
ん
で
い
る
。
し
か

し
、
日
本
で
は
大
森
先
生
夫
婦
の
よ
う
な「
友
好
の
使
者
」が
だ
ん
だ
ん
多
く
な
っ
て
い
る
し
、
中
国
で
も
た
く
さ
ん
の
日
本
語
教

師
が
一
生
懸
命
働
い
て
い
る
。

私
も
も
っ
と
一
生
懸
命
に
日
本
語
を
勉
強
し
て
、
も
っ
と
多
く
の
中
国
人
に
今
の
日
本
と
日
本
人
を
紹
介
す
る
つ
も
り
だ
。
日

本
語
を
十
年
余
り
勉
強
し
て
、
今
年
七
月
に
大
学
を
卒
業
す
る
。
卒
業
後
は
、
日
本
語
の
先
生
に
な
り
た
い
。
お
世
話
に
な
っ
た

日
本
の
人
た
ち
に
恩
返
し
を
す
る
た
め
。
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継
ぎ
」は
日
本
人
の
魂
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ル
ー
マ
ニ
ア
✿
マ
リ
ア
・
カ
メ
リ
ア
・
ニッ
ツ
ァ（
国
立
バベ
シュ・
ボ
ヨ
イ
大
学　

20
歳
）

「
心
の
傷
」と
い
う
比
喩
は
、
私
た
ち
が
人
生
を
語
る
上
で
使
わ
れ
、
す
べ
て
の
人
に
か
か
わ
る
も
の

で
す
。
日
本
の
伝
統
技
術
の
中
に
は
、
壊
れ
た
碗
や
器
な
ど
を
金
で
修
繕
す
る「
金
継
ぎ
」と
い
う
技
術

が
あ
り
ま
す
。
私
は
高
校
生
の
時
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
日
本
の「
金
継
ぎ
」の
こ
と
を
知
り
、
と
て

も
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

そ
し
て
、
大
学
で
日
本
語
を
学
ん
で
、
よ
り
深
く
金
継
ぎ
と
い
う
芸
術
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
日
本
人
の
魂
は
、
そ
の「
金
継
ぎ
」の
芸
術
に
お
け
る
美
し
さ
と
明
瞭
さ
の
比
喩
の
中
に
見
て
と
れ
ま
す
。

「
金
継
ぎ
」の
芸
術
は
真
の
日
本
の
精
神
に
お
け
る
本
質
を
表
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
日
本
人
の
魂
と「
金
継
ぎ
」の
繫
が
り
は
、

「
永
遠
に
続
く
こ
と
は
な
く
、
終
わ
る
こ
と
も
な
く
、
完
全
で
も
な
い
」と
い
う
禅
の
三
つ
の
道
義
に
基
づ
き
、
わ
び
・
さ
び
の
概

念
に
も
繫
が
っ
て
い
ま
す
。
傷
を
隠
そ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
修
繕
し
た
跡
を
目
立
た
せ
る
の
で
す
。
全
て
の
人
が
時
の
変
遷

を
感
じ
る
の
は
、
器
が
欠
け
た
り
割
れ
た
り
し
て
、
壊
れ
て
し
ま
う
の
と
同
じ
で
す
。

「
金
継
ぎ
」の
本
質
的
価
値
の
一
つ
は
協
調
性
で
あ
り
、
そ
の
協
調
性
は
、
一
つ
の
作
品
を
生
み
出
す
い
く
つ
か
の
手
、
す
な
わ

ち
独
特
な
個
性
を
維
持
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
作
者
の
存
在
か
ら
も
見
て
と
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
碗
に
お
い
て
、
金
色
の
継
ぎ
目
に
よ
っ
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て
強
調
さ
れ
た
修
復
方
法
の
見
事
な
繊
細
さ
を
通
し
て
、
私
た
ち
は
元
々
の
陶
磁
器
職
人
と
ニ
ス
塗
り
職
人
と
い
う
二
人
の
芸
術

家
の
手
仕
事
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
修
繕
さ
れ
た
陶
器
は
、
同
時
に
亀
裂
感
と
時
代
を
超
え
る
連
続
性
を
伝
え
ま
す
。
金

継
ぎ
の
芸
術
と
人
々
の
経
験
は
互
い
に
関
係
し
合
っ
て
い
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

壊
れ
る
前
の
脆
弱
性
と
、
壊
れ
た
後
の
強
さ
と
い
う
二
つ
の
表
現
が
あ
り
ま
す
。
人
生
が
終
わ
り
、
亀
裂
は
人
生
に
お
い
て
人

が
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
修
理
さ
れ
た
陶
器
は
我
々
に
そ
の
教
訓
と
美
し
さ
を
教

え
て
く
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
少
な
く
と
も
人
生
に
一
度
は
敗
北
を
経
験
し
て
い
る
か
、
こ
れ
か
ら
経
験
す
る
の
で
す
。
そ
れ
は
避
け
ら
れ
な
い

も
の
な
の
で
す
。
碗
や
湯
呑
み
の
よ
う
に
、
私
た
ち
は
自
身
の
こ
ぶ
や
擦
り
傷
に
耐
え
抜
き
ま
す
。
幸
運
に
も
過
去
は
常
に
改
善

し
得
ま
す
。
こ
れ
ら
の
内
面
的
な
亀
裂
を
恩
恵
に
変
え
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
中
に
隠
さ
れ
て
い
る
光
は
、
私
た
ち
の

心
と
感
情
を
溢
れ
出
さ
せ
る
た
め
に
解
き
放
た
れ
る
べ
き
な
の
で
す
。
私
た
ち
の
世
界
を
変
え
る
最
大
の
力
は
、
何
が
ベ
ー
ル
に

隠
さ
れ
て
い
る
か
を
見
極
め
る
力
に
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
た
と
え
暗
闇
に
囲
ま
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
し
っ
か
り
と
光
の
中
に

い
さ
え
す
れ
ば
、
暗
闇
は
消
え
去
り
ま
す
。
そ
の
時
に
、
私
た
ち
は
癒
す
力
を
得
て
癒
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
新
た
な
方
法
で
考

え
、
違
っ
た
角
度
で
心
の
傷
を
見
る
の
で
す
。
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ベ
ト
ナ
ム
✿
ド
ン
・
フ
ン
・
タ
オ
（
社
会
人　

27
歳
）

私
は
、
広
島
の
日
本
語
学
校
と
福
井
県
立
大
学
の
六
年
間
の
留
学
体
験
を
通
じ
て
断
言
で
き
る
の
は
、

日
本
は「
世
界
一
正
直
」な
国
と
い
う
こ
と
だ
。

警
視
庁
遺
失
物
セ
ン
タ
ー
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
六
年
に
東
京
都
内
で
警
察
に
落
と
し
物
と
し

て
届
け
ら
れ
た
現
金
は
約
三
十
六
億
七
千
万
円
に
達
し
、
そ
の
う
ち
の
七
割
以
上
が
持
ち
主
に
返
さ
れ

た
そ
う
だ
。
日
本
人
の
多
く
が
、
拾
っ
た
お
金
を
ネ
コ
バ
バ
せ
ず
に
警
察
に
届
け
て
い
る
こ
と
は
、
多

く
の
外
国
人
に
と
っ
て
は
驚
く
べ
き
こ
と
だ
。
海
外
で
も
、
日
本
人
の
正
直
さ
が
称
賛
さ
れ
た
。

私
は
小
さ
い
頃
、
家
の
近
く
で
財
布
を
拾
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
従
兄
弟
は
そ
れ
を
持
ち
主
に
返
す
こ
と
に
反
対
し
た
が
、
頑
固

な
私
に
負
け
て
、
よ
う
や
く
返
す
こ
と
が
で
き
た
。
私
は
持
ち
主
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
出
来
て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
の
だ
が
、

そ
れ
を
家
族
に
報
告
す
る
と
、〝
な
ん
で
お
金
を
返
し
た
の
？
〟と
、
半
ば
馬
鹿
に
し
た
よ
う
に
私
を
笑
っ
た
。
そ
の
時
戸
惑
っ
た

私
が
、
大
人
に
な
っ
て
だ
ん
だ
ん
と
気
づ
い
て
き
た
の
は
、
貧
し
い
国
で
の
信
頼
関
係
と
い
う
の
は
、
何
よ
り
価
値
が
あ
る
、
と

い
う
こ
と
だ
。
落
と
し
物
が
戻
っ
て
こ
な
か
っ
た
り
、
盗
ま
れ
た
り
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
た
め
、
い
つ
の
間
に
か
、
人
間
同

士
の
信
頼
が
失
わ
れ
て
い
く
。
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そ
ん
な
他
人
へ
の
不
信
感
に
困
惑
し
て
い
た
私
は
、
日
本
に
来
て
衝
撃
を
受
け
た
。

あ
る
日
、
下
宿
の
駐
輪
場
に
戻
っ
た
私
は
、
自
転
車
の
カ
ゴ
の
中
の
小
さ
い
袋
に
気
付
い
た
。
袋
を
空
け
て
み
る
と
二
千
円
と

メ
モ
が
入
っ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
こ
う
書
か
れ
て
あ
っ
た
。「
ご
め
ん
な
さ
い
。
自
転
車
を
ぶ
つ
け
て
カ
ゴ
を
壊
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
少
な
い
で
す
が
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
」。
確
か
に
、
よ
く
見
る
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
カ
ゴ
が
少
し
欠
け
て
い
た
が
、
黙
っ

て
い
れ
ば
わ
か
ら
な
い
く
ら
い
だ
っ
た
。
母
国
で
は
あ
り
得
な
い
奇
跡
が
起
き
て
い
た
。
相
手
が
い
な
い
所
で
も
、
ち
ゃ
ん
と
責

任
を
取
る
と
い
う
日
本
人
の
行
動
は
、
私
に
大
き
な
感
動
と
感
激
を
与
え
て
く
れ
た
。
そ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
私
は「
人

間
の
信
頼
関
係
」に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
ま
で
は
、
人
間
が
正
直
で
な
い
の
は
貧
し
さ
の
せ
い
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
。
本
当
に
そ
う
だ
ろ
う
か
。
あ
の
東
日
本
大
震

災
に
よ
っ
て
、
私
の
思
い
込
み
が
大
き
く
覆
さ
れ
た
。
地
震
発
生
直
後
、
米
国
メ
デ
ィ
ア
が
日
本
人
の「
精
神
的
な
回
復
力
」を
絶

賛
し
て
い
た
。
災
害
時
の「
物
資
の
略
奪
」な
ど
は
、
東
日
本
大
震
災
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
こ
そ
が
、
日
本
人

の
誠
実
さ
な
の
だ
ろ
う
。

私
は
、「
正
直
な
心
」を
持
つ
日
本
人
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
ベ
ト
ナ
ム
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
努
力
し
た
い
。
近
い
将
来
、

母
国
に
、
正
直
な
人
達
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
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ア
メ
リ
カ
✿
ジ
ェン
セ
ン
・
ロ
ー
（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学　

21
歳
）

私
は
大
学
で
物
理
学
を
専
攻
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
語
に
興
味
を
持
っ
て
、
趣
味
で
勉
強
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
タ
イ
で
生
ま
れ
た
の
で
、
仏
教
の
ル
ー
ツ
を
学
び
た
か
っ
た
。「
二
つ
の
興
味
」を
実
現

す
る
た
め
に
、
日
本
へ
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

去
年
、「Princeton C

lub of Japan

」
主
催
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
二
回
目
の「
日

本
」を
体
験
し
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
わ
っ
て
か
ら
自
由
時
間
が
あ
っ
た
の
で
、
四
国
に
行
っ
て

「
八
十
八
ケ
所
巡
り
」を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
一
ヶ
月
の
間
、
四
国
を
歩
い
て
回
り
ま
し
た
。
一
人
で
歩
き
ま
し
た
が
、「
お

遍
路
さ
ん
は
弘
法
大
師
様
と
同
行
し
て
歩
い
て
回
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
」の
で
、「
二
人
で
歩
い
て
回
っ
た
」こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

香
川
県
の
弥
谷
寺
の
近
く
に
あ
る「
俳
句
茶
屋
」で
お
茶
を
い
た
だ
い
た
こ
と
、
徳
島
県
で
私
が
お
腹
が
空
い
て
倒
れ
そ
う
な
時

に
あ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
パ
ン
を
い
た
だ
い
た
こ
と
、
な
ど
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
素
敵
な
方
々
と
の
思
い
出
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

な
ま
っ
て
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
多
い
の
で
、
日
本
語
の
日
常
会
話
な
ら
問
題
が
な
い
は
ず
の
私
に
は
聞

き
取
れ
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
私
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
に
よ
く「
子
供
扱
い
」さ
れ
ま
し
た
。
普
段
、「
子
供
扱
い
」
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と
い
う
言
葉
は
否
定
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
四
国
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
に
と
っ
て
は
、
い
い
意
味
で
す
。
四
国
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
あ
ま
り
に
も
優
し
く
て
、
い
た
だ
い
た
四
国
の
お
菓
子
は
あ
ま
り
に
も
美
味
し
か
っ
た
。
私
は
も
ち
ろ
ん
、

「
大
人
に
な
り
た
い
」と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
が
、
四
国
に
住
ん
だ
ら「
子
供
に
戻
っ
て
も
構
わ
な
い
」と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
に
行
っ
た
こ
と
の
な
い
ア
メ
リ
カ
人
は
、「
日
本
は
ど
ん
な
国
だ
と
思
い
ま
す
か
」と
い
う
質
問
に
、「
毎
日

お
寿
司
を
食
べ
る
国
！
」「
ハ
イ
テ
ク
で
と
て
も
綺
麗
な
国
！
」「
侍
が
忍
者
と
戦
う
国
！
」な
ど
と
答
え
ま
す
。
私
も
初
め
は
そ

う
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
三
年
前
に
、
友
達
に
宮
崎
駿
の
ア
ニ
メ
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
て
、「
日
本
は
お
寿
司
の
国
だ
け
で
は

な
く
、
ト
ト
ロ
が
昔
か
ら
住
ん
で
い
る
国
だ
！
」と
思
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
日
本
へ
の
発
見
は
ど
ん
ど
ん
広
が
り
ま
し
た
。

最
初
の
訪
日
は
二
年
前
の
夏
で
す
。
石
川
県
で「Princeton in Ishikaw

a

」と
い
う
日
本
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
温
泉

へ
の
愛
を
発
見
し
ま
し
た
。
富
士
山
の
山
頂
で
日
の
出
を
見
た
り
、
友
達
と
京
都
の
伏
見
稲
荷
に
も
行
き
ま
し
た
。
優
し
か
っ
た

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
は
今
で
も
手
紙
や
年
賀
状
の
や
り
取
り
を
し
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
経
験
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
愛
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
が
、「
日
本
」と
い
う
国
、
で
す
。

今
度
、
日
本
に
行
っ
た
時
、
何
を
発
見
す
る
だ
ろ
う
か
？
　
と
て
も
楽
し
み
だ
。

今
は
、〈【
日
本
】と
い
う
国
〉と
、
ず
っ
と
一
緒
に
い
た
い
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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２
０
１
６
年

❖ 
日
本
の「
優
し
さ
」を
象
徴
す
る「
優
先
席
」

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
✿
イ
ル
ヤ
ソ
ワ
・
ヒ
マハニ
ム（
社
会
人　

23
歳
）

私
は
、
保
健
省
の
会
計
士
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
が
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
国
立
経
済
大
学
の
時
か

ら
、
日
本
語
と
日
本
に
つ
い
て
興
味
が
あ
り
、
勉
強
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
日
本
へ
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
動
画
サ
イ
ト
で
関
連
す
る
ビ
デ
オ
を
観
た
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
日
本
の
情
報
を
集
め
て
、
勉
強
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
の
公
共
交
通
機
関

な
ど
に
み
ら
れ
る「
優
先
席
」に
、
と
て
も
感
心
し
ま
す
。
他
の
国
に
、「
優
先
席
」は
あ
り
ま
せ
ん
。

優
先
席
と
は
、
高
齢
者
や
妊
娠
中
の
女
性
、
身
体
障
害
者
な
ど
の
着
席
を
優
先
さ
せ
る
、
通
常
の
席
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
座

席
で
す
。
優
先
席
の
ほ
と
ん
ど
は
出
入
り
口
付
近
に
設
置
さ
れ
て
い
て
、
多
く
の
人
に
公
共
の
交
通
機
関
を
よ
り
快
適
に
、
よ
り

安
全
に
使
用
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
配
慮
か
ら
で
す
。
私
は
、
現
代
の
日
本
社
会
の「
優
し
さ
」を
象
徴
す
る
の
が「
優
先
席
」だ

と
思
い
ま
す
。

「
優
先
席
」の
対
象
と
な
っ
て
い
る
人
た
ち
は
、
他
の
人
に
比
べ
る
と
席
を
確
保
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
人
た
ち
で
す
。
そ
の
よ

う
な
人
た
ち
に
席
を
よ
り
確
保
し
や
す
い
状
況
を
作
る
の
は
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い「
社
会
づ
く
り
」の
一
環
と
し
て
と
て
も
大

切
な
こ
と
で
す
。
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そ
し
て
、
優
先
席
は
交
通
機
関
の
安
全
を
保
護
す
る
た
め
に
も
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
足
元
が
不
自
由
な
人
々
に
と
っ
て
、
走

行
中
の
急
停
車
の
際
な
ど
、
立
っ
て
い
る
と
危
険
を
伴
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
他
の
客
に
は
影
響
の
な
い
揺
れ
で
あ
っ
て
も
、
そ

れ
に
よ
っ
て
怪
我
な
ど
を
負
う
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
、
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

優
先
席
は
必
要
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
そ
う
で
す
。
全
て
の
座
席
を
優
先
席
と
同
様
に
扱
い
、
乗
客
は
場
所
に
限
ら
ず
、
い

つ
で
も
必
要
な
人
に
席
を
譲
る
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
で
す
。
優
先
席
を
な
く
す
こ
と
で
、
人
々
に
そ
う

し
た
マ
ナ
ー
の
向
上
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
車
中
で
の
携
帯
電
話
や
ゲ
ー
ム
機
器
の
使
用
が
増
加
す
る
中
、
乗

客
の
周
囲
へ
の
マ
ナ
ー
や
配
慮
は
薄
く
な
る
ば
か
り
で
す
。
周
り
の
乗
客
に
席
を
譲
り
合
う
気
配
り
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
実

際
に
、
優
先
席
で
あ
っ
て
も
席
を
譲
ろ
う
と
し
な
い
若
者
が
い
る
そ
う
で
す
。

個
人
の
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
の
向
上
は
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
確
定
な
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
の
向
上
を
期
待
す
る
の
は
難
し

い
と
思
い
ま
す
。「
優
先
席
」を
必
要
と
し
て
い
る
人
々
の
安
全
を
犠
牲
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

「
優
先
席
」は
、
日
本
人
の「
優
し
さ
」を
世
界
に
証
明
し
ま
し
た
。
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、
公
共
の
交

通
機
関
を
よ
り
多
く
の
乗
客
が
よ
り
快
適
に
安
全
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る「
優
先
席
」は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
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２
０
１
６
年

❖ 
見
習
い
た
い「
日
本
の
平
和
憲
法
」

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

韓
国
✿
イ
・
ジ
ュヒ
ョン（
ハン
バッ
ト
大
学　

21
歳
）

二
〇
一
一
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
の
時
、
被
災
し
た
日
本
人
た
ち
は
慌
て
ず
に
避
難
し
、
み
ん
な

が「
秩
序
」を
守
っ
て
行
動
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
は
こ
れ
ま
で
三
回
、
い
ず
れ
も
、
六
日
間
ぐ
ら
い

日
本
を
旅
行
し
ま
し
た
。
道
に
迷
っ
た
時
、
店
で
買
い
物
し
た
時
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
て
、

「
日
本
は
秩
序
を
守
る
国
」、「
他
人
に
配
慮
す
る
優
し
い
人
々
が
住
ん
で
い
る
国
」だ
と
思
い
ま
し
た
。

日
本
は
、
本
当
に
平
和
な
国
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
は
、
韓
国
の
よ
う
に
事
実
上「
戦
争
中
」で
も

な
い
し
、
徴
兵
制
度
も
な
い
か
ら
で
す
。
私
は
軍
隊
で
働
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
北
朝
鮮
と
の
悪
い
関
係
の
た
め「
戦
争
」の
恐

ろ
し
さ
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
恐
ろ
し
さ
や
不
安
は
二
度
と
感
じ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

高
校
時
代
、
東
北
ア
ジ
ア
史
の
授
業
で
先
生
が「
日
本
国
憲
法
は
平
和
憲
法
で
す
。
大
切
で
す
か
ら
、
し
っ
か
り
勉
強
し
て
く

だ
さ
い
」と
言
い
ま
し
た
。
日
本
国
憲
法
は
世
界
唯
一
の
平
和
憲
法
で
す
。
何
よ
り
も
日
本
は
憲
法
で
戦
争
の
放
棄
が
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義
を
見
習
い
た
い
と
考
え
ま
す
。

日
本
と
韓
国
は
同
じ
民
主
主
義
の
国
で
、
憲
法
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
す
。

し
か
し
、
少
し
違
う
点
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
日
本
は
内
閣
制
度
、
韓
国
は
大
統
領
制
度
で
あ
る
点
で
す
。
二
つ
目
は
、
一

198



第1回～第25回（1989年～2020年）までの「入賞作文」から第三章　

九
四
六
年
に
公
布
さ
れ
た
日
本
国
憲
法
は
九
条
に「
戦
争
の
放
棄
」が
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
平
和
憲
法
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
九
四
八
年
に
発
表
さ
れ
た
韓
国
憲
法
は「
戦
争
の
放
棄
」は
規
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

最
近
、
日
本
で
は
、
北
朝
鮮
と
中
国
の
動
き
の
影
響
を
受
け
て
、
日
本
国
憲
法
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
り
ま
す
が
、
私

は
日
本
国
憲
法
を
改
定
し
な
い
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
日
本
は
自
衛
隊
と
在
日
米
軍
が
あ
り
ま
す
し
、
世
界
的
に
み
る
と「
軍
事
力
」は
け
っ
こ
う
強
い
方
で
す
。
何
よ
り

も
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
し
た
私
は
、
日
本
は
、
韓
国
の
よ
う
に
戦
争
状
況
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
日

本
の「
集
団
的
自
衛
権
」行
使
も
心
配
で
す
。
同
盟
国
が
攻
撃
さ
れ
た
時
、
そ
の
同
盟
国
と
一
緒
に
反
撃
で
き
る
権
利
で
す
か
ら
、

戦
争
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。「
他
人
に
配
慮
す
る
優
し
い
人
々
が
住
ん
で
い
る
日
本
」が
、
戦
争
で
た

く
さ
ん
の
人
々
が
死
ん
だ
り
、
家
族
や
大
切
な
物
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

私
は
、
今
の
日
本
の
平
和
憲
法
を
守
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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２
０
１
８
年

❖ 「
自
己
主
張
力
」を
備
え
た〝
勇
者
〟を

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ベ
ナ
ン
✿
ア
イ
エ
ド
ゥ
ン
・
エマ
ヌ
エ
ル（
大
阪
府
立
大
学
大
学
院
留
学
生　

27
歳
）

私
は
ア
フ
リ
カ
の
西
側
に
あ
る
ベ
ナ
ン
共
和
国
に
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
の
母

国
を
背
負
っ
て
い
け
る
よ
う
な
人
材
に
な
り
た
い
、
と
い
う
強
い
思
い
を
抱
き
、
高
校
卒
業
後
、
日
本

に
留
学
し
ま
し
た
。
国
に
い
た
と
き
の
自
分
は
、
い
つ
も
わ
が
ま
ま
で
、
ど
ん
な
と
き
で
も
、
ま
ず
先

に
自
分
の
こ
と
ば
か
り
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
ん
な
と
き
で
も
、「
相
手
の
こ
と
を
考
え
る

日
本
人
」が
、
そ
ん
な
私
を
変
え
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
日
本
語
の〝
お
疲
れ
様
〟と
い
う
言
葉
が
日
本
ら
し
く
、
大
好
き
で
す
。

〝
お
疲
れ
様
〟と
い
う
の
は
あ
な
た
の
こ
と
を
見
て
い
て
、
ど
の
ぐ
ら
い
頑
張
っ
た
か
を
分
か
っ
て
い
ま
す
よ
、
と
い
う
意
味
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
他
の
言
語
に
は
珍
し
く
、「
日
本
人
が
相
手
を
大
事
に
思
う
気
持
ち
を
は
っ
き
り
表
し
て
い
る
」と
思
い
ま

す
。
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
自
己
管
理
し
、
相
手
を
傷
付
け
な
い
よ
う
に
婉
曲
的
な
表
現
を
使
う
な
ど
、
日
本
で
は「
和
」

を
重
ん
じ
る
た
め
に
、
一
歩
下
が
っ
て
周
囲
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
常
識
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
自
己
の
意
見
や
考
え
や
欲
求
な
ど
を
、
遠
慮
せ
ず
は
っ
き
り
と
他
人
に
伝
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

私
は「
不
思
議
な
一
人
の
日
本
人
」と
知
り
合
い
ま
し
た
。
私
の
同
級
生
の
赤
井
く
ん
の
最
初
の
印
象
は「
男
前
で
、
と
て
も
静
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か
な
人
」で
す
。
そ
の
赤
井
く
ん
が
、
授
業
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
発
表
で
、
大
き
な
声
で
誰
よ
り
も
積
極
的
に
質
問
し
た
り
、
論

理
的
に
論
争
し
た
り
、
議
論
の
発
展
に
貢
献
し
た
と
き
、
私
は
と
て
も
衝
撃
的
で
し
た
。

日
本
で
は
社
会
の
ほ
と
ん
ど
の
分
野
で
個
人
の
精
神
力
、
決
断
力
、
想
像
力
の
必
要
性
よ
り
も
、
む
し
ろ
周
り
に
協
調
し
、
依

存
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
社
会
は
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
、
国
際
競
争
も
厳

し
く
な
り
ま
す
。
多
様
化
し
た
社
会
で
は
、
優
秀
な
伝
統
を
受
け
継
ぐ
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
多
様
な
価
値
観
も
必
要
で
す
。
特

に
今
の
日
本
は
、
赤
井
く
ん
の
よ
う
に
、
個
人
の
精
神
力
、
決
断
力
、
自
己
主
張
力
を
備
え
た〝
勇
者
〟を
必
要
と
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
世
界
に
出
て
、
違
う
国
の
文
化
や
マ
ナ
ー
に
興
味
を
持
ち
、
交
流
の
機
会
を
増
や
す
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

「
異
な
る
存
在
、
異
な
る
声
」を
恐
れ
る
の
で
な
く
、
む
し
ろ
力
に
変
え
て
い
け
る
よ
う
な
社
会
造
り
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
タ
イ
プ
の〝
勇
者
〟が
生
ま
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
日
本
か
ら
国
際
社
会
に
通

用
す
る
優
秀
な
人
材
が
育
つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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２
０
１
８
年

❖ 「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」を
教
え
て
く
れ
た「
日
本
文
化
」

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ス
ー
ダ
ン
✿
バ
ヤ
ン
・
ア
リ
（
ハル
ツ
ー
ム
大
学　

25
歳
）

日
本
は
、
本
当
に
私
た
ち
に
驚
き
と
魅
力
、
そ
し
て
愛
情
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
国
で
す
。

戦
争
の
災
難
の
の
ち
再
び
復
興
し
、
世
界
の
国
々
に
劣
ら
な
い
文
明
を
築
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
私
は
彼
ら
か
ら
全
て
の
人
間
は
人
生
に
お
い
て
役
割
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
人
間
の
重
要
な
役
割
は
、
社
会
に
お
い
て
活
動
的
な
一
員
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
真
剣
に
社
会
の

復
興
と
成
長
に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。

私
の
母
国
ス
ー
ダ
ン
と
日
本
は
、
地
理
的
距
離
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
は
私
た
ち
の
危
機
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
多

く
の
支
援
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
日
本
が
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ
た
す
べ
て
の
こ
と
に
、
私
た
ち
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
は

き
っ
と
こ
の
関
係
は
将
来
の
世
代
に
も
広
が
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

私
は
特
別
な
経
験
を
し
ま
し
た
。
こ
の
経
験
は
私
の
人
生
で
偉
大
な
教
訓
を
く
れ
ま
し
た
！

私
は
2
0
1
7
年
に
、「
日
本
の
文
化
を
紹
介
す
る
文
化
祭
」に
参
加
し
ま
し
た
。
文
化
祭
の
日
本
人
の
責
任
者
は
非
常
に
厳
し

く
、
そ
し
て
と
て
も
細
か
い
人
で
し
た
。
そ
の
日
、
私
は
早
く
会
場
に
来
て
、
残
り
の
参
加
者
を
待
ち
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
は

参
加
者
が
真
剣
で
は
な
い
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私
は「
こ
れ
は
み
ん
な
の
前
で
自
分
の
能
力
と
努
力
を
示
す
チ
ャ
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ン
ス
だ
」と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私
は
来
た
の
は
い
い
け
れ
ど
や
る
気
の
な
い
参
加
者
の
目
の
前
で
、
一
人
で
仕
事
を
や
り

終
え
、
責
任
者
の
と
こ
ろ
に
行
き
ま
し
た
。
責
任
者
は
私
に
不
思
議
そ
う
な
表
情
を
見
せ
ま
し
た
。
私
は
今
も
、
彼
の
そ
の
表
情

を
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
な
ぜ
か
私
を
参
加
者
の
も
と
へ
連
れ
て
い
き
ま
し
た
。
私
は
責
任
者
が
何
を
望
ん
で

い
た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
、
ま
ず
私
の
こ
と
を
褒
め
て
く
れ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
し
て
、
彼
は
、
私
に
言
い
ま
し
た
。「
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
は
誰
も
、
あ
な
た
の
よ
う
に
、
も
し
く
は
、
あ
な
た
以
上
に
働

く
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
し
た
か
？
　
こ
の
文
化
祭
の
目
的
は
最
良
の
結
果
を
導
き
出
す
た
め
に
、
あ
な
た
達
が
み
ん
な
で

一
緒
に
働
く
こ
と
で
す
。
あ
な
た
は
根
本
的
に
考
え
方
を
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」。

最
初
に
私
は
、
責
任
者
の
こ
と
を
不
公
平
だ
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
私
は
こ
の
経
験
の
意
義
を

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
た
の
で
す
。

「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」は
日
本
文
化
の
中
心
で
あ
り
、
成
功
と
卓
越
性
の
理
由
の
一
つ
で
す
。
こ
の
日
、
学
ん
だ
こ
と
は
、
今
後
、
私

の
中
に
常
に
あ
り
続
け
る
で
し
ょ
う
。
日
本
に「
あ
り
が
と
う
！
」と
伝
え
た
い
で
す
。
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２
０
１
８
年

❖ 
日
本
人
は
、ほ
ん
と
う
に
無
宗
教
な
の
で
す
か
？

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

イ
ラ
ン
✿
マヘ
ル
プ
ル
・
ル
ヒ
ナ
（
日
本
大
学
文
理
学
部
留
学
生　

21
歳
）

日
本
人
の
み
な
さ
ん
、
外
国
人
か
ら
、
日
本
の
宗
教
に
つ
い
て
聞
か
れ
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ

の
時
ど
う
思
い
ま
し
た
か
？
　
一
般
的
に
は
、「
無
宗
教
」と
答
え
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。
で
も
私
に

は
、
日
本
人
が
無
宗
教
だ
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
日
本
人
は
宗
教
に
つ
い
て
大
変
狭
い
意
味
で
受
け
取
っ

て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

日
本
人
の
行
動
は
、
と
て
も
宗
教
的
だ
と
感
じ
ま
す
。
例
え
ば
、
正
月
に
な
る
と
初
詣
に
、
受
験
の

時
に
は
合
格
祈
願
に
行
き
、
お
盆
の
時
に
は
お
墓
参
り
に
行
き
ま
す
。

日
本
の
宗
教
と
い
う
と
仏
教
、
神
道
が
代
表
的
で
す
ね
。
で
す
が
、
一
般
の
日
本
人
は
こ
の
自
分
た
ち
の
宗
教
に
つ
い
て
ど
れ

く
ら
い
理
解
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
初
詣
で
お
参
り
し
て
い
る
日
本
人
の
皆
さ
ん
を
見
る
と
、
こ
の
人
た
ち
は
何
と
熱
心
な
神
道
の
信
者
な
の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
で
も
そ
の
方
々
に「
あ
な
た
の
宗
教
は
何
で
す
か
？
」と
聞
く
と
、
ほ
と
ん
ど
、「
無
宗
教
」と
答
え
ま
す
。
ど
う
も
、
お

祈
り
を
し
て
い
る
こ
と
が
宗
教
を
信
じ
て
い
る
事
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

ま
た
、
日
本
人
は
宗
教
に
こ
だ
わ
り
が
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
で
も
本
当
に
そ
う
な
の
で
し
ょ
う
か
？
　
日
本
人
の
ほ
と
ん
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ど
は
生
ま
れ
た
時
に
は
神
社
に
お
宮
参
り
に
行
き
、
結
婚
式
は
キ
リ
ス
ト
教
で
、
そ
し
て
人
が
死
ん
だ
時
に
は
お
寺
に
頼
み
ま
す
。

こ
れ
を
入
れ
替
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
生
ま
れ
た
時
に
は
教
会
に
、
結
婚
式
は
お
寺
で
、
そ
し
て
亡
く
な
っ
た
ら
神
社
に
、

と
い
う
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
？
　
考
え
ら
れ
ま
す
か
？
　
ほ
と
ん
ど
の
人
は
考
え
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
日
本
人
の
宗

教
的
こ
だ
わ
り
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
ら
に
、
日
本
人
は
、
無
宗
教
と
言
い
な
が
ら
盛
大
に
ク
リ
ス
マ
ス
を
祝
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
私
た
ち
イ
ス
ラ
ム
教
徒
か
ら

す
る
と
、
と
て
も
不
思
議
な
の
で
す
。
日
本
人
は
実
は
宗
教
的
な
考
え
や
、
信
仰
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
日
本
人

は
そ
れ
を
宗
教
だ
と
思
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
は
街
中
で
ス
カ
ー
フ
を
し
て
い
る
女
性
の
姿
を
見
か
け
る
と
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
だ
と
判
断
な
さ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

と
同
じ
よ
う
に
お
盆
に
お
寺
に
墓
参
り
に
行
く
皆
さ
ん
を
見
た
ら
、
仏
教
徒
だ
と
見
る
方
が
自
然
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
か
？

も
し
外
国
人
か
ら
自
分
の
宗
教
に
つ
い
て
聞
か
れ
た
時
に
は
、「
無
宗
教
」で
は
な
く
、
是
非
、「
仏
教
」な
り
、「
神
道
」な
り
、

「
キ
リ
ス
ト
教
」な
り
、
答
え
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
何
ら
か
の
宗
教
を
信
じ
て
い
る
外
国
人

か
ら
見
る
と
、
宗
教
を
も
っ
て
い
る
人
の
方
が
信
頼
出
来
る
と
思
う
か
ら
で
す
。
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２
０
１
８
年

❖ 
数
秒
に
か
け
る
相
撲
か
ら
学
ん
だ「
生
き
方
」

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

中
国
✿

王
若
瑄
（
淮
陰
師
範
学
院　

20
歳
）

私
が
初
め
て
相
撲
に
接
し
た
の
は
高
校
生
の
時
で
し
た
。
あ
る
日
、
テ
レ
ビ
で
相
撲
の
番
組
を
見
る

る
き
っ
か
け
が
あ
り
、
そ
の
面
白
さ
と
、
力
士
た
ち
の
巨
大
な
身
体
の
割
に
、
極
め
て
柔
ら
か
な
身
体

の
動
き
に
驚
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
実
に
不
思
議
な
ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ
で
、
そ
の
時
か
ら
相
撲
に
興
味
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

相
撲
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
た
め
か
、
大
学
の
専
門
を
日
本
語
科
に
す
る
こ
と
に
は
ま
っ
た
く
違
和

感
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
昨
年
か
ら
日
本
語
を
学
び
、
日
本
の
文
化
に
よ
り
深
く
触
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
以
前
か
ら
興

味
を
持
っ
て
い
た
相
撲
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
調
べ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
な
ぜ
相
撲
が
こ
ん
な
に
日
本
人
に
人
気
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
一
人
の
日
本
語
学
習
者
の
立
場
か
ら
考
え
て
み
ま

し
た
。

未
熟
な
が
ら
私
の
考
え
は
次
の
よ
う
で
す
。
ま
ず
、
相
撲
は
圧
倒
的
な
存
在
感
と
パ
ワ
ー
を
放
つ
こ
と
で
、
観
客
に
元
気
を
与

え
ま
す
。
特
に
私
は
力
士
が
そ
の
巨
大
な
身
体
を
し
な
や
か
に
動
か
し
、
数
秒
の
う
ち
に
勝
負
を
決
め
る
姿
は
、
言
葉
に
な
ら
な

い
達
成
感
と
喜
悦
を
感
じ
ま
す
。
し
か
も
、
小
さ
な
身
体
の
力
士
が
大
き
な
力
士
に
勝
つ
こ
と
は
、「
日
本
の
国
」の
魅
力
に
通
じ
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る
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
相
撲
文
化
は
昔
中
国
か
ら
日
本
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
が
丁
寧
に
相
撲
文
化
を
守
っ
て
き
た
と

こ
ろ
が
魅
力
的
で
す
。
日
本
は
地
理
的
に
小
さ
な
島
国
と
し
て
、
歴
史
や
文
化
の
面
で
中
国
を
含
め
他
国
の
影
響
を
多
く
受
け
て

き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
日
本
人
は
、
他
国
の
良
い
も
の
を
積
極
的
に
吸
収
し
、
か
つ
常
に
大
事
に
し
よ
う
と
す
る
心
が
あ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
相
撲
文
化
か
ら
は
、
小
柄
で
知
ら
れ
る
日
本
人
が
相
撲
か
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
、
よ
り
強
く
な
っ
て
い
こ
う
と
い

う
願
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
相
撲
の
世
界
が
大
変
厳
し
い
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
力
士
た
ち
は
、
体
重
を
増
や
し
な
が
ら
、
厳
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
最
近
は
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
外
国
人
力
士
が
多
く
、
彼
ら
の
大
き
な
身
体
に
比
べ
る
と
、
日
本
人

力
士
は
優
位
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
日
本
人
が
敬
う「
相
撲
の
心
」を
持
っ
た
横
綱
の
競
技
が
見
た
い
で
す
。
日
本
語
を
勉
強
し
始
め
て
一
年
、
相
撲
の
パ
ワ
フ

ル
で
勝
利
の
た
め
に
戦
い
続
け
る
精
神
は
、
常
に
私
を
元
気
付
け
て
く
れ
ま
す
。「
数
秒
の
た
め
に
全
力
で
邁
進
す
る
相
撲
の
精

神
」か
ら
、
私
は「
生
き
方
」を
学
び
ま
し
た
。
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２
０
１
９
年

❖ 「
広
島
の
夕
焼
け
」に「
平
和
」を
想
う

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ベ
ト
ナ
ム
✿
チ
ャ
ン
・
ト
ゥ
ー
・
チ
ャ
ン（
名
古
屋
大
学
学
生
交
流
課
留
学
生
支
援
係　

28
歳
）

中
学
校
時
代
、
私
は
歴
史
の
授
業
で「
第
二
次
世
界
大
戦
、
日
本
の
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
さ
れ

ま
し
た
」と
覚
え
ま
し
た
。
被
害
の
数
字
も
教
科
書
に
あ
り
ま
し
た
が
、
当
時
の
幼
い
私
は
、
戦
争
の

悲
し
さ
を
想
像
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、
友
人
の
誘
い
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
、
障
害
者
支
援
を
し
て
い
く
中
で
、
戦
争
時
代
に

ベ
ト
ナ
ム
で
ア
メ
リ
カ
軍
が
枯
葉
剤
を
散
布
し
、
そ
の
影
響
で
障
害
を
持
っ
た
子
供
が
今
ま
で
も
続
々

と
生
ま
れ
た
こ
と
を
知
り
、
自
分
の
故
郷
に
戦
争
の
爪
痕
が
残
っ
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
の
夏
に
日
本
の
終
戦
の
特
集
番
組
を
見
て
い
る
中
で
歴
史
の
授
業
を
思
い
出
し
、
い
つ
か
、
原
爆
の
日
の
広
島
と
、

今
の
広
島
の
姿
を
、
自
分
の
目
で
見
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
機
会
は
2
0
1
9
年
の
10
月
に
来
ま
し
た
。
私
は
広
島
に
行
っ
て
、
平
和
資
料
館
に
向
か
い
ま
し
た
。
広
島
の
街
は
ゆ
っ

た
り
と
し
た
雰
囲
気
で
観
光
客
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
資
料
館
に
入
る
と
、
別
の
世
界
が
目
の
前
に
再
現
さ
れ
ま
し
た
。

な
ぜ
人
が
こ
の
被
爆
を
体
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
私
の
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

館
内
を
見
学
し
て
い
る
中
で
、
当
時
の
状
況
を
語
り
継
い
で
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
言
葉
が
心
に
突
き
刺
さ
り
ま
し
た
。
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『
広
島
で
原
爆
を
体
験
し
た
人
の
中
で
、
今
で
も「
夕
焼
け
」を
絶
対
見
な
い
人
が
い
ま
す
。
広
島
の「
夕
焼
け
」は
綺
麗
で
す
が
、

原
爆
の
色
を
思
い
出
さ
せ
て
し
ま
う
色
だ
か
ら
で
す
』。

帰
り
道
で
、
原
爆
ド
ー
ム
を
通
っ
た
と
き
、
ふ
と
空
を
み
あ
げ
る
と
オ
レ
ン
ジ
と
紫
が
混
ざ
っ
て
い
る
美
し
い「
夕
焼
け
」が
見

え
ま
し
た
。
仕
事
終
わ
り
の
方
や
観
光
客
の
方
も
足
が
止
ま
り
、
そ
の
瞬
間
の
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
私
も
こ
の
美
し
い
光
景
に

感
動
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の「
夕
焼
け
」を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ず
、
戦
争
の
苦
し
み
を
思
い
出
し
今
で
も
苦
し
む
人
が
い
ま
す
。
日
本
も
ベ

ト
ナ
ム
と
同
じ
く
、
戦
争
で
命
を
失
っ
た
人
や
、
人
生
の
楽
し
み
を
失
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

で
も
同
じ
と
こ
ろ
で
、
二
度
と
戦
争
が
な
い
よ
う
に
、
平
和
の
大
切
さ
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
戦
争
の
一
番
悲
惨
な
と
こ
ろ
に
、「
戦
争
博
物
館
」で
は
な
く
、「
平
和
資
料
館
」が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

単
に
歴
史
に
あ
っ
た
戦
争
と
被
害
を
記
録
し
保
存
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
、「
平
和
」の
た
め
に
、
次
の
時
代
が
自
然
の「
夕
焼

け
」の
色
を
楽
し
め
る
た
め
に
作
ら
れ
た
場
所
で
す
。

今
の
ベ
ト
ナ
ム
で
は
戦
争
の
面
影
が
経
済
の
発
展
と
と
も
に
薄
れ
て
き
て
い
ま
す
。

私
は
日
本
と
同
じ
よ
う
に
ベ
ト
ナ
ム
の
人
々
が
こ
れ
か
ら
戦
争
を
決
し
て
起
こ
し
た
り
、
戦
争
に
参
加
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
、

一
度
広
島
に
お
と
ず
れ
て
、
被
爆
者
の
お
話
を
聞
い
て
、
平
和
な
日
々
を
守
る
大
切
さ
を
再
び
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
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２
０
１
９
年

❖ 
伝
え
た
い
！「
日
本
人
の
働
き
方
」

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ミ
ャ
ン
マ
ー
✿

レ
イ
レ
イ
ピ
ュ
ー
（
会
社
員　

丸
紅
ネ
ピ
ド
ー
出
張
所　

32
歳
）

十
年
前
、
日
本
・
静
岡
国
際
こ
と
ば
学
院
外
国
語
専
門
学
校
に
留
学
し
、
二
年
間
滞
在
し
た
が
、
自

分
が
生
れ
育
っ
た
国
の
伝
統
、
習
慣
、
文
化
や
考
え
方
等
と
異
な
る
こ
と
に
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
た
。
文
化
的
衝
撃
と
い
う
の
は
、
母
国
か
ら
離
れ
て
外
国
で
生
活
し
て
い
る
誰
で
も
体
験
す
る
の

は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
私
は
驚
く
ほ
ど
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
経
験
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
先
生
、
親
や
偉
い
人
と
話
す
時
に
は
目
上
の
人
に
敬
意
を
表
す
た
め
に
腕
を
組
ん

で
話
す
が
、
日
本
で
は
腕
組
す
る
の
は
礼
儀
正
し
く
な
い
と
か
、
日
本
の
お
坊
さ
ん
は
結
婚
で
き
る
等
の
文
化
で
あ
る
。
何
に
も

増
し
て
一
番
驚
き
、
そ
し
て
、
尊
敬
し
た
の
が「
日
本
人
の
働
き
方
」だ
。

そ
れ
は
サ
ー
ク
ル
K
と
い
う
コ
ン
ビ
ニ
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
と
き
の
こ
と
だ
。
最
初
の
時
、
作
業
内
容
と
や
り
方
が
全
然
分

か
ら
な
か
っ
た
私
に
対
し
て
、
副
店
長
が
優
し
く
丁
寧
に
色
々
教
え
て
く
れ
た
。
お
店
の
品
物
の
前
出
し
、
フ
ェ
イ
ス
ア
ッ
プ（
商

品
を
整
え
る
作
業
）、
先
入
れ
先
出
し
、
棚
割
り
等
の
売
場
管
理
、
接
客
態
度
や
マ
ナ
ー
か
ら
売
場
の
整
理
整
頓
ま
で
徹
底
的
に
教
え

て
く
れ
た
。
し
か
も
、
副
店
長
の
彼
女
は
一
方
的
に
教
え
た
り
や
ら
せ
た
り
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
彼
女
自
身
も
一
生
懸
命
に

働
く
人
だ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
作
業
が
終
わ
っ
て
手
が
空
い
て
た
と
き
、「
今
か
ら
一
番
大
事
な
作
業
の
や
り
方
を
教
え
る
よ
」と
言
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わ
れ
た
。
一
番
大
事
っ
て
ど
ん
な
こ
と
か
な
？
　
と
思
っ
て
い
た
ら
、
そ
れ
は
ト
イ
レ
の
掃
除
だ
っ
た
。
母
国
で
家
族
と
一
緒
だ
っ

た
頃
は
、
自
分
の
お
皿
さ
え
洗
わ
な
か
っ
た
私
が
今
皆
が
使
う
ト
イ
レ
の
掃
除
を
さ
せ
ら
れ
た
直
後
は
、
涙
が
溢
れ
て
く
る
程
嫌

だ
っ
た
。

あ
る
日
、
副
店
長
が
病
欠
し
て
、
彼
女
の
代
わ
り
に
日
本
人
一
人
が
出
勤
し
た
。
そ
の
人
は
一
度
も
お
店
に
来
た
こ
と
は
な
い

が
お
店
の
作
業
を
効
率
よ
く
こ
な
し
て
い
た
。
接
客
態
度
も
誰
よ
り
上
手
く
て
、
お
辞
儀
も
上
手
だ
し
、
ト
イ
レ
掃
除
を
す
る
時

ま
で
笑
顔
で
ち
ゃ
ん
と
や
る
人
だ
っ
た
。
そ
の
人
の
働
き
方
を
見
て
、
す
ご
く
気
に
な
っ
た
の
で
先
輩
に
聞
い
て
み
た
ら
社
長
だ

と
分
か
っ
て
、
ま
た
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
社
長
な
の
に
バ
イ
ト
店
員
と
同
じ
制
服
を
着
て
、
同
じ
作
業
を
行
っ
て
、
ト
イ
レ

掃
除
ま
で
嫌
な
顔
一
つ
も
せ
ず
頑
張
っ
て
い
る
姿
に
心
が
奪
わ
れ
、
頭
を
下
げ
た
。

私
の
国
で
は
、
社
長
が
掃
除
す
る
ど
こ
ろ
か
、
社
員
さ
え
自
分
が
担
当
し
て
い
る
仕
事
で
は
な
い
と
無
責
任
・
無
関
係
で
一
切

協
力
し
よ
う
と
し
な
い
。
そ
の
上
、
雇
用
者
と
従
業
員
を
差
別
し
た
り
、
偉
そ
う
に
振
る
舞
う
人
が
多
い
。
日
本
の
バ
イ
ト
先
の

そ
の
社
長
は
、
ト
イ
レ
掃
除
が
嫌
だ
っ
た
私
の
気
持
ち
を
変
え
、
責
任
感
や「
働
く
」こ
と
の
本
質
的
な
価
値
を
教
え
て
く
れ
た
。

私
を
照
ら
し
て
く
れ
た
光
、
で
も
あ
る
日
本
で
の
留
学
生
時
代
の
体
験
を
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
た
ち
に
伝
え
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
が「
日
本
人
の
働
き
方
」
を
学
ん
で
、
国
が
さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。
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２
０
１
９
年

❖ 
小
学
校
で「
日
本
語
」を
教
え
る「
誇
り
と
責
任
」

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ポ
ー
ラ
ン
ド
✿
ツ
ァ
バ
・
ユ
リ
ア
（
小
学
校
教
師　
ワ
ル
シ
ャ
ワ
日
本
語
学
校　

27
歳
）

私
は
、
2
0
0
9
年
か
ら
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
で
日
本
語
を
勉
強
し
ま
し
た
。

日
本
が
私
に
と
っ
て「
不
思
議
な
国
」だ
っ
た
こ
と
が
日
本
語
を
勉
強
し
た
き
っ
か
け
で
す
が
、
入
学

し
て
か
ら
す
ぐ
茶
道
、
書
道
な
ど
に
興
味
を
持
ち
、
日
本
語
と
日
本
の
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
、

日
本
学
科
で
よ
か
っ
た
と
す
ぐ
確
信
し
ま
し
た
。

2
0
1
3
年
か
ら
1
年
2
カ
月
、
東
京
都
・
昭
和
女
子
大
学
と
大
阪
府
・
大
阪
大
学
に
短
期
留
学
し
、

過
去
8
年
間
、
9
歳
〜
70
歳
ま
で
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
に
日
本
語
を
教
え
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
、
公
立
小
学
校
の
教
壇
に
立
つ
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
そ
の
小
学
校
で
学
ん
だ
教
育
の
神
髄
に
つ
い
て
日
本
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
。

そ
こ
は
、「
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
シ
ベ
リ
ア
孤
児
記
念
小
学
校
」。
シ
ベ
リ
ア
孤
児
と
は
約
1
0
0
年
前
に
日
本
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た

7
6
5
名
の
シ
ベ
リ
ア
に
い
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
孤
児
た
ち
の
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
小
学
校
と
し
て
、
日
本
へ
の
関
心
は
ひ
と
き
わ

高
く
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
日
本
の
国
交
樹
立
1
0
0
周
年
の
今
年
、
一
年
生
と
四
年
生
が
、
日
本
語
を
必
須
科
目
と
し
て
学
ぶ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

私
は
今
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
史
上
初
め
て
公
立
小
学
生
の
子
ど
も
が
日
本
語
を
必
須
科
目
と
し
て
学
ぶ
現
場
で
、
感
謝
、
誇
り
、
責
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任
を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
日
本
語
を
学
ん
で
く
れ
る
こ
と
へ
の
感
謝
。
両
国
を
つ
な
ぐ
仕
事
に
携
わ
る
と
い
う

誇
り
。
そ
し
て
無
垢
な
子
ど
も
に
正
し
く
日
本
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
任
だ
。

そ
の
小
学
校
の
教
育
内
容
も
日
本
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
。
シ
ベ
リ
ア
孤
児
記
念
小
学
校
で
は
日
本
語
だ
け
で
な
く
、
日

本
文
化
や
両
国
の
歴
史
を
読
み
聞
か
せ
、
折
り
紙
、
空
手
な
ど
の
授
業
が
あ
る
。
シ
ベ
リ
ア
孤
児
の
歴
史
を
学
ぶ
中
で
、
先
生
は

子
ど
も
た
ち
に
、「
自
由
と
い
う
も
の
は
求
め
ず
し
て
手
に
入
れ
る
も
の
で
は
な
い
」こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

ま
た
、
自
由
を
得
る
た
め
に
は
同
時
に
責
任
も
負
う
こ
と
だ
と
教
え
る
。
そ
の
責
任
と
は
他
人
・
学
校
さ
ら
に
地
域
社
会
・
国
・

世
界
に
対
す
る
責
任
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
教
育
の
神
髄
に
つ
い
て
深
く
考
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
民
間
の
日
本
語
学
校
で
は
、
初
め
か
ら
誰
も
が
意
欲
と

目
的
を
持
っ
て
い
る
が
、
小
学
校
で
は
、
な
ぜ
日
本
文
化
や
日
本
語
を
学
ぶ
価
値
が
あ
る
の
か
、
子
ど
も
た
ち
に
将
来
の
選
択
肢

が
ど
う
広
が
る
の
か
、
も
考
え
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
ど
う
伝
え
る
か
、
日
々
格
闘
す
る
中
で
、
私
自
身
が
子
ど
も

た
ち
以
上
に
教
師
と
し
て
の
成
長
を
感
じ
、
感
謝
の
気
持
ち
が
ふ
く
ら
ん
で
く
る
。

子
ど
も
た
ち
は
、
日
本
と
の
つ
な
が
り
を
誇
り
に
感
じ
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
の
価
値
を
、
日
々
教
え
ら
れ
て
い
る
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
は
何
度
も
国
土
を
奪
わ
れ
た
が
、
そ
の
た
び
に
立
ち
上
が
り
、
祖
国
を
勝
ち
取
っ
て
き
た
国
だ
。
小
学
校
で
の
日

本
語
教
育
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
私
は
、
将
来
、
両
国
の
橋
渡
し
と
な
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
日
本
の
皆
さ
ん
に
約
束
す
る
。

213



２
０
１
９
年

❖ 
広
め
た
い
、日
本
の「
あ
り
が
と
う
文
化
」

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

カ
ン
ボ
ジ
ア
✿
チ
ャ
エ
ム
・
ソ
ン
レ
ン（
カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本
技
術
大
学　

24
歳
）

感
謝
の
こ
と
ば
を
言
う
の
は
国
や
文
化
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

日
本
は「
感
謝
の
国
」だ
と
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
人
は
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
何
か
を
助
け
て
も
ら
っ
た
ら
い
つ
も
相
手
に「
あ
り
が
と
う
」と
言
い
ま
す
。
カ
ン

ボ
ジ
ア
は
日
本
と
違
っ
て
、「
あ
り
が
と
う
」と
い
う
言
葉
を
あ
ま
り
耳
に
し
て
い
ま
せ
ん
。
特
に
家
族

や
親
し
い
友
達
の
間
で「
あ
り
が
と
う
」と
い
う
の
を
ほ
と
ん
ど
言
い
ま
せ
ん
。
私
は
日
本
語
を
勉
強
し

て
日
本
語
の
中
で
一
番
尊
敬
し
て
い
る
の
は
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
表
現
が
豊
か
な
こ
と
で
す
。

「
あ
り
が
と
う
」の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
相
手
に
伝
え
る
必
要
性
は
、
ど
こ
の
国
で
も
親
が
子
供
に
言
っ
て
聞
か
せ
ま
す
が
、
日

本
の
日
常
生
活
に
あ
る
豊
か
な「
あ
り
が
と
う
」と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
表
現
す
る
の
は
他
の
国
と
異
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

日
本
語
に
は
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
言
い
方
が
あ
っ
て
、
日
本
語
学
習
者
に
と
っ
て
習
得
す
る
に
は
大
変

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
日
本
語
の
特
徴
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
は
2
0
1
6
年
か
ら
2
0
1
7
年
に
か
け
て
一
年
間
日
本
の
宇
都
宮
大
学
（
栃
木
県
）
に
留
学
し
ま
し
た
。
日
本
・
留
学

の
一
番
の
目
標
は
日
本
語
を
上
手
に
話
す
こ
と
で
す
。
日
本
語
が
上
手
に
話
せ
る
よ
う
に
、
日
本
語
を
練
習
す
る
た
め
、
ス
ー
パ
ー
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で
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
の
仕
事
で
し
た
。

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
時
一
番
気
に
な
っ
た
こ
と
は
、
日
本
人
が
私
に
感
謝
の
言
葉
を
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
お
客
さ
ん
は
会
計
が
終
わ
っ
て
か
ら
い
つ
も
や
さ
し
く「
あ
り
が
と
う
」と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で

は
お
客
さ
ん
か
ら
店
員
に
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
こ
と
は
あ
ま
り
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、「
ど
う
も
、
あ
り
が
と

う
」を
聞
い
て
か
ら
、
日
本
の
サ
ー
ビ
ス
業
に
興
味
を
持
ち
始
め
ま
し
た
。
そ
の「
ど
う
も
、
あ
り
が
と
う
」を
聞
い
た
か
ら
こ
そ
、

「
あ
り
が
と
う
」を
な
か
な
か
言
え
な
い
私
が
身
の
周
り
の
人
に
も
よ
く「
あ
り
が
と
う
」を
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ

れ
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
日
本
の「
あ
り
が
と
う
文
化
」を
広
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
本
人
は
人
だ
け
で
は
な
く
、
ど
ん
な
も
の
に
対
し
て
も
、
感
謝
の
気
持
ち
を
抱
い
て
い
ま
す
。

ご
飯
を
食
べ
る
前
に「
い
た
だ
き
ま
す
」と
言
い
ま
す
。「
あ
り
が
と
う
」と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
、
と
思
い
ま

す
。「
あ
り
が
と
う
」と
よ
く
言
っ
て
み
た
ら
、
プ
ラ
ス
の
視
点
で
物
事
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
日
本
人
の
お
礼
の
心
を
、
ど
の
国
に
行
っ
て
も
、
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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２
０
１
９
年

❖ 「
心
の
癒
し
」を
与
え
て
く
れ
る
茶
道

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
✿
ド
ロ
ー
シ
ナ
・
ア
ナ
ス
タ
シ
ー
ヤ
（
キ
エフ
国
立
言
語
大
学
6
年　

28
歳
）

日
本
語
を
学
ぶ
、
い
い
え
、
日
本
語
を
あ
る
程
度
学
べ
る
人
は
、
た
い
て
い
み
ん
な
心
の
奥
に
日
本

と
の
深
い
繫
が
り
を
抱
い
て
い
る
と
思
う
。
ア
ニ
メ
や
漫
画
だ
っ
た
り
、
歴
史
や
文
学
だ
っ
た
り
、
伝

統
的
な
文
化
や
近
代
文
化
だ
っ
た
り
…
…
諦
め
ず
に
少
し
ず
つ
上
達
し
て
い
る
日
本
語
学
習
の
心
が
日

本
の
何
か
と
微
か
に
光
っ
て
い
る
細
く
て
強
い
糸
で
結
び
付
い
て
い
る
。
そ
の
何
か
が
、
遥
か
彼
方
に

も
う
少
し
頑
張
れ
ば
は
っ
き
り
見
え
る
よ
う
に
な
り
そ
う
な
何
か
が
辛
い
と
き
は
心
を
慰
め
て
く
れ
る
。

自
分
も
あ
る
と
き
、
あ
る
所
に
、
不
安
の
念
に
駆
ら
れ
る
魂
で
あ
っ
た
。
志
望
専
攻
に
入
学
で
き
な
か
っ
た
上
、
人
間
関
係
も

う
ま
く
い
か
ず
、
家
族
の
こ
と
も
心
配
ば
か
り
で
、
落
ち
着
く
こ
と
は
殆
ど
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
子
供
の
と
き
母
と
本
屋
に
行
っ
た
と
き
、
た
ま
た
ま
、
日
本
の
昔
話
の
本
を
買
っ
て
貰
い
、
プ
ロ
ッ
ト
（
話
の
筋
や
構

想
）の
新
鮮
さ
や
面
白
さ
に
夢
中
に
な
っ
た
。
何
年
か
し
て
、
テ
レ
ビ
の
ア
ニ
メ
や
映
画
で
日
本
の
言
葉
を
聞
き
、
一
目
惚
れ
の
よ

う
に
、
川
の
よ
う
に
流
れ
る
よ
う
な
音
に
心
を
打
た
れ
た
。
い
つ
か
必
ず
日
本
語
を
勉
強
し
よ
う
と
思
い
続
け
た
。
そ
し
て
、
ス

ト
レ
ス
や
不
満
が
特
に
多
か
っ
た
頃
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
日
本
セ
ン
タ
ー
で
趣
味
と
し
て
日
本
語
を
学
び
始
め
た
の
だ
。
同
じ
日
本
セ

ン
タ
ー
で
、
文
化
講
座
も
あ
り
、
茶
道
、
書
道
な
ど
の
日
本
文
化
に
触
れ
ら
れ
、
日
本
と
日
本
文
化
に
対
す
る
関
心
が
更
に
深

216



第1回～第25回（1989年～2020年）までの「入賞作文」から第三章　

ま
っ
た
。

そ
の
上
、
同
好
者
に
囲
ま
れ
、
共
通
の
価
値
観
や
好
み
を
持
っ
た
友
人
に
も
出
会
い
、
生
き
が
い
に
満
ち
た
生
活
を
送
る
よ
う

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
日
本
、
日
本
文
化
、
日
本
語
を
、
自
分
の
人
生
と
深
く
結
び
付
け
た
く
て
、
再
び
大
学
に
入
り
、
今
、
日

本
語
を
専
攻
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
日
本
セ
ン
タ
ー
で
も
、
諦
め
ず
に
日
本
に
関
係
が
あ
る
様
々
な
活
動
に
参
加
し

て
い
る
。
運
が
よ
か
っ
た
の
で
、
文
部
科
学
省
の
奨
学
金
を
も
ら
い
、
日
本
に
留
学
で
き
た
経
験
の
お
か
げ
で
人
生
が
変
わ
っ
た
。

日
本
と
日
本
人
と
日
本
文
化
の
遥
か
彼
方
に
あ
る「
光
り
輝
く
何
か
」に
、
幸
せ
と
安
ら
ぎ
を
感
じ
る
毎
日
だ
。

特
に
助
け
て
く
れ
た
の
は
、
今
で
も「
心
の
癒
し
」を
与
え
て
く
れ
る
茶
道
だ
。
そ
の「
和
・
敬
・
清
・
寂
」と
い
う
理
念
や
観

点
を
変
え
る
教
え
に
は
世
界
平
和
が
潜
ん
で
い
る
と
思
う
。
裏
千
家
の
千
玄
室
大
宗
匠
様
が「
一
碗
の
茶
か
ら
平
和
を
」と
い
う
思

い
を
世
に
説
い
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
人
々
の
心
を
結
び
、
自
然
と
の
縁
を
復
興
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
世
界
が
も
っ
と
美
し

い
所
に
な
る
だ
ろ
う
。
自
分
の
国
の
国
民
の
た
め
、
前
よ
り
も
っ
と
強
く
日
本
文
化
、
日
本
語
の
美
し
さ
、
世
界
を
癒
せ
る
そ
れ

ら
に
含
ま
れ
る
ア
イ
デ
ア
を
伝
え
た
い
。

だ
か
ら
、
日
本
語
の
教
師
と
し
て
、
茶
道
の
先
輩
と
し
て
、
で
き
る
だ
け
み
ん
な
に
教
え
た
い
と
思
う
。
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トルコ＝エルジェス大学

スーダン＝ハルツーム大学

中国＝大連工業大学（劉愛君先生）
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第
四
章

《
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
》

「
考
え
方
」、「
応
募
者
の
反
応
」、「
歩
み
」、「
応
募
者
の
国
・
地
域
」



一
、「
考
え
方
」

私
ど
も
主
催
の《
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
》は
、

　
・「
世
界
の
日
本
語
学
習
者
」に
、「
わ
か
り
や
す
い
日
本
語
の
作
文
」を
書
く
力
を
高
め
て
も
ら
う
。

　
・�「
世
界
の
日
本
語
学
習
者
」の「
日
本
語
作
文
」を
多
く
の
日
本
人
に
読
ん
で
も
ら
い
、
各
国
・
地
域
で
日
本
語
を
勉
強
し

て
い
る
人
た
ち
の「
あ
り
の
ま
ま
の
姿
と
心
情
」を
、
日
本
人
に
伝
え
る
。

�

（「
入
賞
作
文
集
」を
出
版
、
あ
る
い
は
、
H
P
で
紹
介
）

と
い
う
二
つ
を
目
的
と
し
て
い
る
。

《
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
》は
、
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
応
募
要
項
の
作
成
か
ら
入
賞
者
の
決
定
・
表
彰
ま
で「
一
年
掛
か

り
の
活
動
」だ
。

一
次
審
査
の
段
階
で
、「
入
賞
候
補
」と
決
め
た
応
募
者
に
は
、
作
文
の
内
容
に
つ
い
て
、
確
認
し
た
り
、
補
充
し
た
り
し
た
上

で
、
以
下
の
よ
う
な
質
問
と
お
願
い
を
す
る
。

　
・
こ
の
作
文
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
ど
こ
か
で
発
表
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　
・「
入
賞
」し
た
場
合
は
、「
入
賞
作
文
」の
出
版
物
か
、
H
P
で
の
発
表
ま
で
、
ほ
か
で
、
発
表
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
・
上
記
に
反
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
、「
入
賞
」を
取
り
消
し
ま
す
。
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二
、応
募
者
の
反
応（
以
下
、応
募
者
か
ら
届
い
た
メ
ー
ル
の
一
部
）

グ
ア
テ
マ
ラ
＝
ノ
ー
マ
ン
ス
・
サ
ガ
ス
ト
ゥ
メ
・
ハ
ビ
エ
ル
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
（
就
職
活
動
・
26
歳
）

直
し
て
く
だ
さ
っ
た
作
文
は
、
間
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
て
も
読
み
や
す
く
な
っ
て
お
り
、
嬉
し
い
限
り
で
す
。

ま
た
、
自
身
の
勉
強
不
足
の
と
こ
ろ
も
分
か
り
、
助
か
り
ま
し
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
＝
フ
イ
ジ
オ
・
サ
ラ
・
ロ
ン
ガ
ッ
ト
（
言
語
学
校
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
31
歳
）

入
賞
し
な
く
て
も
、
参
加
す
る
だ
け
で
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
帰
国
し
て
か
ら
作
文
を
書
く
チ
ャ
ン
ス
が
な
か
な
か
な　

か
っ
た
の
で
、
今
回
は
い
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
な
り
ま
し
た
。

ケ
ニ
ア
＝
ウ
ェ
リ
ケ
・
イ
ヴ
ォ
ン
（
中
国
の
英
語
教
育
学
校
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
の
英
語
教
師
・
46
歳
）

こ
の
作
文
を
完
成
さ
せ
る
の
に
ほ
ぼ
3
か
月
か
か
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
私
は
辞
書
を
使
用
し
、「G

oogle translate

」

（
翻
訳
）
を
使
用
し
ま
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
＝
リ
ン
ニ
ク
・
マ
ル
ガ
リ
タ
（
東
京
育
英
日
本
語
学
院
・
20
歳
）

作
文
を
添
削
を
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
日
本
で
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
、
私
の
気
持
ち
を
発

表
す
る
機
会
を
い
た
だ
け
た
こ
と
に
と
て
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

ロ
シ
ア
＝
ブ
リ
カ
・
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
（
ボ
ロ
ネ
ジ
市
「
月
話
日
本
語
学
校
」
日
本
語
教
師
・
28
歳
）

私
ご
と
き
の
作
文
を
高
く
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
嬉
し
い
限
り
で
す
。
大
森
さ
ん
ご
夫
妻
が
ご
訂
正
く
だ
さ
っ
た
私
の『
作

文
』は
、
と
て
も
読
み
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
直
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
＝
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
モ
ラ
レ
ス
（
山
形
県
東
根
市
英
語
教
師
・
43
歳
）

作
文
を
直
し
て
く
れ
て
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
。
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
す
る
の
は
初
め
て
な
の
で
、
緊
張
し
て

嬉
し
い
で
す
。
こ
ん
な
機
会
が
珍
し
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
よ
か
っ
た
で
す
。
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三
、歩
み「
テ
ー
マ
」と「
一
等
賞
」受
賞
者
の
氏
名（
巻
頭
カ
ラ
ー
頁
、第
三
章
参
照
）

　
・
平
成
元
年
か
ら「
留
学
生
」対
象
＝
計
5
回　
（
応
募
数
・
3
、
１
２
１
編
）

「
第
一
回
」　
1
9
8
9
（
平
成
元
）
年	

テ
ー
マ「
日
本
（
日
本
人
）
の
こ
こ
が
好
き
、
こ
こ
が
嫌
い
」

		

  


あ
る
い
は「
日
本
（
日
本
人
）
へ
の
期
待
と
注
文
」

最
優
秀
賞
・
李
春
植
（
中
国　
岡
山
大
学
文
学
部
・
男
）

「
第
二
回
」　
1
9
9
1
（
平
成
3
）
年	

テ
ー
マ「
日
本
の
国
際
化
の
た
め
の
提
言
」

優
秀
賞　

�
・
マ
リ
ン
・
タ
ナ
ン
パ
イ
（
タ
イ　
早
稲
田
大
学
文
学
部
・
女
・
21
歳
）�

・
劉
淳
方
（
台
湾　
明
治
大
学
経
営
学
部
・
女
・
23
歳
）�

・
李
明
伍
（
中
国　
東
京
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
・
男
・
31
歳
）�

・
禹
燦
三
（
韓
国　
広
島
大
学
大
学
院
教
育
社
会
学
研
究
科
・
男
・
35
歳
）�

・
ケ
イ
・
グ
レ
ゴ
リ
（
ア
メ
リ
カ　
関
西
外
国
語
大
学
・
男
・
20
歳
）�

・
石
平
（
中
国　
神
戸
大
学
大
学
院
文
化
学
研
究
科
・
男
・
29
歳
）　
ほ
か
5
人
。

「
第
三
回
」　
1
9
9
2
（
平
成
4
）
年	

テ
ー
マ「
二
十
一
世
紀
の
日
本
と
中
国
の
役
割
」

一
等
賞　
・
王
頎
（
中
国　
お
茶
の
水
女
子
大
学
・
女
）

「
第
四
回
」　
1
9
9
4
（
平
成
6
）
年	

テ
ー
マ「
私
に
と
っ
て
の
日
本
」

最
優
秀
賞
・
張
華
（
中
国　
日
本
大
学
大
学
院
・
女
）

「
第
五
回
」　
1
9
9
5
（
平
成
7
）
年	

テ
ー
マ「
戦
後
五
十
年
・
日
本
に
望
む
こ
と
」

優
秀
賞　
・
李
妍
焱
（
中
国　
東
北
大
学
大
学
院
・
女
）
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・
平
成
5
年
か
ら「
中
国
の
大
学
生
」対
象
＝
計
16
回　
（
応
募
数
・
2
万
2
、
9
4
5
編
）

「
第
一
回
」　
1
9
9
2
（
平
成
4
）
年	

テ
ー
マ「
二
十
一
世
紀
の
日
本
と
中
国
の
役
割
」

一
等
賞　
・
高
媛
（
吉
林
大
学
・
女
）

「
第
二
回
」　
1
9
9
4
（
平
成
6
）
年	

テ
ー
マ「
私
に
と
っ
て
の
日
本
」

一
等
賞　

�

・
高
媛
（
吉
林
大
学
・
女
）�

・
路
邈
（
北
京
第
二
外
国
語
学
院
・
女
）

「
第
三
回
」　
1
9
9
5
（
平
成
7
）
年	

テ
ー
マ「
戦
後
五
十
年
・
日
本
に
望
む
こ
と
」

一
等
賞　
・
劉
岩
（
遼
寧
師
範
大
学
・
女
）

「
第
四
回
」　
1
9
9
6
（
平
成
8
）
年	

テ
ー
マ「
日
本
語
と
私
」

一
等
賞　
・
曽
建
（
北
京
第
二
外
国
語
学
院
大
学
院
・
男
）

「
第
五
回
」　
1
9
9
7
（
平
成
9
）
年	
テ
ー
マ「
日
本
の
政
府
・
企
業
に
望
む
こ
と
」

一
等
賞　
・
王
暁
（
北
京
第
二
外
国
語
学
院
大
学
院
・
女
）

「
第
六
回
」　
1
9
9
8
（
平
成
10
）
年	

テ
ー
マ「
日
中
友
好
を
深
め
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
？
」

一
等
賞　
・
李
桂
萌
（
北
京
外
国
語
大
学
・
女
）

「
第
七
回
」　
1
9
9
9
（
平
成
11
）
年	

テ
ー
マ「
近
以
来
の
日
本
と
中
国
に
つ
い
て
」

一
等
賞　
・
郜
楓
（
西
安
外
国
語
学
院
・
女
）

「
第
八
回
」　
2
0
0
0
（
平
成
12
）
年	

テ
ー
マ「
二
十
一
世
紀
を
迎
え
る
日
本
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

�

（
第
一
回
・
中
国
、
韓
国
、
台
湾
の
大
学
生《
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
》と
し
て
開
催
）

全
体
の
一
等
賞
・
劉
愛
君
（
遼
寧
師
範
大
学
大
学
院
・
女
）

中
国
の
一
等
賞
・
李
莉
（
北
京
第
二
外
国
語
学
院
大
学
院
・
女
）
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「
第
九
回
」　
2
0
0
1
（
平
成
13
）
年	

テ
ー
マ「
私
と
日
本
」

一
等
賞　
・
陶
金
（
遼
寧
師
範
大
学
・
女
）

「
第
十
回
」　
2
0
0
2
（
平
成
14
）
年	

テ
ー
マ「
日
本
と
中
国
の
将
来
」

一
等
賞　
・
陶
金
（
遼
寧
師
範
大
学
・
女
）

「
第
十
一
回
」　
2
0
0
3
（
平
成
15
）
年	

テ
ー
マ「
日
本
語
と
私
」

一
等
賞　

�

・
趙
嵐
（
北
京
第
二
外
国
語
学
院
大
学
院
・
女
）�

・
石
金
花
（
洛
陽
外
国
語
学
院
・
女
）

「
第
十
二
回
」　
2
0
0
4
（
平
成
16
）
年	

テ
ー
マ「
日
本
語
学
習
と
私
」

一
等
賞　
・
袁
俊
英
（
河
南
大
学
・
女
）

「
第
十
三
回
」　
2
0
0
6
（
平
成
18
）
年�

（
第
一
回《
中
国
の
大
学
院
生
・
日
本
語
作
文
・
ス
ピ
ー
チ
・
討
論
コ
ン
テ
ス
ト
》と
し
て
開
催
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
文
の
テ
ー
マ「
日
本
、
あ
る
い
は
日
本
人
に
言
い
た
い
こ
と
」

　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ピ
ー
チ
・
討
論
の
テ
ー
マ「
十
年
後
の
日
中
関
係
を
予
測
し
て
く
だ
さ
い
」

一
等
賞　
・
徐
蓓
（
北
京
大
学
大
学
院
・
女
）

「
第
十
四
回
」　
2
0
0
7
（
平
成
19
）
年�
（
第
二
回《
中
国
の
大
学
院
生
・
日
本
語
作
文
・
ス
ピ
ー
チ
・
討
論
コ
ン
テ
ス
ト
》と
し
て
開
催
）

	

テ
ー
マ「
日
本
と
中
国
の
、
こ
れ
か
ら
の
責
任
と
課
題
」

一
等
賞　
・
李
婷
（
大
連
海
事
大
学
大
学
院
・
女
）

「
第
十
五
回
」　
2
0
1
2
（
平
成
24
）
年	

テ
ー
マ「
日
中
の
絆
を
深
め
る
に
は
？
」

一
等
賞　
・
韓
福
艶
（
安
陽
師
範
学
院
・
女
）

「
第
十
六
回
」　
2
0
1
4
（
平
成
26
）
年	

テ
ー
マ「
最
新
版
＋
改
訂
版　
日
本
語
教
材『
日
本
』の
感
想
文
コ
ン
テ
ス
ト
」

一
等
賞　
・
董
亜
峰
（
北
京
第
二
外
国
語
学
院
・
女
）
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《日本語作文コンクール》第四章　

　
・
平
成
28
年
か
ら「
世
界
の
日
本
語
学
習
者
」対
象
＝
計
5
回　
（
応
募
数
・
3
万
6
、
6
6
0
編
）

「
第
一
回
」　
2
0
1
6
（
平
成
28
）
年	

テ
ー
マ「『
日
本
』は
、
ど
ん
な
国
だ
と
思
い
ま
す
か
？
」

一
等
賞　

�

・
シ
ュ
レ
ヤ
・
デ
イ
ウ
ェ
（
イ
ン
ド　
プ
ネ
大
学
・
女
・
20
歳
）�

・
王
志
博
（
中
国　
留
学
生
・
宇
都
宮
大
学
大
学
院
・
男
・
25
歳
）�

・
ド
ン
・
フ
ン
・
タ
オ
（
ベ
ト
ナ
ム　
在
日
企
業
勤
務
・
女
・
27
歳
）

「
第
二
回
」　
2
0
1
8
（
平
成
30
）
年	

テ
ー
マ「『
日
本
』、
あ
る
い
は『
日
本
人
』に
言
い
た
い
こ
と
は
？
」

一
等
賞　

�
・
ニ
コ
ー
ル
・
フ
ェ
ッ
ラ
リ
オ
（
イ
タ
リ
ア　
カ
・
フ
ォ
ス
カ
リ
大
学
大
学
院
・
女
・
23
歳
）�

・
ア
イ
エ
ド
ゥ
ン
・
エ
マ
ヌ
エ
ル
（
ベ
ナ
ン　
留
学
生
・
大
阪
府
立
大
学
大
学
院
・
男
・
27
歳
）

「
第
三
回
」　
2
0
1
9
（
令
和
元
）
年	

テ
ー
マ「『
日
本
の
こ
と
』で
、『
あ
な
た
の
国
』に
伝
え
た
い
こ
と
、
は
何
で
す
か
？
」

�

あ
る
い
は「『
あ
な
た
の
国
の
こ
と
』で
、『
日
本
人
』に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
、
は
何
で
す
か
？
」　

一
等
賞　

�

・
チ
ャ
ン
・
ト
ゥ
ー
・
チ
ャ
ン
（
ベ
ト
ナ
ム　
名
古
屋
大
学
学
生
交
流
課
留
学
生
支
援
係
・
女
・
28
歳
）�

・
レ
イ
レ
イ
ピ
ュ
ー
（
ミ
ャ
ン
マ
ー　
丸
紅
ネ
ピ
ド
ー
出
張
所
・
女
・
32
歳
）

「
第
四
回
」　
2
0
2
0
（
令
和
2
）
年	

「〈
俳
句
〉コ
ン
テ
ス
ト
」（
俳
句
と
30
字
前
後
の
説
明
）

一
等
賞　

�

・
チ
ョ
チ
ョ
キ
ン
（
ミ
ャ
ン
マ
ー　
丸
紅
ネ
ピ
ド
ー
出
張
所
・
女
・
35
歳
）�

・
李
海
（
中
国　
貴
州
省
貴
陽
市
・
貴
州
民
族
大
学
教
師
・
男
・
38
歳
）

「
第
五
回
」　
2
0
2
3
（
令
和
5
）
年	

テ
ー
マ「『
日
本
語
』と
私
」あ
る
い
は

	

　
　
　
「
あ
な
た
の
国
に
と
っ
て『
日
本
』は
ど
ん
な
国
で
す
か
？
」

◆
一
、
二
等
賞
の
氏
名
は
巻
頭
カ
ラ
ー
頁
。

　
三
等
賞
、
努
力
賞
は
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.nihonw

osiru.jp/
）
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四
、応
募
者
の
国・地
域

　
第
一
回
～
第
二
十
六
回（
通
算
）世
界
の
日
本
語
学
習
者《
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
》

92
カ
国
・
地
域（
太
字
は
、「
作
文
」を
掲
載
し
た
入
賞
者
の
国
・
地
域
＝
49
）

ア
ジ
ア　
　
　

�

中
国
（
香
港
特
別
行
政
区
を
含
む
）、
韓
国
、
台
湾
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
キ
ル
ギ
ス
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
イ
ン
ド
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ラ
オ
ス
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
パ
キ
ス
タ
ン
、

ネ
パ
ー
ル
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
ブ
ー
タ
ン

大
洋
州　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

中
東　
　
　
　
ト
ル
コ
、
イ
ラ
ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
レ
バ
ノ
ン
、
シ
リ
ア
、
ク
ウ
ェ
ー
ト

ヨ
ー
ロ
ッ
パ　

�

ハ
ン
ガ
リ
ー
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
セ
ル
ビ
ア
、
ス
ロ
バ
キ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
サ
ン
マ
リ
ノ
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
モ
ル
ド
バ
、
べ
ラ
ル
ー
シ
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
チ
ェ
コ

ア
フ
リ
カ　
　

�

エ
ジ
プ
ト
、
ト
ー
ゴ
、
ケ
ニ
ア
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
南
ア
フ
リ
カ
、
ス
ー
ダ
ン
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、

ベ
ナ
ン
、
ガ
ー
ナ
、
セ
ネ
ガ
ル
、
リ
ビ
ア
、
コ
ン
ゴ
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
モ
ロ
ッ
コ
、

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

北
米　
　
　
　

�

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ

中
南
米　
　
　

�

ブ
ラ
ジ
ル
、
コ
ス
タ
リ
カ
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
ウ
ル
グ
ア
イ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
グ
ア
テ
マ
ラ
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、

キ
ュ
ー
バ
、
メ
キ
シ
コ
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
、
ペ
ル
ー
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
、
チ
リ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
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・
出
版
、
寄
贈
し
た
各
版
の《
日
本
語
教
材
》

・《
日
本
語
教
材
》の
感
想
と
活
用
法

第
五
章

独
自
に
作
成・出
版
し
た《
日
本
語
教
材
》

約
80
万
部
寄
贈
→
電
子
書
籍
化（
巻
頭
カ
ラ
ー
頁
、第
一
章
参
照
）



出
版
、寄
贈
し
た
各
版
の《
日
本
語
教
材
》と
電
子
書
籍

◆
35
年
間
に
、出
版
し
た
各
版
の《
日
本
語
教
材
》は
次
の
通
り　
　
（
寄
贈
数
等
は
、第
一
章
参
照
）

一
・
1
9
8
9（
平
成
元
）年
～
1
9
9
7（
平
成
9
）年
＝
8
年
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
語
学
習
・
情
報
誌 

季
刊
誌『
日
本
』（
33
号
ま
で
）
＝
各
号
28
頁
～
40
頁
。

二
・
1
9
9
5（
平
成
7
）年
→
日
本
語
精
読
教
材『
日
本
』＝
2
0
6
頁

三
・
1
9
9
7（
平
成
9
）年
→
大
学
用
・
日
本
語
教
材『
日
本
』＝
上
・
3
8
7
頁
、
下
・
4
6
0
頁

四
・
2
0
0
4（
平
成
16
）年
→
新
版
・
日
本
語
教
材『
日
本
』＝
上
・
3
3
0
頁
、
下
・
3
4
5
頁

五
・
2
0
0
9（
平
成
21
）年
→
朗
読
M
P
3
付『
日
本
』＝
上
・
3
1
1
頁
、
下
・
3
0
2
頁

六
・
2
0
1
2（
平
成
24
）年
→
最
新
版
、
改
訂
版
・
日
本
語
教
材『
日
本
』＝
各
2
5
2
頁

七
・
2
0
1
4（
平
成
26
）年
→『
新
日
本
概
況
』＝
2
5
2
頁

八
・
2
0
2
2（
令
和
4
）年
→〈【
日
本
】と
い
う
国
〉＝
2
4
0
頁

九
・
２
０
１
６（
平
成
28
）年
以
降

			




　
→「
日
本
語
教
材
」各
版
を
電
子
書
籍
と
し
て
無
料
公
開
（
Ｈ
Ｐ
：http://w

w
w
.nihonw

osiru.jp/

）

	

※�

各
種
、
各
版
の「
日
本
語
教
材
」の
出
版
部
数
、
大
学
や
日
本
語
学
校
等
へ
の
寄
贈
部
数
は「
巻
頭
カ
ラ
ー
頁
」、「
第
一
章　
35
年
間
の
軌
跡
」参
照
。
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独自に作成・出版した《日本語教材》第五章　

《
日
本
語
教
材
》の「
感
想
」と「
活
用
法
」（
手
紙
や
メ
ー
ル
）

◆
日
本
語
学
習・情
報
誌「
季
刊
誌『
日
本
』」（
33
号
ま
で
）

▽�「
日
本
へ
行
く
機
会
の
な
い
日
本
語
学
習
者
の
大
多
数
が
、
季
刊
誌『
日
本
』を
通
し
て
日
本
の
政
治
、
経
済
、
文
化
な
ど
を

勉
強
し
、
理
解
し
て
い
ま
す
。
季
刊
誌『
日
本
』は
、
新
し
い
内
容
が
い
っ
ぱ
い
で
、
日
本
語
を
学
ぶ
教
材
、
日
本
を
知
る
教

科
書
だ
と
思
い
ま
す
」（
中
国
＝
吉
林
省
・
延
辺
教
育
学
院
、
朴
澤
龍
先
生
）

▽�「
日
本
語
科
の
学
生
が
毎
号
、
季
刊
誌『
日
本
』を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。
中
国
の
学
生
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

大
森
先
生
ご
夫
妻
の
こ
と
を
、
い
つ
も
学
生
に
話
し
て
い
ま
す
。
学
生
は
目
を
輝
か
し
な
が
ら
季
刊
誌『
日
本
』を
読
ん
で
、

「
中
日
友
好
」の
将
来
を
考
え
て
い
ま
す
」（
中
国
＝
遼
寧
省
大
連
市
・
遼
寧
師
範
大
学
日
本
語
科
主
任
、
曲
維
先
生
）

▽�「
手
元
に
置
い
て
あ
る
季
刊
誌『
日
本
』を
、
い
つ
も
出
し
て
読
ん
で
い
ま
す
。
学
校
の
授
業
で
は
勉
強
で
き
な
い
日
本
に
つ

い
て
の
知
識
が
た
く
さ
ん
載
っ
て
い
る
の
で
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
す
」（
中
国
＝
岡
山
大
学
留
学
生
、
李
振
生
君
）

▽�「
季
刊
誌『
日
本
』を
頂
い
て
、
本
当
に〝
雪
中
に
炭
を
贈
る
〟の
た
と
え
通
り
、
大
助
か
り
で
す
。
ど
う
感
謝
し
て
よ
い
か
分

か
り
ま
せ
ん
」（
中
国
＝
現
代
日
本
語
学
校
就
学
生
、
沈
伯
明
君
）

▽�「
季
刊
誌『
日
本
』を
百
冊
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
、
日
本
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
る
の
に
大
変
役
に

立
つ
と
喜
ん
で
い
ま
す
」（
中
国
＝
四
川
省
・
四
川
大
学
日
語
専
業
主
任
、
胡
徳
友
先
生
）

▽�「
季
刊
誌『
日
本
』か
ら
、
日
本
語
ら
し
い
日
本
語
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
日
本
と
日
本
人
の
考
え
方
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
学
生
は『
日
本
語
を
勉
強
す
る
の
が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
』と
話
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
役
に
立
つ
季
刊
誌
で
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す
」（
中
国
＝
遼
寧
省
大
連
市
・
大
連
管
理
幹
部
学
院
、
権
偉
華
先
生
）

▽�「
待
ち
望
ん
で
い
た
季
刊
誌『
日
本
』は
、
大
学
の
四
年
間
で
一
番
親
し
い
友
達
で
し
た
。
季
刊
誌『
日
本
』は
私
た
ち
が
手
に

入
れ
ら
れ
る
唯
一
の
日
本
情
報
誌
で
す
。
そ
の
中
か
ら
日
本
の
風
土
、
人
情
や
、
最
近
の
政
治
、
経
済
ま
で
沢
山
の
生
々
し

い
知
識
を
収
穫
で
き
ま
す
。
私
た
ち
が
使
っ
て
い
る
日
本
語
教
科
書
は
二
十
年
前
の
も
の
で
す
。
私
た
ち
は
何
十
年
前
の
日

本
し
か
知
ら
な
い
の
で
す
」（
中
国
＝
江
西
省
南
昌
市
・
南
昌
大
学
、
易
婧
さ
ん
）

▽�「
大
阪
大
学
に
留
学
し
た
ば
か
り
の
時
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
厳
し
さ
と
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
か
ら
、
狭
く
て
暗
い
下
宿
に
帰
っ
て
、
毎

晩
の
よ
う
に
泣
い
て
い
ま
し
た
。
気
持
ち
を
紛
ら
わ
す
た
め
に
、
大
学
の
留
学
生
相
談
室
か
ら
渡
さ
れ
た
季
刊
誌『
日
本
』

を
読
み
始
め
た
の
で
す
。
毎
号
、
一
気
に
読
み
終
わ
り
ま
し
た
。〝
他
郷
で
知
己
に
会
う
〟気
持
ち
で
し
た
。『
親
友
に
心
の

話
を
す
る
』気
持
ち
で
、
大
森
先
生
に
手
紙
を
出
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
大
森
先
生
か
ら
返
信
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
読

ん
だ
と
た
ん
、
涙
が
い
っ
ぱ
い
流
れ
ま
し
た
。
…
…『
今
は
、
冷
た
い
冬
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
終
わ
ら
な
い
冬
は
あ
り
ま

せ
ん
。
必
ず
暖
か
い
風
が
吹
く
時
が
来
ま
す
よ
』と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
の
疲
れ
も
一
気
に
吹
き
飛
び
、
下

宿
の
小
さ
い
部
屋
も
ぱ
っ
と
明
る
く
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。
大
森
先
生
の
手
紙
は
、
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
留
学
生

を
理
解
し
て
く
れ
る
日
本
人
が
い
る
こ
と
に
と
て
も
感
激
し
ま
し
た
」

�

（
中
国
＝
江
蘇
省
南
京
市
・
南
京
大
学
日
本
語
科
、
羅
萃
萃
先
生
。
五
年
後
に
帰
国
、
南
京
師
範
大
学
、
南
京
航
空
航
天
大
学
な
ど
の
日
本
語
教
師
）

◎�「
季
刊
誌『
日
本
』の
発
行
が
あ
と
一
年
で
終
わ
る
こ
と
を
読
ん
で
、
と
て
も
悲
し
く
思
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
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日
本
語
教
材
が
な
く
な
る
の
は
、
我
々
、
日
本
語
学
習
者
に
と
っ
て
、
と
て
も
残
念
で
す
。
長
い
間
、
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
」（
イ
ン
ド
＝
神
戸
大
学
大
学
院
博
士
課
程
、
プ
ラ
シ
ッ
ト
・
パ
ル
デ
シ
さ
ん
）

◎�「
毎
回
、
季
刊
誌『
日
本
』を
お
受
取
り
し
た
時
は
、
感
激
い
っ
ぱ
い
で
な
り
ま
せ
ん
。
大
森
さ
ま
ご
夫
妻
の
手
作
り
の
日
本

語
教
材
で
す
か
ら
、
い
つ
も
、
じ
っ
く
り
最
初
（
表
紙
）
か
ら
最
後
ま
で
読
む
の
で
す
。
私
が
教
え
て
い
る
学
生
も
、
み
ん
な
、

『
ル
ビ
が
振
っ
て
あ
る
か
ら
助
か
る
』と
言
っ
て
、
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
」（
台
湾
＝
大
学
の
日
本
語
教
師
、
劉
敏
先
生
）

◎�「
私
は
東
海
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
の
博
士
課
程
に
在
籍
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
韓
国
の
大
学
の
兼
任
教

授
と
し
て
日
本
語
教
師
を
兼
ね
て
い
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
も
自
分
で
選
択
し
、
副
教
材
も
自
分
で
工
夫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
。
季
刊
誌『
日
本
』は
創
刊
号
か
ら
愛
読
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
教
え
子
た
ち
に
も
広
く
読
ま
せ
た
い
で
す
」

�

（
韓
国
＝
信
興
専
門
大
学
教
授
、
申
賢
周
先
生
）

季
刊
誌『
日
本
』の
発
行
が
八
年
後
の
一
九
九
七
年
三
月
、「
第
三
十
三
号
」で
終
了
す
る
と
、
中
国
の
教
師
、
学
生
か
ら
た
く

さ
ん
の
手
紙
が
来
た
。
重
慶
市
・
重
慶
大
学
日
本
語
学
部
の
陳
為
瑜
先
生
の
手
紙
に
は
こ
う
書
い
て
あ
っ
た
。

「
季
刊
誌『
日
本
』を
待
ち
望
ん
で
い
る
う
ち
に
、
春
、
夏
、
秋
、
冬
と
過
ご
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
親
し
い
友
達
と
別
れ

る
日
が
あ
る
と
は
、
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
八
年
間
の
心
血
と
辛
酸
、
苦
楽
、
精
神
面
だ
け
で
な
く
、
経
済
的
に
も
重

荷
を
背
負
って
、
お
二
人
は
頑
張
って
こ
ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
が『
日
本
』か
ら
学
ん
だ
の
は
、
日
本
語
だ
け
で
な
く
、
大
森

先
生
と
奥
様
の
中
国
に
対
す
る
責
任
感
と
深
い
愛
情
で
す
。『
日
本
』の
影
響
は
無
限
に
続
い
て
い
く
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
」
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☆�
季
刊
誌『
日
本
』を
発
行
し
て
間
も
な
く
、
日
本
か
ら
一
番
遠
い
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
烏
魯
木
斉
（
ウ
ル
ム
チ
）
職
業
大
学
の

日
本
語
教
師
・
石
村
日
満
子
先
生
か
ら
学
生
三
十
三
人
の
手
紙
と
写
真
が
送
ら
れ
て
来
た
。

「
今
使
って
い
る『
日
本
概
況
』と
い
う
教
科
書
は
内
容
が
と
て
も
古
い
で
す
。
季
刊
誌
『
日
本
』を
ク
ラ
ス
全
員
に一冊
ず
つ
頂

き
ま
し
た
。
内
容
が
と
て
も
豊
富
で
、
日
本
の
政
治
や
生
活
習
慣
や
風
俗
や
文
学
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
日
本
を
知
る

上
で
大
変
役
立
ち
ま
す
み
ん
な
、「
い
い
教
科
書
だ
な
ぁ
」
と
思
わ
ず
言
い
ま
し
た
。
中
国
と
日
本
は
昔
か
ら一衣
帯
水
の
隣
国

で
す
が
、
新
疆
は
我
が
国
の
西
北
に
位
置
し
日
本
と一番
遠
い
省
区
で
す
。
地
図
を
見
る
度
に
新
疆
に
住
ん
で
い
る
私
は一衣
帯

水
と
い
う
言
い
方
は
正
し
く
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
季
刊
誌
『
日
本
』を
手
に
し
た
時
、
こ
の
距
離
感
が
突
然
消
え

ま
し
た
。
季
刊
誌
『
日
本
』が
内
陸
の
新
疆
と
遠
い
日
本
の
間
に
虹
の
架
け
橋
を
か
け
た
よ
う
で
す
」（
三
年
生
の
鐘
響
さ
ん
）

☆�

北
京
の
外
交
学
院
で
日
本
語
を
教
え
て
お
ら
れ
た
谷
川
栄
子
先
生
か
ら「
季
刊
誌『
日
本
』は
、
漢
字
に
読
み
仮
名
が
つ
い
て
い

て
、
内
容
も
簡
潔
で
あ
る
た
め
、
二
、
三
年
生
の
学
生
達
に
は
格
好
の
教
材
で
、『
日
本
事
情
』と
い
う
授
業
の
中
で
使
わ
せ
て

頂
い
て
い
ま
す
」と
し
て
、
次
の
よ
う
な
具
体
的
な
活
用
法
を
知
ら
せ
て
頂
い
た
。

「『
日
本
事
情
』と
い
う
授
業
は
、
二
年
生
、
三
年
生
を
対
象
に
毎
週一回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、「
政
治
」「
歴
史
」
な
ど

の
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
そ
の
内
容
を
簡
単
に
説
明
し
、
中
国
と
の
違
い
を
含
め
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
し
ま
す
。
一方
で
、
季
刊
誌『
日

本
』を
学
生
た
ち
に
配
り
、
二
、
三
週
間
後
の
授
業
に
お
い
て
、
私
が
そ
の
内
容
に
関
す
る
質
問
を
し
、
学
生
が
答
え
る
と
い

う
形
で
授
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
季
刊
誌『
日
本
』の
中
で
印
象
に
残
っ
た
と
こ
ろ
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
さ
せ
て
い
ま
す
」
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◆
大
学
用・日
本
語
教
材『
日
本
』（
上・下
）

・中
国
＝
河
南
師
範
大
学（
河
南
省
新
郷
市
）、劉
潤
徳
先
生

中
日
両
国
人
民
の
相
互
理
解
は
言
葉
と
し
て
は
簡
単
で
す
が
、
実
行
は
至
難
な
こ
と
で
す
。
中
日
両
国
の
間
に
ま
だ
相
互

不
理
解
と
誤
解
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

大
学
用
日
本
語
教
材『
日
本
』」と
い
う
テ
キ
ス
ト
は
、
中
国
の
若
い
世
代
の
日
本
理
解
に
大
い
に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。
日

本
の
自
然
か
ら
歴
史
、
政
治
、
文
学
か
ら
和
食
の
こ
と
ま
で
、
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
つ
い
て
、
詳
し
く
、
そ
し
て
、

易
し
い
文
章
で
解
説
し
て
あ
り
ま
す
。『
日
本
』を
初
め
て
見
た
学
生
は
、「
一
番
新
し
い
日
本
事
情
の
本
で
す
」と
大
喜
び

で
す
。
ま
ず
、
教
師
た
ち
は『
日
本
』を「
日
本
概
況
」の
教
材
と
し
て
活
用
し
よ
う
と
相
談
し
て
い
ま
す
。
日
本
語
の
授

業
が
豊
か
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

・中
国
＝
北
京
第
二
外
国
語
学
院（
北
京
市
）、秦
明
吾
先
生

大
学
用
日
本
語
教
材『
日
本
』（
上
）を
頂
き
ま
し
て
、
教
師
・
学
生
と
も
に
拝
読
・
勉
強
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
日
本

の
歴
史
や
文
化
、
政
治
、
経
済
、
社
会
、
教
育
な
ど
の
面
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
知
る
こ
と
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
非
常

に
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、『
日
本
』の
下
巻
を
４
６
８
冊
も
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
上
巻
と
下
巻
を
あ
わ

せ
る
と
、
日
本
の
全
般
を
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
日
本
語
を
よ
り
よ
く
勉
強
し
な
が
ら
、
日
本
に
つ
い
て
の
知
識
を
広

げ
る
の
に
は
大
い
に
役
立
つ
も
の
だ
と
皆
申
し
て
お
り
ま
す
。
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◆
新
版・日
本
語
教
材『
日
本
』（
上・下
）

・中
国
＝
黒
龍
江
大
学（
黒
龍
江
省
哈
尓
濱
市
）、陳
雨
賢
先
生

今
教
え
て
い
る
学
生
に
も
日
本
国
民
に
恨
み
を
持
っ
て
い
る
学
生
が
い
ま
す
。
そ
れ
は
歴
史
的
な
問
題
が
主
な
の
で
す
が
、

日
本
国
民
を
理
解
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
大
森
先
生
ご
夫
妻
の『
日
本
』が
、
日
本
の
こ
と
を
分
か
り
や
す

く
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
使
っ
て
学
生
に
紹
介
す
る
自
信
も
沸
い
て
き
ま
す
。
20
年
、
日
本
語
教
師
を
し

て
い
ま
す
が
、
一
番
大
事
な
の
は
言
葉
の
後
ろ
に
あ
る
そ
の
国
の
文
化
・
民
族
精
神
・
歴
史
な
ど
を
客
観
的
に
理
解
す
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
学
生
に
日
本
語
を
通
し
て
広
く
日
本
に
つ
い
て
の
教
育
と
一
緒
に
、
社
会
人
に
も
日
本
の
国
・
社

会
・
文
化
・
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

・中
国
＝
厦
門
大
学（
福
建
省
厦
門
市
）、林
娟
娟
先
生

2
0
0
5
年
に
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
新
版
日
本
語
教
材『
日
本
』の
1
5
0
冊
に
つ
い
て
、
活
用
法
を
ご
報
告
致
し
ま
す
。

① 

日
本
語
学
部
の
教
師
全
員
に
4
冊
ず
つ
渡
し
ま
し
た
。

② 

優
秀
な
学
生
に
、
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の「
賞
」と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

③ 

残
り
は
、
研
究
室
と
資
料
室
に
配
置
し
ま
し
た
。

（
前
の「
大
学
用
・
日
本
語
教
材『
日
本
』」も
、「
日
本
事
情
」と
い
う
科
目
の
必
読
書
と
し
て
2
0
1
2
年
か
ら
厦
門
大
学

の
大
学
院
入
試
の
参
考
書
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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◆
朗
読
Ｍ
Ｐ
３
付・日
本
語
教
材『
日
本
』（
上・下
）

・中
国
＝
遼
寧
師
範
大
学
大
学
院（
遼
寧
省
大
連
市
）、張
園
園
さ
ん

大
森
先
生
ご
夫
妻
は
日
本
語
を
勉
強
す
る
中
国
人
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
く
れ
て
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
大
学
生

時
代
に
、「
新
版『
日
本
』」を
学
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
地
理
、
政
治
、
経
済
、
文
化
や
文
学
な
ど
が
書
い
て
あ

り
ま
す
。
役
に
立
ち
、
本
当
に
面
白
い
本
だ
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
既
に
4
年
間
、
日
本
語
を
勉
強
し
ま
し
た
が
、
発
音

と
ア
ク
セ
ン
ト
な
ど
が
ま
だ
ま
だ
で
す
。
新
し
い『
日
本〈
上
〉』は
Ｍ
Ｐ
３
が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
私
は
Ｍ
Ｐ
３

の
朗
読
を
聴
き
な
が
ら
正
し
い
日
本
語
の
発
音
も
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

・中
国
＝
大
理
学
院（
雲
南
省
大
理
市
）、董
雲
建
先
生

充
実
し
た
内
容
と
高
度
な
文
章
に
魅
了
さ
れ
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
語
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
社
会

や
文
化
な
ど
に
関
す
る
も
の
も
、
も
っ
と
も
っ
と
勉
強
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
私
に
と
っ

て
、
こ
の
本
は
最
高
の
参
考
資
料
で
、
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
日
本
語
を
教
え
て
い
る
者
と
し
て
、
本

当
の
日
本
を
こ
ち
ら
の
学
生
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
ま
ず
自
分
を
磨
い
て
い
き
た
い
で
す
。

寄
贈
し
て
頂
い
た
20
冊
に
つ
い
て
は
、
日
本
語
の
先
生
に
渡
し
た
り
、
日
本
と
日
本
語
に
大
変
興
味
を
持
つ
優
秀
な
卒
業

生
に
1
冊
ず
つ
送
り
ま
す
。
4
冊
ぐ
ら
い
は
今
度
の
期
末
テ
ス
ト
の
成
績
を
基
に
、
よ
く
で
き
た
学
生
に
奨
励
品
と
し
て

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て
、
沢
山
の
学
生
に
も
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
残
り
の
10
冊
は
全
部
図
書
館
に
置

き
ま
す
。
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◆「
最
新
版
」＋「
改
訂
版
」・日
本
語
教
材『
日
本
』

・中
国
＝
安
陽
師
範
学
院（
河
南
省
安
陽
市
）、韓
福
艶
さ
ん

「
日
本
語
教
材『
日
本
』」は
、
日
本
語
学
習
者
に
と
っ
て
本
当
に
素
晴
ら
し
い
し
教
材
で
す
。
日
本
に
つ
い
て
の
知
識
が
豊

富
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
が
使
っ
て
い
る
教
材
は
、
10
年
も
20
年
も
前
の
日
本
の
状
況
ば
か
り
で
す
。『
日
本
』は
、
私
を

豊
か
な「
日
本
語
の
世
界
」へ
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
ま
す
。

日
本
語
を
学
ぶ
私
た
ち
に
と
っ
て
、
日
本
の
社
会
や
文
化
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。『
日
本
』は
、
今

の
日
本
の
真
の
姿
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
日
本
の
本
当
の
姿
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
範
囲
が
広
く
て
、
日

本
人
の
生
活
や
歴
史
、
文
化
な
ど
、
内
容
は
と
て
も
豊
富
で
、
面
白
い
で
す
。
特
に『
四
章
・
自
然
』で
、
季
語
や
年
中
行

事
に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

・中
国
＝
西
安
外
国
語
大
学（
陝
西
省
西
安
市
）、孫
麗
雲
さ
ん

大
学
で
日
本
語
を
勉
強
す
る
前
に
考
え
て
い
た
こ
と
、
特
に
中
等
学
校
か
ら
学
ん
だ「
日
本
に
対
す
る
漠
然
と
し
た
歴
史

的
反
感
」、
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
も
先
進
国
で
あ
り
、
多
く
の
自
由
が
保
障
さ
れ
る
国
と
い
う「
漠
然
と
し
た
憧
れ
」の
よ

う
な
も
の
が
、「
混
沌
」と
し
て
い
ま
し
た
が
、「
日
本
語
教
材『
日
本
』」を
読
ん
で
、
今
は
少
し
ず
つ「
落
ち
着
い
て
」い

く
よ
う
な
感
じ
で
す
。

私
が
何
を
誤
解
し
て
き
た
の
か
、
何
故
ほ
か
の
国
で
は
な
い
日
本
に
特
別
な
思
い
を
も
っ
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
、
将
来

は
日
本
を
ど
の
よ
う
に
正
し
く
見
る
べ
き
か
、
を
悟
っ
た
の
が
、
最
も
大
き
な
収
穫
で
す
。

日
本
語
教
材『
日
本
』に
出
合
っ
て
、
本
当
に
幸
運
だ
と
思
い
ま
す
。

236



独自に作成・出版した《日本語教材》第五章　

◆
日
本
語
教
材『
新
日
本
概
況
』

・中
国
＝
南
京
大
学（
江
蘇
省
南
京
市
）、李
雨
萍
さ
ん

日
本
語
は
既
に
四
年
余
り
勉
強
し
て
き
た
。
日
本
と
い
う
国
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、「
小
さ
く
、
か
つ
不
思
議
な
色
彩
を

帯
び
て
い
る
島
国
」だ
っ
た
。
自
分
が
知
っ
て
い
る
日
本
は
限
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
と
つ
く
づ
く
思
う
。
外
国
語
専
門
の

学
生
に
と
っ
て
、
自
分
の
専
攻
言
語
を
勉
強
す
る
時
、
単
に
言
語
し
か
学
ば
な
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ど
の
国

の
言
語
を
身
に
着
け
よ
う
と
も
、
そ
の
国
の
社
会
・
自
然
・
歴
史
や
そ
の
他
様
々
な
事
柄
を
知
る
こ
と
が
重
要
だ
か
ら
で

あ
る
。

日
本
語
教
材『
新
日
本
概
況
』と
い
う
本
は
、
全
面
的
に
日
本
と
い
う
国
を
理
解
す
る
に
は
、
と
て
も
都
合
の
い
い
本
だ
と

思
う
。
日
本
人
の
手
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
驚
く
ほ
ど
内
容
が
豊
か
で
あ
り
、
詳
細
で
あ
る
。
伝
統
的
な

も
の
も
あ
れ
ば
、
時
代
性
に
富
ん
で
い
る
も
の
も
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
日
本
の
政
治
・
経
済
・
・
国
土
・
歴
史
・

自
然
・
伝
統
文
化
・
言
語
・
行
動
様
式
・
和
食
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
詳
し
く
、
か
つ
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
。

文
章
も
読
み
や
す
い
上
に
、
難
し
い
単
語
に
は
、
ち
ゃ
ん
と
振
り
仮
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
日
本
語
の
初
心
者
に
も
日

本
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
優
し
い
教
材
だ
。
日
本
語
教
材『
新
日
本
概
況
』を
読
む
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
真
の
姿
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
新
し
い
日
本
を
発
見
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

・中
国
＝
北
京
第
二
外
国
語
学
院（
北
京
市
）、黄
倩
榕
さ
ん

日
本
語
教
材『
新
日
本
概
況
』を
編
集
し
て
く
れ
ま
し
た
お
二
人
の
精
神
に
深
く
動
か
さ
れ
ま
し
た
。、
日
本
に
関
す
る
こ

と
が
大
体
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
る
で「
日
本
指
南
書
」の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
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ら
日
本
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
今
で
も
な
お
、
中
日
両
国
の
間
に
ま
だ
い
ろ
い
ろ
な
誤
解
が
あ
り
ま

ま
す
。
こ
の
本
を
通
し
て
、
両
国
の
人
民
が
お
互
い
に
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
私
は
し
っ
か
り
日

本
語
を
勉
強
し
、
い
ろ
い
ろ
な
知
識
を
身
に
つ
け
、
口
先
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
行
動
で
、
中
日
両
国
人
民
の
末
永
い
友

好
に
寄
与
し
た
い
。

・中
国
＝
華
東
師
範
大
学（
上
海
市
）、黄
怡
梅
さ
ん

表
紙
に
書
い
て
あ
る
よ
う
に
、「
こ
の
一
冊
で
日
本
が
分
か
る
」。「
政
治
」や「
歴
史
」は
ち
ょ
っ
と
難
し
い
が
、「
四
章
」

の
自
然
の
部
分
は
本
当
に
お
も
し
ろ
い
。
一
つ
の
項
目
に
俳
句
や
イ
ラ
ス
ト
が
あ
り
、
楽
し
い
。
私
は
新
し
い
俳
句
を

習
っ
た
。

・中
国
＝
天
津
財
経
大
学（
天
津
市
）、熊
瑾
さ
ん

学
校
で
学
ん
だ「
日
本
」は
文
学
や
歴
史
な
ど
が
多
い
で
す
か
ら
、
日
本
人
の
考
え
方
と
行
動
様
式
は
な
か
な
か
理
解
で
き

な
い
で
す
。
日
本
語
教
材『
新
日
本
概
況
』が「
現
在
の
日
本
」と「
日
本
人
の
心
情
」を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
の
が
一
番

い
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
大
森
さ
ん
ご
夫
妻
が
、
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
中
国
人
の
学
生
の
た
め
に
、
日
本
語
教
材『
新

日
本
概
況
』を
作
成
・
寄
贈
し
た
り
、『
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
』を
開
催
し
た
活
動
を
長
い
間
続
け
て
き
た
こ
と
に
、

「
感
想
」よ
り
、「
感
謝
の
気
持
ち
」が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
本
当
に
す
ば
ら
し
い
本
で
し
た
。

◆〈【
日
本
】と
い
う
国
〉

・
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
＝
森
田
誠
亮
（
ア
ブ
ジ
ャ
大
学
日
本
語
日
本
文
化
研
究
所
、
所
長
代
理
）

非
漢
字
圏
で
日
本
語
を
専
攻
と
す
る
高
等
教
育
機
関
の
目
的
の
一
つ
は
、
日
本
の
政
治
・
経
済
、
社
会
問
題
、
日
本
語
、
文

238



独自に作成・出版した《日本語教材》第五章　

学
、
歴
史
、
伝
統
文
化
な
ど
を
一
通
り
学
ぶ
こ
と
で
す
。
そ
れ
ら
す
べ
て
を
網
羅
し
て
い
ま
す
。

・
中
国（
福
建
省
）＝
黒
岡
佳
柾
（
福
州
大
学
、
日
本
語
教
師
）

政
治
、
歴
史
、
自
然
、
文
学
、
料
理
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
魅
力
的
で
、
新
た
な
発
見
と
驚
き
に
満
ち
た
内
容
が
い
っ
ぱ

い
。
学
生
と
教
員
が
、
様
々
な
角
度
か
ら「
日
本
と
日
本
語
」を「
共
に
学
び
、
語
り
合
う
」こ
と
が
出
来
る
教
材
で
す
。

・
パ
ラ
グ
ア
イ（
ア
ス
ン
シ
オ
ン
）＝
田
村
能
子
（
セ
ン
ト
ロ
ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
日
本
語
教
室
）

様
々
な
視
点
か
ら
ま
と
め
ら
れ
た
、
と
て
も
い
い
教
材
で
す
。
ル
ビ
付
き
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

・
タ
イ
＝
運
寿
純
平
（
ウ
ボ
ン
ラ
チ
ャ
タ
ニ
ー
大
学
、
日
本
語
教
師
）

政
治
、
経
済
か
ら
地
理
、
伝
統
文
化
、
文
学
、
料
理
、
日
本
人
、
日
本
語
な
ど
、
学
生
が
興
味
を
持
ち
そ
う
な
話
題
が
幅

広
く
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
ド
イ
ツ
＝
菊
地
奈
緒
美
（
ド
イ
ツ
V
H
S
日
本
語
教
師
の
会
）

『
日
本
』を
様
々
な
角
度
か
ら
知
る
こ
と
が
出
来
る
良
い
教
材
で
す
。
ド
イ
ツ
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
生
徒
に
も

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
ア
メ
リ
カ（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
）＝
久
米
英
美
子
（
日
本
語
教
室
主
宰
）

私
が『
日
本
』に
つ
い
て
知
り
た
い
事
が
あ
る
時
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
本
で
す
。
生
徒
さ
ん
に
説
明
す
る
時
に
も
、
と
て
も
役

に
立
っ
て
い
ま
す
。

・
ト
ル
コ
＝
浅
野
涼
子
（
ア
ン
カ
ラ
社
会
科
学
大
学
外
国
語
学
部
日
本
語
翻
訳
通
訳
学
科
）

『
日
本
』に
つ
い
て
深
く
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
要
素
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
日
本
語
の「
重
箱
」の
よ
う
な
一
冊
で
す
。

・
日
本（
愛
知
県
犬
山
市
）＝
土
田
敏
子
（
名
古
屋
教
育
学
院
）

日
本
語
を
教
え
る
こ
と
は
、
日
本
文
化
や
日
本
人
の
考
え
方
な
ど
を
教
え
る
こ
と
、
で
す
。
日
本
語
教
師
に
と
っ
て
、〝
教

え
方
の
手
引
き
〟で
す
。

239



★
電
子
書
籍〈【
日
本
】と
い
う
国
〉の
感
想（
25
カ
国・地
域
の
27
人
）（
巻
頭
カ
ラ
ー
頁
参
照
）

・
セ
ル
ビ
ア
＝
ミ
リ
ツ
ァ
・
ヴ
カ
ソ
ヴ
ィ
ッ
チ
（
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
言
語
大
学
日
本
語
学
科
大
学
院
・
22
歳
）

日
本
語
教
材〈【
日
本
】と
い
う
国
〉は
読
み
や
す
く
て
、
色
々
な
面
白
い
情
報
に
溢
れ
て
い
る
本
で
す
。

勉
強
の
教
科
書
と
し
て
も
自
由
読
書
の
本
と
し
て
も
と
て
も
便
利
だ
と
思
い
ま
す
。
私
の
誕
生
日
が
日
本
で
は「
女
の
子

の
日
」だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
か
ら
こ
の
祭
り
を
好
き
に
な
り
ま
し
た
の
で
、「
自
然
」の
章
の「
春
」の
部
分
で「
ひ
な

祭
り
」を
見
つ
け
た
時
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
セ
ル
ビ
ア
は
キ
リ
ス
ト
教
の
国
で
す
か
ら
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
の
歴

史
を
知
る
の
が
面
白
か
っ
た
で
す
。

・
エ
ジ
プ
ト
＝
ヤ
ス
ミ
ー
ン
・
ザ
カ
リ
ー
ヤ
・
ム
ハ
ン
マ
ド
（
カ
イ
ロ
大
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
・
女
・
22
歳
）

〈【
日
本
】と
い
う
国
〉と
い
う
デ
ジ
タ
ル
版
の
教
材
を
作
っ
て
頂
い
た
ご
夫
妻
に
感
謝
の
気
持
ち
を
申
し
上
げ
た
い
。
こ
ん

な
に
詳
し
い
内
容
の
本
を
無
料
で
手
に
入
れ
る
こ
と
は
な
か
な
か
な
い
。
内
容
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
も
す
ご
い
し
、
と
て
も
勉

強
に
な
る
。
特
に
、
六
章
と
七
章
の『
日
本
語
』に
興
味
が
あ
っ
て
、
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
。
例
が
た
っ
ぷ
り
で

非
常
に
役
に
立
つ
本
だ
と
思
う
。

・
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
＝
イ
ル
ヤ
ソ
ワ
・
ヒ
マ
ハ
ニ
ム
（
社
会
人
・
女
・
23
歳
）

こ
の
教
材
が
と
て
も
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
す
べ
て
が
と
て
も
よ
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。
役
に
立
つ
本
を
読
む
の
は
面
白

い
で
す
。
こ
の
教
材
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
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・
サ
ン
マ
リ
ノ
＝
ジ
ェ
シ
カ
・
チ
ェ
ケ
ッ
テ
ィ
（
日
本
語
の
個
人
学
習
者
・
女
・
31
歳
）

記
事
は
面
白
く
て
、
私
の
よ
う
に
日
本
に
興
味
が
あ
る
人
々
に
は
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
日
本
語
、
文
化
と
和

食
の
話
題
を
楽
し
み
ま
し
た
。
フ
リ
ガ
ナ
も
あ
る
し
、
昔
話
や
俳
句
の
例
も
書
き
、
読
書
は
順
調
に
流
れ
ま
し
た
。
画
像

が
あ
る
本
は
魅
力
的
だ
と
思
う
の
で
、
こ
の
本
に
も
あ
っ
ち
こ
っ
ち
あ
っ
た
か
ら
、
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
特
に
、

「
自
然
」と
い
う
と
こ
ろ
が
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
花
、
季
節
伝
統
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
自
然
が
人
間
と
結
び
つ
け
る

こ
と
が
好
き
で
し
た
。
ほ
か
の
民
間
行
事
を
知
る
こ
と
は
そ
の
文
化
を
、
遠
く
て
見
え
る
の
に
、
近
づ
い
て
い
る
感
じ
が

す
る
と
思
い
ま
す
。

・
ハ
ン
ガ
リ
ー
＝
マ
ロ
キ
テ
ィ
・
ル
ツ
ァ
（
カ
ー
ロ
リ
・
ガ
ー
シ
ュ
パ
ー
ル
大
学
・
20
歳
）

「〈【
日
本
】と
い
う
国
〉を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
に
素
晴
ら
し
い
教
材
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
今
学
期
に
卒
業

論
文
を
書
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。〈【
日
本
】と
い
う
国
〉も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
第
一
章
を
。
私

た
ち
は
大
学
で『
日
本
を
知
る
』と
い
う
古
い
本
か
ら
学
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
も〈【
日
本
】と
い
う
国
〉を
使
っ
た

方
が
よ
り
楽
し
め
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
い
ま
す
。
本
に
載
っ
て
い
る
写
真
も
素
敵
で
す
し
、「
私
を
読
ん
で
く
だ
さ

い
」と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
こ
ん
な
に
良
い
本
を
書
い
て
く
だ
さ
っ
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

・
ミ
ャ
ン
マ
ー
＝
レ
イ
レ
イ
ピ
ュ
ー
（
丸
紅
ピ
ネ
ド
ー
出
張
所
・
女
・
32
歳
）

日
本
は
私
に
と
っ
て
故
郷
と
も
言
え
る
愛
国
で
す
。〈【
日
本
】と
い
う
国
〉を
読
ん
で
、
日
本
に
い
た
時
体
験
で
き
な
か
っ

た
こ
と
や
、
ル
ビ
付
き
で
、
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
人
々
の
為
に
は
す
ご
く
役
に
立
ち
ま
す
。
伝
統
文
化
等
を
目
で
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
れ
か
ら
も
、
本
と
い
う
よ
り「
辞
書
」と
し
て
大
切
に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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・
チ
リ
＝
ポ
ー
レ
ッ
ト
・
ド
ー
ル
（
チ
リ
大
学
・
女
・
19
歳
）

電
子
書
籍
・
日
本
語
教
材〈【
日
本
】と
い
う
国
〉を
、
読
ま
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
本
の
現
状
や
環
境
に
つ
い
て
、
色
々

な
意
味
で
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
経
済
問
題
、
社
会
問
題
、
福
祉
問
題
、
原
爆
、
等
。
色
々
な
問
題
を
乗
り
越
え
た
か
ら
こ

そ
、
日
本
で
す
。
文
化
や
伝
統
、
教
育
ま
で
、
各
々
の
特
徴
が
現
在
の
日
本
と
い
う
国
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
、

〈【
日
本
】と
い
う
国
〉と
い
う
教
材
に
ま
と
め
た
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

・
イ
ン
ド
＝
シ
ュ
レ
ヤ
・
デ
イ
ウ
ェ
（
プ
ネ
大
学
・
女
・
20
歳
）

海
外
に
住
ん
で
い
る
日
本
語
の
学
生
と
し
て
、
と
て
も
役
に
立
つ
日
本
語
教
材
だ
と
思
い
ま
す
。
教
科
書
は
も
ち
ろ
ん
大

切
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
教
材
が
あ
れ
ば
、
日
本
語
を
楽
し
く
勉
強
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
今
日
の
日
本
社
会
や
伝
統

文
化
な
ど
が
日
本
に
行
っ
て
体
験
し
な
い
限
り
わ
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
教
材
を
読
む
と
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
、
日

本
に
い
な
く
て
も
日
本
の
こ
と
が
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
上
、「
初
級
者
向
け
」と「
上
級
者
向
け
」の
教
材
が
あ
っ
て
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
て
、
ど
ん
な
段
階
の
学
生
も

読
む
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
う
ち
の
大
学
で
は
、
電
子
書
籍
・
日
本
語
教
材〈【
日
本
】と
い
う
国
〉の
こ
と
を
是

非
知
ら
せ
ま
す
。
お
二
人
は
私
の
よ
う
な
日
本
語
の
学
生
の
力
に
な
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
教
材
は
と
っ
て
も

役
に
立
つ
こ
と
で
、
ぜ
ひ
私
の
友
達
に
も
知
ら
せ
ま
す
。

・
チ
ェ
コ
＝
ヤ
ク
ブ
・
ヴ
ェ
ン
ツ
ル
（
パ
ラ
ツ
キ
ー
大
学
・
男
・
25
歳
）

日
本
に
つ
い
て
、
知
ら
な
い
こ
と
は
ま
だ
山
ほ
ど
あ
る
の
で
、
頑
張
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
ね
。〈【
日
本
】と
い
う
国
〉

と
い
う
教
材
は
日
本
語
の
学
習
に
と
て
も
役
に
立
ち
ま
す
の
で
、
一
生
懸
命
、
勉
強
し
ま
す
。
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・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
＝
ヴ
ォ
ロ
シ
ナ
・
タ
チ
ヤ
ー
ナ
（
ド
ニ
プ
ロ
ペ
ト
ロ
フ
ス
ク
国
立
大
学
の
卒
業
生
・
社
会
人
・
女
・
32
歳
）

〈【
日
本
】と
い
う
国
〉と
い
う
教
材
を
読
み
始
め
ま
し
た
。
分
か
り
や
す
く
て
と
て
も
面
白
い
教
材
な
の
で
、
読
書
に
夢
中

に
な
っ
て
最
後
ま
で
出
来
る
だ
け
早
く
読
み
切
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
外
国
語
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
そ
の
国
の
言
葉
で

話
を
し
た
り
、
文
章
を
読
ん
だ
り
、
書
い
た
り
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、「
言
語
」を
通
し
て
そ
の
国
の
人
の
国
民
性
と

か
そ
の
国
の
文
化
、
歴
史
、
政
治
な
ど
を
理
解
す
る
事
で
す
ね
。
素
敵
な
教
材
を
作
っ
て
い
た
だ
い
て
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
＝
ザ
イ
ア
・
マ
リ
ア
・
フ
ロ
レ
ン
シ
ア
（
公
務
員
・
日
本
語
学
校
・
日
亜
学
院
・
女
・
44
歳
））

勉
強
の
材
料
は
と
て
も
面
白
く
て
、
新
し
い
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
四
章「
自
然
」は
、
と
て
も
面
白
く
て
、
新
し

い
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
私
は「
季
語
」と「
年
中
行
事
」か
ら
俳
句
の
意
味
が
分
か
っ
て
き
た
。「
俳
句
」で
色
々

な
気
持
ち
と
感
情
を
表
す
だ
け
で
な
く
、
少
な
い
言
葉
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、「
俳

句
」で
自
然
を
味
わ
う
と
い
う
の
は
、
人
々
が
詩
情
豊
か
な
方
法
で
毎
日
の
生
活
を
楽
し
く
感
じ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
大

森
ご
夫
婦
に
心
を
込
め
た「
日
本
語
教
材
」を
作
っ
て
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
イ
ギ
リ
ス
＝
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ミ
ラ
ー
（
リ
ー
ズ
大
学
大
学
院
・
男
・
25
歳
）

電
子
書
籍「
日
本
語
教
材〈【
日
本
】と
い
う
国
〉」を
大
体
読
ん
だ
の
で
す
が
、
多
く
の
専
門
語
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
あ

り
、
日
本
の
勉
強
を
す
る
上
で
、
大
変
有
用
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
語
の
難
易
度
が
割
り
と
高
い
た
め
、
初
級

者
に
と
っ
て
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
に
も
難
し
い
で
す
。
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・
韓
国
＝
金
恵
蘭
（
昭
和
女
子
大
学
卒
・
主
婦
・
57
歳
）

24
年
前
に
、
昭
和
女
子
大
学
日
本
文
学
科
（
東
京
都
世
田
谷
区
）
を
卒
業
し
て
今
、
主
婦
を
し
て
い
ま
す
。

日
本
語
が
大
好
き
で
す
が
、
生
活
に
追
わ
れ
て
、
し
ば
ら
く
離
れ
て
い
ま
し
た
。『
日
本
語
を
、
ま
た
勉
強
し
た
い
。
日
本

の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
』と
思
っ
て
い
た
時
、
国
際
交
流
研
究
所
の
電
子
書
籍〈【
日
本
】と
い
う
国
〉の
こ
と
を
知
っ

て
、
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

「
教
材
」の「
一
章
か
ら
十
章
」ま
で
、
全
部
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、『
紙
の
日
本
語
教
材
』を
作
り
ま
し
た
。
目
で
見
た

り
、
手
で
触
っ
た
り
、
日
本
語
は
楽
し
い
！　
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。
私
は
日
本
語
で
夢
を
見
ま
す
。
日
本
語
が
私
の

人
生
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
の
で
、
幸
せ
！　
で
す
。

『
日
本
語
の
達
人
』を
目
指
し
て
、
が
ん
ば
り
ま
す
！

・
韓
国
＝
イ
・
ジ
ュ
ヒ
ョ
ン
（
国
立
ハ
ン
バ
ッ
ト
大
学
日
本
語
学
科
・
男
・
21
歳
）

「
二
章
・
三
節
」の「
日
本
国
憲
法
」は
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
読
ん
で
、「
世
界
の
日
本
語
学
習
者
」を
対
象

に
し
た《
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
》に
応
募
し
ま
し
た
。
ま
た
、
教
科
書
に
は
な
い
内
容
が
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
日
本

の「
昔
ば
な
し
」と
か
広
辞
苑
の
新
語
で
す
。
そ
し
て
政
治
と
少
子
化
に
つ
い
て
よ
く
知
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
最
も
記

憶
に
残
る
の
は
早
口
言
葉
で
す
。
何
度
も
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
が
難
し
く
て
結
局
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

・
キ
ル
ギ
ス
＝
ク
バ
ト
ハ
・
ヌ
ル
ザ
ッ
ト
（
ナ
リ
ン
市
子
供
教
育
セ
ン
タ
ー
職
員
）

無
料
で
勉
強
で
き
る
日
本
語
の
教
材
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ

で
勉
強
し
て
み
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
＝
マ
リ
ア
・
フ
ロ
レ
ッ
タ
（
ブ
ラ
ウ
ィ
ジ
ャ
ヤ
大
学
日
本
文
学
専
攻
・
女
・
21
歳
）　

「w
w
w
.nihonw

osiru.jp

」で
ど
こ
で
も
、
い
つ
で
も
、
日
本
に
つ
い
て
の
情
報
を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
本
の
文
化
、
和
食
、
日
本
人
の
行
動
様
式
、
伝
統
文
化
な
ど
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
書
い
て
あ
り
ま
す
。
日
本
語
を
勉
強

し
な
が
ら
、
日
本
の
こ
と
も
色
々
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
で
、
外
国
人
も
楽
し
く
日
本
語
の
勉
強
が
で
き
ま
す
。

日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
外
国
人
の
皆
様
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
ア
メ
リ
カ
＝
ジ
ェ
ン
セ
ン
・
ロ
ー
（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
・
男
・
21
歳
）

〈【
日
本
】と
い
う
国
〉を
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
教
材
を
ず
っ
と
探
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
本
当
に

役
に
立
ち
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
文
藝
春
秋
を
読
ん
で
い
ま
す
が
、
ト
ピ
ッ
ク
を
あ
ま
り
説
明
し
て
も
ら
わ
な
い
の
で

あ
ま
り
に
も
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
内
容
的
に
は
、
大
森
さ
ん
の
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
教
材
は
す
ご
く
よ
ろ
し
い
と
思
い
ま
す
。

・
ベ
ト
ナ
ム
＝
デ
ィ
ン
・
テ
ィ
・
ト
ゥ
・
ホ
ア
イ
（
佐
賀
大
学
大
学
院
・
女
・
26
歳
）

電
子
書
籍
の〈【
日
本
】と
い
う
国
〉を
拝
見
し
て
非
常
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
読
ん
で
み
て
、「
な
る
ほ
ど
」と
思
い
な

が
ら
、
政
治
・
歴
史
・
文
化
等
の
様
々
な
場
面
で
、
知
ら
な
い
日
本
の
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
気
づ
き
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
知
ら
な
い
日
本
の
言
葉
も
あ
り
ま
す
の
で
、
日
本
語
の
学
習
に
も
役
に
立
ち
ま
す
。

・
エ
チ
オ
ピ
ア
＝
ベ
リ
フ
・
メ
ス
フ
ィ
ン
（
メ
ケ
レ
大
学
医
学
部
・
男
・
26
歳
）

文
章
は
少
し
難
し
か
っ
た
で
す
が
、
細
か
く
説
明
し
て
い
る
の
で
、
と
て
も
便
利
で
、
面
白
か
っ
た
で
す
。
電
子
書
籍
の

〈【
日
本
】と
い
う
国
〉を
参
考
に
し
て
、「
桜
」に
つ
い
て
作
文
を
書
い
て
、
第
二
回
・
世
界
の
日
本
語
学
習
者《
日
本
語
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
》に
応
募
し
ま
し
た
。
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・
ト
ル
コ
＝
ヤ
ー
ズ
・
ア
ル
プ
・
オ
ク
ル
（
エ
ル
ジ
ェ
ス
大
学
・
男
・
26
歳
）

〈【
日
本
】と
い
う
国
〉の『「
国
」の
形
と
仕
組
み
』と
い
う
部
分
を
読
み
ま
し
た
。
専
門
的
な
言
葉
が
出
て
た
の
で
読
む
の

は
ち
ょ
っ
と
難
し
か
っ
た
。
し
か
し
新
し
い
言
葉
を
見
た
か
ら
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
元
々
大
学
で
地
学
を
勉
強
し

た
の
で「
国
の
形
と
仕
組
み
」と
い
う
部
分
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
で
研
究
生
と
し
て
地
学
を
勉
強
し
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
部
分
に
あ
る
単
語
は
地
学
や
地
理
学
に
関
す
る
の
で
と
て
も
役
に
立
つ
と
思
い
ま
し
た
。「
川
幅
」
や

「
急
流
」や「
水
力
発
電
」な
ど
色
々
な
大
事
な
言
葉
を
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
日
本
の
国
土
に
つ
い
て
色
々
な
こ
と
も
知

り
ま
し
た
。
地
学
や
地
理
学
に
興
味
が
あ
る
人
は
こ
の
部
分
を
読
ん
だ
ら
満
足
す
る
と
思
い
ま
す
。

・
中
国
＝
王
志
博
（
宇
都
宮
大
学
地
域
デ
ザ
イ
ン
学
部
・
男
・
25
歳
）

〈【
日
本
】と
い
う
国
〉と
い
う
本
は
、
素
晴
ら
し
い
本
だ
と
思
い
ま
す
、
自
分
の
感
想
を
少
し
書
き
ま
し
た
。

日
本
語
の
学
習
は
も
う
4
年
間
に
な
っ
た
私
は
、〈【
日
本
】と
い
う
国
〉と
い
う
本
を
読
み
終
わ
り
、
大
い
に
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
第
一
章
か
ら
第
十
章
ま
で
読
ん
だ
上
で
、
日
本
人
の
生
活
習
慣
、
風
俗
、
国
民
性
な
ど
を
も
っ
と
知
る
よ
う
に

な
り
、
日
本
文
化
を
も
っ
と
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
文
化
の
魅
力
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
が
、
美
し
い
着
物
で
あ
れ
、
優
雅
な
茶
道
で
あ
れ
、
美
味
し
い
日
本
料
理
で
あ
れ
、
全

部
日
本
文
化
の
魅
力
の
一
部
分
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
一
つ
の
共
通
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、〝
繊
細
さ
〟で
す
。

こ
の
繊
細
さ
が
、
日
本
文
化
の
特
徴
で
あ
り
、
私
が
日
本
文
化
で
一
番
魅
力
的
に
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。〈【
日
本
】と
い

う
国
〉と
い
う
本
こ
そ
が
、
私
を
改
め
て
そ
の
〝
繊
細
さ
〟を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
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・
中
国
＝
崔
英
才
（
淮
陰
師
範
学
院
日
本
語
教
師
・
女
）

電
子
書
籍
の〈【
日
本
】と
い
う
国
〉は
、
ウ
ェ
ブ
か
ら
無
料
で
手
軽
に
見
ら
れ
る
、
一
・
ル
ビ
が
つ
い
て
い
て
、
と
て
も
、

便
利
で
す
。
二
・
日
本
語
に
接
し
た
ば
か
り
の
一
、
二
年
生
の
大
学
生
に
は
、
日
本
の
常
識
を
比
較
的
、
幅
広
く
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
か
ら
興
味
を
広
げ
る
き
っ
か
け
と
な
り
う
る
、
そ
こ
で
、
今
学
期
の
私
の
ク
ラ
ス
（
二
年
生
）
の
共

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、〈【
日
本
】と
い
う
国
〉の
目
次
か
ら
、
自
分
が
好
き
な
分
野
を
1
つ
選
ん
で
、「
電
子
教
材
の

内
容
＋
自
分
の
調
査
」と
い
う
形
で
、
日
本
の
文
化
の
一
面
を
調
べ
、
ポ
ス
タ
ー
に
ま
と
め
る
作
業
を
進
め
た
。

・
ス
リ
ラ
ン
カ
＝
ア
エ
ー
シ
ャ
ー
・
ダ
ル
マ
シ
リ
（
ケ
ラ
ニ
ヤ
大
学
・
女
・
22
歳
）

日
本
語
を
勉
強
す
る
学
習
者
に
と
っ
て「
宝
物
」だ
と
思
う
。
日
本
に
つ
い
て
Ａ
か
ら
Ｚ
ま
で
、
す
べ
て
書
い
て
あ
る
か

ら
で
す
。
誰
に
で
も
無
料
で
使
え
る
こ
と
も
大
事
な
こ
と
で
す
。
こ
の
サ
イ
ト
は
と
て
も
重
要
な
の
で
も
っ
とpublicity

が
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
。
私
は
こ
の
サ
イ
ト
を
私
の
友
達
に
も
送
り
ま
し
た
。

日
本
の
情
報
も
知
り
ま
し
た
し
、
夏
目
漱
石
、
森
鷗
外
や
昔
の
文
学
の
こ
と
も
勉
強
し
ま
し
た
。
正
し
い
日
本
語
も
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

・
リ
ト
ア
ニ
ア
＝
マ
タ
ス
・
シ
ュ
カ
ー
ヌ
リ
ス
（
ヨ
ナ
ス
・
バ
サ
ナ
ヴ
ィ
チ
ュ
ス
高
校
・
男
・
17
歳
）

〈【
日
本
】と
い
う
国
〉を
少
し
読
ん
で
み
ま
し
た
。
知
ら
な
い
言
葉
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
、
私
に
と
っ
て
ち
ょ
っ
と

読
み
に
く
い
で
す
。
で
も
情
報
が
多
い
し
、
面
白
そ
う
だ
し
、
ふ
り
が
な
も
あ
り
ま
す
の
で
、
新
し
い
単
語
を
勉
強
し
な

が
ら
よ
く
読
む
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
本
を
知
っ
て
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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・
ポ
ー
ラ
ン
ド
＝
坂
本
龍
太
朗
（
ワ
ル
シ
ャ
ワ
日
本
語
学
校
・
教
頭
・
男
）

電
子
書
籍〈【
日
本
】と
い
う
国
〉は
、
そ
れ
な
り
に
レ
ベ
ル
が
高
い
日
本
語
学
習
者
で
も
フ
リ
ガ
ナ
が
あ
っ
た
と
し
て
も

専
門
用
語
が
多
い
と
な
か
な
か
読
み
進
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
難
し
い
言
葉
に
は
別
途
、
横
や
下
に
簡
単
な
日
本
語

で
の
辞
書
的
説
明
を
加
え
た
ら
よ
り
多
く
の
人
が
読
め
る
と
思
い
ま
す
。
フ
リ
ガ
ナ
も
入
れ
る
な
ら
全
て
に
入
れ
た
ほ
う

が
い
い
と
思
い
ま
す
。
一
度
出
て
き
た
と
き
フ
リ
ガ
ナ
が
あ
っ
た
か
ら
読
め
た
と
し
て
も
、
そ
こ
で
す
ぐ
に
そ
の
漢
字
を

覚
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
す
。

例
え
ば
私
の
学
生
た
ち
に
読
ん
で
も
ら
お
う
と
考
え
た
時
、
絵
や
写
真
が
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

政
治
の
話
で
は
総
理
大
臣
の
写
真
、
地
震
で
は
地
図
な
ど
読
む
だ
け
で
は
な
く
視
覚
的
な
補
助
が
あ
る
と
よ
り
理
解
度
が

増
す
と
思
い
ま
す
。

・
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
＝
バ
ウ
ベ
ク
ク
ズ
・
ジ
ャ
ン
サ
ヤ
（
カ
ザ
フ
国
立
大
学
・
女
・
23
歳
）

概
ね
読
ん
だ
の
で
す
が
、
多
く
の
専
門
語
が
説
明
さ
れ
て
あ
り
、
日
本
の
勉
強
を
す
る
上
で
、
包
括
的
な
参
考
書
と
し
て

大
変
有
用
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
語
の
難
易
度
が
割
り
と
高
い
た
め
、
初
級
者
に
と
っ
て
は
難
し
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
我
々
世
界
中
の
日
本
語
学
習
者
の
た
め
に
今
回
の
よ
う
な
機
会
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

・
ケ
ニ
ア
＝
ン
ジ
ェ
リ
・
カ
ゲ
マ
（
日
本
語
教
師
・
女
・
30
歳
）

ケ
ニ
ア
で
は
日
本
語
の
読
み
物
が
少
な
く
、
日
本
語
で
話
す
機
会
も
少
な
い
た
め
、
こ
ん
な
教
材
が
あ
る
こ
と
を
あ
り
が

た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
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おわりに

◆　
お
わ
り
に　
◆

国
際
交
流
基
金
の
調
査
で
は
、
毎
年
、
世
界
の
1
4
0
を
超
え
る
国
、
地
域
で
約
4
0
0
万
人
が
日
本
語
を
学
ん
で
い
ま
す
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
独
学
の
日
本
語
学
習
者
を
加
え
る
と
、
そ
の
数
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
の
日
本
語
学
習
者
が
一
人
で
も
多
く
、〝
日
本
フ
ァ
ン
〟に
な
っ
て
ほ
し
い
！

「
日
本
と
日
本
人
を
よ
り
深
く
知
る
情
報
」と「
日
本
語
の
文
章
力
を
鍛
え
る
場
」、を
提
供
し
た
い
！

1
9
8
8
（
昭
和
63
）
年
夏
、
数
カ
国
の
留
学
生
と
出
会
い
、「
日
本
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
」と
い
う
切
実
な
声
を
耳
に
し
、

「
そ
の
た
め
に
、
夫
婦
で
、
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
挑
戦
し
た
い
！
」と
考
え
、「
日
本
語
交
流
活
動
」を
決
意
し
て
か
ら
35
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。「
幼
な
じ
み
」の
夫
婦
が
48
歳
で
始
め
た
活
動
は
、「
日
本
語
を
勉
強
し
て
よ
か
っ
た
」と
い
う
世
界
の
多
く
の
人
た
ち

に
支
え
ら
れ
て
、〝
楽
し
み
な
が
ら
、
共
に
学
ぶ
〟こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

活
動
を
長
く
続
け
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
運
寿
純
平
先
生（
タ
イ
・
ウ
ボ
ン
ラ
チ
ャ
タ
ニ
ー
大
学
）、
笈
川
幸
司
先
生（
福
島
県
・
N
P
O

法
人
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
協
会
理
事
長
）、
黒
岡
佳
柾
先
生
（
中
国
・
福
州
大
学
）、
森
田
誠
亮
先
生
（
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
・
ア
ブ
ジ
ャ
大
学
日
本
語
日
本
文
化

研
究
所
所
長
代
理
）、
段
躍
中
先
生
（
東
京
都
・
日
本
僑
報
社
）
を
始
め
、
多
く
の
方
（々
後
述
）
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
。
心
か

ら
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
１
６
年
か
ら
、
国
際
交
流
研
究
所
の
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w

.nihonw
osiru.jp/

）
で
無
料
公
開
の「
日
本
語
教
材〈【
日
本
】と

い
う
国
〉」は
、
幸
い
、
世
界
の
多
く
の
日
本
語
学
習
者
・
日
本
語
教
師
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
の
日
本
語
学
習
者
や
日
本
語
教
師
と
の「
メ
ー
ル
の
交
流
」を
続
け
、
電
子
書
籍「
日
本
語
教
材〈【
日
本
】と
い
う
国
〉」

が
、
よ
り
多
く
の
世
界
の
日
本
語
学
習
者
に
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
改
訂
版
を
発
信
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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◇
35
年
間
、
世
界
各
地
の
日
本
人
教
師
や
教
育
関
係
者
の
方
々
に
、
日
本
語
の
授
業
な
ど
で
、
各
版
の
「
日
本
語
教
材
『
日
本
』」

を
活
用
し
て
頂
い
た
り
、
大
学
等
と
し
て
《
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
》
に
取
り
組
ん
で
頂
い
て
お
り
、
側
面
か
ら
協
力
し
て
頂
い

た
お
か
げ
で
、
各
国
の
日
本
語
を
学
ぶ
人
た
ち
と
の
交
流
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

・
中
国
＝
大
川
亜
紀
子
、
大
川
常
（
南
京
工
業
大
学
）、
小
椋
学
（
南
京
郵
電
大
学
）、
黒
岡
佳
征
（
福
州
大
学
）、
須
崎
孝
子
（
貴
州
大
学
）、

　
　
谷
川
栄
子
（
外
交
学
院
な
ど
）、
堀
川
英
嗣
（
山
西
大
学
）、
前
川
友
太
（
河
北
工
業
大
学
）、
八
塚
住
子
（
浙
江
師
範
大
学
な
ど
）

・
台
湾
＝
津
田
勤
子
（
致
理
科
技
大
学
）	

・
カ
ン
ボ
ジ
ア
＝
鬼
一
二
三
（
国
際
日
本
文
化
学
園
）

・
タ
イ
＝
運
寿
純
平
（
ウ
ボ
ン
ラ
チ
ャ
タ
ニ
―
大
学
）、
横
山
英
輔
（
タ
マ
ラ
ー
ト
ス
ク
サ
ー
ス
ク
ー
ル
）

・
モ
ン
ゴ
ル
＝
八
尾
由
希
子
（
名
古
屋
大
学
日
本
法
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
）

・
ポ
ー
ラ
ン
ド
＝
坂
本
龍
太
朗
（
ワ
ル
シ
ャ
ワ
日
本
語
学
校
）

・
ド
イ
ツ
＝
菊
地
奈
緒
美
（
V
H
S
日
本
語
教
師
の
会
）

・
ハ
ン
ガ
リ
ー
＝
若
井
誠
二
（
カ
ー
ロ
リ
・
ガ
ー
シ
ュ
パ
ー
ル
大
学
）

・
ア
メ
リ
カ
＝
久
米
英
美
子
（
日
本
語
教
室
）	

・
コ
ス
タ
リ
カ
＝
安
永
愛
（
日
本
語
教
室
・
ガ
ッ
テ
ン
ハ
ポ
ネ
ス
）

・
パ
ラ
グ
ア
イ
＝
田
村
能
子
（
セ
ン
ト
ロ
ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
日
本
語
教
室
）

・
ブ
ラ
ジ
ル
＝
弓
場
稔
子
（
ユ
バ
日
本
語
学
校
）	
・
ス
ー
ダ
ン
＝
石
井
一
成
（
ハ
ル
ツ
ー
ム
大
学
）

・
ケ
ニ
ア
＝
大
門
碧
（
留
学
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）	
・
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
＝
森
田
誠
亮
（
ア
ブ
ジ
ャ
大
学
）

・
日
本
＝
笈
川
幸
司
（
N
P
O
法
人
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
協
会
）、
段
躍
中
・
景
子
（
日
本
僑
報
社
）、
土
田
敏
子
（
愛
知
県　
名
古
屋
教
育
学
院
）、

　
　
藤
嵜
政
子
（
㈱
ス
リ
ー
エ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
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おわりに

◎
35
年
間
に
は
、
多
く
の
方
々
か
ら
、「
ご
理
解
・
ご
協
力
と
ご
支
援
」
を
頂
戴
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

個
人

・
北
海
道　
＝
野
坂
米
子	

・
宮
城
県
＝
布
施
谷
安
政
、
三
浦
七
郎

・
山
形
県　
＝
齋
藤
太
、
水
野
清
平
、
吉
田
時
夫	

・
福
島
県
＝
菊
池
芳
枝
、
齋
藤
正

・
新
潟
県　
＝
鈴
木
栄
吉
、
多
賀
秀
敏
、
高
橋
節
子
、
三
浦
真	

・
栃
木
県
＝
石
野
祐
三
子
、
高
尾
初
江

・
茨
城
県　
＝
海
老
原
博
・
恭
子
、
清
水
完
洋
、
景
山
晃	

・
群
馬
県
＝
横
塚
昊
・
紀
子

・
埼
玉
県　
＝�

㓛
刀
芳
雄
、
後
藤
江
恵
子
、
鈴
木
公
子
、
菅
沼
洋
、
周
劍
龍
・
楊
延
慧
、
福
田
孝
、
藤
木
典
子
、
増
田
麻
美
子
、

水
野
惠
子
、
森
西
マ
ス
ミ
、
山
口
榮
一
、
吉
田
豊
、
湯
本
恒
章

・
千
葉
県　
＝�

石
井
宏
明
、
大
津
浩
子
、
北
村
康
子
、
清
田
治
史
、
佐
久
間
勝
博
・
ち
さ
、
白
井
公
枝
、
島
崎
元
志
、
孫
淑
寧
、

多
田
真
理
子
、
野
村
美
知
子
、
平
澤
昭
男
、
堀
内
正
範
、
堀
口
伊
都
美
、
松
原
繁
子

・
東
京
都　
＝�

相
沢
峰
、
安
斎
和
子
、
秋
山
耿
太
郎
、
荒
谷
三
和
子
、
伊
藤
政
彦
、
五
十
川
倫
義
、
氏
岡
真
弓
、
海
老
原
畩
美
、

遠
藤
英
湖
、
大
菅
孝
子
、
大
野
千
賀
子
、
大
橋
照
枝
、
大
橋
京
子
、
川
浪
年
子
、
加
島
茂
子
、
梶
野
明
子
、

河
上
恭
雄
、
北
中
一
栄
、
栗
原
忠
躬
、
桑
田
弘
一
郎
、
高
媛
、
小
林
功
、
今
野
康
子
、
櫻
井
美
佐
・
美
果
、

佐
藤
美
佐
子
、
清
水
勝
彦
、
杉
田
美
津
子
、
住
川
治
人
、
高
野
公
子
、
武
本
孝
俊
、
西
澤
良
之
、
中
江
利
忠
、

中
島
清
成
、
中
島
茂
子
、
中
島
俊
明
、
成
田
正
路
、
内
藤
武
宣
、
永
田
隆
子
、
永
山
義
高
、
箱
島
信
一
、
羽
原
清
雅
、

林
田
英
樹
、
藤
嵜
政
子
、
藤
里
郁
夫
、
古
谷
浩
一
、
増
渕
直
子
、
松
田
眞
一
・
町
子
、
松
平
謙
次
、
真
鍋
一
史
、

三
露
久
男
、
三
輪
幸
雄
、
村
島
章
惠
、
森
崎
ノ
リ
、
山
口
清
華
、
山
口
秀
生
、
山
下
照
雄
、
渡
辺
澄
江
、
青
嶋
孝
代
、

井
上
よ
し
江
、
石
戸
喜
久
夫
・
紀
久
江
、
岩
田
佳
子
、
上
原
栄
子
、
奥
田
正
博
、
鴛
海
量
良
、
大
和
修
、
貝
啓
、

加
島
茂
子
、
菊
池
佐
智
子
、
黄
川
田
南
、
久
保
美
紗
子
、
関
史
江
、
高
野
紀
子
、
泊
次
郎
、
野
村
彰
男
、
村
野
坦
、
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橋
本
千
代
、
藤
田
實
、
前
田
昌
子
、
天
野
明
子
、
石
川
郁
子
、
井
上
和
佐
子
、
猪
原
満
也
・
喜
久
枝
、

牛
島
静
子
、
内
川
洋
子
、
大
岩
美
恵
子
、
太
田
豊
、
岡
田
佳
子
、
堅
山
寿
子
、
北
澤
清
子
、
倉
島
康
雄
、

倉
田
任
子
、
小
泉
文
子
、
酒
井
道
子
、
坂
巻
延
子
、
笹
川
浩
一
・
政
子
、
佐
藤
孝
子
、
塩
原
法
子
、
下
島
澄
子
、

鈴
木
貴
志
江
、
須
崎
キ
ヨ
子
、
高
砂
清
子
、
田
窪
清
子
、
竹
野
恵
美
、
竹
島
正
雄
・
謹
子
、
谷
藤
正
典
、

田
沼
綾
子
、
津
田
耕
嗣
・
玲
子
、
豊
田
彦
治
・
郁
、
中
村
節
子
、
長
津
浩
介
、
二
階
堂
禮
子
、
橋
本
吉
右
、

長
谷
川
道
子
、
濱
田
朝
子
、
廣
瀬
正
・
徳
江
、
冨
里
善
次
・
陽
子
、
松
井
外
恵
、
松
蔭
泰
男
・
美
奈
子
、

松
島
節
子
、
松
村
キ
ミ
、
宮
崎
照
美
、
雇
地
千
恵
子
、
山
本
修
司
・
邦
子
、
和
田
和
子

・
神
奈
川
県
＝�

浅
野
勝
人
、
石
井
功
、
井
口
梨
花
、
池
内
文
雄
、
石
村
実
・
日
満
子
、
石
井
一
成
、
井
出
敬
二
、

稲
富
誠
二
・
美
佐
子
、
大
谷
俊
典
、
大
林
主
一
、
大
平
力
、
大
森
春
樹
、
川
村
恒
明
、
河
内
イ
ホ
コ
、
木
村
伊
量
、

久
佐
賀
義
光
、
小
池
美
樹
彦
、
佐
藤
禎
一
、
佐
藤
麻
子
、
佐
野
剛
平
、
猿
田
逸
央
、
塩
入
広
中
、
志
甫
溥
、

鈴
木
恒
夫
、
高
橋
純
子
、
寺
澤
行
忠
、
戸
枝
嫩
葉
子
、
歳
納
明
子
、
西
田
幸
子
・
尚
彦
、
本
田
来
介
、
牧
野
光
延
、

村
山
孝
喜
、
持
田
周
三
、
茂
呂
禮
子
、
八
百
屋
千
代
子
、
八
塚
住
子
、
横
瀬
一
郎

・
静
岡
県
　
＝
小
泉
恕
美
、
重
田
達
人
、
鈴
木
嘉
弘
、
山
崎
正　
　
　
・
愛
知
県
＝
鷲
見
順
子
、
谷
川
栄
子
、
水
谷
淳
子

・
岐
阜
県
　
＝
太
田
道
子　
　
　
　
　
・
富
山
県
＝
山
瀬
孝　
　
　
　
・
石
川
県
＝
角
島
記
代
子
、
小
泉
晶
一
、
古
賀
克
己

・
福
井
県
　
＝
五
十
嵐
嶺
子　
　
　
　
・
三
重
県
＝
稲
垣
逸
夫
、
中
森
昌
昭　
　
　
　
・
奈
良
県
＝
太
田
佳
生
、
伊
藤
文
昭

・
京
都
府
　
＝
内
海
紀
雄
、
大
槻
登
美
子
、
下
村
あ
い
子
、
中
山
晶
、
羽
賀
田
さ
か
え

・
大
阪
府
　
＝
芦
田
悦
雄
、
戸
毛
敏
美
、
冨
田
健
次
、
中
嶋
弘
子
、
宮
川
文
子
、
八
木
澄
子
、
安
延
正
和

・
兵
庫
県
　
＝
大
橋
一
喜
、
高
松
暘
、
徳
岡
貢

・
岡
山
県
　
＝
植
田
貞
子
、
桑
山
哲
郎
・
皓
子
、
坪
井
あ
き
子
、
鳥
越
清
恵
、
藤
本
紀
久
子
、
渡
辺
み
さ
子

・
鳥
取
県
　
＝
森
下
み
づ
江　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
広
島
県
＝
桑
田
隆
明
、
山
本
な
ほ
み
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おわりに

・
香
川
県
　
＝
石
井
一
也
、
小
野
加
代
、
橋
本
恭
子
、
平
井
加
奈
子

・
愛
媛
県
　
＝
常
光
謙
輔
、
渡
邊
杜
・
美
紀
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
高
知
県
＝
竹
内
功

・
福
岡
県
　
＝
佐
々
木
清
、
恒
成
巧
・
綾
子
、
富
澤
義
敬
、
西
牟
田
耕
治
、
前
田
晃
、
李
暁
燕
、
李
紅
蘭

・
長
崎
県
　
＝
高
橋
一
樹
、
武
田
明
子
、
永
田
耕
作
、
平
石
泉　
　
　
・
宮
崎
県
＝
清
水
新
二
郎
、
木
村
厚
子
、
山
口
良
輔

・
熊
本
県
　
＝
伊
黒
昭
文
、
大
窪
公
子
、
門
垣
逸
夫
、
谷
川
俊
夫　
　
・
鹿
児
島
県
＝
高
橋
加
泰

◇�

ア
サ
キ
ョ
ウ
コ
、
ア
ン
ド
ウ
ミ
ツ
グ
、
イ
ズ
ミ
サ
ワ
ト
シ
エ
、
カ
ン
ノ
ユ
リ
コ
、
シ
ミ
ズ
ミ
ワ
コ
、
ツ
ジ
テ
ル
ヨ
、
フ
ジ
シ
マ
ア
イ
、

ナ
カ
ガ
ワ
ヨ
シ
フ
ミ
、
マ
ミ
ア
ユ
ウ
コ
さ
ん
ら
約
30
人
は
、
住
所
が
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

・
中
国　
　
＝
黒
岡
佳
征
、
崔
春
愛
、
兪
美
香
、
李
丹

・
韓
国　
　
＝
金
恵
蘭

・
タ
イ　
　
＝
横
山
英
輔
、
運
寿
純
平

・
マ
レ
ー
シ
ア
＝
ヒ
ー
ア
ン
ス
ン

・
ベ
ト
ナ
ム
（
名
古
屋
在
住
）
＝
チ
ャ
ン
・
ト
ゥ
ー
・
チ
ャ
ン

・
ミ
ャ
ン
マ
ー
＝
チ
ョ
チ
ョ
キ
ン

団
体

国
際
交
流
基
金
、
文
化
庁
、
か
め
の
り
財
団
、
社
会
貢
献
支
援
財
団
、
日
中
児
童
教
育
基
金
、
全
国
Ｐ
Ｈ
Ｐ
友
の
会
、

ま
ち
だ
地
域
国
際
交
流
協
会
、
べ
ト
ナ
ミ
ス
ト
・
ク
ラ
ブ
（「
ベ
ト
ナ
ム
に
関
心
の
あ
る
人
々
の
集
ま
り
」）
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
九
月

大
森
和
夫
・
大
森
弘
子
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出版した「日本語教材」など（2020年9月）

《日本語作文コンクール》の審査（2003年6月）

編著者の略歴
○大
おお
森
もり
和
かず
夫
お
 �

昭和15（1940）年東京都生まれ。東京都・九段高校卒。早稲田大学第一政
治経済学部政治学科卒。朝日新聞記者（大分支局、山口支局、福岡総局、大阪・社
会部、調査研究室、政治部、編集委員）を経て、平成元（1989）年1月、国際交流研
究所を開設。

◇大
おお
森
もり
弘
ひろ
子
こ
 �

昭和15（1940）年京都府生まれ。京都府・西舞鶴高校卒。京都女子大学短
期大学部家政学科卒。京都府・漁家生活改良普及員（地方公務員・3年間）。
季刊誌『日本』、日本語精読教材『日本』、日本語教材『日本』、『新日本概
況』、電子書籍・日本語教材〈【日本】という国〉各版の編集長。



□活動 �
一・�「日本語教材『日本』」の各版出版と寄贈、電子書籍・日本語教材〈【日

本】という国〉を無料公開。
二・�「留学生、中国の大学生、世界の日本語学習者」それぞれを対象にし

た《日本語作文コンクール》を通算26回開催、など。

□出版物 �
・季刊誌『日本』、日本語精読教材『日本』、『新日本概況』などの教材。
・各回の《日本語作文コンクール》入賞作文集。
　（朝日ソノラマ、スリーエーネットワーク、日本僑報社）
・『世界の日本語学習者（64カ国・地域の112人）が書いた
　 ユニークな「日本文化」論』（朝日新聞出版、2020年9月）
・�『世界（47カ国・地域）の日本語学習者の102人の「俳句」と日本語の夢』、
（朝日新聞出版、2021年7月）

・日本語教材〈【日本】という国〉（240頁、朝日新聞出版、2022年5月）
・『中国の大学生〝日本への思い〟と〝心の叫び〟』（34年記録。241頁、�
　 日本僑報社、2022年9月）

文部科学大臣表彰・国際交流功労者（2003年）
第十二回・東亜同文書院記念賞（2005年）
中国日語教学研究会・栄誉證書（2005年）
中国日語教学研究会・中国日語教育貢献奨（2006年）
平成18年度社会貢献者表彰・社会貢献支援財団（2006年）
第三回かめのり賞・かめのり財団（2010年）
国際交流事業助成・かめのり財団（2013年）
文化庁長官表彰　国際文化交流・多文化共生社会実現に貢献（2019年）
外務大臣表彰　日本と中国を含む各国・地域との相互理解の促進
　（2021年8月）

連絡先　190-0031　東京都立川市砂川町2-71-1 C621
Eメール　yuraumi@yahoo.co.jp
国際交流研究所URL　https://www.nihonwosiru.jp/
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